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　序章




　頭上には必ず照りつける太陽があった。

　なぜだろう。

　過去を──というほど時をさかのぼるわけではない。せいぜいが二、三年であるものの──思い返すとき、それが苦にがい、錆さびた鉄のような血の味と、胸きよう中ちゆうを乱れさせるほどの怒いかりをともなうものであればあるほどに、いっそう陽ひ射ざしは強く、オルバの脳天を焼いていたような覚えがある。

　あのときからだ。

　未来永えい劫ごうにわたって、決して消えることのない烙らく印いんを背に捺おされたあのときから。

　オルバは裸はだか同然の姿で、同じくぼろぼろの衣服を身にまとったきりの男たちに混じって、街の広場へとつれ出されていた。

　頭上には、太陽。

　後ろ手に縛しばられて、穂ほ先さきの鋭するどい槍やりが周囲をかためるなか、何人もの奴ど隷れい商人が彼の前を通り過ぎていった。

　皆みな、オルバの顔をひと目見るなり、片方の眉まゆをあげて、

「どこの国の罪人だ」

　と聞いた。

　この当時、メフィウスの奴ど隷れいたちは、同国の罪人たちのみならず、海をわたった向こうで商あきないをしている商人たちがほかの国からつれ帰ってきた人間たちも多かった。本来ならばその国で罪人として幽ゆう閉へい、処刑されねばならぬ身分の者を、役人から金で買い取って船で運ばせるのである。

　オルバは答えなかった。仮面の向こうからぎらつくような眼まな差ざしをくれるのみである。兵たちに声を荒あららげられ、槍やりの柄えで小こ突づかれても、かたくなに口を閉ざしていた。商人たちは決まって冷笑を浮うかべるとすぐさま関心を失い、彼の前を足早に去っていくのだった。

　最後に、肥え太った商人がオルバの前で足を止めた。

「歯を見せろ」

　たるんだ顎あごをしゃくるようにして命じられたが、オルバは今度も従わなかった。と、その商人は、強引にオルバの口へ指を突っ込こんでこようとした。

　その指に嚙かみついた。

　商人が悲鳴をあげると、屈くつ強きような兵士たちがすぐさま駆かけ寄ってきて、オルバの首の辺りを殴おう打だした。声もなくうずくまったオルバを見くだしながら、

「なるほど、歯は頑がん丈じようそうだ」

　肥えた商人が苦にが々にがしげにいう。指の先からは血が滴したたっていた。

「おいタルカスさんよ、そいつを買い取る気か？」

　オルバの前を通り過ぎたほかの商人がからかうようにいった。

「書きつけには、その仮面は魔ま道どうの呪のろいでつけられたと書いてある。そんな奴やつを引き取ったら、どんなたたりがあるかわからんぞ」

「いいのさ。そういうのも剣けん闘とう士しの『売り』になる」

「使いものになるかねえ。そんな小生意気な小こ僧ぞう、すぐにくたばるのが落ちだと思うがな」

　タルカスは太い首を傾かしげて笑っただけで、なにも答えなかった。

　その後、オルバは兵士たちに腕うでを抱かかえられて往来を引きずられていった。前後を、同じような境きよう遇ぐうの男たちが列をなして歩いていく。ほとんど全員が無言であった。

　ある種異様とも見えるその光景に、街の人々は無関心だ。強引に歩かされていく男たちのすぐ足もとを、子供たちが笑いながら駆けていく。母親と思おぼしき女たちも立ち話の最中だ。左右に軒のきを並べた店先では、商売人たちが景気の話をしていた。

　かつては、オルバも所属していた世界だった。往来を自分のもののように歩いて、なけなしの金で店から商品を買い、子供たちの笑い声を耳もとで聞いて、暇ひまを持て余したご婦人方からは色目を使われることすらあった。

　しかし、同じ往来を歩きながらも、いまや世界は引き裂さかれた。店も、子供たちも、女も、いまの彼には意味をなさなかった。

　オルバがいま所属する世界にあるのは照りつける太陽と、足もとを這はう埃ほこりっぽい風、そして顔を圧あつ迫ぱくする鉄の感かん触しよく。

　なにも持たぬ、どころか、これからは他人の所有物として生きていく、いや生かされていく。

　奴ど隷れい。

　そう、それが、奴隷になるということだ。

　オルバは同じ境きよう遇ぐうの奴隷たちといっしょに台車の上に放ほうり投げられ、そこから竜りゆうに引きずられながら二日の行程を進まされた。頭上からは、太陽がひっきりなしに無む慈じ悲ひな熱を投げかけてくる。オルバは何度となく暴れた。手足の自由を失ってなお、手を縛しばる縄なわを、足にはめられた鎖くさりを、引きちぎらんばかりに身み悶もだえて、そのたび、兵たちに殴なぐりつけられた。

　鼻はなと口には苦にがい鉄の味、やはり頭上からは太陽。

　そして辿たどり着いた先が、タルカス剣けん闘とう商会がほかの奴隷商人と共有で管理していた、剣闘士の訓練場であった。

　オルバにとっての新しい世界だ。

　あちこちで男たちが半はん裸らで組みあい、あるいは木製の剣と盾たてとで撃うちあっている。筋肉が躍やく動どうして、汗が飛び散り、そして打ちのめされた側の男が苦痛のうめき声をあげていた。広場の隅すみでは年老いた職人たちが無感動な目をしながら鉄を打って鎧よろいを補修しており、かと思えば、檻おりに入れられた竜たちが恐おそろしげな唸うなりを発しながらオルバの前後を運ばれていく。

　広場は東側の一面を背の高い柵さくで仕切られていたが、その向こうに派手な化け粧しようをした女たちの顔が並んでいた。おそらく、商売帰りの娼しよう婦ふたちだろう。なかには幼い子供の手を引いている者もある。つぎはぎだらけの服を着た彼女たちは、退たい屈くつしのぎに男たちの訓練ぶりを眺ながめていた。

「ほらほら、そんなへっぴり腰ごしじゃ、本番であっという間に殺されちまうよ」

「稼かせげる男になって、あたしたちを買いに来てね！」

　汚い歯を剝むき出し、瘦やせ細った手を振ふりたくりながら、女たちは野や卑ひな笑い声をあげている。

　むっと怒いかりがこみあげてきた。その怒りこそ、いまやオルバが柵の向こうへただ一歩進んだ先の世界から隔かく離りされた証あかしであった。かつては自分も『そちら側』にいた。やはり柵の向こうから、凶きよう暴ぼうな肉にく食しよく獣じゆうを見学するような気持ちで『こちら』を覗のぞいていたはずなのだ。

　陽ひ射ざしは強く、なおまばゆい。

　翌日から訓練がはじまった。ゴーウェンと名乗った男が、オルバに剣を握にぎらせた。多少、腕うでに自信のあるオルバだった。このままこいつを殺して、脱走しようとも考えた。しかしオルバが繰くり出す剣はことごとく空を切った。どころか、

「どうした、どうした。おまえみたいな小兵は常に動いておけ。足を止めて撃ちあっても、体重差でそのうち重心を崩くずされるのが落ちだ。そら！」

　打だ撃げきの重さによろめかされては、足をかけられ、あるいは肩かたを押おし当てられて、結果、何度となく惨みじめに転てん倒とうさせられた。

「土の味には慣れたか？」

　顔から派手に転んだオルバの喉のどもとに剣けんを突つきつけながら、ゴーウェンがあざ笑った。

「この一時間足らずで、おまえはもう二十回以上は自分の棺かん桶おけに入っている」

　赤しやく銅どう色いろの肌はだをしたその武人は齢よわい五十を超こえているだろう。しかし若いオルバが汗みずくになっているというのに、息ひとつ乱していない。

「いっそ死んだほうが楽だろうが、しかし、残念だったな。おまえはもうなにひとつ自由にはならんし、なにひとつ持ってもいない。名前も、身分も、着るものも、食べるものも。すべて他人から与えられるのを、鳥の雛ひなみたいに口を大きく開けて待っているしかないんだよ。そう、命さえも。おまえのような奴ど隷れいは、命すら他人のものなんだ」

　剣先で、ぐいとオルバの顎あごをあげさせながら、

「取り戻もどしたいか。取り戻したければ、稼かせげる剣士になれ。すべては、売った金以上の金で買い戻すしかないんだ。わかったか、虎とらの小こ僧ぞう」

　オルバは喉の奥おくから、まさしく獣けもののごとき唸うなり声をあげた。

　地面に転がっていた、赤あか錆さびだらけの盾たてを取りあげると、それを振ふりかざしてゴーウェンに殴なぐりかかった。

　不意を打たれたゴーウェンがたたらを踏ふんだその隙すきに、盾を投げつけると、そのまま逆方向へと駆かけ出した。ぶつかりそうになった男たちを避さけ、時には突き飛ばして、訓練場の奥へ、さらに奥へと突き進んだ。

　正面からの風が鉄仮面に当たっては砕くだけ、オルバの肩の左右でごうごうと音を立てた。

　檻おりが無数に並んでいる場所まで来た。竜りゆうたちの鈍にぶい鱗うろこが鉄格子の向こうで輝かがやいている。

「どけっ」

　前方にあらわれた、すらりとした女性らしい影かげの脇わきを抜ぬけると、高い塀へいが見えてきた。都合のいいことに梯はし子ごがかけられている。ひびの入った箇か所しよを修復途と中ちゆうなのだろう、てっぺんには職人らしい男の姿が見えた。

　オルバはその梯子に飛びつこうとした。

　拍ひよう子しに、横あいからひょいと足をかけられ、転倒した。鉄仮面もろとも塀にぶつかったが、構わず、梯子に取りつこうとした。と、首根っこを後ろから何者かに摑つかまれた。抗あらがおうとしたが、その怪かい力りきたるや、わずか一いつ瞬しゆんでオルバの足が宙に浮うくほどであった。

　ふたたび地面に引き倒たおされた。見あげる先に、真っ白い太陽。その強い陽ひ射ざしを背景にしながら、二つの顔がオルバを上から覗のぞき込こんでいた。

「元気のいい新入りだな」

　獅し子しの鬣たてがみにも似た蓬ほう髪はつの男が、その巨体で太陽を遮さえぎる隣となりで、

「せっかくのいい男を、乱暴に扱あつかわないでくれたまえよ」

　長い髪かみをした、細身の男がくすりと口もとをほころばせていた。足をかけたのはこっちのほうだろう。

「いい男だと？　仮面に隠かくれてて、なにも見えやしないじゃないか」

「おやおや、ご自分の遠い祖先が竜りゆうだろうと人ひと喰くいのゲブリンだろうと委い細さい構わぬきみらしい見解だね。ぼくのような高貴の出の人間には、凡ぼん俗ぞくのきみとちがって『第三の目』があるのさ」

　といって長ちよう髪はつの男が自分の額ひたいをつついたときには、遅おくればせながら兵たちが駆かけ込こんできていた。

　強引に立ちあがらされて、ふたたび拳こぶしと蹴けりの洗礼がオルバを見み舞まう。もはや抵てい抗こうのしようもない。強い陽ひ射ざしは絶え間なく、オルバの肌はだを、そして傷口を焼きつづけた。

　天で猛もう威いを振ふるうその白き暴君も、やがては赤く血の色に染まって、山の向こうへと姿を隠かくしたのち。

　オルバは寝しん台だいの上でうめき声をあげていた。身体からだ中が熱い。猫ねこ背ぜ気味の老医師に簡単な手当てをされていた。医師はまったく口を利きかなかった。機械的に作業を終えると、これも無言で去っていく。と、

「終わったかね」

　入れ替かわりに、長髪の男が姿を見せた。先ほどオルバを上から覗のぞき込んでいたほうの片割れだ。

「脱走を企くわだてる奴やつは珍めずらしくないが、訓練初日からとなるとさすがに数も限られる。教えてやろうか、そういう奴の運命は、大抵、そう長くないものさ」

「──」

「なに？　なにかいったかね」

「長くないのは」腫はれあがった唇くちびるの向こうから、オルバは歯ぎしりにも似た声を発していた。「おれをこんな目にあわせた奴らの命だ。貴様も含ふくめてな」

　男は薄うすく微ほほ笑えんで、肩かたをすくめた。

「少年が大志を抱いだくのはいいことさ。でも、それをかなえるには、たぶんきみが殺したいと思っている連中の十倍、二十倍の数の命を奪うばわなきゃならない。自分の意思とは無関係にね。無数の返り血と死体に埋うもれていくうちに、その大志を忘れなきゃいいが」

（忘れるものか）

　オルバはいったん目を閉じ、それから瞼まぶたをかっと開いた。

　暗がりに包まれた天井の向こう、いまなおそこに太陽が燃えているように、オルバには感じられた。

　きっと、明日あしたも陽射しは強いだろう。肌を、脳天を、鉄に覆おおわれたこの顔を、焼くだろう。

　未来そのものをにらみつけるように、オルバは見えざる太陽を一心に見み据すえつづけた。

　無言になったオルバに、男はもう一度呆あきれたように肩かたをすくめたが、部屋を立ち去り際ぎわに、

「さっき、ランが面白いことをいっていたな。ほら、きみが竜りゆう舎しやに駆かけ込こんだときにすれちがった女の子さ。滅めつ多たなことじゃ口を利きかない子で、実際、ぼくも声を聞いたのもほとんどはじめてだったんだけどね」

「──」

「『あいつが来ても、竜が騒さわがなかった』ってさ。なんだろうね、珍めずらしいことは珍しいんだろうけど、わざわざ口に出していうことかね。ただ、こういうことは覚えておくといい。剣けん闘とう士しなんてのはいいゲンの担かつぎ方がひとつでも多いほうがいいものさ。心の拠よりどころになる。自分は特別かもしれない、って思えれば、ことさらにね」

「──」

「明日あしたには、あるいは明後日あさつてには、もうこの縁えんが切れるかわからないほどだが……、面白いから、名乗っておこうか。ぼくはシーク。さっきのでかぶつはギリアム、きみに剣を教えていた爺じいさんはゴーウェンだ。臓ぞう腑ふと黒い血だまりの世界にようこそ、鉄仮面の少年よ。せいぜい長いつきあいになるといいがね」










　一章　忍び寄る影







　　　　１




「どれだけ」

　震ふるえる声が、冷たい石の床ゆかを低く這はった。

　それを追いかけるようにして、ぽたりぽたりと透とう明めいの雫しずくが落ちていく。

「どれだけ、あの日のことを忘れようとしたでしょう。あんなものはただの夢だと。誰だれかと幸せな未来を誓ちかいあったのは、楽しい夢。一夜のもとに引き裂さかれたのは、悪い夢。心の底からそう思い込んで、やっとのことで……やっとのことで、忘れられそうだったのに。あのお方は、ふたたびわたしの目の前にあらわれた」

「──」

　ライラの独白を耳にしているのは、ビリーナ・アウエルただひとり。ガーベラ国第三王女にして、メフィウス皇太子ギルの婚こん約やく者しやである彼女は、その、ほかならぬギルにまつわる過去の事実を打ち明けられながら、口を挟はさむこともできずにただじっと立ち尽つくしている。

「これほどにわたしを苦しめておきながら、わたしを幸せの絶頂から絶望のどん底まで、こともなげに、ただ面白がりたいだけにあっさり突つき落としておきながら、あのお方は、まるでわたしのことなどまったく知らないという顔をされていた。それだけならばまだしも、再会したあのお方は、わたしの知る皇太子さまとは、あたかも別人のように振ふる舞まわれていらっしゃった」

　ライラはもうビリーナのほうなど見向きもしていない。誰だれに語っているのか、本人にもおそらくわかっていないのではないか。心身の奥おく底そこから湧わきあがる感情に、ただ言葉がついてきている、というふうに、肩かたを、唇くちびるを、声を震ふるわせながらつづけている。

「ああ、でも、それもそのはず」

　不意に、ライラが笑みを浮うかべたので、声もなく見守っていたビリーナははっとなった。

「あの方は死んだのです。わたしの父に撃うたれて、殺されたはずなのです。いかに一国の皇太子とはいえ、胸むねを銃じゆう弾だんで貫つらぬかれて、生き返るはずがない。あれは別人です。メフィウスの皇太子であるはずがない。では……いったいなぜ？　なんのために、同じ顔をした人間が、皇太子の皮をかぶってあらわれたの？　また、わたしをいじめるため？　わたしからなにもかも奪うばっておきながら、まだそれでも足りないというの？　だから、父が傷つかねばならなかったの？　それとも──わたしではなく、王女さまを騙だまして、わたしと同じ思いを味わわせるためにあらわれたとでもいうのかしら？　ねえ、王女さま、あの方は……」

　ライラの口はなにかに強く遮さえぎられ、声は内にこもった。

　ビリーナだ。気がつけば、ガーベラ王女はライラを胸のなかにかき抱いだいていた。

　ライラの総身はひときわ激しく震え、まるでビリーナを拒きよ絶ぜつするかに見えたが、しかしビリーナがその背中にさらに力を込こめて腕うでを巻きつけると、ライラはいっそう激しく泣なきじゃくりながらも、年下の少女に頰ほおを寄せた。

　そうやってライラを自身のぬくもりに包み込んでやりながら、しかし当のビリーナ本人とて冷静でいられたわけではない。

　まさかこのような段になって、ライラがわざわざ虚きよ偽ぎを口にするとは考えにくい。

　さりとて、あのギル・メフィウスが庶しよ民みんの女性に初夜権を無理やり行使しようとしただとか、そのためにライラの父に撃ち殺されただとか、ライラの語る『真実』はビリーナの知るそれとはあまりにかけ離はなれすぎている。

　その矛む盾じゆんが、ビリーナの小さい胸を嵐あらしのごとくかき乱していた。

（死んだ──。あのお方が、死んだ？）

　ビリーナ自身、一度同じ思いを抱いたことがある。

　アプターでのことだ。あれが未来永えい劫ごうの別れだとはとても信じられなかった。そして事実、ギルはそ知らぬ顔をして戻もどってきた。

　では、ライラの語る『事実』もそれと似たような事情があってのことだろうか？

（初夜権の行使という恥はじを隠かくすため、いったん死んだことにした──）

　のでは、無論、辻つじ褄つまがあわない。あうはずもない。

　ビリーナの思考は乱れ放題に乱れている。

　いま、この場においてなにか答えを見みい出ださねばならぬという、ほとんど脅きよう迫はく的な思いに駆かり立てられるあまりに、本人からして思いがけぬ方角にまで考えが及および、はるか遠方にまで走り去っていっては、その都度なんの収しゆう穫かくももたらさずに戻もどってきた。

　と、

（別人）

　唐とう突とつに、頰ほおを殴なぐられたと錯さつ覚かくするほどの痛みをともないながら、その単語が急きゆう浮ふ上じようしてきた。

　ライラが先ほど口走った言葉だ。

（そんなことはあり得ない）

　とはなから否定しにかかり、捨て去っていた、そんな取るに足らない言葉が、なぜだか異様なほどの存在感を誇ほこって、むくりと鎌かま首くびをもたげていた。

　ビリーナとて、皇太子ギルは以前と比べるとあたかも別人のようだ、という批ひ評ひようは耳にしたことがある。それも多数。

　そう、ギル・メフィウスといえば、ガーベラにも噂うわさが伝え聞こえるほどの『うつけ』だった。政務にも軍務にも携たずさわる意欲を見せず、連日、夜遅おそくまで友達と遊び歩くばかり。常に父の影かげにおびえるようであり、家臣たちにすら軽んじられていた。まだ若いながら、女性のことで醜しゆう聞ぶんをさらしたのも一度や二度ではないという。

　であればこそ、メフィウスへ来る前のビリーナはその『うつけ』のギルに嫁とつぐのを心底から嫌きらっていたのだし、ではいっそのこと『うつけ』どのを意のままに躾しつけて、ガーベラに戦いくさなき勝利をもたらしてみせよう、と意気込ごんでもみせたのだ。

　だが。

　実際にメフィウスへ来てみて、じかに相対したギル・メフィウスは、噂とはまるで別人だった。

　確かに、ビリーナの知る王おう侯こう貴族とはいくらも異なった男だ。一度など、そうした見解のちがいから、大声で互たがいを罵ののしりあいさえした。相当な変わり者であったのはまちがいないにせよ、しかし風に伝え聞こえてくるほど暗あん愚ぐな男ではなかった。特に、女性遊びなどとはとんでもない。むしろそういう方向でこそ、浅せん薄ぱくな印象を受けるほどだ。

（外国にいて聞こえてくる噂など、当てにならぬもの）

　とビリーナは考えを改めさせられたのだが、かと思えば、当のメフィウス人たちのほうが、

「かつての皇太子さまとは別のお方であられるかのよう」

　と口を揃そろえていうのである。

　なかには、

「毎日酔よいつぶれなくては眠ねむれないというほどの怠たい惰だな男が、婚こん儀ぎを境に、素す晴ばらしく働き者になるという例も市し井せいにはあるようです。きっと、王女さまと結ばれるまでに一人前になろうと皇太子さまも奮ふん起きなされたのでは」

　などと王女に囁ささやく貴婦人もいた。

　しかし、王女本人はそれには納なつ得とくしかねるものを感じていた。

（急にあのような人物になったなどとは、考えられない。わたしと会う以前からそうであられたはず）

　では──なぜ？

　なぜ、皇太子は突とつ然ぜん、家臣の者が目をみはるほどの変へん貌ぼうを遂とげたのか？

　この瞬しゆん間かん、ビリーナの脳のう裏りに、とある場面が思い浮うかんだ。ぱっと光射さし染めるようにひとつの場面が瞬またたいたかと思うと、同時にちがう場面をも引きつれて、次から次へとあふれ出てきたのである。

　──はじめて出会ったのが聖せい臨りんの谷。こちらから挨あい拶さつの声を投げかけたのに、ギル・メフィウスはまともな返事ひとつ返せず、ただ、あのフェドムという側近が耳に囁く言葉をもごもごと口にしたきりであった。

　その後、リュカオンの手の者が儀式に乱入し、あわや王女がつれさらわれそうになったとき、ギルは部下や剣けん闘とう士したちに的確な指示を下してこれを未然に阻そ止しした。

　そしてその夜。先ほど、ビリーナがふと思い返した、「互たがいを罵ののしりあった」場面はここにある。

「民の気持ちも考えず、勝手に戦いを起こすのも王族なら、勝手に民を思いやって戦いくさをやめようとするのも王族か。尊とうとく生まれついたお方とやらは、民草の命すべてを握にぎっているのだな」

　吐はき捨てるようにギルはいい、ビリーナをかっとさせた。

　そうやって民や一兵卒の身を慮おもんぱかる男かと思えば、いざリュカオン討とう伐ばつに赴おもむいた際には、しばらく援えん兵ぺいひとりもよこさずに、ガーベラと反乱軍の戦いを静観していた。その矛む盾じゆんを指し摘てきすると、ギル・メフィウスは他た愛あいもなく動どう揺ようした。

　憎にくいほど物事を冷静に見極め、いざ戦いとあれば個人の感情など、足もとなり、溝のどぶなり、どこへなりと放ほうり投げられるほどの男が、

「いまは、時期を待たねばならない」

　心の弱い箇か所しよを不意に打たれたような表情になって、ようよう、そんなことを口にしたきりだった。

　そう、弱い男だ。

　そんな印象も、ビリーナの内側にはある。

　次に浮かんできたのは、夕ゆう暮ぐれを背景に、ひとりの男がアプター砦とりでの最上階に突つっ伏ぷして泣なき崩くずれる場面。

　ビリーナははじめて目まの当たりにした。男性が声を出して泣きじゃくっているのを。そしてそれが、ほかならぬギル・メフィウスであったことに、王女は言葉ではいいあらわせないほどの衝しよう撃げきを覚えたのである。

　追つい憶おくはなおやまない。脳のう裏りに強く焼きついた場面もあれば、さっと表層をかすめて過ぎ去っていくだけの、ふとした言葉やあるときの仕草、そうした記き憶おくの断片にしか過ぎぬものも数多くある。

　ビリーナ本人すら、目で、耳で、追いきれぬほどの速度だ。前の場面が終わりきらぬうちから次の場面がはじまるものだから、時間と空間の区別がなくなって、それぞれがひとつに溶とけあいかねない。

　そんななか、不可思議な現象が起こった。

「皆みな、そうなのでしょう」

　青く澄すみわたった空の下、腰こしかけた王女の傍かたわらに突つっ立つ男の姿がある。彼はまぶしげに目を細めながら、

「本当の自分が何者であるか。皆が皆、その答えに迷い、あるいは答えがあるのかどうかもわからぬなか、日々を過ごしているのではないでしょうか。王おう侯こう貴族も、哲てつ学がく者しやも、宗教家も、農民も、商人も、そう、奴ど隷れいたちであっても、皆、己の境きよう遇ぐうを嘆なげいて、自分自身を持て余し、どこかに別の、本当の生き方があるのではないかと夢焦こがれもする。自分が『何者』か、『何者』になれるのか、それは、空一面の星を数え終えることなどないように、尽つきることなくいつまでもつきまといつづける悩なやみなのでしょう」

　それを語ったのは、剣けん闘とう士しオルバだ。すなわち、顔に鉄の仮面をまとい、その顔かたちなど見たこともない男のはずだ。

　だというのに、いま、ビリーナの脳裏をよぎったときには、彼は、その鉄の仮面を外していた。素顔に風を浴び、陽ひの光をまぶしげに見あげていた。

　はっとなったビリーナは、あわてていまの場面を意識の内側に引き戻もどそうとした。流れ去っていく前に、もう一度その『目』で見たいと願った。

　が、

「王女」

　眼前にあらわれたのは、またも異なる記憶の一場面。

「そのまっすぐさを、失わずにいてほしい。たとえこの先、どのようなことがあろうとも」

　あれは、またもアプター。

　たそがれどき、黄金の色に包まれたその最上階で、ギル・メフィウスが正面から囁ささやいた言葉だった。

　しかし、なぜだろう。

　あまりに速く記憶が巡めぐり巡っていくせいで混乱が生じたのか、ビリーナの『目』には、そのギルが鉄の仮面をまとっているように見えた。

「約束してくださいますね？」

　そんな自分の声が、遠く聞こえる。

「もう、包み隠かくさず打ち明けてくださると。それならば、このビリーナ、微び力りよくながら力にもなってみせましょう」

「ああ。ただし」彼は薄うすく笑っていた。「忘れないことだ。メフィウス皇おう子じギルは、『噓うそつき』だからな」

　夕ゆう陽ひに姿を溶とかしたギルは、その顔の半分に鉄の色を反射させていた。

　そして、これも恐おそろしく突とつ然ぜんに、追想の劇げき場じようは幕を引いた。

　ビリーナ当人が呆あつ気けに取られるほどであった。あとはなにもない。胸きよう中ちゆうをよぎる言葉も、仕草も、記き憶おくの場面も、なにもかもが消え失うせて、ビリーナただひとりを置き去りにしていた。

　しばし、思考が真っ白に閉ざされたかと思うと、その時間の穴あな埋うめをするがごとくに心臓が速い鼓こ動どうを打ちはじめる。

（もしかしたら）

　と思う。

（まさか）

　と瞬しゆん時じにして打ち消す。

　が、波がひいては寄せてくるかのように、ふたたび（もしかして）という疑ぎ惑わくがよみがえってきては、ビリーナ自身が（まさか）とかき消してしまう。

　この二つの感情のぶつかりあいは、追憶ほど長くはつづかなかった。後者のほうの感情が次第次第に勢力を弱めていくと、結果として、ビリーナの胸むねの内側に直視しがたいほどの疑念を浮うかびあがらせる。

　尽つきもせぬ葛かつ藤とうに身じろぎできないでいるうちに、いつしか甲かん高だかい足音がすぐ近くまで迫せまっていた。




　塔とうの階段を急ぎ足でのぼっていくのは、ゴーウェンだ。

　ライラを幽ゆう閉へいしていた塔の監かん視しを、数少ない兵に命じていたのは彼である。その兵から、夜遅おそくに報告があった。近ごろ、王女に仕つかえはじめたアルナックという若い男が、ライラの居場所をかぎまわっているのだという。さらには、それを忠告した侍じ女じよが、ライラの身を清きよめるために塔へ入っていったというのだ。

「侍女だと？」

　兵は、てっきりゴーウェンが差し向けたものだと誤解したようだが、当然、ゴーウェンには初耳だ。そしてその瞬間に察しがついた。

（王女か！）

　急いで彼は塔へと向かい、なかへと足を踏ふみ入れた。

　最上階に通じるドアが開いている。

　ゴーウェンは歯は嚙がみした。

（やはり、口を封ふうじておくべきだったか）

　といまにして思う。なにやら、以前の──というより、真実の──皇太子のことを知っているらしいライラは、ともすればオルバに致ち命めい傷しようを与えかねない存在だ。実際、彼女は刃やいばを振ふるって皇太子の命を狙ねらっているのだが、毒をたっぷり塗ぬり込こんだ刃のひと振りよりも、ライラ自身の知る事実のほうが、オルバやその一党にはよほど危険なものになり得る恐おそれがあった。

（それを王女に知られては）

　この壮そう大だいな化かしあいも、終幕を迎むかえるときだ。

（くそっ、口の立つ人間がいてくれれば）

　ゴーウェンはらしくもなく、ここにいない、もはやいるはずのない男の顔を思い浮うかべずにはいられなかった。口くち下べ手たな自分では、王女を煙けむに巻けるかどうか、心もとない。

　ままよ、とばかりにゴーウェンは最上階に身を躍おどらせた。

「さあ、ライラさん」

　女性のそんな声が聞こえる。まちがいなくビリーナ王女のものだ。その王女、すすり泣なくライラを寝しん台だいの上へと導いて、上から毛布をかけてやっていた。

「今日きようはもうお休みください。悪い夢が、あなたの眠ねむりを妨さまたげないよう、枕まくらにおまじないをかけておきますからね」

　ガーベラ流の子供のあやし方だろうか、枕にふっと息をそよがせると、入り口に突つっ立つゴーウェンのほうへと目を向けた。

　柔にゆう和わな笑顔から一転、眉まゆを吊つりあげると、怒ったような顔をして近づいてきた。

　思わず息を吞のんだゴーウェンが身構えるより早く、

「せめて湯ゆ浴あみを」

　という。

「え？」

「畏おそれ多くも皇太子さまに刃を向けた女性です。丁重に扱あつかえとは申しません。ただし、一時はわたくしビリーナ・アウエルのそばに仕つかえていた女性であることもまちがいなく、せめて女性らしい扱いを望みます」

「──」

　ゴーウェンが押おし黙だまるなか、ビリーナはもう用事は済んだといわんばかりの態度で、ドアの向こうへ歩きながら、

「わたくしも事情を聞きだそうと思っていましたが、あの者の申すことは支し離り滅めつ裂れつ。たとえ外部に声が洩もれ聞こえたところで、正気とは受け取られますまい。こうやってひそかに身を隠かくすような真ま似ねをすると、それがかえって周囲から要らぬ関心をおびき寄せないとも限りません。……そう、わたくしのようにね」

　ゴーウェンは寝しん台だいの上で眠ねむるライラと、階段をおりていくビリーナの後ろ姿とをしばし見比べた。

（さて、これは）

　かつて監かん督とく官かんとして、こわもての剣けん闘とう士しすら震ふるえあがらせた老武人は、心のなかでのみつぶやいていた。

（芝居の上う手まい方ではないから、なにかを聞きだしたのはまちがいないか。この場合、オルバよ、おれの口くち封ふうじの相手が増えたというべきなのか、それともいますぐ尻しつ尾ぽを巻いて逃にげ出せ、とおまえに忠告するべきなのか）

　相手は、ガーベラ国第三王女。ともすれば、メフィウス皇帝グールよりもよほど恐おそろしい敵となってオルバの前に立ちはだかるかもしれぬ存在だった。




　　　　２




　ゼノン・アウエル率いる軍団が布ふ陣じんしたのは、ダイランから東、八キロの地点。

　北は海に突つき出た断だん崖がいであり、南はほとんど草木も生えぬ岩山が道を閉ざしているため、この峠とうげの隘あい路ろのみが軍団を進めることのできるほとんど唯ゆい一いつの道となっている。

　当然、リャリド国を経由して東から押おし寄せてくるアリオン軍の第二陣も、ここを通らねばダイランには接近できない。

　ゼノン王子はガーベラ国から援えん軍ぐんとして駆かけつけてきた身だ。

　自身の率いる猛もう虎こ騎き士し団だん千二百と、増援の穴あな熊ぐま騎士団三百、それに西方連合軍およそ七百を束ねる指し揮き官かんである。

　エンデ次期大公エリック公子との会談によって、彼らは陸路を進んでくるアリオン軍第二陣を足止めする任務を請うけ負った。

　相手は、三千。

　多勢であるが、よもやアリオンもガーベラ国の参戦は予定しておるまい。いまもゼノンの頭上に翻ひるがえるガーベラ国旗をひと目見ただけで、敵は勢いを失うかもしれない。

　そこまで楽観的でなくとも、ゼノンはこの戦いが特別に厳しいものになるとは思わなかった。敵は遠征の身であり、補給線の確保だけでも相当金と手間がかかる。リャリドに多少の援助を要よう請せいするにしても、そもそも長い期間駐ちゆう留りゆうする予定ではないはずだ。

（足止めさえかけられれば）

　すなわち、北のゾンガーに停てい泊はくしているカセリア本隊との合流さえ避さけられれば、この戦いは勝てる、とゼノンは踏ふんでいる。

　布陣してからは馬や竜りゆうよけの柵さくを築かせ、大たい砲ほう三門を高地に据すえた。周辺に飛ひ空くう艇ていを飛ばしての地形偵てい察さつも怠おこたらない。

　それから数日。

　時期的には、ダイランにおいて、エリック公子がまだカセリア軍の動きを焦じれながら待っていたときである。

　偵察に赴おもむいていた騎き馬ば兵へいが、激しい勢いで鞭むちをくれながら帰ってきた。

　アリオン軍の姿が見えたという。

「来たか」

　このとき、ゼノンは天幕にて本国から持ってきた古い書物などに目を通していたが、知らせがあるや、急いで甲かつ冑ちゆうを着き込こんだ。

「いよいよでありますな」

　天幕の外では、早くもカダインの赤せき竜りゆうモロドフ、青せい竜りゆうニルギフが轡くつわを並べて、長大な槍やりを手にしている。モロドフのそれは先せん端たんが三みつ叉またに割れていた。

「そういえば、聞いていなかった」

　弟のほうのニルギフが吞のん気きなことを口にした。

「敵の御大将は？」

　戦いくさを間近にしたゼノンの口もとが思わずほころんだ。理由は二つ。ひとつには、軍議の席にはニルギフも参加していたはずだが、その都度、目を閉じて腕うで組ぐみし、深い考えに没ぼつ頭とうしているかと思いきや、五分とせぬうちに静かな寝ね息いきを立てていたのを思い出したからだ。

　もうひとつ。「敵の大将は？」という問いかけは、別段、敵がどのような人物で、どのような戦術を用いてくるかを聞きたかったのではなく、単に、

「おれは誰だれを討うてばいいのか」

　という点を確認したかっただけだろう、と見たからだ。

　ゼノンは兜かぶとをかぶり、精せい悍かんな顔に羽根飾りの影かげを落としながら、もっともらしい声で答えた。

「斥せつ候こうによると、敵総大将はファード・クリセウム。母方の姓せいを名乗っているが、カセリア王子の異母兄という話だ。赴おもむいた戦場は数知れず、そしてその都度先せん陣じん切って敵に屍しかばねの山を築かせるというほどの猛もう将しよう」

「ほう、楽しみだ」

「先走ってはならんぞ、ニルギフ」兄のほうがたしなめた。「他国での戦いくさだ。援えん軍ぐんに赴いたわれわれとて、多勢力の集まり。ひとりの勝手な行動が大いに統率を乱しかねん。この戦、おれより前を駆かけることは許さんぞ」

　ともあれ、三人は連れだって前線まで馬を進めた。

　敵はここより峠とうげを下った先、距きよ離りにして二キロにもならない場所で布陣を開始したらしい。

　その敵──すなわちアリオン軍もまた、斥候からの報告を受けている最中だった。

「ガーベラの旗だと？」

　唸うなりを発したのは、ファード・クリセウム。骨つきの肉をしゃぶっているものだから、声は奇き妙みようにこもっていた。

　名のある武将たちの陣じん旗ばたが風にはためくなか、悠ゆう々ゆうと黒いマントをなびかせている。裏地には銀色の糸で女性の横顔が刺し繡しゆうされてあった。

　体たい軀くは丸々としていたが、甲かつ冑ちゆうから覗のぞいた二の腕うでは見事な筋肉を浮うき立たせている。まるで小山のような圧あつ迫ぱく感のある男だ。そのくせ、金色の総そう髪はつをなびかせる顔立ちは童どう顔がんに近い。

　ぽんと音を発して口から骨を出すと、脂に照り光った口周りを舌で舐なめた。

「面白いことになった。ガーベラ、ってのはあれだろう、騎き士し道どう精神という奴やつだ。どんなものか一度お目にかかってみたかった」

「お待ちください」

　さっそく駆かけ出そうとするファードを制したのは、彼とは対照的なまでに瘦やせ細った男だ。赤い糸の刺繡をした青いフードとローブ姿といえば、アリオン軍属の魔ま道どう士しに相そう違いない。骸がい骨こつに薄うす皮かわ一枚貼はりつけたような顔をしながらも、

「なんだ、モルガ？」

　不ふ機き嫌げんそうにぎょろっと目を剝むいたファードに臆おくすることなく、

「こちらの準備がととのっておりません。いましばらくお待ちいただければ、『通路』を開いて、カセリア王子と連れん絡らくが取れましょう」

「いつもながら、便利なものだなあ」

　ファードはころりと態度を変えた。目先の興きよう味みがあれこれとめまぐるしく変わる種類の男らしかった。

「おれとカセリアで、じかに話すことはできんのか」

「時間をかけさえすれば。……いえ、一時間、二時間の話ではなく、ふさわしい施し設せつと魔素エーテルをふんだんに用意すれば、という話でございます。それに加えて、ファードさまにも魔道の訓練を受けていただく必要があります」

「気の長い話だ」ファードは鼻はなの頭に皺しわを寄せた。「腕を鍛きたえるなら重いものを担かつげばいい。足を鍛えるならそのまま走ればよい。しかし、魔道の鍛たん錬れんとやらは、どこを、どう鍛えるものなのか見当もつかんなあ」

　ぶつぶついいながらも、ファードはその『魔道』とやらを待つ気になったようだ。いかにも頑がん丈じようそうな顎あごで骨をばりっと嚙かみ砕くだくと、退たい屈くつしのぎのつもりか、重たげな戦せん棍こんをいともたやすく肩かたの上で振ふりまわす。さらにその戦棍、先せん端たんに近い部分から、いくつもの鉄球が鎖くさりでぶらさがっている。ぶんぶんと音を立てて回転する鉄球にあわや当たりそうになった兵たちが、「わっ」と大将の周りから逃にげ散った。

　モルガはというと足早にその場を去って、準備のために専用のテントのなかに入っていた。彼はファードおつきの参さん謀ぼうのようなものだ。アリオンにおいては、魔道士がこうした役目を担になうために部隊に随ずい行こうするのは珍めずらしいことではない。

　ファードも武器を振ふりまわすのに飽あきると、さっさと天幕に戻もどって、例の黒いマントを引っかぶって寝ねてしまった。天幕からはほどなくして高いびきが聞こえてきたが、時折、すすり泣なきのようなものが混じることもある。近きん習じゆの者たちは何度か目にしたことがあるが、マントに刺し繡しゆうされた女性の顔に頰ほおずりしながら、実際に泣いているのだ。ちなみにその女性の横顔、ファードの母の若かりしころの姿をかたどったものらしい。では早くに死に別れたのかといえば、ファードの母はいまだ健在。三十を間近にした大男が、単に母恋こいしくて泣いているだけである。

　陽ひが暮くれ、やがて朝になった。

　朝食をとるころには昨日きのうの会話など忘れ果ててしまったかのように、ファードはさっそく突とつ撃げきの合図を下そうとしていたが、例の魔ま道どう士しモルガが傍かたわらにひざまずいて報告をはじめた。

「ほう？」

　モルガが伝えたのは、昨夜遅おそくに届いたばかりのカセリアからの『指示』だ。

　無論、飛ひ空くう艇ていや早馬を飛ばしても、本来ならばここまで早く意思が伝達できるはずもない。魔道のなせる業わざだ。

　モルガ曰いわく、

「ここは敵地で、魔素エーテルに乏とぼしく、『通路』が開いておらぬゆえ」

　アリオン国内でおこなうよりもはるかに時間がかかり、伝えられる言葉も短いものになるというのだが、魔道に精通しておらぬほとんどの国の人間にとっては、常じよう軌きを逸いつした情報伝達の方法であるのはまちがいない。

　ともあれ、カセリアからの指示を耳にしたファードはしきりに頷うなずいた。

「なるほど、弟は頭がよい」

　敵が対たい陣じんした方角を遠く見つめながら、

「正面から戦うのも面白いが、逃げる敵を追いかけて殺しまくるのもまた、戦場の楽しみだ。どっちにせよ血が騒さわぐ。ようし、待とう」

　とどっかと腰こしをおろし、得物を脇わきに置いた。

「おおい、おまえら、しばらく戦いくさはなしだ。酒を持て」

　たちまちのうちに酒さか樽だるが開けられた。気前のいいファードのこと、さっそくなみなみと満たした杯さかずきを部下たちに振る舞まおうとしたが、

「ふむ」一いつ瞬しゆん考えあぐねてから、「これから敵を待つとなれば、酒が足りないかもしれんな。待て待て、おまえら。酒はなしだ。いや、飲ませないというんじゃない。ここでカバットをやろう。勝った奴やつにだけ一杯飲ませることとする」

　カバットは、アリオンに──というより、魔道王朝の一地方に古くから伝わる格かく闘とう技ぎだ。地面に描かいた円がそのまま闘技場となる。競技者は無手で組みあい、相手の背中を地面に押おしつけるか、相手を円の外へ押し出したほうが勝者となる。日ごろ鍛きたえた兵たちが年に数回、祭りのときなど、大勢の観客の前でやることが多い。

「上官に気を遣つかう必要はないぞ。手を抜ぬいているのがわかったら、おれが相手してくれるからな」

　こうしてアリオン陣じん営えいがおかしな盛りあがりを見せているなか、対たい陣じんするゼノン・アウエルは敵が身動きを止めたままなのを不ふ審しんがっていた。

　いよいよ戦いくさが近い、と聞いて昂たかぶっていたニルギフなどは、どうにも衝しよう動どうが抑おさえられないらしく、近辺でひっきりなしに馬責めをしている。

　ゼノンも連合軍の指し揮き官かんの立場でなければ、一度仕し掛かけてみたいと思うところであった。

　が、ニルギフが昂っているなか、兄のモロドフはというと、岩にあぐらを組んで腰こしを落としている。槍やりをかい込こんでいて、いつでも事に当たろうとしている態度ではあるが、表情は平静そのものだ。

　通りかかったゼノンに、手にしていた馬乳酒を差し向けた。

「落ちついておられますな」

　よほど指揮官らしい態度に、ゼノンは呆あきれるやらやっかむやら、複雑な心境でその酒を受け取った。

「部下たちといっしょに血気にはやってもなんにもならん」

　と顎あごをしゃくってみせた方向では、ニルギフが部下たちを叱しつ責せきしながら馬を飛ばしている。かなりの距きよ離りがあるはずだが、土つち埃ぼこりがこちらに届きそうな勢いだ。それを見るモロドフが、

（こういう立場には慣れている）

　と自じ嘲ちよう交じりにいっているようで、ゼノンはくすりと笑った。

　ならば、とばかりにモロドフの隣となりに腰を落ちつかせる。横目で見やったモロドフが、
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「しかし、いまさら聞くことでもないかもしれんが、ガーベラは一時エンデと国境付近で戦争になった、と聞いた。それからさほど月日も経たっておらぬのに、よく駆かけつける気になられたな」

「わたしとて同じ疑問を抱いだいております。西方は西方で、隣りん国ごく同士の争いが絶えぬ地であったと聞きおよんでいます。それが、今日きようには手を取りあって、エンデの救きゆう援えんに来られようとは」

「盟主アークス王のご手しゆ腕わんだろう。……あとは、メフィウスか」

「メフィウス？」

「タウーリアの歴史を持ち出すまでもなく、西方タウランとメフィウスとは長いあいだ緊きん張ちよう状態にあった。それをあっさり打ち破って、同盟の話を持ちかけてきたのが、例の皇太子だ」

「例の」もう一度、ゼノンは小さく笑う。「われわれの軍に同行させるよう、あなた方を押おしつけてきた張本人。あの、いちいち癪しやくに障さわる小こ僧ぞうのことですな」

「まさしく」

　ぐっと酒を流し込んで、モロドフはからからと笑った。

「口にしていることはいちいちまともでも、その本人が果たして自分の言葉を信じておるかどうか」

「味方にすれば心強いが、敵にまわすと厄やつ介かいそうな男ですな」

「実際におれは槍やりを交えた。いや、正確には皇太子自身ではなく、おそらくその勅ちよく命めいを受けたと思われる皇太子の部下と、だがな」

「ほう！」

　ゼノン・アウエルは興きよう味みを持ったように目を輝かがやかせた。モロドフは、西方での戦い、その一場面を異国の王子に話してやりながら、

「確かに厄介な男だろうが、まあ、そう難しく考えたものでもない。確かに一度は不覚を取ったが、二度目ならば勝てるとおれは踏ふんでいる」

「というと？」

「あれは、子供だ。子供なればこそ大人おとなには思いもよらぬことを数々やってのけるが、そうとわかった上でなら、大人には大人の、子供への対処というものがある」

「ははあ、なるほど。あの皇太子、確かにわたしもじかに話したところ、青あお臭くささがほの見えるようでした」

「青いうちなら、いい」モロドフは酒臭いため息をついた。「青いところが唯ゆい一いつ、あいつの『かわいげ』のようなものだ。だが、大人になってその『かわいげ』さえなくなったら、誰だれにも信用をおかず、誰だれにも胸むねのうちを明かせぬような、暗君になる恐おそれとてある」

「ふむ、ま、他国のことなれば、わたしもそう胸を張って断言できるものでもないが……」ゼノンは、この男特有の明るさを表情ににじませながら微ほほ笑えんだ。「その点に関しては、まずまず大だい丈じよう夫ぶであろうとわたしは見ています」

「ふむ？」

「なにしろ、あの皇太子には、わが妹ビリーナ・アウエルがついている」

　それがすべての答えだ、とばかりにいってのけてから、ゼノンははじめて皮の容器に口をつけた。独特の臭においがしたが、構わず酒を喉のどに流し込こんだ。
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　それと同じころ。

　オルバはギル・メフィウスとして千三百になる兵を率いてソロンを出立し、東のイドロに入っていた。

　それ以前に、援えん軍ぐん要よう請せいに応こたえる旨むねをエンデへ知らせていたが、その返答は実にあいまいなものだった。おそらく次期大公エリックが首都サフィアを留守にしているのだろう。新体制への移行がまだはかどらぬエンデでは、こういうときの対応がどうしても遅おくれがちになる。

　返答がないからと愚ぐ図ず愚ぐ図ずしていたのでは手遅れになる恐れもあったので、オルバはいち早く動いた。

　イドロでは領主ユリウスが出で迎むかえた。

　皇帝と皇太子が直接あいまみえたときには彼もソロンにいたが、ギル皇太子が部隊を率いて動くというので、前もって自分の領地に帰っていたのである。

「ソロンではご挨あい拶さつさせていただける機会もなく」

　とにこやかに声をかけてくる。皇太子の窓まど口ぐちともいえるイネーリやフェドムの前には連日、少しでも次期皇位継けい承しよう者しやの覚えがよくなろうと面会を求める人物が多数列をなしていたが、こうしてギルとじかに顔をあわせられる機会を得られて、ユリウスとしては幸運を招き寄せた気分であろう。

　部隊を駐ちゆう留りゆうさせるのに、いささか大げさともいえるほどの歓かん迎げいムードを演出した。

「なにか足りないものがあれば、その辺の者を捕つかまえてどうぞおっしゃってください。武具であろうが、糧りよう食しよくであろうが、はたまた女性をご所望であっても、お望みをかなえさせていただきます。あいや、皇太子さまにはビリーナさまという似あいの奥おく方がたさまがいらっしゃいましたかな。なに、たとえまちがいがあったとしても、このユリウス、口の堅かたさは竜りゆう人じん族ぞくの地下遺い跡せきアヴォートの聖鉄門にも劣おとらぬものと自負しておりますれば。あっはっは」

　浮うかれすぎてか、趣しゆ味みの悪い冗じよう談だんを飛ばしもする。一方のオルバは、

（そういえば、前に会っているな）

　くらいの認にん識しきしかユリウスには抱いだいていない。リュカオン討とう伐ばつのため、ギル・メフィウスの初うい陣じんとしてザイム砦とりでに赴おもむいたその直前、このイドロにおいて軍議をおこなったことがある。ユリウスは奴ど隷れいに対して苛か烈れつな扱あつかいで知られる男だった。部隊が同行させてきた奴隷たち──タルカス剣けん闘とう商会の者たち──を処刑しようとしたため、オルバは臨時に彼らを直属の近衛このえ兵へいとして召めし抱かかえることで命を救ったのだった。

　そう考えれば、多少の縁えんがないこともない。

　オルバはせいぜい部下たちに羽目を外しすぎないよう注意を与えながら、ユリウスの歓かん迎げいを受けてやった。

　イドロに逗とう留りゆうして三日ほどが過ぎた。その間、エンデに使者をもう一度出している。

（サフィアに、誰だれか話のわかる奴やつはいないものか）

　情報さえ満足いくレベルで揃そろっていれば、『待つ』時間も苦にはならないオルバだが、逆にいえば、手もとに欲しい情報がひとつでも欠けていると、どうにも腰こしが落ちつかない。

　カセリアがゾンガーを出立したのか否いなか、陸路を進んできているはずのアリオン第二陣じんがどこまで接近しているのかもわからぬ状じよう況きようでは、過ぎ去る時間が蟻ありの歩みのようにのろかった。

　と、そんなギル皇太子の心理状況を察してか、ユリウスがまたも気を利きかせた。

「皇おう子じの無ぶ聊りようをお慰なぐさめするため」

　剣闘の興こう行ぎようを準備したのだという。

　耳にしたとき、オルバはユリウスの使者の前だというのに舌打ちした。

（余計なことを）

　と思ったが、メフィウスにおいて、身分が上の者を街や城に迎むかえる場合、剣闘大会を催もよおすのは慣例といっていい。そこでいかに名のある剣闘士を数多く呼び集めて、どれほど興行を盛りあげることができるか、というのも貴族の手しゆ腕わんである。

　気分が優すぐれぬ──とでもいって出席を辞退したい気持ちもあったが、ユリウスとて一都市の領主。今後、ギル・メフィウスとしてのつきあいが避さけられない人物だ。

（意に添そわぬ者と会い、気持ちの向かない会話をすることなど多々あろう）

　仕方なく、イドロでもっとも規模の大きい競技場へ出向くことにした。

　剣闘というので、供の者にはパーシル、ギリアム、そして『オルバ』を選んだ。三人とも剣闘士あがりながら、皇子に重用されているという経けい緯いがある。無論、この場合の『オルバ』とは、虎とらの鉄仮面をかぶって扮ふん装そうした元剣闘士カインのことだ。

「どうだい、この歩き方。オルバにそっくりだろう」

「似ていない」

　競技場にある貴人専用の応接室で、オルバは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になった。部屋にいる三人ともが、皇太子とオルバの関係を知っている。

「いや、そっくりだ」

　と太たい鼓こ判ばんを押おしたのはギリアムだ。

「剣けん闘とう士しのときは、そうやって猫ねこ背ぜ気味になるんだ。そのくせ顎あごを引いているところがよく似ている」

　パーシルは無言だったが、口もとの淡あわい笑みが同意を示している。彼には彼の役職があるものの、皇おう子じがどこかへ出かけるときは決まって身辺警けい護ごの任を引き受けていた。

「そうだろう。この前からオルバを観察して練習してたんだよ」

　得意満面なカインを、ふとオルバはからかってみたくなった。

「自己鍛たん錬れんはいいことだがよ、おまえだって皇子の近衛このえ兵へいだ。素顔のほうでちやほやされてみたいと思ったことはないか？　『カイン』のほうで活かつ躍やくできれば、女にももてるし、ひと財産儲もうけるのだって夢じゃない」

　それを、名前も素顔も、常に隠かくしているといっていいオルバが口にするのだから皮肉だが、

「なあ、オルバ」

　カインは至し極ごくまじめな顔をして返答した。

「おれはもともとかっぱらい専門の小ずるい悪党だったんだよ。親、親しん縁えんの顔なんて生まれたときから知っちゃいない。それで警備兵に捕つかまったと思ったら、次の日からは剣闘士さ。今日きよう生きていても、明日あしたにはどうなるか知れない、そんな毎日ばっかり過ごしていた。それ以上の人生が望めるなんて思ってもいなかったさ。それが『カイン』だよ。あんたもおれも、よく知る男さ」

「──」

「だから、『オルバ』になるときは、他人の人生を楽しむつもりでやっているのさ。これはこれで楽しいもんだぜ。女にもてるっていう話なら、おれが素顔で口く説どくよりも、鉄仮面でやるほうがずっと効率がいい」

「その口ぶりだと、やったことがあるな」

「あ、いや、まあ、一度か二度、ね」

　カインは目を泳がせたが、

「ただ──」

「ただ？」

「もしオルバが皇太子だか皇帝になるっていうんで、未来永えい劫ごう、オルバとしての正体を明かすつもりがないなら」と前置きしてから、「いつかおれが爺じいさんになったとき、鉄仮面を家に隠しておくんだ。孫たちが遊びまわったときに、偶ぐう然ぜんそれを見つける。『えっ、ひょっとしてお爺さんはあの鉄仮面の剣士オルバだったの？』って幼い目を輝かがやかせながら聞かれたとき、おれは否定も肯こう定ていもしないのさ。そうやってほのめかす楽しみくらいは残しておいてくれよ」

　気の長い夢だな、とは思ったが、オルバは口にしなかった。

　この男は男で、『その後』の人生設計があるということだろう。

　正午前に、競技場の観かん覧らん席せきへと案内された。ユリウスがさんざんに宣伝したせいか、急きゆう遽きよ決まった興こう行ぎようにしては客の入りがいい。ギル一行が通されたのは柱に支えられた天井のある、いわゆる特別席だ。背後と左右をパーシル、ギリアム、『オルバ』がかためるなか、ギル・メフィウスはイドロ領主ユリウスの隣となりに腰こしかけた。

「これより、皇太子殿下とユリウス閣かつ下かがため、死にゆく勇士たちがご挨あい拶さつします！」

　口上を述べる老ろう域いきの男が張りあげる声。

　陽ひが照るなか、ずらりと並んだ屈くつ強きようの剣けん闘とう士したちが、片手を胸むねに置きながら恭うやうやしく頭こうべを垂たれる姿。

　懐なつかしい光景だ。目にしているだけで、オルバのなかにも熱い感情が自然とこみあげてくる。それも、涙なみだをともなうようなものではなく、

（反へ吐ど）

　が出そうな類たぐいのものだった。

　剣闘士たちは、いずれも身体からだに大小の傷を負い、顔も土つち埃ぼこりにまみれて黒ずんでいたが、こちらを見あげる目だけが照りつける太陽に劣おとらずぎらぎらと輝かがやいている。

　いや、彼らが見ているのは皇太子ギルではない。彼を透すかして、その向こうに立つパーシルや『オルバ』を見ている。皇太子に認められれば、近衛このえ兵へいとして取り立てられるかもしれない──すなわち、この地じ獄ごくのような日々から一転、求めてやまなかった自由と、ただの剣闘士風情では一生かかっても手に入らないほどの地位と栄えい誉よを同時に得られるかもしれない──という希望が、彼らの胸を常以上の戦意で燃やしているのである。

　ほどなくして、オルバの眼下で命の奪うばいあいがはじめられた。どれだけ無表情、無感動に見つめようとしても、鋼鉄の撃うちあうひびき、血しぶきの色、獣けものじみた吠ほえ声に断だん末まつ魔ま──そういったものに、元剣闘士の五感が刺し激げきされないはずはない。

　あれこれと、記き憶おくが自然のうちによみがえってくる。

　剣闘士の訓練場は、いつも馬草や竜りゆう糞ふんの臭においで充満していた。男たちの怒ど鳴なり声が飛び交うなか、オルバ自身も汗みずくになって剣を振ふるい、監かん督とく官かんのゴーウェンにいく度となく撃ちかかった。

　周りはぐるりと高い塀へいでかこまれていたものの、東側だけは格子状の柵さくになっていて、その隙すき間まからちらちらと外部の世界が垣かい間ま見みえていた。訓練場の建物があった地区は、決して街のなかでも栄えていた場所ではない。それどころか貧ひん民みん街がいにより近い場所だった。

　だというのに、なんと色いろ鮮あざやかに輝いて見えたことか。

　往来をいく子供たちの顔が薄うす汚よごれていようと、娼しよう婦ふたちの衣服がつぎはぎだらけだろうと、商人たちが売り歩いている品物が出所不明の怪あやしげなものであろうと、それがなんだろう。

（自由──）

　そこには、まぎれもなくオルバが生きていく上で欠かせぬ食しよく糧りようや水と同等、いやそれ以上に渇かつ望ぼうしてやまぬものが、満々と青い輝かがやきをたたえた海うな原ばらのようにひろがっていた。

　誰だれにもいき先を決められることなく、通りを自由に歩き、駆かけ抜ぬけていく自由。陽ひが暮くれたあと唐とう突とつに、明日あした、おまえは殺しあいをするのだと何者に命じられることもなく、安あん穏のんと眠ねむりに落ちる自由。

　この手にあふれんばかりの黄金を手にしていたとして、オルバはそれと引き換かえにでも欲しただろう。たとえそれが気に喰くわぬ者を殴なぐりつける自由、物を盗ぬすんで息のつづく限り走って逃にげる自由、食うものも金もなく通りで横たわって、ついには野の垂たれ死んでいく自由であったとしても。

　脱だつ走そうとて何度となく考えた。

　剣けん闘とう試合の前となると、硬かたい床ゆかの上で横になりながら、

（明日、おれは五体満足で同じ場所で眠っていられるだろうか）

　そんな取りとめもない思いに取りつかれて、眠れぬ夜も多々あった。

　そして──、

　自由への渇望、死への恐きよう怖ふをも上まわり、覆おおいつくすほどの、

（復ふく讐しゆう）

　への思い、執しゆう念ねんがあった。

　大だい歓かん声せいのなか、檻おりから解き放たれた猛もう獣じゆうよろしく、飛び出していく先に、オルバと命を──すなわち、たった一日ぶんの未来を──奪うばいあう相手がいた。

　剣をがっしと嚙かみあわせる。火花が赤く、時に青く散った。

「勝負あり！」

　口上役の声が、いままさにオルバの頭上でひびきわたった。

　オルバははっとなって立ちすくんだ。手にしているのは血ち塗ぬられた剣、そして眼前にはもはやものいわぬ死体が転がっていた。

　すべては幻げん覚かくだ。

　実際のオルバはギル・メフィウスとして、勝者も、血に抱いだかれて眠る敗者も、はるか高みから見おろしていたにすぎない。

　勝ちあがり制のトーナメントを制した勝者が、胸むねにざっくりと赤黒い傷きず跡あとを残しながらも、両腕うでを振ふりあげて歓かん喜きの雄おたけびをあげていた。

　ほんの一時間ほど前、オルバの前にずらりと並んで目を輝かせていた男たちのうち、たったひとりの生き残りが彼だった。

「見事」

　とオルバは立ちあがって、勝者を称たたえた。

「これから戦場に赴おもむこうという前に、戦士の気き概がいを目にすることができて光栄だ。勝利への吉きつ兆ちようである。おまえを近衛このえ士し官かんに取り立てよう。オルバ、異存はないな」

「あれほどの勇士ならば、明日あしたにでも華はな々ばなしき戦功を飾りましょう」

　鉄仮面の『オルバ』が恭うやうやしく返答する。彼も、芝居が板についてきた。

　実のところ、勝利した若者は『オルバ』がいうほど見事な腕うで前まえでもなかった。ただ、いわゆるツキがあったにすぎない。組みあわせの段階から恵まれていたし、たまたま勝ちあがってきた敵が、彼にとっては相性のいい相手ばかりだった。

　逆にいえば、そのツキひとつが、男たちの生死を、そしてその後の明暗を極きよく端たんにわけたということである。オルバが彼を取り立てたのも伊だ達てや酔すい狂きようではなく、運勢を味方にするということは、あるいは百人の屈くつ強きような兵を引き入れるのにも等しい力があると見み込こんだからだ。

　若者は目に涙なみだを浮うかべ、ギル・メフィウスに一礼すると、もう一度快かい哉さいを叫さけんでいた。

　領主ユリウスの挨あい拶さつを受けながらオルバは競技場を去った。

　自分の胸むねに、あの若者に刻きざまれたのと同じていどの赤黒い裂さけ目があるように思った。

　陽ひが頭上から照っている。

　だが、そのぎらつくような陽が山の端はしに沈しずんで、ふたたび人間界に姿を見せはじめたころ。

　近衛兵に取り立てられるはずだった若者は、彼自身が自由と未来のために殺した奴ど隷れいたちと同じ運命を辿たどっていた。

　英えい雄ゆうの門かど出でを祝おうと、彼の雇やとい主と仲間たちは昨夜遅おそくまで宴えん会かいに興きようじていたらしい。

　朝になると、彼は、青い顔をして横たわっていた。

　発見されたときにはすでに事切れていた。

　昨日きのうの激戦で負った傷が悪化したのだろうといわれた。

　朝早くにその知らせを受けたオルバは、

「そうか」

　と口にした。

　あとは取り立ててなにをいうでもなく、朝食をとった。

（運のない男）

　だと胸のうちで思った。

　あるいは、その運を使い果たしてしまったのか。

　彼の戦いぶりを、そして近衛兵に取り立てられるのだと知って、喜びに輝かがやいていた姿を懸けん命めいに思い出そうとしたが、結局、オルバは彼の顔すら脳のう裏りに描えがき出すことはかなわなかった。




　運がない──、

　と、ひとりの若者の運命に関して、そうした思いを馳はせたのはオルバだけでなく、彼を知る大半の人間たちも同様であったろう。

　だが、

（まずは、ひとり目）

　若干一名、別の感想を胸むねに抱いだいて、邪じや悪あくな笑みを口もとに浮うかべた男がいる。

　西方からはるばるやってきたという触ふれ込こみの、商人風の男だ。

　名はザファルという。

　かつて、その西方では『ガルダ』を名乗ったレイズスに仕つかえていた魔ま道どう士しである。ビラクにおいては、ビリーナの侍じ女じよであったライラをそそのかして、皇太子暗殺をも謀はかっている。

　オルバとは決して因いん縁ねん浅からぬその老人が、今度もまた素知らぬ顔をしてイドロの街角に姿を見せていた。隣となりを、やはりタウラン人の女性が歩いている。ザファルの娘むすめだということにしてあるが、彼女の名前はタヒー。やはり『ガルダ』に仕えていた女魔道士であり、こちらはこちらで、西方連合盟主アークス・バズガンの暗殺をもくろんだことがあった。

　そのいずれも失敗した両者ではあったが、ここメフィウス、イドロの街にてあいまみえた。

「長老さまは、十二人までの死を──運命の操作をお許しになられた。まずは、ひとりがその肉と血をもって尊とうとい生いけ贄にえとなったのだ。今度という今度こそ失敗は許されん。タヒー、わかっていような。決して軽率な真ま似ねだけはするでないぞ」

「抜ぬかりありません」

　タヒーは薄うすく笑った。フードを頭からかぶり、長衣も身体からだをすっぽり覆おおうほどの長さだが、そうして姿をほとんど隠かくしていてさえ、いや隠されているからこそなのか、挙きよ措そのひとつひとつに匂におい立つような色いろ香かがある。

　そのころのイドロは、皇太子来訪に沸わいている。皇帝グールとの直接対決はすでにメフィウス全土で噂うわさになっていた。その、いわば英えい雄ゆう物語の主役が一軍をつれてやってきたのだから、民たちはこぞって皇太子の姿をひと目見ようとユリウス公の居きよ館かんを取り巻いたり、皇おう子じの部下たちが外を出歩いては後ろから用もないのにぞろぞろついてまわったりしていた。

　ザファルとタヒーは、飛空船の発着場となっている塔とうの下まで来ていた。柵さくで仕切られた向こうに入り口がある。

　なにか動きがあったのか、今日きようの昼過ぎくらいからややあわただしい。

　巨大な檻おりがいくつか、奴ど隷れいたちの手によって運ばれていた。檻のなかには竜りゆうたちの姿がある。

「ほう、どうやら皇太子さまは近々ご出立のようだな。こちらも急がねば」

　檻を塔のなかへ運び入れ、そこから船に乗せる手はずらしい。普ふ通つうは手間と時間のかかる作業だ。同じ檻のなかに竜たちを押おし込こめてしまうと、凶きよう暴ぼう化かして暴れる恐おそれがあるためだが、指導する竜丁の腕うでがいいのだろう、大型、中型問わず、全身に鱗うろこをびっしり生えさせた獣けものたちは吠ほえ声ひとつあげずに大人おとなしくしている。いまも、その竜丁らしき人物が檻のあいだを走りまわっては、何事か竜たちに声をかけていた。

　いうまでもない。ギル皇太子お抱かかえの竜丁ホゥ・ランだ。

「あれが」

　とタヒーの赤い唇くちびるが動いた。

　ザファルがはっとなったときには遅おそかった。タヒーの額ひたいの辺りから、忽こつ然ぜんと朱しゆ色いろの『うねり』があらわれた。なんと表現してよいものかわからない。薄うすい煙けむりにも、水の渦うず巻まくさまにも似かよっているが、そもそも常人には視覚でとらえられない。その、『うねり』としか形容しがたいものが、タヒーの額で螺ら旋せん状じように回転したかと思うと、そのまま宙を走って、塔とうの前まで来ていた竜りゆう丁ていのもとへと飛んでいく。

　ランの挙動が一いつ瞬しゆん止まった。タヒーの唇が笑みの形に吊つりあがる。彼女が得意とするのは炎ほのおを呼び出し、操る術である。ただしいまのは『炎』という形を取らず、熱波のレベルに留とどめている。それでも直ちよく撃げきさせれば火傷やけどを負わせるほどの威い力りよくはあった。

　が、ランはすぐにしなやかな動作で腕うでをひと振ふりした。『うねり』が、それこそ強風に吹き散らされた煙のごとく消失するのを、ザファルもその目で見た。

　驚おどろくべき現象であったが、本人は無意識のうちなのか、ランは一瞬きょとんとしたように左右を見わたしていたものの、あとは気にしたふうもなく作業に戻もどっていく。

　タヒーの形ぎよう相そうが変わった。

「深入りするな」

　声とともに、ザファルがその面前へ手をのばした。

「軽率な真ま似ねはするなといったばかりだぞ」

「ほんの小手調べ」

　タヒーはからかうようにいったが、その目は笑っていない。ザファルはぎろっとした視線でタヒーを射い抜ぬくと、

「いざわたしが行動を起こす際に、足止めできさえすればいい。まだあ奴やつの力も正体もわからんのだ。いずれは暴かねばならぬが、いまはその時期ではない」

「心得ております」

　答えながらも、タヒーはザファルの顔を見てはいない。正面を見つめるその視線は、目の前に盾たてのように差し出されたザファルの手を貫つらぬきとおして、いまもなおホゥ・ランの姿を視界内にとどめているかのようだ。

「なるほど」

　と、タヒーはかすかにつぶやいていた。

「長老さまがわたしにお命じなさった理由がわかったわ。あれは、わたしと同じ──」




　　　　４




　ギル・メフィウスが滞たい在ざいしているあいだ、イドロでは事件が相次いでいた。

　いずれも人の命が奪うばわれている。

　ただし、どれも取り立てて不ふ審しんを招くほどではない。たとえば酔よっ払ぱらいの喧けん嘩か騒さわぎだったり、浮うわ気きが発覚した夫が妻に刺し殺さつされたり、商売の席で話が大いにこじれたために殺しあいにまで発展したりだとか、どれも日常的とはいわないまでも、決して珍めずらしくない類たぐいの事件であり、それがたまたまこの時期に続出しただけのことである。

　もちろん、そんな瑣さ末まつなことがギルの耳に届くこともなかった。それはつまり、

（二人ふたり目、三人目──）

　事件が起こるたび──死体が余人に発見されるたび、何者かが数えるように囁ささやくそんな声とて、当然、オルバの知覚するところではなかったということである。

　それは、イドロの夜を徘はい徊かいする一種の『影かげ』であった。

　『影』は夜の闇やみと同化しながら、イドロの外がい壁へき内部をくまなく歩きまわる。そして必ずや、事件の発ほつ端たんになりそうな『匂におい』を、その独特の嗅きゆう覚かくで嗅かぎ当てるのだ。

　先ほどの例でいうなら、イドロにやってきたばかりの新米傭よう兵へい数人組が、裏通りの酒場で古参の傭兵と言い争いになっている場面に、すっと音もなく忍しのび込こむ。あるいは、大工の夫が毎夜遊び歩いているのに、いい加減辟へき易えきしていた妻のもとへごく自然に歩み寄る。

　そして『影』は囁きかけるのだ。事件に直接かかわった人間にしか聞き取れぬほどのごくか細い声で。

　新参者の傭兵は、古参の傭兵が杯さかずきを片手に近づいてきたとき、

（あいつは隙すきを見ておれを殺す気だ）

　という声を、あたかも自身の心が発する声のように聞いたろうし、夫の浮気に半ばあきらめていた妻などは、

（そろそろ思い知らせてやるべきだ。あの男は、いま若い女に入れ込んでいる。いずれは家にあるわずかな金すべてを持ち出し、わたしも捨てて逃にげ去るだろう）

　そんな声を『自覚』した瞬しゆん間かん、体内から湧わきあがる火のような感情をも感じていたのだろう。

　そして、あとに残されるのは死体。血を流して倒たおれる犠ぎ牲せい者しやたちを、傭兵も、妻も、加害者となった者たちは皆みな、呆ぼう然ぜんとして見おろすばかりであった。

　その都度増えていく数を囁きながら『影』は、痕こん跡せきひとつ残さず去っていき、またイドロの夜を、次の『匂い』求めてさ迷い歩いていくのである。

　ある夜。

　イドロの飛空船発着場に、皇太子の旗き艦かんドゥームが碇いかりをおろしていた。船蔵には檻おりが積み込まれている。なかで、竜りゆうたちがそれぞれ首を横たえて寝ね息いきを立てていた。

　ホゥ・ランが作業を完了させたのだ。

　こういうとき、慣れぬ環境に押おし込められた竜たちを安心させるため、ランは竜たちと同じ場所で一夜をともにする。

　静まりかえった船蔵の中央で、ランは一枚布を引っかぶったまま、横になっていた。

　ほかに人ひと影かげはない。船外には見張りの兵が数名ついていたが、その足もとを暗い『影』が這はっていくのをまったく気づかずにいた。

　『影』は、船内を迷うことなく、一直線に目的地まで訪れていた。

　竜りゆうたちの檻おりが並ぶ船蔵である。

　中央に横たわるランの肢し体たいに、『影』は実体なき視線を落とした。窓まどから差し込こむ星明かりに、不思議と頭とう髪はつが青ざめた光こう沢たくを放っているように見える。『影』が何事か囁ささやいた。一いつ瞬しゆん、ぴくりとランの瞼まぶたが震ふるえたものの、眠ねむりが妨さまたげられることはない。左右の檻で、やはり眠りに落ちていた竜たちのうち、数頭が同じくかすかな反応を示したが、これも寝ね息いきがやむことはなかった。

　翌日──。

　朝からイドロの一角が騒さわがしかった。

　出立の準備をほぼ終えて、今日きようの昼前には飛び立てるはずだった飛空船のなかで、ひとりの死し骸がいが発見されたのである。

　女性のものだ。

　これは、さすがにオルバのもとにも情報が寄せられた。

　駆かけつけた先で、

「ラン──」

　オルバが声を発すると、タルカス剣けん闘とう商会時代からの知りあいである女性がこちらを振ふり向いた。

「なにがあった？」

「さあ、わたしにはわからない」

　ホゥ・ランは首を横に振る。

　オルバが彼女に問いただしたのは、野次馬に混じって彼女が姿を見せていたのが意外な思いがしたからだ。

　死骸となって横たわっていたのは、この港で働く人間たちの世話をしていた若い女奴ど隷れい。すでに加害者も警けい備び兵へいによって捕とらえられていた。港の管理人の次男に当たる。奴隷の雇やとい主でもあったが、以前からこの女奴隷によからぬ感情を抱いだいていて、夜中、なにか仕事をいいつけて呼び出したこの船のなかで押おし倒たおしたところ、猛もう烈れつな抵てい抗こうにあったので思わず殴なぐりつけてしまったという。

　ランは、事件の起こった船の一室を、苛いら立だたしげに歩きまわっている。

「どうかしたのか」

「臭においがする」

「におい？」

「ああ、だけど、わからない。どこから来て、どこにいったのか。不ふ愉ゆ快かいな臭いだ」

　オルバには当然『臭い』とやらはわからない。先ほど述べたように、イドロで続出していた事件についてはなにも知らされていなかったし、たとえ知っていたところで、果たしてこの船内で起こった事件と関連づけて考えられたかどうかも怪あやしい。

　どうあれ、オルバは急いでいた。

　ようやくエンデ側から実りのある返事が届いたばかりなのだ。

　かねてよりエリック派であったサフィア在住の武官が、ギル皇おう子じを国境付近に足止めさせている現状に懸け念ねんを示し、サフィアの高官たちが愚ぐ図ず愚ぐ図ずしているのを尻しり目めに、皇子の要よう請せいをほぼ独断で受け入れることにした。

「メフィウスに援えん軍ぐん要請を発したのは、エリックさまご自身です。ご返事を待つまでもないでしょう」

　と上の者たちを説き伏ふせたのは、すでに使者をイドロへと走らせたあとだった。

　オルバはこの使者と会ったのち、急いで出立の準備を済ませた。ランに竜りゆうを運び入れさせていたのもその一環である。

　昨夜にやや縁えん起ぎの悪い事件が起こったものの──海、空を問わず、船内で女性がらみの事件があることは古来より船乗りたちに嫌きらわれる──、オルバは恐おそれる男たちを一笑し、予定どおりの時刻に船を空へと浮きあがらせた。

　東の川を越こえると、半日もしないうちに国境の砦とりでへと辿たどり着くことができる。

　が、このままダイランを目指すことはかなわず、ドゥームはこの川沿いの砦に置いていかなければならなかった。これが、援軍受け入れのぎりぎりの妥だ協きよう案あんであった、と例の武官は申しわけなさそうに口にした。

「公子さまがじかにご確認しておらぬのに、他国の船を好きに飛ばせるわけにはいかぬ、といわれまして」

「構わないさ。こうして、そちらの船を用意だててくれている」

　オルバは、自分より二十ほども年上の武官に好感を抱いだいていた。やることの手て際ぎわがいい。エンデといえば、歴史ばかりが古く、いわば年ねん齢れいからくる病のようなよどみが溜たまっており、こういう国家は、どこかいびつな人格を王おう侯こう貴族に形成するものだが、エリックは若く、それもエンデ中ちゆう枢すうからは遠い、荒あら々あらしい土地で剣けんや鎧よろいを血に濡ぬらしながら育った男である。そうした新しい気性が、ごくわずかな人間にだが早くも影えい響きようを与えはじめているのだろう。

　ドゥームの見張りに兵数名を残したのち、オルバはその日からエンデの船を乗り継ついで北を目指すことになった。

　速度を重視するなら、小型、中型の船に兵を分乗させるという手があるが、さすがにそこまで複数の船を用意してくれたわけではない。大型の船が二隻せきである。空の旅に不便はなかったが、ダイランを目前とした最後の中ちゆう継けい基地に辿り着くまで、五日ほどを要することとなった。

　すでに五日目の陽ひも没ぼつしている。ここからダイランまではわずかな距きよ離りだが、夜には船を飛ばせない。

　基地内で一夜を明かすこととした。










　二章　火蓋
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　夜半。

　高い防ぼう壁へきにかこまれたダイランは、いつもと同じ静けさのなかにある。いや、そういうふうに見せかけている。

　門は開け放ってあった。エリック公子率いる部隊が出ていったままにしてあるのだ。これは、いまだ周辺に敵──すなわちアリオン軍の密みつ偵ていがいる可能性も考こう慮りよしてのことで、定時の偵察行動に過ぎぬと思わせるためだ。

　プルートス家当主ケイネスは寝しん室しつではなく、居きよ館かんにある板張りの政務室で居住まいを正してじっと座していた。その長男ダロキンも、甲かつ冑ちゆう姿である。公子からいつ援えん軍ぐん要よう請せいが来てもいいように、都市中央に自身の指し揮きする七百の兵とともに待機している。

　公子とともに門を打って出た部隊は、ダロキンの弟ベルモアが率いる中隊を除のぞけばいわばエンデの国軍だが、ここにいるのはほとんどがダイランの兵たちだ。

（公子が仕し掛かけられるとしたら、夜明けになるはずだ）

　まだ時間がある。身を切るほどの緊きん迫ぱく感はない。ダイランの兵たちは突とつ然ぜんの戦いくさにも慣れていたから、兜かぶとの下に並んだ顔は平静そのものだ。

　が、意気込ごみは強い。

　エリック公子自身、

（今度の戦はおれ自らが戦功を飾らねば）

　と気負っていた。これからエンデ一国を担になう以上、国内外に自身の力を示す必要がある。

　ダイラン兵たちも同様である。いままで、北の守りを一身に負いながら、中央のサフィアからは「エンデらしからぬ無骨者」「田舎者」となじられ、政治から遠ざけられてきた過去がある。

「いまこそ、ダイラン男の気き概がいを示せ」

　と意気あがる兵たちは多数いた。

　──今日きようこの日まで、ダイランにあったエンデ公子エリックと、ゾンガーに停てい留りゆうしているアリオン国王子カセリアとは、無言のにらみあいをつづけていた。もともと長ちよう征せいを終えたばかりのアリオンにはうまみのある話ではない。このまま一回も槍やりを交えることなく互たがいに陣じんを引くことも考えられた。

　が、公子エリックは千の部隊を率いて、ダイランを出た。

　カセリアの放った密みつ偵ていを捕とらえたことで、情報を得たのだ。

　それによるとすでにカセリアは少数精せい鋭えいを率いてゾンガーから南下しているという。ダイランの北西にいまは使われていない砦とりでがあり、そこで身をひそめるつもりらしい。その後、ゾンガーから大規模な部隊を派は遣けんし、これを迎むかえ撃うつべくエリックがダイランから動いたところで、公子の横っ腹を突つく心づもりなのだ。

（先にこの砦を叩たたくことができれば）

　カセリアを労せずして討うち取ることができる──、とエリックは踏ふんだ。

　命を奪うばわれかねないほどの拷ごう問もんを前に、八名の密偵のうち二人ふたりが洩もらした情報である。信に足る、と判断してもおかしくはない。

　そして確かに、その情報は噓うそではなかった。彼らは命欲しさに真実を口にしたのである。

　だが、そもそも教え込こまれていた『真実』そのものが虚きよ偽ぎだったら、という状じよう況きようをエリックには想定できなかった──。




　密偵らは、北のゾンガーからアリオン王子が放った『犬』どもであった。

　八名のうち、実のところアリオン育ちの人間はひとりもいない。全員、むしろアリオンとかつて敵対していた国──ディティアーヌやらアトールやら──から、アリオンへと潜もぐり込まされていた間かん諜ちようたちであった。

　アリオンにその素性を暴かれ、地下牢ろうへぶち込まれた彼らは、しかし即そく座ざに命を奪うばわれるようなことはなかった。むしろ、生かされた。長いこと──人によっては十年以上も──ひたすら狭せまく、不ふ潔けつな牢ろうのなかで、生かされつづけた。

　そしてあるとき突とつ然ぜん、彼らの居住空間と化していたその牢に新たな人物が投げ込こまれる。女性である。それも、彼らが生まれ育った地を同じく故郷とする女性たちだ。アリオンがひそかにつれさらってきたのである。

　精神のたがが外れそうなほどに長い孤こ独どくに耐たえ忍しのんできた男と、突然家族から引き離はなされ、見知らぬ異国につれさらわれてきた女性。どちらも故郷を同じくする男女である。ほとんど必然といってもよい流れで、二人ふたりは結ばれる。ひそかに結けつ婚こんの契ちぎりを交わす。やがて子供も生まれてくる。

　そこでアリオンは彼らを別の居住地へと移す。当然監かん視しの兵がついて見張りは厳重だが、地下牢よりはひろく、人間らしい暮くらしが最低限営める場所である。場合によってはさらに二、三年かけてから、そこではじめてアリオン側の高官が姿を見せる。

「貴様に任務を与える」

　という。

　密みつ偵ていたちは、逆らえない。家族を人質に取られている。たとえ、そうなることを目的に、意図的につくらされた家族ではあっても、本能的に湧わいた情の前には抗あらがえない。

　アリオンは、彼らを『犬』と呼んだ。他よ国そから拾ひろってきた、すなわち使い捨ての『犬』である。手間と金がかかってはいるが、一から育てた密偵ではないし、アリオンの情報もほとんど知らないので、用済みになったらいくら切り捨てても構わない。

　今回、エンデに潜もぐり込んできた八名はいずれも『犬』であった。カセリアがエンデ北の砦とりでに入っている、という情報をそれとなく伝えられてあり、尋じん問もんにかけられた場合、彼らはそれをいかにも秘ひ匿とくすべき真実のようにかたくなに口を閉ざして守り抜ぬく。が、なかには根負けして吐はき出す輩やからもいよう。それゆえ、情報はさらに真実味を増す。

　さらにいえば、本来、ゾンガーから送り込まれた密偵は九名いた。捕つかまっていない最後のひとりこそがアリオン育ちの密偵であった。

　エンデ製の甲かつ冑ちゆうを身につけ、ひとかたまりになって敵本営へ接近していた際、八名に遅おくれた振ふりをして後方に控ひかえていた彼は、故意に騒さわぎを起こしてエンデ側の見張りをひきつけたのである。

　誰何すいかの怒ど鳴なり声、牽けん制せいのための銃じゆう声せいがダイラン近辺を騒がしはじめたころには、当然、そのアリオン育ちのひとりは北へと逃にげ去っている。




　──エリックは、これに気づかない。

　ダイランで男たちが静かに意気を燃やしていたころ、やはりもの静かに部隊を進めていた。

　かねてから浅あさ瀬せの位置を調べておいたダイヴィム川を越え、さらに北上。

　出立前、近辺に放っておいた斥せつ候こうとも合流した。

　鋭するどいまなざしの男がエリックの前で膝ひざをつき、一回頷うなずいただけで、エリックには彼のいわんとしていることが理解できた。

「いるのだな」

「はっ」斥候がもう一度顎あごを引く。「われわれが調査をはじめたころには、すでに砦とりでにいくらかの人ひと影かげが見え隠かくれしておりました。夜ともなると、灯ひが洩もれ、酒盛りでもしているのか、歌も聞こえてくる始末でして」

「ほう、大だい胆たんなことだ」

　エリックはじりじりと時間をかけて林のなかにある砦に接近した。今こ宵よいは頭上の雲が濃こいとはいえ、時々月明かりが射さす。鉄てつ兜かぶとは脱ぬぎ、槍やりの穂ほ先さきにも布を巻きつけながらの進軍となった。馬にも口木を含ふくませてある。当然、夜間の隠おん密みつ行動に向いていない竜りゆうは同行させられず、がらがらと車輪の音を立てるわけにもいかないので砲ほうもない。

　それでも鉄砲は十分な量があるし、火矢の準備もしてある。数もこちらが上まわろう。古い砦を攻せめるのに不足なものはない。

　とはいえ、エリックは行動を起こそうとする際にはいささか拙せつ速そくなところがあるものの、いざ部隊を動かしてからはむしろ慎しん重ちようになる性分である。この辺り、たとえばオルバなどとは正反対の気質であるといえる。以前、ガーベラに進軍しようとした折りにも、エリックは四方に斥候を走らせながら馬を進めていた。

　今回も、砦を目前としてから周辺の調査をはじめた。北西の隘あい路ろが幅はばの広い谷に通じていて、駆かけあがった先が谷を一望できる高台になっている。エリックはここが気になった。あるいはカセリアは兵を二手にわけてここにも部隊を配し、ダイランから進発してきた部隊を二重の襲しゆう撃げきで搔かき乱すつもりなのではないかと考えたのである。

　結論からいえば、その高台にカセリアの兵はなかった。

　が、慎重な性分がエリックに不幸中の幸いをもたらした。

　この動きに、カセリアのほうが焦あせりを誘さそわれたのである。




　このときカセリア・ジャミルは砦の北側に身をひそめていた。

　まばらな木々のあいだに、やはり甲かつ冑ちゆうや槍の反射を隠しながら千の兵が伏ふしてある。東側にはさらに七百。こちらはカセリアの参さん謀ぼうランス・マズポッターが率いていた。

（動かぬ）

　と、エリックがダイランで焦じれているあいだ、カセリアはランスの助言に従って、ひそかにこの砦へ人を送っていた。

　いかにも兵が伏すのにふさわしいくらいの修しゆう繕ぜんをおこない、また、砲の部品をばらばらに運んで組み立てた。

　が、いま砦とりでにこもっているのは少数の囮おとりに過ぎない。これを敵が取りかこんでいよいよ襲しゆう撃げきにかかったころあい、まずカセリアが、そしてランスが敵の側面や背後から衝ついて、逆に奇き襲しゆうを企くわだてようというのである。

　成功すれば、アリオンのほうこそ労せずしてエンデに大打撃を与えられる。しかも、カセリアが望んだとおり、部隊を率いているのはエンデ次期大公エリックその人であるという。

（面白い）

　カセリアはそれを耳にしてから興こう奮ふんが抑おさえきれず、しきりに舌した舐なめずりした。師であるランスが口を酸っぱくして、

「戦場には黒くろ睡すい蓮れんを持ち込むな」

　と再三口にしていたからいいものの、もしも手もとにあれば、興奮のあまりに場もわきまえず、この悪あく癖へきをおこなっていたかもしれない。

（煮にて喰くおうか、焼いて喰おうか。いったん捕とらえてジェレミイのあほに差し出してやるのも面白いが、いっそジェレミイごと首を刎はねて、兄弟公子の生首を並べてサフィアに送りつけてやるのも面白いな。いや、そこまでやるとさすがに父上に怒られるか。ふむ、どうかな）

　敵はむしろこちらに奇襲をかけるつもりで砦に接近している。それを逆転してやる瞬しゆん間かんを、カセリアは子供のように胸むねをわくわくさせて待ちわびていた。敵味方問わず、他人を「あっ」といわせる場面がなにより楽しい男なのである。

　が、エリックは存外足を速めず、まるでこちらを焦じらすようにゆっくりと動いて、おまけに四方の調査まではじめた。

（ちっ）

　まだ敵の捜そう査さ網もうにかかる距きよ離りではなかったが、カセリアは過か剰じようにこの動きを恐おそれた。

　恐れた、というのは、敗北を恐れた、というのとはやや意味が異なる。

　自分が、してやられたと思いたくはなかった。してやったりと叫さけぶのは自分のほうでなくてはならない。奇襲を逆転できる、つまりは敵を「あっ」と驚おどろかせることのできる好機を、みすみす失いたくはなかった。

　結果、気がはやった。

「突とつ撃げき準備！」

　馬に身を投げると、頭をすっぽり覆おおう形状の兜かぶとをかぶり、長ちよう剣けんを振ふりまわしながら大声をあげたのである。

「ラッパを吹き鳴らせ。敵をひと息に吞のみにかかるぞ」

　突とつ如じよ、林のいたるところから吹き散らされたラッパの音に仰しよう天てんしたのはエンデ側だけではない。

「なんだと、あの小こ僧ぞうめ、早すぎるぞ！」

　別の場所で待機していたランス・マズポッターは、口に入れたばかりの干し肉を吐はき出して悪態をついた。

　想定していたタイミングからすれば早すぎる上に、指し揮き官かん自ら突とつ撃げきしたのでは、せっかく据すえていた大たい砲ほうも無む駄だになってしまう。

　しかしながらランスの行動はすばやかった。部下を鼓こ舞ぶする声をあげながら、自身も鐙あぶみに足をかける。

　叱しかり飛ばすのはあとでよい。いまはなんとしてでもこの戦いくさでエリックを捕とらえるか、首級をあげる必要があった。

「敵、敵」

「敵てき襲しゆうだあっ」

　エンデ軍は、側面や背後から真っ黒いひとかたまりの集団が襲おそいかかってくるのを受けて、それぞれに声を張りあげた。それに負けず、

「アリオン王子カセリア・ジャミルであるぞ！」

　真っ先に駆かけ出した鉄てつ兜かぶと姿のカセリアは先頭で剣けんを振ふるい、すでにその切っ先から血ち煙けむりをたなびかせている。

　本来、彼は兜をつけるのを好まない。暑苦しいのと、視野が狭せばまるからだが、これも黒くろ睡すい蓮れんと同様、ランスから「必ず兜はつけるように」と厳命されているので、時折はこのいいつけに従ってやる。今回は、ランスの意向を無視して駆かけ出す格好になったので、その帳ちよう尻じりあわせの意味もあったろう。

　顔を隠かくしているのも好まないカセリアだから、こういうときは自ら名乗りをあげる。

「このカセリア・ジャミル、エンデ公子エリックが首を貰もらい受けに来た。エリックがまことの男を証明したいなら、おれの前にあらわれよ」

　よもや自分たちのほうが襲撃を受けると思っていなかったエンデ側は、一いつ瞬しゆん統率を失った。

　夜よ闇やみはもはや自分たちの隠れみのではなく、どこから敵を生み出すやもしれぬ魔ま物ものの口も同様であった。

　槍やりを振りあげ、あるいは引き金を絞しぼって応戦できた者は全体の三割にも満たない。おそらく何事が起こったのかもわからぬまま心臓を突つかれ、首に鋼鉄を喰くい込こませた者が大勢いたろう。カセリア、そしてランス部隊の相次ぐ突撃によって、隊列は一気に崩くずれ、銃じゆうや剣を捨てて逃にげ出す者も続出した。

「エリックさまっ」

　大声をあげ、エリック・ル・ドーリアのもとに馬を寄せてきたのはベルモア・プルートス。

「罠わなです。敵にはカセリア王子本人もいる模様！」

「なんだと」

　わあ、わあッ、と蛮ばん声せい轟とどろく闇のなか、エリックは歯は嚙がみした。

「ならばこちらも槍を揃そろえて応戦せよ。カセリア本人がいるのが確かならば、勝機は──」

「ございませぬ」

　断言したベルモアを、エリックはぎょろっと血走った目で見み据すえた。一方のベルモアはそれと同じ、いやそれ以上に鋭するどい視線を返す。

　エリックははっと胸むねを突つかれる思いがした。

（あのときと同じだ）

　対ガーベラ戦のときも、こちらが勢いに勝っていると信じて引き際ぎわを見誤ったばかりに、ベルモアが捕とらえられ、もはや進むも退くもならなくなった。ギル・メフィウスが調停役を買っていなければ、あるいはエリックの命運は異国の地で尽つきていたかもしれない。

（繰くりかえしてはならぬ）

　高こう揚ようしていた頭が、いっぺんに冷えた。

　しかし、いまからダイランに引き返そうにも退路は塞ふさがれている。

　エリックはすばやく思考した。先ほどおこなった地形調査を思い出し、

「北西に高台があった。まずはあそこへ」

「わかりました」ベルモアは首しゆ肯こうし、槍やりを引き抜ぬいた。「では、しんがりはわたくしがつとめまする」

　エリックは何事かいいかけた。しかし幼おさな馴な染じみの視線は鋭さを残しつつも、その意味あいを変えながら、相変わらず公子を正面から見つめている。

「任まかせた」

　自ら死地に赴おもむくのと同等の覚かく悟ごをもって、エリックは短くいいおいた。にっとベルモアの髭ひげ面づらが笑顔になる。

　一転、彼は表情を厳しくさせると、雄おたけびに近い声をあげながら肩かたの上で槍を振ふりまわした。

「炎ほのおの精ヴィラー、ここに宿れり！　われこそは死をも恐おそれぬ勇者という男たち、名乗りをあげておれの後ろについてこい」

「おう、おうっ」

「お、おう、おう、おーう」

　馬の脇わき腹ばらを蹴けって駆かけ出したベルモアに、ダイラン武人特有の掛かけ声をあげて大勢の若者たちがつづいていく。

　エリックは部下たちに先導されるまま、そこを離はなれた。決して小さくはない未練を背後に残しつつ、北西へと進路を取る。




　　　　２




　カセリアの突とつ撃げきでやや計画がちがったとはいえ、アリオンが圧あつ倒とう的な優ゆう位いに立っていたのはまちがいない。

　しかしエンデ側は意外な粘ねばり腰ごしを見せた。最初のうちこそ兵が散り散りになっていたものの、いざアリオン兵が駒こまを進めようとすると、同じ勢いのぶんだけ敵も盛り返してくる。

　ベルモア・プルートス率いるダイラン小隊が突出してきたのが大きい。この動きに釣つられて踏ふみとどまる兵士たちも多数出てきた。

　もとより、アリオン側もさほど組織だった攻こう撃げきができていたわけではない。乱戦、混戦となると、もうどちらが優ゆう位いだか不利だかもわからなくなる。エンデにしてみれば奇き襲しゆうをひっくり返された格好だが、アリオンにしても、同じくひと揉もみにできると信じてかかっていたわけだから、この粘り腰に閉口させられた。

「くそっ」

「雑ぞう兵ひようどもめ、どけ。エリック公子はどこだ」

「おお、おれを雑兵と呼ぶか」

　繰くりだされた槍やりの穂ほ先さきを跳はねあげ、敵兵の首を突ついたベルモアが笑った。

「五人目！」

　と叫さけんだのは、自分を鼓こ舞ぶする意味もあったが、同時に、自分の勇ゆう猛もうさを敵に知らしめ、

（なにを）

　という反感、敵意を招いて、敵の目を自分に引きつける目的もあった。

　六人目を屠ほふった際に自分の槍が折れた。

　が、前まえ倒だおしになった敵兵の腕うでから槍をもぎ取ると、それで身を翻ひるがえしざま側面から迫せまっていた敵の顔面を突いた。

「七人目」

　奮ふん戦せん。

　ベルモアは髭ひげの一本一本まで返り血に赤く染まりながら、哄こう笑しようをつづけた。

　一種の躁そう状態にある。敵の動きがひどく緩かん慢まんに見えた。彼の振ふるう槍は無重量金属の竜りゆう骨こつのごとく軽く、だというのにやすやすと敵兵の肉体を貫つらぬいた。このまま一日でも二日でも戦いつづけられるような錯さつ覚かくすら覚えた。

（すべての精せい霊れいが、おれの肉体に宿っているかのようだ。いや、精霊がおれという肉体を介かいして、エンデの未来を守るべく発現されておるのだ）

　手足には風の精霊アーバが宿り、身体からだの中心には尽つきることない闘とう志しを燃やしつづける炎ほのおの精霊ヴィラーが居座っている。槍には槍の、甲かつ冑ちゆうには甲冑、そして愛馬にさえ生命を息づかせる精霊たちがこぞって集まり、ベルモア・プルートスという一個の武人を構築しているかのようであった。

「八人目！」

　そのベルモアの叫びを、遠くから耳にしたのがカセリア・ジャミルである。

　思ったよりも進軍がはかどらぬのに苛いら立だちを覚えていたところだ。

「エリック、エンデ公子エリックはどこだ」

　彼は彼で、立ちはだかる敵兵を猛もう烈れつな勢いで薙なぎ払はらいながら馬を進めていた。

　一見、細身の肉体ながら、その戦いぶりはなんとも凄すさまじい。身を右に左にとひねっては、勢いを得た槍やりが縦じゆう横おう無む尽じんに乱れ飛んでいる。エンデ側の槍はその身にかすりもしない。馬術もまた大だい胆たんかつ巧こう緻ちであり、もっとも効率よく敵を屠ほふれる場所、そして敵の打だ撃げきがまったく届かぬ場所を、瞬しゆん間かん瞬間ごとに選び取っては馬を飛ばさせるのである。

　かつて、アトールの独どく眼がん竜りゆうと呼ばれたランス・マズポッターが惚ほれ込こんだほどの才気である。

　ランスが出会ったときには、カセリアはすでに十三歳だった。しかも剣けんなど遊びでしか手にしたことがなかった。そんな青二才に自分が指南役としてついたところで、ものになるはずがない、とランスは決めてかかった。

　カセリア自身、乗り気ではなかった。というより、自分にうべなわないランスという男を嫌きらい抜ぬいてさえいた。宮殿の通路で、お互たがい道を譲ゆずらないので正面からぶつかりあったこともある。鼻はなの頭を打って転てん倒とうしたカセリアは、

「おまえを殺してやる。いつか、必ず、確実にだ！」

　と泣なきわめいた。

　実際、最初に剣を握にぎってランスと訓練をおこなったとき、カセリアは相手の命を奪うばうつもりで何度となくランスに撃うちかかった。

　その結果はいうまでもないが、その過程のなかで、カセリアに大きな変化が生じた。

　いったん鋼鉄を手にすると、まるで生まれ落ちたときより懐ふところに抱いだいていたというふうに剣に馴な染じみ、いやむしろ剣のほうからカセリアに擦すり寄っている思いさえした。どんなおもちゃにも三日と満足せず、もらった端はしから壊こわしてきたような少年が、この剣という新しい遊びにはいっさいの雑念も交えず熱中した。

　ランスも同じ感覚を抱いた。乾いた大地が水を吸い込こむかのように、カセリアという肉体はありとあらゆる教えを即そく座ざにわがものとして吸収した。このような教え子はいまのいままでいなかった。ランスには三人の息子むすこがいたが、いずれもランス自身が鍛きたえ、それなりの腕うで前まえとなってはいたものの、父親には遠く及およばなかった。

（こいつは）

　一日の訓練が終わるころには、ランスも疲つかれ果てた。それほど夢中になった。カセリアの吸収力は並なみ大たい抵ていのものではない。底なしの穴かとも思われた。

（生まれながらにして、才がある）

　誰だれよりも戦場でこそ輝かがやき、戦場でこそ生きがいを感じていた男が、そんな言葉を実感とともに胸むねに抱いた。

（破は壊かいと殺さつ戮りくの才に、満ち満ちているのだ）

　運命論者でないランスにして、いまのいままでカセリアが剣けんを取らずにいたのは、自分が一から鍛きたえるためであった、とすら考えさせたのである。

（余計な癖くせがないぶん、すべてをおれの流りゆう儀ぎに叩たたき込こめる）

　それから九年以上。

　カセリア・ジャミルは、ランス・マズポッターの最高傑けつ作さくとして仕あがりつつある。

　血しぶきの雨を戦場のいたるところに降らしながら、馬を進めていく途と中ちゆう、ベルモアの声を聞いた。そして姿を遠目にしたとき、しんがりの中心がこの武人だと即座に見み抜ぬいた。

　いかに勢いで突とつ出しゆつしてしまったとはいえ、カセリアもただの愚おろか者ではない。すでに南の退路を塞ふさぐよう、部下たちには命じておいた。おそらくエリックは北のほうに逃にげたはずだ。

（あ奴やつさえ退ければ）

　エリックなどは目と鼻はなの先だ。カセリアは馬上で微ほほ笑えんで、手た綱づなを改めて引き絞しぼった──が、もしこの場に剣と軍学の師ランスがいたなら、あるいは王子がベルモアめがけて突進しようとするのを止めていたのではあるまいか。

（奴は、猛たけっている）

　といって。

「戦場でひときわ猛っている武人を見たなら、たとえ小兵といえど近づくな。一生に数度まみえるかどうかだが、まれに、死地において鬼き神しんのごとき活かつ躍やくを見せる武人がいる。そういう奴は地上において、この瞬しゆん間かんもっとも強いのは自分だと自負し、自分の心臓を射い抜かれたのにも気づかぬまま大勢の敵を道づれにするものだ。いいか、戦場で生き抜くコツというのは、つまるところ、自分が死なずに済む方法を編あみ出し、危険な局面と敵とを見極める目を養うということだよ」

　しかしランスは傍かたわらにいない。

　カセリアもすでに剣に血を吸わせていた。平時ならばまだ冷静さを保つことのできるカセリアだが、いったん戦場で血を見ると、もうあと戻もどりできない。頭のなかにまで赤い霧きりがけぶるようであり、その赤黒い衝しよう動どうがカセリアの意思や理性とはちがう領りよう域いきで肉体を駆かり立てるのである。

「どけ、どけどけっ」

　カセリアは、及および腰ごしになっている部下たちのあいだに馬を進めた。あまりに邪じや魔まなようなら味方であっても馬上から蹴け落おとし、槍やりを振ふるいさえした。

　ベルモアも、突風のごとく駆けてくる敵てき影えいに気づいた。

　鳥の嘴くちばしのように前面が突つき出た兜かぶとをつけている。

　怖おじ気けづくアリオン兵の中央を突破してくるその敵影に、ベルモアはほとんど好意のようなものを抱いだいた。

「来いっ」
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　ひと声吠ほえて、迎げい撃げきの姿勢を取る。突とつ出しゆつしてきた敵が、腰こしだめにした槍やりで突つきかかってきた。

　いまのベルモアには、敵の動きが先の先まではっきりと読めた。敵の位置、その姿勢、速度の具合から、どのように動き、いかなる角度から攻こう撃げきしてくるのかが予想できるのである。培つちかった経験ゆえだろう。

　敵が突いてくるであろう槍の軌き道どうが、一本の『線』となって見えた気がした。

　ベルモアはその『線』から身を逸そらしつつ、反撃の槍を繰くりだそうとする。

　が、このときカセリアの攻撃は予測の『線』を大きく外れた。突いてくるのではない。槍の柄えの部分を手にすると、それを横よこ殴なぐりに振ふるっていたのである。兜かぶとを強打されてベルモアは馬上でよろめいた。

　致ち命めい傷しようとなり得るほどの打撃ではなかったが、ただその一撃で、ベルモア・プルートスははっと現世に引き戻もどされる思いがした。

　手足に宿っていたはずの風の精せい霊れい、身体からだの中心で雄おたけびをあげて燃えさかっていたはずの炎ほのおの精霊、それらことごとくが、唐とう突とつに消え去っていた。




「ティル？」

　声をかけられたティルが、はっとしたように隣となりの布団を見やった。妹のリーンが、毛布の端はしから姉を仰あおぎ見ている。

　ダイランは、いまだ静かな夜のなかにある。

「まだ起きてたの？」

「ティルこそ」

　ダロキンの娘むすめ姉妹は、同じ寝しん室しつで横になっている母を起こさぬよう、小声で会話した。

　姉のティルは横になってもいっこうに寝ねつけず、たびたび起きては、精せい霊れいへ祈いのりを捧ささげていた。土、水、火、風に宿る精霊の数々はもちろんのこと、戦士たちは自分の武具にそれぞれの要素からなる精霊たちをひとまとめにした名前をつけるのが慣例だったから、父やエリック公子の武具に宿る精霊の仮か称しよう──真実の名は、その武具を持つ人間しか知ってはならないことになっている──を心のなかで読みあげていた。

　エリックやダロキンは、さすがにこの幼い姉妹にまで今夜のことを話してはいなかったが、まだ齢よわい九つとはいえ、ティルもダイラン武人の娘である。

（今夜、戦いが起こる）

　という予感はあった。それも、ダイランを包む空気からして、大規模な戦いくさだ。母が、ことさらに早く二人ふたりの娘を寝つかせようとしたのも、みだりに不安を煽あおりたくなかったからであろう。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　と妹のリーンのほうがにっと白い歯を見せた。

「わたし、この前お父さまに槍やりの持ち方を教わったの。敵が来ても、わたしがティルを守ってあげるから」

「馬ば鹿かね」

　苦笑いしながらも、感受性の強いティルは目をさっそく濡ぬらしている。妹の布団をかけなおしてやりながら、

「さ、お休み。精霊の方々には、あなたのぶんも祈っておいたから。きっとお父さまのことも、公子さまのことも守ってくださるにちがいないわ」




　そのころ、エリックは砦とりでから北西の位置にある高台に避ひ難なんしていた。

　小隊単位で点呼を取らせると、数は五百に満たない。半数は戦死したか、逃にげ去った、もしくはいまなお谷の入り口を守って奮ふん戦せん中であると考えられた。

　つまるところ、この時点で大敗。

　エンデの若き次期大公は地面に拳こぶしを打ちつけたい思いがした。

　そこへ、ベルモア・プルートスが谷の隘あい路ろを通って、高台へと到とう着ちやくした。正確にいえば、運び込こまれた。

　幼きころより剣けんに学問にと競いあってきた友の姿をひと目見て、エリックは喉のどの奥おくから唸うなり声を発した。

「ベルモア」

「不覚を取りました」

　しゃべっているあいだにも、頭からは血が滲にじんでいる。太ふと腿ももを槍やりで貫つらぬかれたか、ひとりでは歩くこともできない様子だ。一刻も早く治ち療りようを受けさせねば危うい状態なのは誰だれの目にもあきらかだった。

「なにをいう。おまえの獅し子し奮ふん迅じんの働きのおかげで、おれはいまここにこうして五体満足でいられる。この戦いくさ、ベルモア・プルートスの勝利だ」

「敵は──」

「この高い位置に布ふ陣じんすれば、そうやすやすとは攻せめ込こんではこない」闇やみに彩いろどられた周囲を見わたし、エリックはあえて笑った。「いずれダロキンどのが援えん軍ぐんを率いて向かってこよう。そのとき突とつ撃げきをかければ、アリオンを挟きよう撃げきできる」

「はっ」ベルモアは血の気の失うせた顔で、やはり笑ってみせた。「公子におかれましては、わたくしなどの身を気き遣づかい、焦あせって行動されませんよう」

「わかっている」

「いいえ、エリック公子は口ほどになくお優やさしい方。そのお優しさが命取りにならぬとも限りません。もし公子がわたくしを必要以上に気遣うようでしたら、わたくしは自ら胸むねを搔かっさばいて死んでごらんに入れます」

　エリックは無言になった。

　一方の、カセリア・ジャミルとランス・マズポッターは谷の入り口で合流を果たしていた。

　兜かぶとを脱ぬいだカセリアの髪かみは逆立ち、汗ばんだ肌はだは紅こう潮ちようして、目は爛らん々らんと殺気にあふれている。

　そうして血気にはやるカセリアを、ランスは健在なほうの目を鋭するどく光らせて制止した。エリックが口にしたとおり、この地形では敵が有利だ。たとえ数で上まわっていても、こちらの損害がいたずらに大きくなる恐おそれがあった。

「砲ほうを運ばせている。これで敵をいぶりだすほうが確実だ」

「時間がかかる。ダイランから増援が来るぞ」

　カセリアは一秒でも早くふたたび血の海に溺おぼれたいというような顔で歯は嚙がみした。

　しかしカセリアはこういうとき、ただの猪いのしし武む者しやではあり得ないアイディアをひらめかせることがある。

「いや……、そのダイランに、いっそのこと突撃をかけるか」

「なんだと？」

「南の包囲網もうを一時解かせ、敵に使者を送らせろ。公子の危機を知ったダイランはすぐさま増援を派は遣けんしてこよう。都市の守りを削そいででもな」

「であろうな」

「おれはあらかじめ部隊を率いてダイラン近辺に潜せん伏ぷくしておいて、この増援部隊に奇き襲しゆうをかける」

「──」

「あとはダイランに火をかける。これならばエリックも優ゆう位いな土地を放ほう棄きしてでも降りてこざるを得ん。どうだ、ランス」

　ランスが通常の軍ぐん参さん謀ぼうならば、これに「了解」の意思を示すことはなかったろう。

　あきらかにカセリアはただ戦いたいがためだけに、理り屈くつを練っている。いわば結論ありきの提てい案あんに過ぎない。

　しかし、カセリアをまともでないというなら、そのカセリアを育てたのはランス自身である。

「面白い案だ」

　とランスはいった。

「ダイランが火に包まれれば、東側でこちらの第二陣じんを足止めしているガーベラも動きを誘さそわれよう。ファードの軍がこれにかかれば、一いち網もう打だ尽じんにできる」

「さすがはわが師、話が早い」

「ただし」

　とランスは、喜色を満面に浮うかべた王子に釘くぎを刺さした。

「ダイラン攻こう撃げきに手間取るな。もし敵の増ぞう援えん隊たいを手早く片づけられぬようなら、すばやく引け。あまりに帰りが遅おそいようなら、おれ自ら出向いて、貴様の尻しりを担かついででもつれていくぞ」

「わかった、わかったとも」

　了解、の証あかしのようにカセリアはふたたび鉄てつ兜かぶとですっぽり顔を覆おおった。

「おれが先行する。飛ひ空くう艇ていで合図を出すから、そのときに包囲網を解いて使者を出させろ」
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　ランス・マズポッターは谷の入り口で戦っていた兵を引きあげさせると、手早く部隊を再さい編へんした。

　さすがに古ふる強つわ者もの、こういうときの手て際ぎわはアリオン王子よりはるかに優すぐれている。

　その再編した部隊をもって、エリックの隊が居座る高台を包囲した。

　火を盛んに掲かかげさせた。エリックからすると、足もとを炎ほのおの円陣が取り巻いているように見えたことだろう。そうやって敵を足止めしているあいだに、カセリア率いる八百の兵が南下。国境の川に差しかかった。

　槍やりを杖つえ代わりにした兵たちが川へ飛び込こんで、浅あさ瀬せを探さぐる。こちらは最低限の火を掲げるのみなので、なかには流れに足を取られ、流されていく者たちも出た。飛空艇は七機つれていたが、うち大半は二門の砲ほうを運ばせるのに使っている。カセリア自身も危険を承しよう知ちで馬を川へと飛び込ませた。

　月は厚い黒雲に覆われている。眼下に展開されるむごたらしい戦いを嫌きらってか、今度はなかなか顔を見せようとはしない。

　闇やみ夜よのなか、カセリア王子の一団は静かにダイランへと迫せまった。

　外がい壁へきが目視できる距きよ離りまで近づくと、いったん部隊を止めて、カセリアは偵てい察さつの兵を放った。

「ほう、門が開いているか」

　報告を耳にした王子が、馬上で薄うすい唇くちびるをゆがめる。

（では、まちがいなく北門から敵は来る）

　しばし待った。

　と、北方から、早はや駆がけの一いつ騎きがカセリアたちの潜せん伏ぷくした場所の目と鼻はなの先をかすめて飛んでいった。ランスがわざと隙すきをつくって敵に送らせた使者だろう。ダイランに吸い寄せられるようにして消えていく。

　遠目からも、ダイランがにわかに活気づいてくるのがわかった。エリックの本隊が敵地にて孤こ立りつしているのが伝わったのだ。この時点でカセリアは隊を二手にわけると、さらに砲ほう一門をあえて部隊から遠ざけ、ダイランの東へと位置させた。

　今度はカセリアが焦じれるほどの時間はかからなかった。

（来た）

　どどど、とダイランの鉄門から騎馬、そして歩兵の群れが吐はき出されてくる。

　数にして七百。

　これを、

「撃うてっ」

　ダイランから北、数キロ地点。進軍路の左右に伏ふせておいた兵たちに銃じゆう撃げきさせた。

　夜のしじまが、おびただしい雷らい鳴めいによって裂さかれたかに思えた。

　人馬の悲鳴が重なって、エンデの騎馬兵がばたばた倒たおれ伏していく。

　弾たまが尽つきると、カセリア・ジャミル本人が先せん陣じんを切った。

「かかれえ」

　ひと声吠ほえると、もうもうたる硝しよう煙えん立ち込こめる戦地へ駆かけ込んでいく。騎馬の掲かかげていた灯ひがばらばらと地面に落ちている。それを反射してか、ぎらっとカセリアの剣けんが炎ほのおの色を放って、歩兵二、三人の首をあっという間に刎はねた。

　カセリア自ら率いる精せい鋭えい隊たいが敵増ぞう援えんと剣けんを交えているあいだ、すでに三百の兵がその脇わきを素通りしてダイランに迫っていた。門を制圧するためである。

　勢いを得たアリオン軍、諸国を斬きり伏せてきたにふさわしく、まさしく疾しつ風ぷう迅じん雷らい。

　領主ケイネス・プルートスのもとに急使が駆け込んできたのは、ダイラン領内へ敵侵しん入にゆうを許したあとであった。

「なに！」

　さしものケイネスも顔色を失った。

　エリックが孤こ立りつさせられたと聞いて、危ういものを感じていた矢先である。応戦の兵を走らせたが、すでに長男ダロキンに大多数の兵を預けて出立させたあとだ。このダロキンの部隊も強きよう襲しゆうを受けたと考えてまちがいない。

（おのれ）

　ケイネスは鬼おにの形ぎよう相そうとなって、自らも甲かつ冑ちゆうに着き替がえた。齢よわい五三。近ごろ戦いくさに出たことはないが、この土地柄がら、毎日の鍛たん錬れんは欠かしていない。小こ姓しようを呼んで槍やりを持たせた。

　一方、

（まず、派手に火を放て）

　カセリアは襲しゆう撃げき部隊にそう徹てつ底ていしている。

　ダイランに侵しん入にゆうを果たしたアリオン軍は、ケイネスが差し向けた第一陣じんの兵をあっさり退けると、無む慈じ悲ひな殺さつ戮りくと破は壊かいを開始した。

　家々はもちろん、土地の細いなか、民たちが必死の思いで蔵に蓄たくわえた食しよく糧りようにも火を放つ。

「おのれ！」

　これに我が慢まんならず、家族の制止をはねのけて武器を手に撃うちかかってきた男たちを、アリオン兵は銃じゆう殺さつし、串くし刺ざしにして、馬の脚あしにかけて踏ふみつぶす。火に追われ、子供を庇かばいながら逃にげていく母親の背にも、容よう赦しやなく槍の穂ほ先さきが飛んだ。

　ダイランの路上に死し屍しが打ち重なっては、その山を鉄で覆おおった脚や馬ば蹄ていが踏みしだいて、さらに新たな死し骸がいの山をそこかしこに築いていく。

　アリオン軍の兵たちは大半が頭をすっぽり覆う形状の兜かぶとをつけていた。それゆえ、無感情、無感動に次々と破壊活動をおこなう彼らが、あたかも主人の命令を忠実に実行するだけの人形のようにも見える。

　そうしてダイランが抵てい抗こうする術すべもないままに火を放ちはじめると、北に数キロ地点、カセリアと戦っていたダロキンの隊にさらなる動どう揺ようが見られた。統率は乱れて、都市や家族を守ろうとして勝手に引き返そうとする者まであらわれた。

　カセリアは兜も鎧よろいも赤々と返り血に染めながらも、大将の姿を探して戦場を縦じゆう横おうに疾しつ走そうしていたが、敵指し揮き官かんダロキン・プルートスは、実は戦の早い段階で銃じゆう弾だんに当たって落馬していた。部下の手で引きずられるようにしてすでに戦線を離り脱だつしており、それがダロキンの命を救ったのであるが、結果として部隊は士気を盛り返すこともならず、カセリアに好きなように蹂じゆう躙りんされた。

　ともあれ、カセリアは目の前の障しよう害がいすべてを槍と剣けんによって平らげた。

　いざダイランへ乗り込こもうとする寸前、彼は東側にあらかじめ移動させていた部隊に連れん絡らくを取って、ダイランの東門を砲ほう撃げきさせた。

　ケイネスはこれに釣つられた。東手からも敵が寄せてくることを恐おそれて、そちらにも兵を割さいたのだが、実のところこれは囮おとりに過ぎない。

　カセリアは薄うすくなった敵層をやすやすと突とつ破ぱすることができた。

　火の粉をあげる建物を左右にしながら、もう一門の砲ほうを運ばせる。

　狙ねらいはダイランの城じよう館かんである。そこへは入り組んだ道をいかねば到とう達たつできぬように都市設計されていたが、上空をいく飛ひ空くう艇てい隊たいが王子らを道案内した。

　当然、この間もダイラン兵たちが手に手に剣けんや槍やりを持って襲おそいかかってくるのだが、しょせん多勢に無勢。

　カセリアは火の照り返しを浴びながら、悠ゆう々ゆうと馬上をいく。すでに占せん領りようした都市をいくがごとき態度であり、

「銃じゆう兵へいが伏ふしている恐おそれがあります」

　と何度も部下が警けい告こくし、また実際、時折敵のものと思われる銃声がするのだが、

「あっははは」

　その都度カセリアは笑う。

　うれしくてならない様子だ。

　絵画や音楽を愛し、自らもいくつか作品を生む文化人としての側面もあるカセリアだが、いざ戦場に立つと、石の壁かべで守られた日常を生きる自分があたかも偽にせ者もののように思えてくる。こうして殺さつ戮りくの喜びといつ命を断たれるかもわからぬ恐きよう怖ふとの狭はざ間まにいるうちは、絵画の美しさも、音楽や詩の胸むね打うつひびきも、結局はその代だい替たい品ひんでしかないと思い知らされるのである。

　家から焼け出されて逃にげ惑まどう市民たちを尻しり目めに、カセリア隊はプルートス家の館前まで来た。さすがに銃を構えた兵たちが並んで防ぼう衛えいにつとめている。カセリアはこれを歩兵隊で誘さそい出しつつ、後方に砲ほうを据すえさせた。




　このとき、ダロキンの娘むすめ姉妹は館の廊ろう下かを駆かけていた。

　敵の襲しゆう撃げき、と知らされた母はすぐさま飛び起きると、おつきの兵や女官らとともに、娘二人ふたりの手を引いて部屋を出た。

　が、突とつ然ぜんのことに館は混雑していた。

　武装した兵たちが、口々に怒ど鳴なり声をあげながらあっちへ走り、こっちへ駆けていく。鎧よろいの小ざねや槍の柄えがいまにも姉妹の顔を打ちそうになった。

「リーン！」

　ティルがあわてて母の手を振ふりほどいて、その場に屈かがみ込こんだ。妹を庇かばうためであったが、そのとき砲声とともに館が激げき震しんした。

　兵たちの身体からだが押おしあいへしあいするなか、二人はいつしか母親やおつきの兵らとはぐれてしまった。

　ただもう火の見えないところへと駆け出すなか、柵さくにかこわれた庭へと辿たどり着いた。二人がよく遊び場にしているところで、まだしも男たちの怒号、女たちの悲鳴が遠い。

　庭の片かた隅すみに納な屋やがあったので、ティルは妹の手を引いてその内部へと駆かけ込こんだ。

　暗がりのなかで息を殺す。しばらく手を握にぎりあって押おし黙だまっていたが、沈ちん黙もくのなかに身をおいていると、あたかもダイランにいま生きているのは自分たち二人ふたりだけのように思えてきた。

　納屋の窓まどは高い位置にあったので、ティルは辺りのものを積み重ねて階段状にし、その上から外の様子をうかがった。

　ダイランのあちらこちらから火の手があがっているのが見える。その陰かげになった場所で、さらに黒っぽい影かげどもがひしめきあっているのもおぼろに確認できた。いままさに闘とう争そうの真っ最中であろう。

「父さまは？」

　リーンが背せ伸のびして見あげている。普ふ段だんは二つに結わえてある髪かみが肩かたの下に垂たれていて、いかにも心細げだ。ティルはかぶりを振ふった。

「母さまは？」

「ここからじゃ見えないわ」

　ティルは床ゆかに降り、妹と並んで腰こしをおろした。

　またしばらくして、

「父さまはどこ？」

　とリーンがいった。いつも強気な妹の目に涙なみだが浮ういている。

「母さまは？　公子さまは、どこにいらっしゃるの？」

「わからない」ティルは揃そろえた自分の膝ひざを見おろしながら答えた。「でも、もうすぐよ。もうすぐ、駆けつけてくださるわ」

　ティル自身、黙っているのに耐たえられず、あれこれと妹に話をした。叔お父じのベルモアがいつも歌って聞かせてくれた歌も口ずさんだ。

「昨日きのう、叔父さまが約束してくださったでしょう。帰ってきたら、リーンの好きなご本を読んでくださるって。また、妖よう精せいの声も聞かせていただけるわ」

　そういって無理に微ほほ笑えんだ。妖精たちの登場するその物語は妹のお気に入りで、特にそれを読んで聞かせてくれるベルモアが、女性じみた声で妖精の声を真ま似ねるのが大好きだったのだ。

　だが、いまのリーンはどのような話にも関心をそそられなかった。「父さまは？」「母さまは？」と同じことばかりを繰くりかえし聞くので、ついにはティルも、

「わたしにもわからないってば！」握りあっていた手を振りほどくようにして叫さけんだ。「そんなに気になるなら、自分で外にいって見てくればいいじゃないの」

「いいよ、そうする」

　むっと眉まゆを吊つりあげてリーンが立った。本気とも思えず、

「ひとりでいけるわけないでしょ。ここでおとなしくしてなさい。いつもいつもそうやって、わたしに当てつけるみたいなことばっかりするんだから」

「ティルの馬ば鹿か。大だい嫌きらいっ」

　リーンも癇かん癪しやくを起こすなり、駆かけ出した。

　はっとなってティルが立ちあがったときには、妹は納な屋やの戸を開けて夜よ闇やみのなかへと消えていた。

　ティルは息を吞のんで立ちすくんだ。戸の向こうに広がる闇が、そのまま妹を喰くらって、二度と自分のもとへは帰してくれないような思いがした。

　手足が自然と震ふるえはじめた。膝ひざを落とし、なにか大声で泣なきわめきたい衝しよう動どうに駆られた。

　が、

「ティルも、妹を守ってやらねばな」

　そのとき脳のう裏りに去来したのは、数日前、エリック公子からかけられた言葉だ。

　少女は下した唇くちびるを強く嚙かみしめた。

（わたしは、ダイラン武人の娘むすめ）

　震えたままの足が、外への一歩を踏ふみしめた。
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　敵陣じん内ないで孤こ立りつしたエリックも、無論ただ手をこまねいていたわけではない。

　ダイランに使者を送っているあいだ、無傷の兵士、傷を負っていてもまだ十分働ける精せい鋭えいを選び抜ぬいてから、この高地から敵陣へ降りる道を模も索さくしていた。

　ダイランから増ぞう援えんがあったときに備え、こちらからも敵に一いつ矢し報むくいる算段である。エリック自身が口にしたように、うまくいけば敵を挟はさみ撃うちできよう。

　こちらをぐるりと包囲した敵兵に対し、背後に降りる道があるならそこから奇き襲しゆうをかける。それが不可能なようなら、小隊ごとに丘を駆けおりて襲しゆう撃げきをかける作戦であった。

　が、しかしそのとき、

「あっ」

「公子さま！」

　にわかに陣営が騒さわがしくなった。

　遠方から火の手があがっている。

　ダイランの方角である。

　アリオン軍の襲しゆう撃げきによるものなのはあきらかだ。一いつ瞬しゆん、エリックは数多くの兵士たちとともに呆ぼう然ぜんとなった。あり得ぬ事態であった。いく度となく騎き馬ば民族の襲撃を受けては堅けん牢ろうな壁かべのごとく跳はね返してきたダイランが、燃えている。それも、

（おれの不ふ手て際ぎわによって）

　いつしか震ふるえていたエリックの手が握にぎり拳こぶしを形成し、さらに震えながら強く握りしめられた。

　公子にとってダイランは首都サフィア以上に故郷と呼べる土地である。その故郷が敵に襲おそわれている、という事実もさることながら、なにより現在のエリックを窮きゆう地ちに立たせているのは、おそらくダイランからの増ぞう援えんは望めまいということである。

　こうなると、エリック本隊が取るべき手段はひとつしかない。

　玉ぎよく砕さい覚かく悟ご。

　ただもう槍やりのひと突つきのごとく、兵力を一点に集中したまま敵陣じんを割さく。これしかない。

　当然、エリック公子自身は生きたままダイランに、あるいはそのさらに南方にある首都サフィアに帰らねばならない。最悪、ダイランが陥かん落らくし、一兵卒や民衆にいたるまで、ひとり残らず虐ぎやく殺さつされたとて、エリックさえ生きのびていれば反撃の機会は残される。逆にいえば、もしここでエリックの命が断たれるようなら、それはつまりエンデ公国そのものの死し滅めつを意味する。

　だからこの奇き襲しゆうは、兵力の大半を注ぎ込こみながらも、あくまでも囮おとりでなければならない。この囮の部隊が死力をつくして戦い、全滅するまでのわずかなあいだに、公子は少数の供に守られたまま戦線を離り脱だつせねばならなかった。

「公子さま、われわれに下知を」

「わたしが見事先陣をつかまつってご覧に入れます」

「ははは、首都でのうのうと過ごしておった若じやく輩はい者ものがなにをいう。ここは公子、この年寄りめにダイラン武者としての最後の見せ場をご用意いただかなくては」

　皆みな、この囮の部隊を志願した。傷を負って、ひとりでは立てない様子であったはずのベルモアまで、槍を杖つえ代わりにして公子の面前に立ち、

「天地にまします精せい霊れいたち、そのよき力の顕けん現げん、常に次期エンデ大公エリックさまにあらんことを」

　と澄すんだ目をしていうのである。

　エリックは涙なみだした。

　涙ながらに、彼らの決死の思いを受け入れずにはいられなかった。

　ダイランで一武人として戦っていたときとはちがう。いまやエリックはエンデ公国そのものであり、彼の命は彼ひとりきりのためのものではなかった。

　ダイランから火の手があがって、十数分後。

　四百もの兵が、槍やりを、剣けんを、銃じゆうを手に、精せい霊れいの名を唱となえながら高地を下った。

　まともに鋼鉄を振ふるうことのできる者など、そのなかでも半数にならない。あとは片足を引きずり、馬にもたれかかり、あるいはもう地面を這はいずりながらでも前進した。

　南側で陣じんを張っていたアリオン部隊とほどなくして激げき突とつ。銃火のひびきがたちまちのうちに周囲一帯を埋うめつくした。

　その間、エリック公子と彼を守る五十の兵が高台の西側から脱だつ出しゆつを試みた。

　と、この動きにいち早く敏びん感かんに反応したのは、包囲軍の指し揮きを執とっていたランス・マズポッター。

「動いたな」

　ダイランが燃えれば、必ずや敵は高地を下ってくる、とランスは読んでいた。さらにいえば、それは公子ひとりを逃にがすための囮おとりであろう、とも。

　だからランスは頭上から鬨ときの声が鳴りひびいて聞こえてきたとき、真っ先に銃じゆう撃げきの指示を下しながらも、飛ひ空くう艇てい隊たいにもすばやく合図を送っていた。

　アリオンの飛空艇は、特に二人ふたり乗りの場合、巨大な猛もう禽きんを模したタイプが多い。魔ま道どう王朝時代の神話に登場する巨鳥がモチーフらしかった。後部座席の兵は火を掲かかげた。数機が、距きよ離りを開けながら空へと舞まっていく。

　見あげたランスの目に、それぞれの掲げる火がちらちらと瞬またたいて見えた。ほどなくして、西側を飛んでいた火が、航こう跡せきで『８』の字を描えがくのがわかった。

「あそこか」

　叫さけんだランスは、百の騎き兵へいを従えてその場を駆かけ出した。激戦地をあっさり見捨てて、まさしく風のごとき勢いである。

　その標的はいうまでもない。

　エリック公子の首ひとつきりである。




　一方──、

　ダイランから東、八キロの地点。

　ガーベラ・西方連合軍と、アリオン軍とが対陣していたこの峠とうげ道みちも、夜半ごろから一気に騒さわがしくなった。

　理由はエリック公子の本隊と同じく、ダイランの方角から赤々とした火の手があがったことによる。

　騒ぎを聞きつけて天幕から転げるように出てきたゼノン・アウエルも、そちらの方角をひと目見て一いつ瞬しゆん愕がく然ぜんとなった。

　エリック公子は、今夜の夜や襲しゆう計画をゼノン・アウエル王子に伝えていなかった。なるべく情報を外に洩もらしたくなかったからであるが、みすみす敵の罠わなにかかったいま、これ以上ないほどの仇あだとなった。

「兵たちを叩たたき起こせ。武装をととのえろ」

　ゼノンは一いつ瞬しゆんの忘我から覚めると、顔中を口にして怒ど鳴なり散らした。自らも、王子に従う騎き士し見習いの小こ姓しようたちに手伝わせながら甲かつ冑ちゆうを着き込こんでいる。

　ゼノンの予想どおり、ほどなくして、

「敵てき襲しゆう、敵襲っ」

　東にあったファード・クリセウムがいよいよ軍馬を進めてきた。ダイラン襲しゆう撃げきを合図にしたのはまちがいないだろう。

　そして、いまのいままでじっと座していたのが噓うそのように、この猛もう牛ぎゆうのごとき武将はいったん動きはじめると凄すさまじい勢いを見せた。前に立ちはだかるものは、人であろうが馬であろうが岩であろうがことごとくを打ち砕くだかん、とばかりに猛進してくる。

　ゼノンは決断を余よ儀ぎなくされた。このまま無む為いに手をこまねいていては、ダイランを襲おそった部隊と、ファード率いる部隊との挟きよう撃げきにあってしまう上に、ダイラン陥かん落らくとなれば、無論、連合軍も敗北する。

「ゼノン王子っ」

　銃じゅう声せいやら士気を鼓こ舞ぶする声、あるいはただの叫さけび声が峠とうげにこだまして、すでに本ほん陣じんも、声を大きくせねば隣となりの者にも聞こえぬほどの騒さわぎである。そんななか、ひときわ大だい音おん声じようを発しながら、大おお柄がらな馬を駆かってきたのはモロドフ、ニルギフの二将であった。

「しんがりはわれらに任まかせあれい」

　槍やりを手にした双そう方ほう、歯を見せて笑っている。

　ゼノン・アウエルはすぐさま首を縦たてに振ふった。そうさせるものが兄弟の笑顔にはあった。

「引け、引けっ」

　ゼノン・アウエルは叫んだ。銃兵を中心とした第一陣をすばやく編へん成せいし、

「第一陣は峠の出口にて布陣せよ。後続の逃とう走そうを援えん護ごするのだ」

　顔が見える位置にいる小隊長各位を呼び集めると、この第一陣の逃走が完了するまでは各おの々おのの位置で踏ふみとどまれ、と命令を徹てつ底ていさせた。

「あとは各隊長の判断で撤てつ退たい。しんがりは西方の英えい傑けつらがつとめる。ガーベラ国騎き士しどもよ、この働きぶりに必ずや報いよ！」

　すでに闘とう争そうで巻き起こった土つち煙けむりがゼノンの顔にまで漂ただよっている。

　対するアリオン側の大将ファード・クリセウムは、その土煙の中心、先陣のただなかにいた。重そうな鉄球をいくつもぶらさげた戦せん棍こんをぶんぶんと振りまわしている。普ふ通つうこうした武器を馬上で用いる場合、片手でも扱あつかいやすいように柄えを短くしているものだが、ファードは常人ならば両手でも扱いに苦く慮りよしそうなそれを、右腕うで一本で軽々と打ち振るう。

　西方兵たちの首があちらこちらで吹き飛んだ。

　嵐あらしさながらの戦いぶりだ。

　頭上に血ち潮しおの渦を描えがきつつ猛もう接せつ近きんしてくるファードから、勇猛で知られる西方兵も、騎き士し道どう精神を語り継つぐガーベラ兵も、思わず逃にげ腰ごしになった。

「つまらぬ、つまらぬぞお」

　ファードは呼吸ひとつ乱さずに笑う。翻ひるがえったマントの裏に女性の横顔がちらちらと覗のぞき見えるが、果たしてこれを目まの当たりにできた上で、生きのびた敵対者がこの戦地にいたかどうか。

「ガーベラの騎士とやら、このていどか。槍やりを持つ資格もない。とっとと街に戻もどって貴婦人のために詩でも書いてやるがいいわ」

　と、

「ぬう？」

　殺さつ戮りくと血の饗きよう宴えんに煙けぶっていたファードの細い目が見開かれた。

　まっすぐこちらへ馬を飛ばしてくる敵がある。

　アリオン軍の巻き起こす土つち煙けむりを真っ向から断ち割ったその騎き影えいは、ファードの前方を駆かけていたアリオン軍鉄騎兵を、槍のひと振ふりで二、三人まとめて薙なぎ倒たおしていた。

「おうっ」

　ファードが唸うなったのは、敵の強さに感かん嘆たんしたのと、その敵が、動きに停てい滞たいのひとつも生じさせないままファードの眼前にまで迫せまってきたからだ。

　戦せん棍こんを斜ななめ上から振りおろした。

　とともに敵の槍も宙を走った。槍は棍の先せん端たんを弾はじくのと同時に、第二、第三の突つきを見み舞まって、顔面に降りかかるところだった鉄球をもつづけざまに撃うち払はらう。

　互たがいの馬が、前脚あしを振りあげながら急停止した。

　ファードと、対する西方軍騎馬武者との顔が、一いつ瞬しゆん急接近する。

「名を聞いてやる」

「タウラン軍、カダイン武将モロドフ」

「わかったあっ」

　ファードは吠ほえると、馬の脇わき腹ばらを蹴けった。逃げようとしたのではない。自分の武器が接近戦には向かないことを承しよう知ちした上で、距きよ離りを取ろうとしたのだ。

　当然、モロドフもそれをわかっているから猛追をかける。馬上から何度か槍を繰くり出した。しかしファードもとっさに棍の柄えを短く握にぎって、鉄球でこれを弾き返す。

　その間もアリオン軍は前進をつづけていたが、これに抵てい抗こうしたのがニルギフ率いる精せい鋭えい騎馬兵たちである。狭せまい峠とうげ道みちをよくもと思うほど自在に駆けまわり、時に突とつ撃げき、時に左右に散って、大軍勢の前進をわずかでも遅おくらせようと奮ふん戦せんした。

　しかし、撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされているガーベラ・西方連合軍と、これを喰くいつぶさんとばかりにひたすら前進を繰りかえせばいいアリオン軍とでは、やはり勢いの差がある。

　馬や歩兵の足から巻き起こる土つち煙けむりは、徐じよ々じよに西進していき、かつて連合軍が本営を築いていた場所は、それぞれの国旗もろともアリオン軍馬の脚あしに踏ふみ荒あらされた。




　そのころ、ダイランにおいては。

　城じよう館かん前まで迫せまったカセリア本隊に対し、ダイラン兵たちの銃じゆう撃げきが集中した。

　カセリアは一応建物の陰かげに隠かくれてこれをやり過ごすものの、

（鉄てつ砲ぽうの弾たまなど、勝っているときにはかすりもせん）

　という奇き妙みような思い込こみがカセリアにはあった。

　そうした思い込みの種類と多さが、あるいはこうした乱戦時に発はつ揮きされる強さといえるかもしれない。

　カセリアは自身の指し揮きする銃兵に反撃させつつ、砲の設置を完了させた。

　ほどなくして、黒こく煙えんをおびただしく吐はき散らして砲身が吠ほえた。

「ぐあっ」

　爆ばく発はつとともにダイラン兵たちが吹き飛び、また城館の門も崩くずれ去った。

　カセリアは部下たちに一いつ瞬しゆんの休みも許さず、突とつ撃げきを命じた。

　当然、先頭を駆かけている。

　瓦が礫れきの散った門を馬に飛び越こえさせると、カセリアは首を瞬時に右へと傾かたむけた。

　もうもうと湧わき起こった粉ふん塵じんの向こうから、槍やりが唸うなりをあげて飛んできたのである。そののびきる瞬間を狙ねらって、カセリアは手をのばした。槍の中央にそっと手をあてがう。

　アリオン国第一王子は、まれに、こうして戯たわむれることがある。

　わずかな判断ミスが命取りになる戦場において、いかに自分が周囲を超ちよう越えつし、圧あつ倒とうした存在であるかを確認したいがため、おかさなくていい危険を自らおかすのである。

　いまの槍とて、勢いが完全に失われるその瞬間を狙わねば、手首を宙に吹き飛ばされるところだ。

　しかしカセリアは見事成功した。その槍をあっさり奪うばい取ると、穂ほ先さきをくるりと回転させて地上から敵兵の胸むねを突ついた。

　声もなく絶息した死体を馬の脚に踏みつけさせる。

　と──、

　何者かの視線を感じて、ふたたびカセリアは首をねじ向けた。

　館やかたの前庭にあたる場所である。

　エンデ風の庭であるが、魔ま道どう王朝時代からこの地方は特異な芸術性と美意識で知られていたため、同じ王朝を始祖とするアリオン王族のカセリアにして、その植え込みや岩の配列は奇妙なものに見える。

　うっすらと噴ふん煙えんが漂ただようそのなかで、小さな影かげが立ちつくしていた。

　ティルだ。

　妹を探して屋内を走りまわっていた彼女は、ひょっとしたら妹が屋や敷しきの外へと飛び出したのかもしれないと思いいたり、前庭へと降りた。その瞬しゆん間かん、砲ほう撃げきにあったのである。

　爆ばく風ふうに吹き飛ばされそうになったが、しゃがみ込こみながらとっさに手近な岩にしがみついてなんとか踏ふみとどまった。そして激しく咳せき込みながら立ちあがったそのとき、カセリアと目があった。

　カセリア・ジャミルは柔にゆう和わといっていい笑みを覗のぞかせた。

　もとから子供のような性質の男だから、というべきか、子供は決して嫌きらいではなかった。親類の幼子たちがなにかの行事で集まったときなど、宮殿を舞ぶ台たいにしたかくれんぼを率先してやることすらあった。

　いま、噴ふん煙えんの晴れたそのなかで見えた少女は、見た目、いかにも利発そうで、それでいて、まだ幼いながら顔立ちにどこか男心をそそる気配がすでに見え隠かくれしていた。

（ほう、美女になるな）

　カセリアは思った。

　思いながら、いましがたダイラン兵を突ついたばかりの槍やりを引いていた。血肉の感かん触しよくが手に心地ここちいい。

（いや、美女になるところだった。おれに会わなければ）

（惜おしい）

（だが、仕方ない。おれに出会ってしまったのだから）

　好こう奇き心しん。

　この幼子の真っ赤な血を見てみたい。

　将来、蝶ちようよ花よと愛めでられるであろうその運命を、この手で蹂じゆう躙りんしつくしてみたい──。

　戦場に立てば、あらゆる欲望の枷かせがゆるくなる。

　脳のう裏りに一瞬ひらめいた、ただの好奇心に過ぎぬものが、見る間に本能的な欲望と直結して抑おさえきれなくなるのだ。

　カセリア・ジャミルはそんな自分を恐おそれている。

　とともに、だからこそ戦場に立ったとき、恐れずに実行できるこの瞬間にたとえようもない愉ゆ悦えつを感じている。

　カセリアは槍を振ふりかぶった。

　ティルはただ呆ぼう然ぜんとこの光景を眺ながめている。思考が凍とう結けつして、逃にげることも声を出すこともかなわない。

　震ふるえる唇くちびるが、声にもならぬ音を発した。

　妹の名とも、父母の名ともつかなかった。

　そして次の瞬間、槍が、アリオン国第一王子の手から弧こを描えがいて解き放たれていた。




　　　　２




　ひゅっと風切る音とともに、ティルの意識がめざめた。裸足はだしの足が地面を蹴けろうとして、しかしその急激な覚かく醒せいに筋肉がついてこられず、後ろ倒だおしに転てん倒とうした。むしろそれが少女に幸いした。槍やりは狙ねらいを外して、目の前の地面に突つき刺ささった。激しく柄えが震ふるえるのを、ティルは、悪夢のように見つめていた。

「ほう」アリオン王子が唇くちびるから唾つばを飛ばしながら唸うなった。「ほう！」

　狙いが逸それたことに、カセリアは気を悪くした。先ほど、思うがままに敵の手から槍をもぎ取ったことで湧わき起こっていた自信やプライドをあらかた消費しつくされる思いがした。と同時に、楽しみを先延ばしにできたことに対する若干の喜びもあった。

　カセリアは馬を飛ばした。腰こしから引き抜ぬいた剣けんがしゃらっと極上の音を立てて王子の耳を楽しませた。

　ティルは立ちあがろうとしたが、今度は腰に力が入らなかった。目前まで『死』が黒い翼つばさをひろげて迫せまりくるのを、ティルは目をみはって凝ぎよう視しした。理り不ふ尽じんな暴力や運命、あるいはそれらをもたらそうとする人物に抗こう議ぎするかのように、ティルはただそれを見つめていることしかできなかった。

　カセリアはくすりと笑った。

（安心しろ）

（苦しませるような無様な真ま似ねはせん。ただの一いち撃げきで首を刎はねてくれる）

　剣を肩かたより上に振ふりかざした。

　夜空にぴたりと吸いつけられた剣先が、折りしも黒雲を割って射さしてきた月光に染めあがる。

　ティルは思わず目を閉ざした。

　照り返された青白い光は、ティルの首を道づれにして弧こ線せんを描えがくはずだった。

　瞬しゆん間かん、わあ、わあっ、とカセリアの背後から波のごとく押おし寄せてくる声の群れがなければ。

　ティルの耳には、それらが、ダイランの地を蹂じゆう躙りんされた怒いかりそのものが具現化したような声に聞こえた。長らくエンデの領土を守しゆ護ごし、砂のひと粒つぶにいたるまで宿っていた精せい霊れいたちが、かりそめの呪じゆ縛ばくをかなぐり捨てて地上から宙へと噴ふきあがった瞬間のようであった。

　カセリアが馬を急停止させ、振り向いたのは、このとき、彼の部下がやはり馬を飛ばして駆かけつけてきたからだ。

「殿下！」

「何事だ」

　カセリアが問う。まるで女との情事を邪じや魔まされたに等しい不快感が顔にまとわりついている。が、

「て、敵」

　兵のあげた声に、秀しゆう麗れいな眉まゆを寄せた。

「敵だと？　どこの敵だ。エンデがまだ部隊を隠かくし持っていたのか」

「い、いいえ」兵は激しく首を左右に振ふりたくった。「メフィウスです。メフィウス軍が、ダイランの南よりあらわれ、わが軍を襲しゆう撃げきしています！」




　事実。

　この瞬しゆん間かん、ダイランの南門が開け放たれるとともに、わっと往来へ軍馬を押おし進めてきたのは、ギル・メフィウス率いる千の兵であった。

「中隊ごとに散開」

　ギル皇太子に扮ふんしたオルバが馬上で怒ど鳴なった。皮かわ鎧よろいの上に、胸むねと腕うで、足の一部にのみ板金の甲かつ冑ちゆうをつけている。

「アリオン軍をダイランより駆く逐ちくせよ！」

　馬ば蹄ていのひびきにも負けず劣おとらず声を張りあげつつ、オルバ自身もさっそく槍やりを手にして、呆ぼう然ぜんとこちらを振り仰あおいだアリオン兵の首筋へと突つき刺さした。

　それがメフィウス軍最初の戦功となった。

　数時間前──、

　オルバは空路にてダイラン目前まで迫せまっていた。

　その夜は中ちゆう継けい基地を兼ねた砦とりでにて宿しゆく泊はくする予定だったが、

（時が惜おしい）

　とオルバは苛いら立だちを隠せなかった。

　ダイランを目と鼻はなの先にしながらも、依い然ぜんエリック公子の動きが伝わってこない。砦の兵たちも詳くわしい情報は知らぬようであった。というよりも、外国からはるばる訪れた援えん軍ぐんに対し、公子からの迎むかえや使者のひとりもあらわれないのがなにより不自然だ。

　オルバは強い不ふ審しん感を抱いだいた。そしてオルバは、なにかひとつ気がかりなことがあると、それを己自身で納なつ得とくせぬ限りは安あん穏のんと高いびきをかくことのできぬ男である。

　とはいえ、夜間において船は出せず、夜通し馬を駆かけさせる具体的な理由があるわけでもない。オルバはこの苛立ちを疼とう痛つうのようにひとり抱かかえたまま、夜が明けるのを待つ覚かく悟ごを決めかけた。と、

「竜りゆうたちはどうする？」

　唐とう突とつに、ホゥ・ランからそんな声をかけられた。

「どうする、とは？」

「滑かつ車しやつきの檻おりでホーバンに陸を運ばせるか。小型、中型の数頭なら、わたしが馬で走りながら面めん倒どうをみることはできる」

　一いつ瞬しゆん、オルバはこの褐かつ色しよくの肌はだをした若い娘むすめがなにをいっているのかわかりかねた。竜りゆうならば、このまま船内の檻おりに入れたまま、翌日、船ごとダイランの地に運べばいいだけの話だ。

　二人ふたりはしばし無言で向かいあった。

　このような土地では、西方人の女性の姿が珍めずらしいらしい、遠巻きにエンデ人の男性たちがこちらを見つめている。

　彼らのほうを何気なく見やってから、

（急げ、といっているのか）

　オルバははっとなった。若い竜丁に向きなおって、

「ダイランでなにかがあるのか」

「なにか？　さあ、なにかなどはわからない。なんとなく、オルバがそうしたがっているように思ったからだけど」

　ある意味で拍ひよう子し抜ぬけもいいところの返答だったが、そうして見み透すかされたことへの羞しゆう恥ちや、ランの超ちよう自然的な予感に期待していたぶんの落らく胆たんとはまた別に、

（いや、なにかある。あるかもしれない）

　そんな思いをぶり返させられた。ここへ来て公子の動きがわからない、ということは、すでに隠おん密みつ的に行動を開始した可能性が高い、ということでもある。

「よし、ランがいうなら、いくぞ」

「わたしはなにもいっていない」

「いったんだよ、いいから運ぶ竜を選んでいろ」

　オルバは決めつけると、さっそくパーシルや諸隊長を呼び集めて、出発の旨むねを伝えた。その半時間後には出立するというあわただしさだ。鎧よろいの紐ひもを解いたばかりの兵たちは大おお慌あわてでこの皇おう子じの気まぐれに従わねばならなかった。

　そしてダイランがいよいよ向かう方角に見えはじめたころ、その高い防ぼう壁へき越ごしに覗のぞいた空が赤々とした光を放っているのもまた見えてきた。

（燃えている）

　騒そう然ぜんとなった軍団をオルバは一時押おし留とどめると、手早く、中隊ごとに部隊を整列させた。

「すぐさま戦いになるぞ。武器を手にし、腹に力を入れておけ」

　夜間の強行軍に、先ほどまでは兵たちにも不平不満があり、眠ねむそうな顔もしていたのだが、この一いつ喝かつによっていっぺんに彼らの目が冴さえた。

　さすがに都市内では竜を使えないため、三百の兵とともに後方に残しておくことにした。これの指し揮きは、元剣けん闘とう士しミゲル・テスに任まかせた。

　そのころダイランの南側からは遅おくればせながらに狼煙のろしがあがり、救きゆう援えんを乞こう早馬が放たれていた。

　早馬とかちあったオルバは、ダイランに引き戻もどって門を開けてくれるよう要よう請せい。

　早馬の使者は思わぬ来らい援えんに涙なみだをこぼさんばかりに感激しながら、要よう請せいに従ってくれた。

　そして、ギル皇おう子じ率いる千の兵が鬨ときの声をあげながら突とつ撃げき。

　都市内に散開して破は壊かい活動をおこなっていたアリオン軍兵士は、予想外のこの突撃に仰しよう天てんさせられた。先ほどまで自分たちがおこなっていたような一方的な殺さつ戮りくの波に吞のまれて、次々と剣けんや槍やりの餌え食じきとされ、馬の脚あしに踏ふみつぶされた。

　オルバは、パーシルと、鉄仮面をつけて『オルバ』を名乗らせているカインに小隊を預けると、自らは少数の兵とともに、先ほどの使者に道案内されるまま、プルートス家の城じよう館かんへと急いだ。

　当主ケイネスに会う必要があったからだが、それが、彼にして思わぬ邂かい逅こうをもたらした。




　カセリア・ジャミル。

　アリオン国第一王子は、激しい舌打ちとともに馬首を翻ひるがえしたところだった。

　ギル・メフィウス。

　その名を偽ぎ称しようする元剣けん闘とう士しオルバは、剣を振ふりあげ、大たい砲ほう周辺にいたアリオン軍兵士の首を刎はねたところであった。

　相手を認識したのはどちらが先か。

　カセリアは、敵がすでに間近に迫せまっていることを知ると、考えるよりも早く馬を急せかして駆かけ出していた。

　敵のど真ん中めがけて強行突とつ破ぱを図るつもりである。不意を打てれば、こそこそ姿を隠かくして逃にげるよりよほど手っ取り早い。

　自分の槍を引っつかむと、こちらの接近に気づいたばかりの敵めがけて投とう擲てきした。

　オルバはそれを血に汚れた剣で撃うち落とした。

　しかし突然の衝しよう撃げきに驚おどろいた馬が前脚あしを振りあげた。あたかもその動きを見み越こし、道にできあがった空くう隙げきを埋うめるかのごとく、すっとばかりにカセリアが馬を忍しのび込こませてくる。そのまま風と化して吹き過ぎていくかに思われた。

　オルバの剣が、槍を落とした勢いそのままに、横よこ殴なぐりに振るわれた。

　馬は体勢を乱したままである。

　しかしそれが思わぬ角度を得て、カセリア王子の頭へと叩たたき込まれた。

「ぐっ」

　カセリアは一いつ瞬しゆん馬の背に突っ伏ぷしかかった。

　視界の上じよう端たんから黒い血が垂たれかかってきたかと思うと、炎ほのおの色も、左右を流れ飛ぶダイランの家々の景色も、すべて暗黒の色に包まれた。

　カセリアは急いで頭を打ち振って、この眩暈めまいを、半ば割れかかっていた鉄てつ兜かぶともろとも振り払はらった。

　気がついたときには、雄おたけびをあげて再度馬首を翻ひるがえしていた。

　オルバも、まさか討うち洩もらしたこの敵が再突とつ撃げきをかけてこようとは思わなかった。

　カセリアは腰こしからすばやく剣けんを引き抜ぬくと、本能の命じるまま、敵と最短距きよ離りを結んだ直線に沿わせて凄すさまじい突つきをくれた。

　馬上でオルバが受ける。一度、二度。

（強い）

　とこのとき互たがいの胸むねに同じ言葉が去来した。

　だが三度目に、オルバの身体からだがよろめいた。

　カセリアの剣が信じがたい速度で四度目の突きを見み舞まった。

　いざ闘とう争そうとなると、カセリアはただもう血肉を求める原始の本能、意識の狂きよう奔ほんに身を委ゆだねる。そして数々の戦いくさで鍛きたえあげられることで、それらの経験に裏打ちされた本能はより鋭えい敏びんさと確実性を増し、いかなる強敵もこの猛もう攻こうの前に打ち崩くずして、足もとに這はいつくばらせてきた。

　だから、カセリアには予知夢のごとく、目の前に立ちはだかったこの愚おろかな敵の顚てん末まつを一いつ瞬しゆん早く見て取ることができた。

　首を横一文字に切り裂さかれ、血のりを吐はき出して落馬するその光景を。

　カセリアの唇くちびるが半月状に搔かき開いた。

　そしてそのとき、オルバもまた、見た。

　まばらな星がもの憂うげそうに散ったその空を背景に、敵の振るった剣が顔面の上を吹き抜けていくのを。

　風は、あとから巻き起こった。

　鋼はがねの臭においがする。

　体勢の崩れていたオルバは、ほとんど背中を馬につけて寝ねそべるような格好で敵の一撃を避さけていたのだ。

「おのれ！」

　カセリアの頭にごうごうと多量の血が渦巻いた。

　こと戦の場において、予知を外すことほどカセリアを苛いら立だたせ、憎ぞう悪おさせるものはなかった。

　しかしそのときにはギルおつきの兵たちが左右から牽けん制せいの槍やりを繰くり出している。

　この場に踏ふみとどまっていては包囲されてしまう。

　カセリアは奥おく歯ばを嚙かみしめた。

「覚えておくぞ、貴様」手た綱づなを胸むなもとに手繰り寄せながら叫さけんだ。「このおれに顔を覚えられ、光栄に思うがいいさ。ただし長くはつづかん。なぜなら、おれは首を刎はねてやった奴やつの顔など、すぐさま忘れてしまうからだ！」

　オルバがようやく馬上で体勢を取り戻もどしたときには、カセリアは何事かおめきながら馬を走らせていた。いく道を阻はばもうと兵のひとりが馬を寄せたが、次の刹せつ那なには首から上が消え、頭部のあった場所から一本の高い血柱が打ちあがっていた。

（迅じん雷らいのような男だ）

　オルバは、肩かたで息をしながらそう思っていた。馬上で攻こう撃げきを繰くり出す速度や、位置取りにおいては、あるいはパーシルやモロドフに並ぶものがある。こうした強きよう豪ごうと手をあわせた経験がなければ、オルバとてその勢いにあっさり屈くつして、いまごろは冷たい軀むくろとなっていたかもしれない。

「無事か？」

　と声をかけた相手は、ぺたんと前庭で腰こしを落としていた少女──ティルである。少女は啞あ然ぜんとしたような表情で異国の若武者を見あげていたが、ややあってからこくこくと何度も頷うなずいた。しばらくは声も発せられないだろう。

　そこへ、

「おお、そちらにいらっしゃられるのは、メフィウスの皇太子さまでは？」

　ケイネス・プルートスが槍やりの群れに取りかこまれながら出てきた。

　使者がいち早く知らせたと思われる。

　オルバも、相手がダイランの当主であると気づいた。槍を手にし、甲かつ冑ちゆうをつけているのは、いざ敵が館やかたに入ったならば討うち死に覚かく悟ごで一戦交えようというつもりだったのだろう。表情にはしかし、

（助かった）

　という安あん堵どの色はない。

　オルバは馬からおりて相手の一礼に応こたえた。

　戦時下である。長々とした挨あい拶さつの手間は省いて、

「エリック公子は、いまいずこに？」

　と聞く。

　ケイネスが苦く渋じゆうの表情で事情を説明した。アリオン軍の密みつ偵ていから得た情報をもとに夜や襲しゆうをかけたはずが、ダイランが逆に襲しゆう撃げきされたということは、エリック公子は敵のただなかで孤こ立りつしている恐おそれがある。しかし、増ぞう援えんを求める使者が走ってきたことからして、まだ最悪の状じよう況きようには至ってないであろう。

　ダイランからは戦せん闘とうのひびきが絶えつつある。

　そのときには、ダロキン率いる増援部隊の生き残りも集結しつつあった。カセリアの奇き襲しゆうにあった彼らは大損害を被こうむっていたが、ティルの父ダロキンはかろうじて一命を取り留とめている。肩と足を撃うち抜ぬかれていたものの、彼は涙なみだを流して自らの不明を父ケイネスに詫わびた。

「敵のほうが一枚も二枚も上まわっておった。増援を指示したのはわたしだ。おまえの責ではない」

　ケイネスは自らも痛手を負ったような表情で息子を慰なぐさめた。

　ティルは涙なみだながらに父にすがりつき、のちに女官たちの探たん索さくによって見つかった妹のリーンともども、声をあげて互たがいの無事を喜びあった。

　オルバはその間、ダイラン中に散開していた部隊をまとめさせている。

　鎧よろいを赤く斑まだら状じように染めたパーシルが駆かけつけてきて、

「いつでも発たてます」

　と告げる。つづいてカインも小隊を率いて戻もどってきた。

　数を報告させたところ、こちらにほとんど損害はない。なお、後続として控ひかえさせていた三百の兵には「ダイランの守備につくように」という伝令を送っている。万が一のこととてあるからだ。

　とはいえ、周囲に飛ひ空くう艇ていを飛ばしたところ、伏ふく兵へいの存在は確認されなかった。

「よし──」

　とオルバは、エリック公子救きゆう援えんのために再度出立しようとした。

　銃じゆう声せいが鳴りひびいたのは、まさにその瞬しゆん間かんのことである。




　　　　３




　このとき、ひとりのアリオン兵が納な屋やの隅すみっこに身を隠かくしていた。先ほどまでは息いき遣づかいも荒あらかったが、いまは喘あえぎ声に近い。腹部を撃うち抜ぬかれており、出血がいまも止まらなかった。

　なんとかここへ逃にげ込こむことができたが、しかし彼は自分の運命を悟さとっていた。もはや助かるまい。ともすれば、胸むねで唱となえつづけている精せい霊れいへの祈いのりも言葉の意味を失い、一音ごとばらばらに砕くだけ散って、意識ごと白い海に吞のまれそうになる。

　まだ二十代と若い。戦いくさに発つ前、恋人と結けつ婚こんの約束を交わしたばかりだった。彼は、未来の妻となるはずだった女性と、両親、幼い弟の顔を代わる代わる思い浮うかべた。強い慙ざん愧きの念と、生命への執しゆう着ちやくももはや張りを失い、奇き妙みように満たされた感覚が冬の夜にくるまった毛布のぬくもりのごとく、じわじわと肌はだ身みに染み入ってくる。

　そのまま、静かに息を引き取るはずだった。

（起きよ）

　何者かの囁ささやきが耳に届かなければ。

（起きるのだ。おまえがこの世の最期に成し遂とげねばならぬ大事がために）

　それは、父の叱しつ責せきとも、母の穏おだやかな忠告のようにも聞こえた。限界まで力を振ふり絞しぼってももはや糸のように細くしか開かなかった目が、瞬間、奇き跡せきのようにぱっちりと広い視野をもたらした。

　彼は、なにか説明のつかない衝しよう動どうに導かれるように、その場によろよろと起きあがった。窓まどが近くにある。黒く塗ぬりつぶされた世界に、赤々と灯ともる光点の群れが見えた。

　その中央に、馬に跨またがろうとしている若者の姿がある。いや、まだ少年といっていい年ねん齢れいだったかもしれない。

（あの男、ギル・メフィウスだ）

　囁ささやき。

（メフィウス帝朝皇太子。わかるか、あの男が援えん兵ぺいを率いてやってきたため、カセリア王子は撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされ、おまえもこの場において瀕ひん死しの重傷を負わされねばならなかった）

　若者はなにか声を発しようとして、しかしかすかに開いた口から洩もれたのは、やはり弱々しい喘あえぎ声のみ。腹からの出血は止まったように思える。ただしそれは無論傷が癒いえたためではなく、ただ単にもはや全身のどこをくまなくさがしても流すべき血の一いつ滴てきすら失われたためであろうと思われた。

（やれ）

　何者かが囁いた。父の声で。

（おまえがやるのよ）

　母の声。

（でなければ、アリオンはいずれあの男に蹂じゆう躙りんされてしまう）

　弟の声。そして、それを引き継ついで、

（子供のときに馴な染じんだ風景は炎ほのおのなかに消え、郷きよう愁しゆうを駆かり立てるなにもかもが竜りゆうの脚あしに踏ふみ荒あらされるのだ。そして父と母は槍やりの穂ほ先さきに生首を飾られ、愛した女はメフィウスの奴ど隷れいにされよう──）

　若者はずっと脇わきに抱かかえていた銃じゆうを手に取った。震ふるえる手で窓まど枠わくに銃身をおく。改めて目を凝こらしてみると、ギル・メフィウスの姿は子供の指ていどの大きさにしか見えなかった。果たしてこの銃で届くかどうかもわからぬ距きよ離りだ。

（やれ）

　それでも何者かは──若者が愛する人々は、声を揃そろえていった。

（やれ、アリオンがため。おまえの命が燃えつきるその直前、おまえにしかやれぬことをやるのだ）

　目が霞かすんでいる。時に、風に揺ゆれる炎のように、ギル皇太子の姿が、いや見える世界すべてがゆらっと明めい滅めつした。引き金においた指の感かん触しよくさえ遠い。

（さあ──）

　背後から自分を抱きしめる腕うでを感じた。首を、胸むねを這はうその指の悪戯いたずらっぽさは、婚こん約やく者しやのそれと同様であった。傍かたわらにはまぎれもなく彼女の微ほほ笑えみが見えている。ちょっと突つき出し気味の唇くちびるは、友人のあいだでも評価がわかれていた。だが、若者自身にとっては、耐たえがたいまでに愛いとおしい。その唇が開いた。炎のように熱く、花のごとくかぐわしい息が、若者の顔を撫なでた。

（やれ！）

　若者は引き金を引いた。

　彼は、狙ねらいどおりに命中したかどうかを見届けられたろうか。いやそもそも銃じゆう声せいを耳にすることができたろうか。

　若者は窓まど枠わくに突つっ伏ぷし、それからぴくりとも動かなくなった。無論、納な屋やのなかには彼以外、誰だれの姿もない。

　ただ、若者にずっと囁ささやきつづけていた声が、

（十一人目──）

　という謎なぞのつぶやきをその場に残していた。




　銃声から遅おくれること一いつ瞬しゆん。

　鐙あぶみに足をかけ、身を引きあげようとしていたギル・メフィウスの眼前で、血が散った。

　皇おう子じの近くにいた兵が、腕うでを押おさえてうずくまっている。

　銃じゆう撃げき──と見て、にわかに周囲一帯が騒そう然ぜんとなった。

「敵だっ」

　近くにいたパーシルがはっとなって、銃じゆう弾だんが飛んできたであろう方角へと馬を寄せ、皇子の盾たてになる構えを見せた。

　メフィウス兵のみならず、近場に集結しつつあったエンデ兵たちも立ち騒さわいで、わっと身を伏せる者、狙そ撃げき兵へいを探そうと駆かけ出す者、皇太子の盾になろうとする者──などが入り乱れた。

　銃弾を受けた兵は絶命にはいたっていなかった。距きよ離りがありすぎたためだろう、弾丸は黒っぽい血のりをあふれさせながら、腕の筋肉に喰くい込こんでいる。

「皇子、おさがりください」

　パーシルがいう間に、ギルは馬上へと身を引きあげていた。

　しかし、

（十二人目）

　という謎の囁きが耳もとに届いたとき、オルバは背後に猛もう烈れつな気配を感じていた。

　振ふり返る。

　砲ほう撃げきによって崩くずれ去さった瓦が礫れきが、子供の背丈と同じほどの高さまで積みあがっていた。

　そのなかに、やはり痛手を負ったアリオン兵が身をひそませていたのである。

　中年の域いきに達している男だ。彼が、生と死のあいだを彷ほう徨こうするうちに、納屋に隠かくれていた若年のアリオン兵と同じ種類の声を聞き、同じ決意を抱いだくにいたったなどということは、無論オルバにはわかりようもない。

　彼は、手にしていた長ちよう剣けんで馬上のオルバめがけて斬きりあげた。

　軍から支給されたものではない。貧しい育ちの男であったが、カセリアの部隊に組み入れられることが決まった際、妻が、

「あなたの守りになるように」

　となけなしの財産をはたいて購入してくれた業わざ物ものである。

　残された力をすべて振ふり絞しぼっての、まさしく渾こん身しんの一いち撃げき。

　オルバは振り返るのとほぼ同時に腰こしの剣けんに手をかけた。抜ぬき払はらいざまに迎げい撃げきする。勢いは殺せたが、しかし不意を打たれたこともあって、剛剣の軌き道どうそのものまでは変えられなかった。

　胸むねを、大の男に力いっぱい殴なぐられたのと同じ衝しよう撃げきが襲おそう。

　馬上でよろめいたオルバだが、次に振るった一撃で、あやまたず敵兵の首を刎はねていた。

「皇おう子じ！」

　背後の闘とう争そうに気づいたパーシルが振り向いたときには、オルバは体勢を維い持じできずに落馬しそうになっていた。

　パーシル自らも馬から飛び降りて、ギル・メフィウスの身体からだを両腕うでで支えようとしたが、間にあわず、皇子の身はそのまま地面に叩たたきつけられた。

「殿下」

「ギル殿下！」

　ほかの近衛このえ兵へいたちも気づいて、駆かけ寄ってくる。パーシルは彼らに命じて、皇子を中心とした円えん陣じんを組ませた。立てつづけの襲しゆう撃げきとあって、さすがに兵たちの顔も緊きん迫ぱくしている。

　ギル・メフィウスは地面にうつ伏ぶせになっていた。肩かたが揺ゆれている。パーシルがその大きな動きを抑おさえるように肩へ手を添そえると、膝ひざの上に抱きかかえて仰あお向むけの体勢にした。

　甲かつ冑ちゆうの胸当てが一部、大きくへこんでいる。剣の直撃を受けた箇か所しよだが、それを見たパーシルの顔から自然と険けわしさが消えた。近い位置で覗のぞき込こんでいたほかの近衛兵や、鉄仮面を顔にまとったカインも、安あん堵どの息を洩もらす。打撃は鎧よろいで止まっている。少なくとも大事にはいたるまい。

　が、またすぐにパーシルの表情が変わった。オルバは顔中から汗を噴ふき、口で激しい呼吸を繰くりかえしている。剣こそ貫かん通つうしなかったものの、衝撃で骨でも折ったか、あるいは落馬の際に頭をひどく打ちつけたのか。

「殿下は怪け我がを負われた」とっさの判断でパーシルは叫さけんだ。「誰だれか、殿下を安全な場所まで──」

　そのパーシルの腕を、がっしと摑つかんだ手がある。

　ほかならぬオルバのものだ。

　口をつぐんだパーシルの耳に、

「誰だ」

　というオルバの声が聞こえた。周囲は火を掲かかげた兵たちでかこまれていた。おびただしく震ふるえる瞼まぶたの下から、それら炎ほのおの色を反射したオルバの眼光が見え隠かくれする。しかしその目は誰の姿も見ておらず、

「誰だれだ、おまえは、何者だ──」

　という叫さけびを繰くりかえしていた。




　襲しゆう撃げきを受けたオルバは、落馬して地面に叩たたきつけられるまでのわずかな瞬しゆん間かんに、異様な体験をしていた。

　身が宙に投げ出された刹せつ那な、自分の腕うでが何者かに摑つかまれるような感かん触しよくを味わった。

　最初、オルバはそれを自分が落馬せぬようにパーシルが支えたものだと思った。だが、振ふり仰あおいで見ると、自分の腕を摑んでいるのは、青白く、生気の通わぬ腕である。それも、何者のものであるかわからない。

　宙の一点に黒いさざなみが走っていて、そこから一本の腕のみが生えのびているのである。

　さらには、凄すさまじい力をもってオルバを引きあげようとした。

　重力に従って落下しようとする肉体とは相反する力であり、あたかもオルバは自身の身体からだが二つに引き裂さかれるような苦痛を覚えた。

　叫びをあげる間もあればこそ、実際、このときオルバは真っ二つにさせられたのである。

　一方はどすんと音を立てて地面に跳はね返り、そしてもう一方は腕に引きあげられるまま黒いさざなみへと吸い寄せられた。オルバの腕が、肩かたが、そして頭と胸むねが抵てい抗こうもできぬまま吞のみ込こまれていく。

　気がつけば、オルバは黒い空間に漂ただよっていた。

「ようこそ、わが居城へ」

　その声は、四方八方から降り注いでくるかのように聞こえた。

　オルバは悪夢を見ているのだと思った。

　強い痛手を受けた肉体が、混乱と眩暈めまいのあいだにおかしな夢を見せているのだと。

「夢ではないぞ、メフィウス皇太子」

　あたかもオルバの心の内側を読んだかのように、嘲あざけりを含ふくんだ声が笑いをあげた。

「ここは、十二人の死を代だい償しように組みあげた空間だ。いいかえるなら、十二人の怨おん念ねんと、血と腐ふ肉にくで築かれたわが城だ。この場にあるようでいて、この場にはない。わたしが知覚せねば存在もせぬが、さりとて消え失うせもせぬ。おまえを迎むかえるのにふさわしい場所を用意立てたつもりだ」

「誰だ」

　オルバは叫んだ。この、黒一色に塗ぬりかためられたような空間のなかにおいては、自分の肉体すら感触がおぼろなのに、声だけは朗ろう々ろうとひびきわたった。

「誰だ、おまえは。何者だ──」

「わたしが名乗ったとて、おまえには意味をなさぬ」

　オルバの眼前で青白い光点が灯ともった。それは一いつ瞬しゆんのうちに目もくらむほどの光を放ったかと思うと、散り散りになり、夜の星空そっくりの光景を現出させた。

　ばかりか、星の光はそれぞれが意思をもって蠢うごめきはじめ、あるものは直線を引き、あるものは曲線を描えがいて、複雑怪かい奇きな模様をあちらこちらに生み出す。やがて模様はひとかたまりとなって、そこに人間の顔を描いたのである。

　立派な髭ひげをたくわえたその老人の顔は、

「だが、貴様の末まつ期ごを看み取とる人間として一応は名乗っておこう。わたしはザファル。生まれる数百年も前から魔ま道どうの掟おきてに従うよう宿命づけられ、ただ一生を賭としてなせるものなど運命図の一いつ端たんに過ぎぬ、いわばかりそめのこの身。名前にさほどの価値があるとも思えんがな」

　そういって、光ちりばめた口を搔かき開いて、その向こうに広がる真っ黒い闇やみを透すかしながら笑った。

「ここにて、貴様の命を断つのは簡単だ。そのため、襲しゆう撃げきされたという『事実』さえ演出した。だが、しょせんは運命図に従うばかりの人形のごときこの身とはいえ、ガルダさまの計画をあわや台無しにするところであった貴様がどうしても気にかかる。貴様の『運命』などとうに尽つきたはずだというのに、なぜこうも大きな障しよう害がいとなって立ちはだかりおったのか。死者が運命図をつくり替かえられる道理はないのだ。さあ、すべてわが前にさらけ出すがいい。貴様がバルバロイの手の者なのか否いなか、あるいはその他の勢力の使者なのか、この手でじっくりと暴き出してくれようぞ」




「わあっ」

　突とつ然ぜん、背後から巨大な足音が近づいてきたので、部隊を先導していたミゲル・テスは驚おどろいて馬を脇わきに寄せた。

　直後、大型竜りゆうホーバンが地面を波打たせつつミゲルの傍かたわらを通り過ぎていく。平べったい胴体の脇の部分が、ひくひくと肉を蠕ぜん動どうさせているところまでもが見えた。

　ほかの竜たちを数頭押おし込こめた檻おりを牽けん引いんしている。ホーバンのさらに傍らを馬で走って誘ゆう導どうしているのが、竜丁のホゥ・ランだ。

「馬ば鹿か野や郎ろう、危うく轢ひき殺されるところだ」

　ミゲル・テスが口汚く罵ののしった。

　皇太子から三百の兵と、これら竜たちを預かっている。

　都市内の戦せん闘とうでは竜を使えぬというので、後続部隊として都市外の待機を命じられていたが、いましがたダイランから使者があらわれて、都市の守しゆ護ごを改めて申しつけられたばかりだ。獣けものたちはこのままダイランの竜舎に運び込まれる手はずとなっている。

　ミゲルは不満も露あらわに舌打ちしていた。

「せっかくの戦いくさだってのに、また手て柄がらを取りそびれちまうよ」

　おまけに竜りゆうのお守りまで仰おおせつかっている。功名心旺おう盛せいな若者にしてみれば、この竜たちを指導しているホゥ・ランさえ憎にく々にくしい。

　だから態度も自然と辛しん辣らつになって、

「おい、急いで走ったってなにもいいことないぞ。手て柄がらなんか根こそぎ持っていかれたあとだろうからな」

　そういい捨てるのだが、ホゥ・ランはますます馬の速度をあげて、ホーバンを煽あおるようにしている。

　ミゲルにはわからないことだが、ランは前方から不快な『臭におい』が漂ただよっているのに気づいていた。それゆえ先を急ごうとしていたのだが、

「──？」

　速度をあげたときと同様、唐とう突とつに馬ば脚きやくをゆるめた。ホーバンも次第次第に速度を落として巨体を停止させる。

　ミゲルの馬がほどなくして追いついた。

「いやに素直じゃないかよ」

　ホゥ・ランは動かない。これもミゲルには理解の範はん疇ちゆうを超こえていることだが、竜たちの発する空気が突然変わったのだ。

　騒さわいでいる、というのではない。むしろなにかにおびえたように檻おりの端はしに寄り集まっている。その異変の正体を探さぐろうとランは足を止めていた。

「おい。いい加か減げん……」

　ミゲルが声を荒あららげようとした。

　と──、

　またも、変わった。

　異変がなくなった、というのでなく、いうなれば異変そのものの『風向き』が変わったのである。

　どすん！　と突然大きな物音がしたので、ミゲルは思わず悲鳴をあげて馬を棹さお立だちにさせた。

「なにっ」

　一いつ瞬しゆん敵の奇き襲しゆうかとも思ったミゲルだが、見ると、近くにあった檻が激しく揺ゆれている。外部からの力によるものなどではない。鋭するどい牙きばと爪つめを有した巨大な獣けものが、なぜだか急に内側で暴れはじめたのだ。

　ミゲルの目の前で鉄格子が折れ曲がった。やや広くなったそのあいだから中型竜ゴルの脚あしがぬっとのび出てくる。

「お、おい！」

　ミゲルが声をあげ、ランの肩かたをあわてて引いた。

　のび出た竜の脚が、その爪を光らせながらランを引っかこうとしたためである。

　ミゲルに引かれた拍ひよう子しにランは馬からずり落ちていたが、見事な運動神経をもってきちんと足の裏で着地していた。が、その表情は呆ぼう然ぜんとなっている。

　夜中に太陽がのぼるのを目もく撃げきしたにも等しい顔つきで、ホゥ・ランは暴れくるう竜りゆうたちの姿を見つめていた。










　四章　王女と皇女
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　メフィウス皇太子ギルがエンデ入りを果たしたころ。

　帝都ソロンを二分する騒さわぎはさらに過熱する気配を帯びていた。

　事の発ほつ端たんは、皇おう女じよイネーリが主しゆ催さいしたお茶会での出来事である。

　突とつ然ぜん、武装した集団が乱入してきてイネーリを強引につれさらおうとした。皇后メリッサの命によるものだという。いまや皇太子派の顔となった娘むすめを、放置しておくわけにはいかなくなったのであろう。これをかろうじてかわしたイネーリは、激怒。自らもまた武力を行使してでも実の母であるメリッサに反はん撃げきしようとした。

　その動きを察したメリッサは、娘のフローラと、皇帝派を自認する一部の貴族、軍人らを引きつれ、いち早く竜りゆう神しん教きよう神殿に立てこもった。

　事態をさらに複雑化させたことには、このときメリッサとその一党は皇帝グール・メフィウスをも神殿に同行させている。

　表向きは、

「陛下のご容態芳かんばしからぬゆえに神殿にいる長老衆をお訪ねし、ご祈き禱とうと加か護ごを受けることとなった」

　というが、本来ならば大勢の供とともに神殿へ出向いてしかるべきはずが、誰だれも皇帝一行の行列を見た者がない。

　おそらく、メリッサとそれに連なる者が荒あらっぽい手立てを用いてでも皇帝を宮殿外へ連れ出したものと思われた。

　情報は錯さく綜そうしており、先に武力を行使したのは皇太子一派だとする誤報もあった。この一派が皇帝を力ずくで追い落とそうとして宮殿を制せい覇は、それに異を唱となえた皇后が、病に倒たおれた皇帝に代わって忠臣らをまとめあげ、神殿にて雄お々おしく手向かっているというのである。

　皇帝派と皇太子派によるにらみあいがつづく一方で、その当の皇帝は神殿に入ってからは一度たりとて姿を見せることも声を発することもなく、そして皇太子ギル・メフィウスは現在エンデへの援えん軍ぐんに向かっている。

　結果、未来への漠ばく然ぜんたる不安は、人々の内に抱かかえ込こんでおける許容量をたやすく乗り越こえて、暴力という形で外に噴ふん出しゆつしはじめた。

　ソロンを中心としたメフィウス各地で、暴動やら謀む反ほん騒さわぎが相次いだのである。

　皇帝派、皇太子派、いずれにしても、

（名をあげる、またとない好機）

　とばかりに、兵を率いて砦とりでや村々を支配下におく者があらわれれば、

（これを鎮ちん圧あつできれば覚えがめでたくなる）

　と独断でやはり兵を動かす者も出てくる。

　いまのいままで皇帝の独裁政治であっただけに、その皇帝に目をかけてもらえなかった者、自分が不当な立場に押おし込こめられていると感じていた者、さらには家か督とくを継つげなかった貴族や軍人の末弟らなど──ガーベラ十年戦争で得るものの少なかったメフィウスでは、大勢の人間に分配できるほどの土地がそもそもなかった──、様々な不満を抱かかえていた人間たちが、堤つつみを切られた川の奔ほん流りゆうがごとく、次々と行動に打って出た。

　そうして政治が混乱すれば、当然、市し井せいにも影えい響きようが出てくる。都市部では盗ぬすみや暴行が相次ぎ、街道を襲おそう山さん賊ぞくの類たぐいも一気に増えた。イドロの乱以降、ほとぼりが冷めかけていた奴ど隷れいの集団脱走や暴動もふたたび起こりかけている。

　これらに対し、当然帝都側も無言で見守っていたわけではない。

　ギルよりいわば帝都を預かった身であるオーダイン・ロルゴ将軍は、各地に部隊を派は遣けん、騒ぎの鎮ちん圧あつに当たった。

　港町ビラクにおいては、そもそもが自治意識の強い商人たちの町であるから、こうした事態には巻き込まれずに済み、むしろ領主フェドムは都市に駐ちゆう屯とんしていたローグ・サイアンの部隊を率先して動かすことでオーダインの援えん助じよをおこなっている。

　これら、統率だって動きを示すことができたのは、その大半が皇太子派である。

　いかに皇帝グール・メフィウスの影えい響きようが落ちたかをうかがわせる事態であったが、しかしいままでその皇帝に近しい立場にいた人間たちは、せっかくの既き得とく権益を手放したくない一心で、ひそかに連合した。

　帝都に流れ着いた噂うわさによると、彼らは皇太子がメフィウス領を離はなれたころから砦とりでの太たい守しゆらを中心に部隊をまとめ、

「帝都へ攻せめ入り、皇太子派の陰いん謀ぼうによって動きを封ふうじられた陛下や皇后さまをお救いするのだ」

　などと気勢をあげているというのである。

　当然オーダイン、フォルカーらは抜ぬかりなく竜りゆう神しん教きよう神殿を包囲していた。

　誰だれひとりとして内側に通さず、また外部への脱出も許さないという包囲網もうではあったが、内部に皇帝グール・メフィウスその人がいる以上、荒あら々あらしい手段には出られない。そして『玉体』が健在であれば、皇帝派の活動も沈ちん静せい化かしないのであった。

　この、周辺で火の粉がおびただしく散るなか、中心地たるソロンでは不可思議な膠こう着ちやく状態がつづくという現状を、イネーリ・メフィウスは苛いら立だちを抱かかえながら見守っていた。

　日増しに眉まゆの角度が吊つりあがり、侍じ女じよや兵卒に対して、周囲に当り散らす回数も増えた。

　そのうち、

「さっさと兵をなかに入れてしまえばいいわ」

　神殿への強行突とつ入にゆうをも示し唆さしはじめた。

「『敵』とて、まさか陛下を盾たてにしようなどとはしないはず。こちらが打って出ないものと高をくくっているだけじゃなくて？」

　そういってオーダインに何度も武力行使を促うながすのだが、

「いま強きよう硬こう手段に出れば、都市内外の勢力に、われらに刃やいばを向ける大義名分を与えかねません。ここは時機を待てばよろしい」

　その都度、たしなめられた。

　イネーリとてしかし、各地で暴動を起こした人間らとさして考えにちがいはない。

（ここでわたしの名をあげなければ）

　と、ほとんど強きよう迫はく観念に近い形で、そんな考えにとらわれていた。

　そしてついに、ある深夜、イネーリは同じくここで皇おう女じよに恩を売っておきたいと考えている一部の人間たちを利用して、独断で兵を動かした。

「なにも神殿を破は壊かいせよ、というのではない。一度思い知らせてやれば、『敵』の団結などしょせん脆もろいもの。内側に次々と離り反はん者しやを生んで、この馬ば鹿かげた騒そう動どうも終わりを迎むかえることでしょう」

　そういって、砲ほうを据すえさせると、神殿への砲ほう撃げきをおこなったのである。

　どかんと鳴りひびいた砲声は、皇帝派、皇太子派にかかわらず、メフィウスをも引き裂さく断だん末まつ魔まの叫さけびのようであった。

　幸い、この一発は狙ねらいを逸それ、これに気づいたオーダイン旗下の部隊によって、二発目以降の砲撃を止めることもできたが、結局その行動は皇帝派を活性化させる以外の効果は生まなかった。

　翌日、報復とばかりに帝都の防ぼう壁へきめがけて砲ほう弾だんを撃うち込こむ一隊があり、これはソロンの偵てい察さつ隊たいに切り崩くずされたが、もうもうと白はく煙えんをあげるこの一角を市民たちは不安げに肩かたを寄り添そわせながら見守った。

　こうして混こん沌とんと揺ゆれるソロンに、来訪者があった。

　ビラクより船を乗り継ついでやってきたその少女は、ガーベラ国王女。

　いうまでもない、ビリーナ・アウエルである。




　王女を最初に出で迎むかえたのは、元ガーベラ侍じ女じよ長ちようテレジアだった。

　ビリーナが、

「兵を率いてサラマンド討とう伐ばつに向かう」

　などと、一国の王女にあるまじき宣言をして、ソロンを発たって以来である。

　テレジアはあえて涼すずしい顔で一礼しつつ、

「ご旅行はいかがでございましたか」

　などと聞く。

　王女はくすりと微ほほ笑えんで頷うなずいた。

「なかなかに心楽しかった。思いがけず、故郷の空をふたたび見ることもできたし」

「それはよろしゅうございました。しかし姫さまほど、最初にお決めになった予定をあっさり覆くつがえす方も珍めずらしい。まさかガーベラにまで羽をのばされようとは、このテレジアにも予想外でございました」

　テレジアは皮肉をこめて驚きよう嘆たんしてみせる。

　もちろん、事の顚てん末まつはこの老侍女にも伝わっている。サラマンドを捕ほ縛ばくしたはいいが、王女がそこで何者かに狙そ撃げきされ、あわや命の危機を迎えたことも、故国ガーベラの首都フォゾンにおいては飛空船のなかにこもりっきりで、一歩も外へ出なかったことも。

　が、もはやくどくどというつもりもない。髪かみで隠かくしてはいるが包帯を巻いた主人の姿をひと目見て、テレジアは、痛ましい、というより、まるで傷を負ったのを誇ほこらしげにしている武人の姿を見るような思いがして、呆あきれ果てた。

　と同時に、

（おや）

　とかすかに眉まゆを寄せた。王女の目が赤い。てっきり、故郷ガーベラにいったんその身を置いたことで、少女らしい郷きよう愁しゆうの思いに駆かられたかに思えたが、

「ふあああ」

「姫っ」

　テレジアが鋭するどくたしなめねばならぬほど、ビリーナは大おお欠伸あくびをした。はっとしたように少女も赤面して口を手で覆おおう。

「寝ねておられないのですか」

「うん、ここ三日ほど」

　ビリーナは目もとを指でこすった。

　もちろん王女がソロンへ来訪することは前もってゴーウェンが知らせてあったので、王女を出で迎むかえたのはテレジアばかりでなく、ソロン在住の貴族やイネーリからの遣つかいもいたのだが、ビリーナは型どおりの挨あい拶さつを交わしただけで、あとは、

「部屋にいく」

　といってテレジアひとりをともなってさっさと歩き出してしまった。「部屋」とは、つまりまだ皇太子がソロンにいたころ、王女にあてがわれていた後宮の一室であろう。前と変わらず、そここそが自分の居住空間だといわんばかりの態度だった。

　二人ふたりの脇わきを、港で立ち働いている奴ど隷れいたちが通り抜ぬけた。重い荷を負っている。港の管理者らしき男が大声で「遅おそい」と彼らを罵ば倒とうしていた。

　それをビリーナ・アウエルはなんとなく横目にしながら、

「ねえ、テレジア」

「ねえ、とはなんです、気味の悪い」

「気味が悪いとはなんです」ビリーナは一いつ瞬しゆんだけ頰ほおを膨ふくらませたが、すぐ真顔に戻もどって、「わたしはガーベラ王家の生まれであることに、この上もない誇ほこりを感じて生きてきた」

「存じあげております」

「しかしたとえば、市し井せいの人間がわたしの目の前で、自分は父や母の息子むすこ、娘むすめであることに、あなたとは比べようもないほどの喜びと誇りを抱いだいている、と宣言したところで、わたしは彼らを笑いはしないだろう」

「そうでしょうとも」

「では、奴隷たちは？」

　ビリーナは振ふり返って、もう一度、港を右往左往している男たちを見やった。

「彼らも、自分の出自やいまの自分に誇りを抱いているだろうか」

「──」

　テレジアはなにか答えようとしたが、押おし黙だまった。うかつなことを口にするべきではない、と判断した上でのことだし、また、ビリーナが自分に答えを欲しているわけでないこともわかっていた。

「考えてみれば血筋とはおかしなもの。皆みな、生まれを綿々と辿たどっていけば、いき着く先は同じでしょう。ではなにをもってわたしは王家を誇ほこりとするのか。祖父であり、父であり、兄であり、実際に見知った家族の高こう潔けつさゆえか、歴史書に記されている祖先の方々が示された規き範はんであり、矜きよう持じであり、やはり高潔さゆえなのか」

　ビリーナは前へと向きなおった。空はうっすらと青い。各地で騒そう動どうが連続しているせいか、港では、伝令の飛空船やら飛ひ空くう艇ていが頻ひん繁ぱんに離着陸を繰くりかえしていた。

「わたしはガーベラ王女」

　いわずもがなの事実をそっと口にして、ビリーナは歩きつづける。

「血を受け継つぐ、とはすなわち、歴史をその身に負うということ。過去も未来も。そう、わたしの言葉はわたしひとりきりのものならず、わたしの身もわたしのみのものにあらず。自分ひとりの思いや価値を優ゆう先せんさせるあまりに血筋に背そむくことがあっては、過去の英えい霊れいたちにも、未来の王族にも泥どろを塗ぬることになってしまう。だから」

「……」

（だから、わたしは、ガーベラ王女）

　ビリーナの歩みは止まらない。いやそれどころか速度をあげて、テレジアに後ろ姿を見せた。それは、赤く充血した目にこんもりと盛りあがった光を見せまいとしてのことだったろうが、文字どおり、ひと足遅おそかった。

（だから──、この身に並ぶべきは、やはり同じ高潔な魂たましいと血を継いだ方だけなのです）




　　　　２




　皇おう女じよイネーリ・メフィウスの我が慢まんはふたたび限界線を越こえつつあった。

　メフィウス内の混乱はつづいている。

　ギルがいまだダイランを目指す途と上じようにあるころ、フォルカーはネダイン南方の荘しよう園えんで起こった奴ど隷れいの乱を鎮ちん圧あつに向かい、ユライア旗下の隊は船を飛ばしてこの混乱に乗じて村を襲おそった傭よう兵へい集団を討とう伐ばつ中。ローグも、皇帝派が集中させつつあった軍勢を警けい戒かいすべく、部隊をいくらか割さいて帝都周辺に配置させている。

　まだ皇太子ギルがソロンを発たってから間もない。

　だというのに国内は早くも荒あれている。イネーリは、それが自分の失策のように思われるのがなにより我慢ならなかった。本来、帝都を預かっているのはオーダインであり、イネーリなどは皇女といっても権限などほとんどない。だが、それ以上の地位を目指すイネーリにしてみれば、今回のことは名をあげるまたとない機会であると同時に、ここでしくじれば未来が閉ざされるほどの大失態にもなりかねない危険な局面でもある。

　だが、一度強引に神殿への砲ほう撃げきをおこなったせいで、イネーリに対する見張りが厳しくなった。オーダインは信しん頼らいできる部下をじかに選んで、皇おう女じよのそばに置いていた。彼らは皇女への面会を求める軍人、貴族たちを追い払はらう役目も兼かねていたので、

（オーダインめ。この機会に便乗して、ひとりだけ甘あまい汁をすすろうという魂こん胆たんだな）

　などと陰かげ口ぐちも叩たたかれたが、オーダイン・ロルゴは自身の方策をまったく曲げようとしなかった。この期におよんで、またも皇女に恩を売りたい勢力と結びつかれてはかなわなかったからだ。

　が、イネーリ本人もいよいよオーダインへの不満を露あらわにするようになって、自分をほとんど軟なん禁きん状態にしているこの将軍を名指しで非難しはじめた。

　そうなると周囲の動きもまた変化の兆きざしを帯びてくる。今回の混乱は『皇帝派』『皇太子派』のぶつかりあいという側面がありはしたものの、それはいわば一部の人間が掲かかげるお題目に過ぎず、結局は火事場泥どろ棒ぼうと同じ類たぐいの騒さわぎである。大きな内乱に発展するとまで見ていた人物は少なく、ということは、いずれこの騒ぎが鎮ちん火かされた際、『その後』の自分たちがどう立ちまわるべきかということを見み据すえて行動している者たちのほうが多かった。

（いっそのこと、われらで協力してオーダインを排はい斥せきすべきか）

（いや、それでは皇太子さまがご帰き還かんされたとき、まずいことになるのではないか。いかに皇女さまと殿下の仲がよろしいとはいっても──）

（皇女さまのご命令があった、ということにすれば、のちのち罪に問われることもあるまい）

　帝都においてすら騒ぎが頻ひん発ぱつするなか、貴族、一部軍人たちによるそのような不ふ穏おんな会合が何度かおこなわれていた。

　繰くりかえすが、皇おう子じギルが不在となり、皇帝が神殿へと姿を消してから十日とならない。かつて皇帝の独断で評議会が解散されたメフィウスには、こういう場合に権限がどこへ移行し、どこに集中するか、明確なシステムが存在しなかった。

　メフィウスが十年戦争で失ったものの大きさを、かつてシモン・ロドルームが嘆なげいていたことがあったが、それも決して杞き憂ゆうではなかったろう。

　と──、

　その日、イネーリ・メフィウスに来客があった。

　イネーリはすでに後宮ではなく、主宮殿の皇族専用の一室をいわば司令室に見立てて、そこで寝ね泊とまりしている。見張りの兵が四六時中つきまとっていることもあって、有力貴族や軍人との会合もままならなくなったイネーリは、各方面へ手紙を出したり、市や区画の代表者が拝はい謁えつを求めるのに応じたり──現在、皇族代表者として顔を出せるのは実質イネーリのみだ──して、一日を過ごしていた。

　夕刻のことであった。

　侍じ従じゆうを通じて来客の名を知らされたオーダイン配下の兵たちは、一時、対応に困った。

（こちらの許可がない限り、市し井せいの者以外、皇おう女じよ殿下との面会は誰だれであっても断れ）

　と徹てつ底ていされている。

　しかし今回は人物が人物である。仕方なくひとりがオーダインへ直接連れん絡らくに走った。オーダイン自身、一いつ瞬しゆん判断に迷った様子だったが、

「よい。お通しせよ」

　と最終的には許可を出している。

　同じく、イネーリ・メフィウスも来客の名を耳にして、眉まゆをひそめている。ただし、こちらは、

（面めん倒どうな）

　という思いが見え隠かくれしていた。

　だが、いまのところ帝都ソロンにおける皇族代表はイネーリだ。他国から預かった客人への対応も彼女でやるしかない。

「どうぞ、お入りになって」

　イネーリは自ら部屋のドアを開けて客人を通した。

　しずしず──というには、やや胸むねを張りすぎた姿勢で入室したのは、ビリーナ・アウエルである。




　ビリーナは、自分が、

（面倒な客人）

　であるのは百も承しよう知ちしている。

　イネーリにとってのみならず、混乱に揺ゆれるメフィウスそのものにとってさえも。

　実際、ソロンに降り立ったときは、その迎むかえにやや手間取っていた。王女がガーベラに身を寄せたと聞いたときには、大方の人間が、

（このまま帰ってこぬのではないか）

（いや、それはないにしても、少なくともメフィウスが落ちつくまではあれこれ理由をつけて滞たい在ざいを引きのばすだろう）

　と見ていたから、まさか頭に包帯を巻いたままソロンへ舞まい戻もどってこようなどとは思いもしなかったのだ。

　が、王女はいうまでもなく皇太子の婚こん約やく者しやであるし、なにより、先日、メフィウス国境を突とつ破ぱしたならず者のサラマンドを撃げき退たいした功労者である。市民たちのなかには英えい雄ゆう視する向きもあって、帝都ソロンを預かるオーダイン、ならびにイネーリは、歓かん迎げいの意を表明せざるを得なかった。

　相手方の気持ちは汲くみ取れるものの、王女はあえて申しわけなさそうな顔もしなければ、そうした思いを口にすることもない。

　しかし実のところ、王女本人からして、いまの帝都ソロンへ降り立つのには多少の逡しゆん巡じゆんがあった。

　情勢が荒あれている現在、自分の存在が余計な混乱を招きかねないという危き惧ぐがあったのと、過日、ガーベラ領付近において彼女の命を狙ねらった近衛このえ兵へいの背後にいったい何者がいるのか、という謎なぞがいまだ解明されていなかったからである。

　さらに時をさかのぼれば、西方で王女を介かい抱ほうしてくれた村を焼き討うちにした狼ろう藉ぜき者ものも、『ビリーナ王女』と確かにそう呼び、その上で刃やいばを振ふるってきた。

（何者かが、わたしの命を欲しているらしい）

　この両者につながりがあるのかどうかも依い然ぜん摑つかめていない。

　港に降り立てば、その瞬しゆん間かんにでも銃じゆう声せいが鳴りひびくのではないか、あるいは建物の陰かげから凶きよう刃じんを懐ふところに吞のんだ何者かが襲おそいかかってくるのではないか。

　そんな恐おそれとてあった。

　しかし王女はソロンの宮殿にてオーダインの挨あい拶あつを受けた折り、あくまで涼すずしい顔をして、

「殿下のお帰りはいつになりますか」

　などと聞いた。

「さて、アリオンの初動をくじくのが目的でありましょうから、さして長引かぬとは思いますが」

「そう。なら、大人おとなしくお帰りを待つといたしましょう」

　そう返して、案内されるままに侍じ女じよのテレジアとともに後宮に入った。暗殺の刺し客かくが何者であろうと、まさかソロンでは仕し掛かけまいという思おも惑わくもある。そうでなければ──、

（戦えばいい）

　寝しん台だいに入ったのち、枕まくらもとの拳けん銃じゆうをそっと握にぎりしめた。呼吸は荒あらく、長いこと寝ねつけなかった。

　確かに王女は「大人しく」していた。ただし、その一日だけ。

　翌日には、こうして、イネーリ・メフィウスへの面会を求めた。

　王女はオーダインじきじきに帝都ソロンでの様子を耳にしていたから、イネーリがここでなにをしてきたかを知っているし、そしてそれがなんのためであるかもわかるつもりだ。

（わたしと、同じだ）

　どこか、心の裏側で微び笑しようしたい気持ちでビリーナは思った。

　臣下への褒ほう賞しようや外交の道具として扱あつかわれるだけの姫君でありたくない、男に劣おとらぬ才覚を持っている自分だからこそ、国のために働いて、いずれは名をあげたい。

　ビリーナ自身、そう思っていた。

　様々なことを経験したいまとて、それがすべて子供じみた幻げん想そうであった、などとは王女も思いたくはない。

　ただ、何事にも時勢はあり、本人の向き不向きもあり、そして他者との関かかわりあいがあった。

「お久しゅうございます、皇おう女じよさま」

「こちらこそ、ガーベラ王女殿下」

　涼すずしい顔をして挨あい拶さつを交わす二人ふたりだが、ことにイネーリのほうは機き嫌げんがよろしいとはいえない。

　この、いわばまっすぐすぎるほどにまっすぐな王女のこと、いきなり刃やいばで斬きりつけるも同然の態度で、現状のソロンに口出ししかねなかった。

　誰だれより、ビリーナ王女本人に、

（以前のわたしならばそうしたろう）

　という自覚はある。

「ソロンでは、いっとき、王女殿下の武将にも劣おとらぬご活かつ躍やくの話題で持ちきりでございました」

「お恥はずかしい限りです。女だてらに鎧よろい兜かぶとなどに身を包んで出しゆつ陣じんなどと。ガーベラの女性皆みながそうではないのだと、ぜひメフィウスの皆さま方にはおわかりいただきたい」

　ビリーナが顔を伏ふせていうと、イネーリはお茶を含ふくんで華はなやかに笑う。しばし、サラマンドのことで言葉が交わされたのち、

「さて、王女さま。今日きようは、わざわざのお越こし、なんとせられましたか」

「実は、皇后メリッサさまのことについて、畏おそれながら申しあげたき議がございまして」

　とビリーナが本題に入ったとき、イネーリは、

（来たな）

　という思いをちらりと顔色に覗のぞかせた。

　先手を打つように、

「皇后メリッサの件に関しましては」と口調こそ柔やわらかく、しかし眼光鋭するどくイネーリはいった。「外国からのお客人である王女にはさぞ愚おろかしいことのように思われるでしょう。皇族であるわたしにはまこと、汗顔のいたりなれど、当然ながら、これはわが国の問題。いわば時節の変わり目、古き時代の膿うみを洗い流すつもりで、われわれの力でなんとか片づけてみせましょう。決して王女の身辺を騒さわがすようなことにはいたしません。どうか、心安らかにお義に兄いさまの帰りをこのソロンにてお待ちくださいませ」

　釘くぎを刺さす。

　対するビリーナのほうは、ふと考え込こむような時間を数秒ほど挟はさんだのち、

「無論、これはメフィウスの問題です。であればこそ、ガーベラより嫁とついできた身であるわたしにも協力できることがあろうと思われます」

「どういう意味でおっしゃられていますの？」

　イネーリは微び笑しようを絶やさない。内心、

（目立ちたがりの、猪いのしし武む者しやめ）

　と相手を見ている。

　今回ばかりは、王女の手助けなど借りるわけにはいかなかった。

　先ほどイネーリ自身が口にしたように、サラマンド撃げき退たいの一件でここソロンにおいてビリーナは名声をあげている。ギル皇太子本人の盛名とあわせ、早くも、「メフィウス次代を担になうにふさわしいご両名」などと持ちあげる声も高い。

　イネーリは、イネーリ自身の力を示す機会がほしかった。今回はまたとない機会であり、ある意味短たん絡らく的な行動に走った母親には感謝したい気持ちもあるほどだ。

「王女さまからご覧になられて、いまのメフィウスがいかにも頼たよりなきもののように目に映っていらっしゃるのは想像にかたくありません。無論、それはわたしどもの責任でありましょうが、……」

「皇后さまは、現在の皇太子は偽にせ者ものだといまや断言しておられ、お腹なかの子こそ次期正統帝位継けい承しよう者しやにふさわしい、と神殿内部から発信していると聞きます」
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　ビリーナは不意に話題の中心点をずらした。

　むしろまっすぐに突ついてきたイネーリの矛ほこ先さきをかわした格好だ。思わず黙だまりこくった皇おう女じよに対し、

「かつて皇帝派と称しようされた人々は、自らの地位や既き得とく権益を守るためにこの言こと葉ば尻じりに乗って、各地で兵をあげているというのが現状ですが、規模でいうならいかにも小さい。現在はメフィウスそのものが混乱に陥おちいっているため、オーダイン・ロルゴ将軍やローグ・サイアン将軍も対処に苦く慮りよしておられる模様ですが、たとえばギル皇太子殿下がお戻もどりになったならば、このていどの乱は、さほど時間もかからずに鎮ちん圧あつされることでしょう」

「──」

「ですが、それでは」

　ビリーナはごく静かに語る。口もとにはほんのり微ほほ笑えみさえ浮うかんでいたが、その内容が不意に苛か烈れつさを帯びた。

「追い詰つめられ、逃にげ道を失われた皇后さまは破は滅めつの道を進まざるを得ない。玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで最後の一兵卒になるまで戦うか、あるいは自決の道をお選びになるか」

「じ、自決」

「あるいは」ビリーナは微び笑しようを消した。「……あるいは、皇帝陛下その人をも道づれにされるやもしれず、そうなると」

「そうなると？」

「禍か根こんが残ります。大きな、そう、とても大きな」

　それは、ある意味においては脅おどし文句のようなものだった。いや、まちがいなくビリーナ王女はイネーリ皇おう女じよを脅しにかかっているのだ。

　実の母を追い詰めては、国の父たる皇帝までも失い、それではおまえの手しゆ腕わんが問われることになるぞ、と、言葉裏に脅きよう迫はくしている。

　無論、ビリーナは表向きにはただ国のいく末を案じる貴婦人のごとき顔で、

「力ずくで従わされる格好となる家臣たちもまた同様でしょう。ギル・メフィウス殿下がたとえこの先戴たい冠かんなさることになろうとも、皇帝、皇后──すなわち父母を斬きり伏ふせて、臣下を有無もいわせず押おさえつけた支配者、という印象が植えつけられてしまい、それは小さからぬ争いの種火となってくすぶりつづけて、ただひとたび大きな風にあおられたが最後、いずれはまた国を二分するほどの大火に成長しかねません」

　それは、ビリーナがあらかじめ用意してあった、いわば計算ずくの言葉でありながら、同時に、彼女が抱かかえる、噓うそ偽いつわりのない本音の言葉でもあった。




（荒あれる）

（ガーベラではリュカオン、サラマンド。エンデにおいては後こう継けい者しや争いに敗れたジェレミイ公子。そしてここメフィウスにおいても……）

（戦い、争いは常に国の内側に潜ひそんでいるものだとはいえ）

　種火を種火のままで抑おさえ込こんでおくこともまた、為い政せい者しやのつとめであろう、とビリーナには思える。

　ビリーナ・アウエルはソロンに降り立ち、オーダインから現在の事情を知らされてから、あてがわれた室内にて迷った。イネーリに面会を求めるまで一日しかなかったとはいえ、ただ即そく断だんしたのではない、その一日で十分に迷ったのである。

（皇太子さま不在のいまだからこそ）

（残された者には、その留守を預かり、守らねばならぬ責務がある）

「テレジア」

　その日の早朝、なぜか鏡面の前に立っていた王女は、生まれてからずっとつきあいのある侍じ女じよ長ちように声をかけた。

「はい」

「わたしは、でしゃばりのお姫さま？」

「そう陰かげ口ぐちを叩たたく者がいたとしても不思議ではありませんわね」

「メフィウスにはふさわしくない？」

「メフィウスどころか、わがガーベラであろうと、隣りん国ごくエンデであろうとも。ビリーナ姫がいわゆる王族の娘むすめとしての規き範はんでいられる土地はありますまい」

　テレジアは王女の背後で直立したまま、なかなかずけずけとものをいう。

　ビリーナはくすりともせず、

「では、わたしは異い端たん者しや。ガーベラの歴史や、メフィウスの文化が生み出したものでないなら、わたしがなにをやろうと双そう方ほうの恥はじにはなるまい」

「無理やりな理り屈くつをつけていらっしゃるようですが、姫。またなにかしでかそうとお考えですか？」

「最後」

　ビリーナはいったん目を閉じたが、鏡面越ごしにテレジアの顔を見み据すえた。

「これを、最後にする。だから、テレジア、許してほしい。ガーベラ国王女として、メフィウス皇太子の婚こん約やく者しやとして、これが最後の恥になる」

「さようでありますか」

　いいながらも、

（噓うそおっしゃい）

　とテレジアの顔には書いてある。

「なるほど、王女もひとつお歳としをお召しになられるはず。多少は大人おとなになられました。こうしてあらかじめ口にしておいて、あとからテレジアに叱しかられないようにしているのでしょう」

「テレジア」

「おやりなさい、姫」

　テレジアは白髪しらが混じりの頭を心持ちさげた。

　はっと少女が息を吞のむ。

「もう、ビリーナ王女はわたくしがお仕つかえしている姫、というだけの存在ではありませぬ。いかに言葉を弄ろうしたところで、人々から見たあなたさまはまちがいなくガーベラ国の王女でありますし、メフィウス皇太子さまの婚こん約やく者しやという立場も常についてまわりましょう。それを誰だれよりわかっておられる姫なればこそ、『恥はじ』と申しあげるのでしょう」

「──」

「ですが、姫。わたくしは、それはそれは、時に姫さまの言動に度ど肝ぎもを抜ぬかれ、時に卒そつ倒とうせんばかりに衝しよう撃げきを覚えることはあっても、ただの一度たりとて、『恥』だと考えたことはありません。姫さまはわたくしの誇ほこり。たとえ生家のガーベラ王家がなにをいおうと、嫁とつぎ先のメフィウス宮殿で後ろ指を指されようと、こればかりは生しよう涯がい変わることはないように思われます。だから、おやりなさい、姫。あなたが心のままに思う、正直なことを」

「ありがとう、テレジア」

　ビリーナは礼を口にした。声はやや喉のどにつまり、目め尻じりには光るものがある。

　王女は鏡に向かいあったまま、その涙なみだを拭ぬぐうように指をのばした。が、その白い指でなぜか目尻を引っぱりさげ、涙がきらりと頰ほおへこぼれるのに任まかせたまま、

「べえ」

　と舌を出した。




　返す言葉もなくなったイネーリに対して、

「皇后さまも、よもやメフィウスを痕こん跡せきなきまで破は壊かいするつもりではありますまい」

　王女の態度はあくまでも穏おだやかだ。

「こたびの眼目は、皇后さまのご行こう為いに未来のメフィウスを導くほどの大義がありやなしや、ということ。その一点に尽つきます。先ほど申しあげたように、いまの皇太子殿下を偽にせ者ものといい、お腹なかにいらっしゃるお子さまを正統後こう継けい者しやと公言するからには、皇后さまにはメフィウス一国を負って、政治をする心づもりがあられるということでしょう。すなわち国を担になう義があるということです。で、あれば」

　ビリーナ・アウエルはここでいったん目を伏ふせた。自分の性格は知り尽くしている。ここぞ、というときには、『ここぞ』という顔をしてしまうのだ。だからあえて表情を覆おおい隠かくしながら、

「であれば、たとえばわたし、同盟国王女であるビリーナ・アウエルが、『交こう渉しよう役やく』として神殿へ出向いたところで、刃やいばを向けてくるだとか、あるいはわたしを人質になにかを要求するようなことなどはあり得ないはず」

「…………」

「どうでしょう、イネーリ皇おう女じよ殿下。わたしを、神殿へ向かわせてはいただけませんか」

「な、なにをおっしゃいます」

　イネーリは動どう揺ようしながら、しかし強固にかぶりを振ふった。

「そのような危険な真ま似ねを、同盟国からお預かりした王女なればこそ、させるわけにはまいりません。もし誰だれかが率先して出向かねばならぬとおっしゃるなら、このイネーリ自ら赴おもむくが道理」

「いえ、皇おう女じよ殿下は、いまやソロンにいらっしゃる皇族を代表されるお方。そのイネーリさまの身にもしものことがありましたら、いま以上に世情は混乱し、それでは不ふ逞ていの輩やからを喜ばすだけでございましょう」

　ここで語調にわずかな鋭するどさをまじえた。あたかも非難するがごとき口ぶりだったが、イネーリがなにか反論するより早く、ビリーナは次第次第に早口になって語りつづける。

「無論、わたしビリーナが神殿を訪ねるなどと、おおっぴらに宣伝してから参まいるわけではございません。それではおそらく民やほかの貴族たちも動どう揺ようし、それこそ要いらぬ騒そう動どうになる恐おそれがあります。皇后さまご本人にはあらかじめ使者を送ってわたしの来訪を告げる必要がありましょうが、民たちの前では姿を隠かくし、そう──たとえば、皇帝、皇后ご両名の容態をご案じになられたイネーリ皇女が、お二方に食事の差し入れをなさるだとか、医師を派は遣けんされるだとか、そういった理由で人を送り込こむことにして、わたしは女官の振ふりをしてそのなかにまぎれるといたしましょう」

　いたしましょう、とは、もう、すべてが決定してしまったかのような言葉だが、さらに呆あきれることには、

「必ずや、皇女殿下のお言葉、お心のうちを皇后さまにお伝えしてまいります。であるからには、イネーリさまには、その後ろ盾だてとなっていただきたいのであります」

　であるからには、とまでいう。

　まるで皇女のほうからビリーナ王女に頼たのみごとをしているかのような口ぶりだ。

　イネーリ・メフィウスからすれば、大おお荒あれに荒れる夜の海に投げ入れられた格好だ。次から次へと押おし寄せる大波の前に息いき継つぎもできず、上へ下へと弄もてあそばれている。

　と──、ここへ来て、王女ビリーナはさらにもうひとつ、とんでもない提てい案あんをしてきた。

「明日あしたの朝にも、評ひよう定じようを開いて、ソロンにいらっしゃる将や重じゆう鎮ちん方に来ていただきましょう。その上で、わたしとイネーリさまがここで交わした会話を、もう一度その場において再現するのです」

「──」

　つまりは。

　いまの二人ふたりが交わしたやり取りを、集まったお歴々の前で、あたかもはじめて口にし、はじめて耳にするかのごとき素そ振ぶりで、繰くりかえそうというのである。

　その意図に気づいたイネーリの耳が赤くなった。

　自分の主張を受け入れやすくするため──ばかりではなく、王女はイネーリをも気き遣づかったのである。会話の経けい緯いさえ詳くわしく伝わるならば、イネーリは自分が引きこもって王女に危険な真ま似ねをさせる卑ひ怯きよう者もの、というそしりは免まぬがれる。ばかりか、もしこれがなんらかの成果をあげるようなら、それはイネーリの手て柄がらということにもなるのだ。

（こ、この、この小こ娘むすめ）

　イネーリ・メフィウスは唇くちびるの端はしを嚙かみしめていた。

　かつて。

　遠いアプターの地において、一度はやり込こめた『小娘』だった。頭にあるのは戦いくさか飛ひ空くう艇ていのことばかりで、自国の文化にさえ精通しておらず、詩の一いつ篇ぺんさえも朗ろう読どくできない。そんな野や蛮ばん人がごとき娘の前で、イネーリは自らの外交手しゆ腕わんを巧たくみに発はつ揮きして、外国からの客人を見事にもてなしてみせた。ビリーナ本人はこの事態におろおろするばかりだったが、最後には感かん嘆たんの目をしてこちらを見つめ、握あく手しゆまで求めてきた。

　その、取るに足らぬ『小娘』が、イネーリをも気き遣づかいながら、イネーリ本人が手をこまねくばかりの事態をなんとか打開しようという。それも、わたしたち二人ふたりでやろう、といっているのである。

　烈れつ火かのごとき感情がこみあげてくる──かと思いきや、そのときふと目線をあわせてみると、ビリーナがらんらんと瞳ひとみを輝かがやかせている。はっと驚おどろいたのはビリーナのほうだ。感情を隠かくすつもりで淡たん々たんと語っていたのに、最後にはやはり前のめりになって、イネーリをまっすぐに見つめてしまっていた。

　あわてたように視線を逸そらす王女を、しばしメフィウス皇おう女じよは呆ぼう然ぜんと眺ながめ、

（この娘むすめ）

　唇の端にきつく喰くい込んでいた歯の力をゆるめた。

　やはり、権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけた娘ではない。

　そして、そんな娘にいっとき翻ほん弄ろうされてしまった。イネーリは深く息を吸い、体内を満たしかけていた熱い血液を、時間をかけて洗い流した。

　このときの心境を説明するならば、イネーリはガーベラ国王女を、

（敵）

　として認めた、というところだろう。

　取るに足らぬはずの小娘とまともに張りあわねばならぬ、己の力量のなさを自覚した上で、

（いずれは、蹴け落おとす）

　という決意をかためさせた。

　そう、いずれは。




　翌日。

　まさしく、ガーベラ王女とメフィウス皇女はこのやり取りを再現した。いくらか都合の悪いところをかいつまみ、また、場の空気を読んだ上でいくらか言葉を足しはしたものの、おおむね内容は似かよっている。

　このままでは追い込こまれたメリッサ皇后が皇帝を道づれに自害しかねぬ、という脅おどしも、外国から預かった客人の身分である王女なれば皇后とて容よう易いに傷つけはしまい、といった推測も当然並べられた。

　評ひよう定じようの場に集められたオーダインや重じゆう鎮ちん貴族たちが息を吞のむ前で、

「ガーベラ王女のお心こころ遣づかい、まことにありがたいものです。拱きよう手しゆ傍ぼう観かんすべからざる事態なのは皆みなも承しよう知ちのとおり。あるいは陛下を擁ようしたメリッサ皇后の主張が正しいのではないか、とただならぬ風説が巷こう間かんにあるとも聞きます。であるなら──、そう、皇后が義を世間に知らしめるというなら、そのお心にまことに義があるやなしや、試してみるのもよかろうと存じます」

　イネーリは素知らぬ顔をしていう。

　王女も感激したような態ていをよそおって、

「皇おう女じよ殿下のご憫びん察さつこそ、まことにありがたきもの」

　と頭をさげる。まるですべてのことが決定済みのような空気になりかかったので、あわてて武将オーダイン・ロルゴが立ちあがろうとしたところ、

「もちろん、この危険な任をガーベラ国の王女おひとりに委ゆだねるわけにはまいりません。オーダイン、供を命じます」

「は、はは」

　タイミングを見計らったかのような皇女の命令に、思わずオーダインは応じる声をあげてしまった。が、すぐに顔色を赤くして、

「お、皇女殿下。しかしそれはあまりに、あまりに危険。ご命令さえいただければ、このオーダイン、剣けんも帯びず、鎧よろいもつけず、単身神殿に乗り込んでみせましょうものを」

　と述べた。当然、ビリーナの神殿来訪など、はなから反対の立場である。が、イネーリは半ば鼻はなで笑うような仕草をして、

「オーダイン将軍、そのほうが名乗りをあげたとて、メリッサ皇后がかたく閉ざした門もん扉ぴを開くと本気でお思いですか」

　と半ばたしなめるようにいう。

　オーダインには返すべき言葉がない。イネーリの言葉は、ここにいる王女以外の誰だれも皇后の関心を引きはしまい、と断言したに等しかった。そもそもオーダインの身ひとつで事態が進展するようならば、こうした膠こう着ちやく状態にはならずに済んでいたはずなのだ。

「しかしあなたのその心意気は買いましょう。命をかけて王女をお守りなさい」

　二人ふたりの少女には十全の用意があったということだ。

　イネーリはまるで皇帝がマントを翻ひるがえすかのような態度で席を立つと、

「今日きようの昼には神殿内部へ使者を遣つかわします。その上で、わたしに、皇帝直属の近衛このえ兵へい二百名をお貸しいただきたい。メフィウスの法にもとづき、現在、ソロンにおいて権限を行使できうる皇族最高位であるわたしが指し揮きを執とります」

　人々の顔にいっせいにある種の疑念が湧わいたが、口に出せる雰ふん囲い気きではない。イネーリのいう「権限を行使できうる皇族最高位」というのはあきらかに虚きよ偽ぎだ。メフィウスにおいては、多少歴史のなかで血が薄うすまってはいても、皇族遠とう縁えんの男子はほかに何人かいる。さらにイネーリは皇后メリッサの連れ子であるから、皇族の血を継ついでいない。

　しかしオーダインをはじめ、人々がそれを指し摘てきすることはなかった。

　ソロンをはじめとして国内が荒あれているいまこの段においては、誰だれかがはっきりとしたリーダーシップを発はつ揮きすべきときである、という認識は皆みなが共通していたからだ。イネーリ皇おう女じよは確かに短たん慮りよに駆かられて失敗をしでかしたことがあったものの、しかし彼女ひとりが皇族の代表としてあれこれと雑事に明け暮れているのもまた事実。イネーリは騒そう乱らんの種でもあったが、同時に、かろうじて火がこれ以上燃えひろがらないように抑おさえ込こんできた、いわば火消しでもある。

「万一にも、『敵』が暴挙に出るようなら」

　イネーリ・メフィウスは国の守しゆ護ご神しんよろしく表情を険けわしくさせて、

「この『敵』を討うちます」

　と宣言した。




　　　　３




（暗い）

　と、老人は、自分こそ漆しつ黒こくの闇やみ夜よのごとく暗い目をして、周囲を見わたしていた。

　ソロンの竜りゆう神しん教きよう神殿、その地下最さい奥おう部ぶ。

　竜神メフィウスの壁へき画がが飾られた区画のちょうど真下にあたり、長い階段を経たそこは天井が高い。

　白大理石が床ゆか一面に敷しかれるなか、巨大な円柱が、老人──グール・メフィウスの見つめる方向で縦たてに整然と並んでいる。

　身にまとった純白の絹布は薄うす汚よごれて、グール自身の顔も、疲つかれがこびりついて垢あかになったかのようにやや黒く変色し、瞬まばたかせる目に生気はない。

　皇太子ギル・メフィウスとの謁えつ見けんを終えたグールは、その日より宮殿内の自室にこもりがちになった。体調の悪化を理由にして、人前に姿を見せなくなったのである。

　そして、皇太子ギル・メフィウスが帝都ソロンを出立してからしばらく経たったある夜。

　自室で休んでいるところ、皇后メリッサの遣つかいを名乗る者たちがあらわれた。彼らは抜ばつ剣けんし、部屋の守りをかためていた守しゆ衛えいたちを一いつ瞬しゆんのうちに叩たたきのめした。あとで知ったことだが、守衛の配置、管理をおこなっていた近衛このえ士し官かんのひとりがメリッサに懐かい柔じゆうされていたのである。

　彼らはまさしく慇いん懃ぎん無ぶ礼れいと呼ぶにふさわしい態度で、

「われわれにご同行願います、陛下。ここにおられては御身が危うい。メフィウスを正しき未来へ導かんがため、いまはここよりお逃にげください」

　と、皇帝グール・メフィウスを担かつぎあげて、ここ竜りゆう神しん教きよう神殿まで運んできた。

　それから十日あまり。

　グールはこの神殿最下層に押おし込こめられている。一日に一度のみ、食事が運ばれてきた。彼らの態度もまた表向きは慇懃であったが、グールをここより一歩たりとて外に出すつもりがないのは明白だった。

　首しゆ謀ぼう者しやであるメリッサ・メフィウス──すなわち皇帝の伴はん侶りよも姿を見せなかった。ただ、言こと伝づてによって、

「お疲つかれの陛下になり代わって、わたくしどもが正しきメフィウスの未来を切り開いてご覧に入れますれば、しばしお待ちいただけるように願いたてまつります。近いうちに必ずや、陛下をこの世に並ぶべくもないメフィウス玉座にお戻もどしいたしますゆえ」

　というような意味の言葉を耳にしたばかり。

　グールは、

「好きにせよ」

　ともいわなかった。抵てい抗こうもしなかった。

　ただ、日がな一日この光も射さし込まぬ闇やみのなかにたたずんでいる。食事が運ばれてくれば機械的に口にする。

　その間、なにを思い、なにを考えたか。

（なにも）

　とグールは声にもならない囁ささやきを発した。

（なにも考えておらぬ。なにも感じておらぬ）

「噓うそだ」

　と、投げかけられた声があった。

「なにが噓だ」ぎろりとグールは闇の一いち隅ぐうをにらみ据すえる。「噓なものか。おまえに、わしのなにがわかる」

[image: ]

「わかるとも。きみは、考えている。これ以上ないくらいに。自分のなにが過ちであったか、あるいは真に正しき道とはなんであったか。起きているあいだはずっと、いや、眠ねむりに落ちているときでさえ、夢のなかで自問自答を繰くりかえしているのだ」

「正しき道だと。誤りだと。そんなものは存在しない。わしのしてきたことが過ちだというなら、覇は道どうに、そも正しき道などあり得はしない」

「さもあらん」声の主は、からかうようでもなく、むしろこれ以上もなく真しん摯しな口調でいった。「手た綱づなをゆるめれば混こん沌とんを招き、手綱を引き絞しぼればその息苦しさに耐たえられない者たちが必ずやあらわれる。神ならぬ人の身には、しょせん人を統治することなどできないのかもしれない」

「そのような達観も、わしは好かぬ」

　グールは目を細め、闇やみの向こうを透すかし見るようなまなざしになった。

　この地下に光はほとんど射さし込こまなかったが、折りしも夕刻。

　帝都ソロン、その宮殿の最上階から遠く見わたせば、西にドゥーミック平が赤く照り輝かがやいているのが見えたろう。やや目を近くに落とせば、ソロン周辺の荘しよう園えんや穀こく倉そう地ちに、豆まめ粒つぶのような大きさの人間たちが今日きよう最後の労働に汗を流しているのも見えたろう。

　宮殿の回かい廊ろうをあるいは巡じゆん回かいし、あるいは突つっ立ったまま守しゆ護ごする兵士たち。落陽の光を鎧よろいにきらめかせるその勇ゆう猛もうさを見おろすのが、グールはなにより好きだった。

「きみは強い。強い人間だった。少なくとも、そうあろうとしていたことは、なによりわたしがよく知っている」

「──」

「いや、強くあろうとしていたというより、弱さを徹てつ底てい的に排はい除じよしようとしていた、というべきか。なにより、きみは国や他人のみならず、自分自身の内側からすべての弱さを駆く逐ちくしようとした。なぜなら、きみは強い君主だからだ。国で起こるいっさいがっさいを背負い、すべてを平へい穏おんに導くことができる、強く、偉えらく、ご立派で、優すぐれた君主であったからだ。そうならなければならなかったからだ」

　人ひと影かげは、一定の距きよ離りをおいたまま、それ以上グールに近づくことも遠ざかることもない。ただ声だけが強弱をつけて、時に老人の耳を圧するほどの激しさで、そして時に耳を撫なでるそよ風のごとき優やさしさで、とうとうと語られていくのみ。

「だが、グール。先に述べたとおりだ。きみは神ではない。そのように権けん威いづけしたところで、きみが母親の胎たい内ないから生まれ出いでた生身の人間である事実は変えようもない。人は宇う内だいの事象すべてを生身に取り込むことなどできやしない。だから、お偉くあろうとする人間はどうすると思うね」

「どうするというのだ？」

「それを考えていたんじゃないのか、グール？　玉座から放ほう逐ちくされ、拉ら致ち同然に自室からこんな穴倉に連れ込こまれてからこっち、そのことだけを、ずっと」

　グールは低い声で唸うなった。が、それは子供が喧けん嘩かになる前、相手を威い嚇かくしようとする際に発する意味のない言葉同然だった。

「ああ、おまえのいうとおりだろう。わしはなにかを誤り、民を守り、掲かかげた刃先に光を浴びて世界を照らすはずの剣けんをへし折られたのだ。だがそのなにかなど、誰だれにいいきることができよう？　そんなことは後世の歴史家たちが丸い机をかこんで議論するに任まかせればよいことだ」

「きみは結局、ひとりきりなのだな。こんなことになってさえも。そのなにかに推論のひとつでも立てることができたなら、きみの息子むすこギル・メフィウスに伝えることができたかもしれないじゃないか。たとえ人ひとりの人生や価値などちっぽけなものであろうとも、そうして、世代を重ね、のちの人々に言葉を残していくことで、いつしか人は歩みのなかで真実に近い道を見みい出だすことができるかもしれないじゃないか。グール、宗教や歴史、神話といった物語、すなわち人生とは、そのためのものじゃないかね」

「──」

　もうグールは何者かの声に応こたえることも、怒ることも、動じることもなくなった。いや、そう決めつけて、彫ちよう像ぞうのように動かなくなった。

　しかし声の主は、グールの心の奥おく底そこを見み抜ぬいたかのように、

「ラーナさまが亡くなられてからどれほど経たつのだろうな」

　漆しつ黒こくの夜そのもののようだったグールの目がかっと見開かれるほど、そのもっとも触ふれられたくないであろう部分を衝ついた。

「ラーナさまを亡くされたきみは、父君を、そして母上を失った直後のきみよりよほど打ちひしがれていた。その弱さを認めたくない一心であったろう、とは、いまになって想像することもできる。自分は国を乱した父とはちがう、弱い君主ではないと自分にいい聞かせるために、心に蓋ふたをしてでも強くなろうとした。そしてそれに見事成功した、ともいえる。だが、同時にきみは、他人にも自分の強さを求めすぎたのではないか。わたしはそう思っている」

　老皇帝が顔を背そむけた刹せつ那な、

「グールよ」

　いままで、一定の距きよ離りを保っていたその人ひと影かげが、不意にグールの傍かたわらまで来ていた。その息いき遣づかいが耳に触ふれるほどの距離で、

「もう、自分でも気づいているはずだ。きみが統治してきた世界は、きみの次の世代を欲している。きみに去っていってほしいと望んでいる。その目は節穴ではなかろう。その耳もまだ人の声をかろうじて聞きわけることができよう。最後に、強い君主であれ。あえて弱さをさらけ出し、敗北することで、より強い君主になるのだ、グール──」

「そこに誰だれかおるのか、グール・メフィウスよ？」

　円柱の並んだ向こう側から、別の人影が近づいてきた。

　枯かれ木のように細いが、足取りはしっかりしている。闇やみに慣れたグールの目にはすぐに判別がついた。

　竜りゆう神しん教きよう長老衆のなかでも、おそらく最高位に位置していると思われる老人である。

　グールは自分の周囲を、ゆっくり時間をかけて見わたした。

「何者もおらぬようだが」としわがれた声で答える。「それとも、神通力に長たけたおぬしの目には、ここにわし以外の何者かが見えるというのか。それは心臓が脈打ち、生きた血を通わせているのか？」

「戯たわ言ごとを。グール皇帝、そなたもこうして見ると、そこらの孤こ独どくな老人と変わらんな。豪ごう奢しやなトーガも、水すい晶しようの杖つえも、頭に飾る王冠もなく、槍やりを携たずさえた勇ゆう壮そうな兵士に守られていなければ、誰にも相手にされずにただひとりごとを発する年寄りと同じだ」

「そのようなことをいいに、わざわざ出向いてきたのか？　もはや起きあがれぬほどの状態だと聞いたが、せっかく体調もよいようなら、お得意の遊びでもやっておればいいものを、酔すい狂きようなことだ」

「そうさな、そなたを馬ば鹿かにしに来たのよ」

　長老は一歩ずつグールへ近づいた。

「かつての理想を、夢を、野望を捨て去ったそなたは、『皇帝グール』のもはや抜ぬけ殻がらに過ぎぬ。凡ぼん百ぴやくの人間と同じように、年ねん齢れいを経て、欲を維い持じするだけの気き迫はくが削そぎ落ちてしまった。そなたに未来を見たわが身としては、そのような姿を見るのも寂さびしいものだ」

　面前まで迫せまる。しかしなお、長老の足取りは止まらなかった。

　皇帝グールの目が、ふたたびくわっと見開かれる。なにかを感じたのだ。肌はだ身みを刺さすような冷気、体内の血が火であぶられているような熱気──、ともあれ、取り巻く世界そのものが変へん革かくを遂とげたような、この異様な空気を。

　対して、長老の目は青白い光を放っているように見えた。重たげに垂たれた瞼まぶたの下から、心身を圧あつ迫ぱくするほどの衝しよう撃げきをともなう光が、確かに青くグールの顔を舐なめている。

「貴様」

　グールはしゃがれ声を発した。何者かの手で喉のどを絞しめあげられているのとそっくりの声であり、同じく苦痛に喘あえいでいる顔だった。

　長老はついにはグールと至近距きよ離りで相対した。そこでようやくのことで歩みは止まったのだが、

「待て」

　とグールは吠ほえていた。

「来るな。それ以上、近寄るな！」

　そう、グールの目には見えていたのであろう。

　長老は足を止めていながら、しかしグールにいまだ接近しつづけている。肉眼ではおぼろな炎ほのおとしか視認できないなにか──それでいて、確かに長老その人だとわかり得る、いわば霊れい魂こんじみたなにかが、その枯かれ木のごとき身体からだから解き放たれていたのだ。それは、肉の枷かせから解放された証あかしとして、グールの身体と触ふれあってなお前進をやめず、

「ぐあああ」

　皇帝の膝ひざが床ゆかに落ちた。

　それは、皇帝の顔に、胸むねに、腕うでに、ぴったりと重なりあい、今度は皇帝の内側へと侵しん食しよくをはじめていたのだ。

「もはや、手段は選ばん」

　声は、グールの内側より鳴りひびいて、直接脳のう髄ずいを打ちのめすかのようだった。

「貴様の肉体を貰もらい受けるぞ。せめて、このメフィウス一国をわが神殿につくり替かえてやろう。民は老若男女を問わず、すべてがわが魔ま道どうがための供く物もつとなる。なに、世界の全容を記した地図からたかだか一国の名前が消え去るだけのこと。わしは、いままで飽あきるほどこの目にしてきた。それがもう一度繰くりかえされるだけの話だ──」
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　時同じくして。

　どのような因果が結びつけたものか、かつてメフィウス宮殿において、刃やいばなき闘とう争そうを繰くりひろげた両者──グール皇帝と、元剣けん闘とう士しオルバは、このとき同じ種類の苦境に立たされていた。

　オルバの意識は、相変わらず黒々とした闇やみのなかにある。夜空の星のごとくちりばめられた光は、寄り集まって老人の顔を形成しており、その巨大な目がオルバを包みあげたかと思えば、口が搔かき開いてオルバの実体なき肉体を頭のてっぺんから爪つま先さきまで吞のみ込こもうとしているかのようだ。

（魔ま道どう士し）

　というのはわかる。それ以外の何者でもあるまい。

　おまけに『ガルダさま』と口にした。西方でオルバ自身が討うち取った男の名だが、以前、オルバはタウーリアに立ち寄った際、名軍師ラバン・ドウから、

「ガルダは生きているやもしれません」

　という旨むねを伝えられている。

　ガルダとやらには命が二つ、三つもあるのか、それともオルバが討ったのは偽にせ者ものであったか。ともあれ、そのガルダの部下と思おぼしき男が、魔道の罠わなを張ってオルバを待ち構えていた、というのが真実であるようだ。

（ちいっ）

　オルバは歯は嚙がみしようとした。だが、肉体の感覚が遠い。まるで意識と切り離はなされたその肉体は、ここから数十キロも離れているようであり、身体からだが反応を示すのも、その反応が『感覚』として返ってくるのにも若干の時間差があった。

　それに気づいたとき、冷たい恐きよう怖ふが心の片かた隅すみにじわりと浮うきあがってきた。肉体の一部でも自由ならば、立ちはだかる敵に恐おそれはしない彼だ。だが、『肉体』の感覚すら遠いいま、敵に抗こうし得る術すべがない。

　その心を読んだかのように、星々がいびつに輝かがやいて、老人の顔に邪じや悪あくな笑みを浮かばせた──、

　かと思うと、それらひとつひとつが流星となって、光の軌き跡せきを縦じゆう横おうに描えがきながら乱れ飛んだ。

　目で追う間とてない。

「ぐっ」

　声は真実、唇くちびるから洩もれたものか、それとも精神のみが吐はいたものか。

　剛ごうの者がつがえる矢の鋭するどさをもって、光はオルバの体内へと潜もぐり込こんだ。ひとつではない、二つめ、三つめと、星は中空に貼はりつけられるべき宿命を裏切って、次から次へとオルバにぶち当たっては吞のまれていく。

　そしてそれらは灼しやく熱ねつをともなってオルバの体内をしばし搔かき乱したかと思うと、ふたたび寄り集まって、老人の姿をつくりあげた。いわば、本来肉体の器うつわのなかではひとつしか存在を許されぬはずの魂たましいが、もうひとつ、オルバの内側で自己主張をはじめたのだった。

　いい知れぬ苦痛にオルバは悲鳴をあげた。同じ器のなかに存在する以上、その痛みをも共有しているのか、ザファルと名乗った老人の叫さけびもまた、オルバの内側で轟とどろいた。

「何者だ──何者だ、貴様。な、に、も、の、だ」

　オルバの眼前に漂ただよう闇やみがそのとき変化を遂とげていた。

　おぼろに見えたのは、メフィウスの謁えつ見けんの間。

　階段を隔へだてた向こうに、皇帝グール・メフィウスが鎮ちん座ざしている。

　一いつ瞬しゆん、オルバは痛みをも忘れて見入った。それは、彼自身がほんの十日ほど前に体験した場面にほかならない。

　と、皇帝の姿が風にあおられる蠟ろう燭そくの炎ほのおのようにゆらめいたかと思うと、彫ちよう刻こくの施ほどこされた柱や壁かべ織おり物もの、左右に並んだ廷てい臣しんたちの姿がいく千もの光のつらなりとなって砕くだけ散り、いったんばらばらになったそれらは、ほどなくしてまたも次の場面を形成していく。

　次に見えたのは、まばゆく、地平をも白く煮にえたぎらせるような太陽。オルバと向かいあっているのはひとりの男だ。びょうを打った肩かた当あてに、皮の腰こし帯おび、そして手には曲刀。

　オルバは息を吞んだ。

　自身、顔さえ忘れていたが、いまこうして相対すれば昨日きのうのことのようにあざやかに思い出せる。ほかならぬ、オルバがはじめて剣けんを持って立たされた剣けん闘とう場じようにおいて、向かいあわされた男──、すなわち、オルバがはじめて殺した剣闘士であったのだ。

　その剣闘士の姿もほどなくして星の集合体と化し、またも光を散らせながら霧む散さんした。

　それはあたかも彼自身の記き憶おくを映す鏡のようであった。いままで経験してきた場面が、時系列もばらばらに映し出されては、停てい滞たいもなく展開されていく。

　その記憶のなかに──、

　剣を交えるリュカオンの姿があった。群衆に取りかこまれて、罵ば倒とうされ、ものを投げつけられながら歩いていく王妃マリレーヌがいた。兵を率いて戦ったいく多の戦場があった。ガルダと名乗った魔ま道どう士しに躍おどりかかった一瞬があった。兄のロアン、そして幼おさな馴な染じみのアリスと並んで見あげた夜空が静せい寂じやくのなかに星を瞬またたかせていた。かと思えば、天地さえも赤々と燃えるような夕ゆう暮ぐれどき、オルバの手がシークの冷たくなった身体からだを抱かかえあげていた──。

　オルバには止めようがない。内側に潜り込んだ魔道士が、手に触ふれる記憶すべてを洗いざらい外に放出していっているような気がした。

「魔ま道どう士しでも、バルバロイの手の者でもないだと？」ザファルが、やはり苦痛に喘あえぎ喘ぎ、しかしその声に不ふ審しんの感情を乗せて囁ささやいた。「では、なぜ。なぜ、奴ど隷れい風情のおまえが、単なるフェドムの仕立てた影かげ武む者しやに過ぎぬおまえが、われらの運命図をことごとく塗ぬり替かえたというのだ？」

　そうしている間にも、オルバの過去はあらわれては消え、消えてはあらわれつづけている。

「解げせぬ。そんなはずはない。なにがしかの『力』が介かい入にゆうしているはずだ。いかに英えい傑けつであろうと、その英傑が生まれる兆しが必ずや事前にあらわれたはずだ。であれば、運命図の修正も間引きもたやすかったはず。こ奴やつは、何者だ。まるで忽こつ然ぜんと、この世でない別の世界から降り立ったようではないか。いったい──？」

　老人の声がふと途と絶だえたのと同じくして、凄すさまじい速度で展開されていたオルバの過去が、とある場面でぴたりと静止した。

　それは、最初、オルバ自身の目にも何者を映し出した場面であったのかわかりかねるほど、おぼろげな記き憶おくであった。

　映っている風景は、フェドム・オーリンの別べつ荘そうだ。これには覚えがある。オルバが迎むかえた人生における何度目かの分ぶん岐き点てんだ。ぞんざいな態度でふんぞり返ったビラク領主フェドムは、オルバに、

「おまえがメフィウス皇太子になるのだ」

　と告げた。

　そう、剣けん闘とう士しからギル・メフィウスの影武者にさせられた瞬しゆん間かんのことである。ザファルが注意を留とめたのは、しかしフェドムでも、当のオルバでもない。ビラク領主の隣となりに、影のごとく控ひかえていた人物だ。その男は、不思議とオルバの印象に残っていなかった。一見、若い男のようでありながら、光の当たり具合によっては年老いている風にも見える奇き妙みような男だった。

（あれは──魔道士か？）

　いまになって、はたとオルバは思いいたった。フェドムとの会話の折り、オルバに鉄仮面をつけた張本人のようなことを聞かされたはずだ。さらには、オルバがどのような力を振ふり絞しぼっても、二年ものあいだまったく外れなかった鉄仮面を、ただ指一本触ふれただけで真っ二つに割った男でもあった。

　名を、なんといったか。

（そうだ、ヘルマン）

　オルバは、フェドムがそう呼んでいたのを思い出した。が、

（馬ば鹿かな）

　即そく座ざに否定しにかかった声がある。ザファルのものだ。

　時間も空間も、すべて同じ場所で固定されたままの記憶の一場面が、揺ゆれている。

（ヘルマンだと？　そんな名のはずはない。顔も変えているが……この男は……い、いやこの『お方』は──まぎれもなく、ガルダさまの……）




　そのとき、オルバの肉体そのものは草地の上に投げ出されたままだった。傍かたわらに膝ひざをついたパーシルをはじめ、周囲をメフィウス兵にかこまれている。そのときすでにダイラン兵たちの手によって、皇おう子じを狙ねらったと思おぼしき狙そ撃げき兵へいが発見されていた。ただしすでに絶命している。命の火が燃えつきる寸前、苦しまぎれに放った一発であったろう。弾だん丸がんは外れたが、直後にもうひとり、皇太子めがけて斬きりかかった兵があり、これは皇太子自身の手で討うたれている。

　ほかに潜ひそんでいる敵兵がいないか、ケイネスの命令で徹てつ底てい的に周辺の捜そう索さくがおこなわれていた。

　ギル・メフィウスはいまだ苦しげに胸むねを波打たせ、肩かたを荒あら々あらしく上下させている。

「ギル殿下を、屋や敷しきのなかへ」ケイネスが提てい案あんした。「明け方の戦せん闘とうを予想しておりましたもので、医師も数人呼び集めております。そこで治ち療りようを」

　パーシルは頷うなずき、従おうとしたが、オルバの手がしっかと彼の腕うでを摑つかんだまま放さない。

　鉄輪のごとく喰くい込こむその強さに一いつ瞬しゆんパーシルが顔をしかめたほどだった。

　しばし考えてから、

「オルバ」

　と彼は背後を振ふり仰あおいだ。

　鉄仮面をつけたカインが、一瞬自分の名を呼ばれているとわからず、きょとんとなったが、「オルバ！」と叱しつ責せきされるように吠ほえられ、はっと直立した。

「おまえにおれの隊を預ける。馬を走らせ、エリック公子の救きゆう援えんに向かえ」

「お、おれがか？」

　パーシルは首しゆ肯こうした。本来ならば自分が出向きたいところだが、オルバの正体を知る自分が皇太子の近くにいなければならないと感じた。治療の際、無造作に裸はだかにされたのでは、奴ど隷れいの烙らく印いんが明るみに出る恐おそれがあるからだ。

「メフィウスの旗をこれみよがしに掲かかげるのだ。ダイランを守りとおしたことを声高に宣伝しながらな。敵に動どう揺ようが招ければよし、そうでなくともエンデ側の士気はあがろう」

「いいぜ、オルバ。おれが補佐につこう」

　名乗り出たのはギリアムだ。

　まだエリック公子がどのような状じよう況きようにおかれているかはわからない。三百ていどの兵による、威い力りよく偵てい察さつも兼かねての行軍となるだろう。

　ケイネス・プルートスが、ダロキンの隊から生き残りを選んで同行させてくれることになった。

「馬で渡と河かするのに都合のいい道も知っております」

「ありがたい。ほら、いくぜ、鉄の虎とら」

　ギリアムがいい、半ば『オルバ』を急せき立てるようにして馬に飛び乗った。

「ええい」

　カイン扮ふんする『オルバ』も覚かく悟ごを決めたらしい、捨て鉢ばち的な声を発して、自身も馬上の人となった。

「あとで皇太子殿下がお目覚めになられたら、嫌いや味みのひとつでもいってやる」

　カインが先せん陣じんを切り、ギリアムがその副官的な位置づけで、三百の兵、そして道案内のダイラン兵とともに進発する。

　土つち煙けむりが巻き起こっては、風にさらわれ、漆しつ黒こくのうちに消えていく。

　いまだ、夜は明けない。
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　ランス・マズポッターは騎き兵へい団だんの先頭を走っていた。

　武の盛りは過ぎたとはいえ、前のめりの姿勢で馬を飛ばす様がいまだ絵になる男である。

　飛ひ空くう艇ていの掲げる火を目印にして、エンデ公国公子エリックを追い詰つめているさなかだ。

　距きよ離り近し、と見て、ランスは槍やりを小こ脇わきに抱かかえた。たくましい腕うで一本で手た綱づなを制せい御ぎよしながら、ふたたび眼前に迫せまった流血の気配に独どく眼がんを鋭するどくさせる。

　が、このとき思わぬ事態が起こった。

　ランスに追いすがってきた伝令兵があり、

「なに、殿下が？」

　この報告を耳にしたランスは馬足を止めざるを得なかった。

　カセリア・ジャミルのダイラン攻こう撃げき隊たいが引きあげてきたというのだ。

　南の方角を改めて見やると、星明かりに照らされるなか、かすかな炎ほのおと白はく煙えんが立ちのぼっている。

　襲しゆう撃げきは成功したはずだ。いったん敵陣じん営えいに火をかければ、その火に自らの闘とう争そう心しんと殺さつ戮りくの欲求をもあおられるカセリアのこと、これだけの短時間で満足するはずがない。

　事態が読めなかった。

「ええい」

　ランスはさすがに数えきれぬほどの戦地を経験してきた男だ。目の前の餌えさに釣つられて判断を誤るほどに功名心や血気にはやってはいない。

「伝令、殿下のもとに案あ内ないいたせ。者ども、ついてこい！」

　すぐさま判断すると、馬首を力ずくで翻ひるがえし、伝令につづいて駆かけ出した。

　その、アリオン王子カセリア・ジャミルもまた馬上にあって、激しく身体からだを上下に揺ゆさぶられながら駆かけている。

　こちらはランスほど冷静ではない。ダイランで体感したばかりの殺さつ戮りくと砲ほう撃げきの余よ韻いんが尾を引いて、目をいまだ血ち煙けむりにけぶらせ、筋肉は次の犠ぎ牲せい者しやを一刻も早く求めて鎧よろい兜かぶとの下で荒あら々あらしく息づいている。

　なにより、

（あの男）

　赤々とした血よりも、断だん末まつ魔まの叫さけびよりも、鋼鉄を喰くい込こませた憐あわれな犠牲者がカセリアの剣けん越ごしに伝えてくる筋肉のわななきよりも、アリオン王子の胸きよう中ちゆうに強く焼きついたものがあった。

　自分と互ご角かくに渡わたりあった、あの浅黒い肌のメフィウス武者。

　瞼まぶたの裏にはその姿が常にあり、鋼鉄で撃うちあった手ごたえがいまも腕うでに残っている。

　仕し留とめきれなかったばかりか、惨みじめに追い散らされた格好だ。

　背後を見やると、自分たちの巻き起こした土煙がたなびくばかりで、ダイランから敵が追いすがってくる様子はなかった。カセリアは多量の唾つばごと呪じゆ詛その文句を吐はき捨てた。

「くそ、くそ、くそっ」

（調子づいて追ってくるようなら、待ち伏ぶせしてやることもできたが）

　追つい撃げきのない理由はわからない。

　ただ、それだけにカセリアは血に飢うえた。一刻も早く戦いのただなかに自らを没ぼつ入にゆうさせねば、あの討うち洩もらした剣けん士しの姿が脳裏をいっぱいに満たして頭がどうにかなりそうだった。

　こういう際、カセリア・ジャミルには運がある。

　ダイランから北上し、川で待っていた兵たちの掲かかげる火を道しるべに渡と河かしていったのだが、敵の追撃を振ふり切るために道をあれこれと変えて進んでいるうち、思わぬ一隊と遭そう遇ぐうした。

　味方の突とつ撃げきを囮おとりにして、高地から降りたばかりのエリック公子の隊である。

　最初はまさかカセリアもこのなかに公子がいるとは思わなかった。ただ、敵らしき影かげを目撃するや、

「あれにかかれっ」

　叫さけんで、有無もいわさず突撃した。

「敵だっ」

「公子をお守りせよ」

　敵方がそのように叫んだために気づいた。あるいはこちらをひきつけるための流言かとも思われたが、つらつらと剣や手て斧おの、槍やりを抜ぬきつれて守りの姿勢に入った彼らの意気を見ると、あながち噓うそでもないと思える。

　カセリアは瞬しゆん時じにして笑顔となった。無む邪じや気きともいえるような笑みを浮かべながら、

「エリック公子、そこにいるか。わが名はアリオン第一王子カセリア・ジャミルなるぞ」

　自らも吠ほえて、馬上から鋭するどく剣けん尖せんを見み舞まった。

　敵方も、わっとこれに応じた。

「すわ、われらが勝機はここにあり」

「精せい霊れいのご加か護ごに感謝する。カセリアを討うち取れっ」

　熱気がこだまのように返ってくるのを、カセリアとその一隊はそれ以上の勢いをもって吞のみにかかる。

　エリック・ル・ドーリアは味方の盾たてに守られながらも、こちらに鋭く斬きり込こんでこようとする騎き馬ば武者の姿に一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られた。

（あれが、カセリアか）

　暴風雨に揺ゆれしなる若枝のように、左右前後へと、馬上でよくもと思うほど絶えず動きながら、その反動を駆かって矢や継つぎ早ばやに剣を繰くり出している。その技量、さすがとも思えるが、

（猪いのしし武者も同然ではないか）

　味方を犠ぎ牲せいにしてまでも戦地をあとにしてきた身である。エリックの心内にふつふつと昂たかぶる血があった。

　自らも槍やりを取り、目の高さにまで掲かかげる。その穂ほ先さきの向く方角に、いままたエンデ兵の首を刎はねたカセリア・ジャミルの姿があった。




　戦地は、すでに誰だれひとりとして全容を把は握あくできている者などいないのではないか、というほど広こう範はん囲いになっている。

　あちこちで乱戦となっていた。

　白はく刃じんがきらめきあえば槍が鋭するどく左右し、甲かつ冑ちゆう同士が音を立ててぶつかりあって、あらゆる種類の叫さけびが夜間の大気にこだまする。

　エンデもアリオンももとは同じ魔ま道どう王朝を始祖とする。形や名前は若干異なれど精霊信しん仰こうが等しく引き継つがれており、それぞれが加護を求めて精霊の名を唱となえあう声が聞こえた。

　軍馬、そして歩兵の足が土を鋭するどくえぐれば、その土にさっと真新しい鮮せん血けつが赤い雨のごとく降り注ぐ。

　風が、入り乱れた。

　味方の部隊が押おしに押して、背中から勝利を後押しする『風』が吹いたかと思えば、今度は散開していたはずの敵が偶ぐう然ぜんに合流したため、『風』は一転、正面からびょうびょうと吹きつけてくる。

　ランス・マズポッターほどの男もこの混乱に弄もてあそばれた。

　カセリアと合流すべく馬を走らせていたが、案内するはずの伝令兵が目的地を見失ったのだ。

　それもそのはず、カセリアは本能に従うまま進路をあれこれと変えて、結局はランスが本来目指すはずだったエリック公子の部隊と衝しよう突とつしている。

　そしてそれを味方に知らせるべき王子の伝令兵も、どこの誰だれに知らせたものか戦場を当てもなくさまよっているのが現状だ。

　ランスは無む駄だ足あしを踏ふまされた。

　舌打ちしざま、いったん飛ひ空くう艇ていを呼んで斥せつ候こうに走らせるか、と思っていたとき。

　南の方角から接近してくる一団を発見した。

　ダイランからの援えん軍ぐんであろう、とはランスも気づいた。無論それがメフィウス兵を中心とした一団であるとまでは思いいたらなかったものの、

（数はさほどではない）

　即そく座ざに判断した。

　闇やみを見み透すかすほどの視力があったわけではないが、人生の大半を戦いに費やしてきた男だ。蹄ひづめの立てる音や、装具の鳴る音、一身に浴びる風のごとき気配の量──で本能的にわかるのだ。

　ということは、カセリアもただ闇雲に突とつ撃げきを跳はね返されたわけではなかろう。敵は公子軍からの使者で援軍を差し向けているはずで、本来ならばもっと数は多いはずだ。それをここまでの数に減じさせたのはカセリアの手しゆ腕わんというべきか。

　ランスはこれ以上戦線の混乱を防ぐため、この南からやってきた新手を迎むかえ撃うつこととした。

　敵方も、いく手を阻はばむがごとくすばやく隊列を組んだこの一隊に気づいた。

　数はほぼ拮きつ抗こうしている。

　メフィウス部隊を率いていたカインには、ここでいったん退くという選せん択たく肢しもあったはずだ。

　が、

「何者」

　と呼ばわったランスの声に、

「メフィウス皇太子ギル・メフィウス殿下の一番槍やり、鉄仮面のオルバだ！」

　と返した時点で、退く道は背後に閉ざされた。

「メフィウスだと？」

　さすがにランス・マズポッターの面上を驚おどろきの感情が刷はいた。ガーベラのみならず、よもやそのガーベラと緊きん張ちよう状態にあったはずのメフィウスまでもが出張ってくるとは思いもしなかった。

「退ひかば退け」カインは剣けんを引き抜ぬいて怒ど鳴なった。「われらがこうしてはるばる出向いてきたのは、ギル殿下が重んじられる義ぎ俠きようがため。アリオンには想定外であろう。ここで退いてもお手前の恥はじにはならん」

　ついつい時代がかってしまうのは、大芝居をしているという自覚と見み栄えゆえか。

「お気き遣づかい痛み入る」

　が、ランスは落ちつきはらったものだ。敵の数が自分たちとほぼ同等であり、さらに背後から増援の気配がないと見て取ると、槍にしごきをくれながら身構えた。

「無学ゆえ、オルバなる男の名は知らぬが、三国に聞こえたる勇者と見み奉たてまつった。このランス・マズポッター、じきじきにお相手させていただこう」

　ランスという男、戦場にいるほうがむしろ紳しん士し然ぜんとなる。

　カセリアのいる本隊がメフィウス参戦による影えい響きようを受けぬうちに、ここで一隊を喰くらってやろう、と彼は判断していた。その上で陣じんを敷しいて敵の北上を断ち、さらなる増ぞう援えんがあればじりじりと防ぼう衛えい線せんを引きさげればいい。

　敵に動どう揺ようを招けなかったと見て、カインも覚かく悟ごを決めた。メフィウスの旗を掲かかげてなお怯ひるまぬのなら、もはや先へ進むしか道はない。

「カイン」

　耳もとでギリアムが囁ささやいた。

「あの武者、できるぞ。増援を匂におわせながらにらみあっていたほうがいい。ここはダイランに近い。敵も長々と足止めされていたくないはずだから、向こうのほうが必ず先に焦じれる」

　ギリアムは剣けん闘とう士しになる以前より一兵士として活かつ躍やくしていた。戦場の機き微びはカインよりよほど理解できている。

　カインとてギリアムのいわんとしていることはわかった。が、

「どうされた、メフィウス皇太子の一番槍やりとやら。相手をするといっているのだ。来ぬのか」

　そう嘲ちよう弄ろうされては、じっと黙だまっているわけにはいかなかった。普ふ段だんの『カイン』とはちがう。いまの彼は鉄仮面を顔につけているのだ。

（なあに、ちょいと突ついてやれば、敵は退くさ）

　小声でギリアムに返すと、剣を高々と掲げながら、

「では、参まいる！」

　と叫さけんで馬の脇わき腹ばらを蹴けった。

　同じタイミングでランスも馬を走らせる。

　双そう方ほう、一いつ騎きのみが駆かけて、ほどなくして衝しよう突とつした。

　一合たりとて干かん戈かが交わることはなかった。

　カインの剣は届かず、ランスの槍のみがその胸むねを突いた。

　たまらず落馬した。

「見事」

　とランスは大声でいいつつ、馬を旋せん回かいさせて、地面に打ちつけられたカインのもとへと舞まい戻もどった。

「といいたいところだが」馬上で微ほほ笑えんだ顔は、できの悪い息子むすこを見つめる父親のそれのようであった。「皇太子の一番槍とやらがこれでは、音に聞こえた武の国メフィウスも底が知れようというものだ。オルバとやらが首、このランスが貰もらい受けた」

　ギリアムが制止の声をあげる間もなかった。

　ランスは槍やりから腰こしの剣けん──彼がかつて属していたアトールで広く用いられていた、細身の半月刀──に持ち替かえると、これもあざやかな手て管くだで一いつ閃せんさせた。

　血しぶきとともにカインの首から上がごとりと落ちた。

　断だん末まつ魔まの声ひとつない。

　ギリアムが顔色を失うその前で、ランスは指をぱちりと鳴らした。

　徒かちの兵が声もなく忍しのび寄って、その場にしゃがみ込こむと鉄仮面に手をかけた。もぎ取って、戦利品にするつもりであったろう。

　瞬しゆん間かん、ギリアムの周囲で、地から噴ふきあがるような声が発せられた。

　メフィウス兵の口を衝ついて出た、言葉なき怒ど号ごう、どよめき、ざわめき、呪じゆ詛そ──。

「ま、待てっ」

　ギリアムがわれに返ったが、またも彼の制止は間にあわなかった。

　鉄仮面の剣士オルバは、皇太子ギル・メフィウスがもっとも信しん頼らいをおいている部下である。ギル皇おう子じがなにか英えい雄ゆう的活かつ躍やくをする際は、必ずやオルバの姿が戦いのなかにあった。腕うでの優すぐれた剣士でありながら、ほとんど隠おん密みつ的な行動を任まかされることも多々あって、それでいて自分の手て柄がらを必要以上に喧けん伝でんすることも、不満を口外することもない。

　メフィウス戦士のなかには、

（あれぞ武人の理想だ）

　などと持ちあげる気風もあった。

　そのオルバが討うたれた。

　嘲ちよう笑しようされた。

　そして、仮面が剝はぎ取られようとしている。すなわち、生前の尊厳すべてがおとしめられようとしている。

　メフィウス兵たちが雄おたけびをあげて突とつ撃げきを開始したのも無理はない。ギリアムを置き去りにして、軍馬の群れがその左右を飛ぶように駆かけていく。ギリアムは舌打ちしつつも、自らも馬を駆り立てた。

　血の昂たかぶりは彼とて感じている。いや、むしろカインとはつきあいの長いぶん、ほかの兵よりいっそう昂っていたかもしれない。

　結果、国境線をかすかに北上したこの地点まで戦線は拡大した。
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　戦いくさが近づいたとき、ダイランの市民たちは規律正しい行動を取る。

　窓まどを閉ざし、扉とびらには閂かんぬきをかける。夜であれば蠟ろう燭そくの灯あかりを吹き消し、子供たちを抱いた母親は地下や穀こく倉そう庫こに身を隠かくして、男たちは武器を手に家を守るか、あるいは一いつ箇か所しよに集って、万が一にも、羊皮の外がい套とうを風になびかせる騎き馬ば集団が侵しん入にゆうした際に備えるのである。

　彼らはこうした事態に慣れていた。

　だが、この夜、ダイラン市民たちは常になくおびえた。

　カセリア率いる部隊が強きよう襲しゆうをかけてきたから──だけではない。

　そのカセリアの部隊がメフィウス軍によって追い払はらわれてのちも、市民たちの不安と恐おそれは拭ぬぐい去れなかった。

　その原因は、戦火の拡大、エリック公子が戦場で孤こ立りつしているという情報もさることながら、幾いく重えにもこだました竜りゆうの吠ほえ声にもあったろう。

　ダイランから南、数キロのところで、竜たちが突とつ然ぜん暴れだした。檻おりを牽けん引いんしていた大型竜ホーバンが、口から泡あわを吹きながら横よこ倒だおしになっている。

　同行していた三百の兵たちは、最初、敵がどこかに潜ひそんでいて狙そ撃げきしてきたものかと思った。

　しかし同時に倒れた檻のなかで、竜たちが吠え声をあげながらいっせいに暴れはじめると、さしもの剽ひよう悍かんなメフィウス兵たちも逃にげ腰ごしになった。暴走した竜に、敵味方の区別などはない。いかに優ゆう秀しゆうな調教師でも、血に猛たけった竜、それも複数を同時になだめるなど不可能だ。

　ホゥ・ランとて例外ではなかった。

　顔色を変えながらも竜たちに声をかけ、必死でなだめようとするのだが、兵たちの掲かかげる火をいびつに反射する鱗うろこは絶えず波打ち、牙きばから涎よだれの糸を引いては、口を搔かき開いて恐おそろしげな唸うなり声を轟とどろかせる。

「逃にげろ！」

　隊を預かったミゲルが、顔面蒼そう白はくになりながらも叫さけんだ。竜を失うとあれば自分の不ふ手て際ぎわだが、ここで三百の兵を丸々失うほうがよほど痛手だ。

「ダイランに駆かけ込こめ。おいロアール、一いつ騎き駆がけをして、ダイランの門番に門を開け放っておくよう伝えろ。それと、銃じゆう兵へいを搔き集めさせるんだ！」

　戦地もかくやというほど騒そう々ぞうしくなったその地点より、東にやや離はなれた位置。

　丈高い草むらのなかに、女魔ま道どう士しタヒーの姿があった。

　舌なめずりしている。

　時折、濡ぬれた唇くちびるを開いては何事か声を発するような仕草をするのだが、音はいっさい洩もれ出ていない。

　しかしタヒーのみは、自身の発する声なき声を、耳ではなく、意識のなかで聞き取っていた。

　それこそが竜たちに宿っているかすかな量の魔素エーテルを操っているのだ──、と説明を受けたところで、いったい何人の魔道士が納なつ得とくできたことか。大方は話の半分も聞かぬうちから嘲ちよう笑しようするか、魔道の基き礎そも知らぬ愚おろか者の戯たわ言ごとだと決めつけただろう。

　およそ通常の魔道ではない。

　古代の遺跡物アーテイフアクトあってこその魔道であり、生身で魔素を扱あつかえるとなると、それだけで人間をはるかに超ちよう越えつした存在である。さながら、古代にこの世界を統治したといわれている竜りゆう神しんそのものがごとく。

　タヒーには生まれながらにしてそのような異質の才があり、竜神教長老衆たちのもとで教えを受けているうちに、技術と力に磨みがきをかけた。彼らはタヒーのことを、

「数少ない成功例」

　だと呼んだ。正確には、『二人目』だというのだ。

　たとえばかつてエンデの第一公子ジェレミイなどは、国家に伝わっていた古い魔ま道どう具ぐの力を用いることで、野生の竜をダイランにけしかけたことがあるが、タヒーならばある一定の距きよ離りまで近づき、竜の体内に宿る魔素エーテルに『語り』かけてやれば、それだけで事足りる。

　さすがに十数頭の竜を意のままに操るとなると、彼女とて魔道具の助けを借りたり、前もっての準備が必要となったりするが、ただ攪かく乱らんするだけとなれば、竜に眠ねむっている野性を目覚めさせればいいだけの話。

　正直、欠伸あくびが出るほど退たい屈くつな任務だった。

　ザファルに申しつけられたのはホゥ・ランの足止めである。なんでも、以前皇太子暗殺を謀はかったときに寸前で邪じや魔まをしたのが彼女であったらしい。

　今回もそうならぬよう、タヒーの魔術でひきつけておけ、ということらしいが、

（ザファルめ、年とし甲が斐いもなくおびえておるのか？）

　タヒーにはおかしくてならない。足止めなどと生ぬるい。殺してしまえばたやすいことではないか。

　タヒーは自身の肉体から放っている思念を、額ひたいの辺りで一本に束ねるイメージを抱いだいた。都市イドロにおいてザファルも目撃した朱しゆ色いろの『うねり』が徐じよ々じよに集約されていくと、槍やりのごとき鋭するどさをもって飛び放たれた。

　目標は過あやまたず、檻おりを壊こわさんばかりにもがいていた一頭のバイアンに突つき刺ささる。

　ちょうどホゥ・ランが檻のあいだから手をのばしているところだった。バイアンはびくりと鱗うろこを波打たせると、あたかもランの動きに応じるかのように頭を擦すり寄せた。ランが顔を近づけたところへ、口を上下に開く。牛や馬を骨ごと嚙かみ砕くだけるほどの牙きばがランに迫せまった。

　はっと振ふり仰あおいだホゥ・ランの瞳ひとみに、朱色の『うねり』を額にまとわりつかせたバイアンの姿が映し出された。

　一いつ瞬しゆん後には生あたたかい血のりが周囲にあふれかえり、その血に釣つられた竜たちがさらなる血肉を求めてメフィウス兵に襲おそいかかる──、

　はずだった。

　しかしその瞬間、身体からだを強く打ち据すえられてよろめいたのはタヒーのほうだった。

　外傷などはない。しばらく何事が起こったのかわからず、タヒーは呆ぼう然ぜんとなった。そして、気づいた。『うねり』は一瞬のうちに逆流し、タヒー自身へと跳はね返ったのである。

　その『うねり』にはひとつの単語が付ふ随ずいしていた。タヒーには意味をなさないそれは、

「ミルバック」

　という音の連なりだ。

　そしてタヒーがわれに返ったとき、彼女は自分をまっすぐに見つめる視線と、こちらへ近づいてくる人ひと影かげの存在を認めた。

　ホゥ・ラン。
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　タヒーの思念を辿たどってこちらの存在に気づいたものか、腰こしでかきわけねばならぬほどの丈がある草のなか、過あやまたず、一歩ずつ距きよ離りを縮ちぢめてくる。

「誰だれだ」

　とも、ランは口にしなかった。というより、様子が妙みようだ。確かにタヒーを見つめていながらその視線には感情の色がない。敵意も憎ぞう悪おも疑ぎ惑わくも、もちろん友好的な色もなく、どこか夢見ているように茫ぼう洋ようとしながらも、ただ無言で接近してくるのである。

　さしものタヒーも不気味なものを感じた。とともに、自分のほうこそ、

（おびえ）

　を感じているのではないかという思いに駆かられて、タヒーは自分自身に強い憤いきどおりを覚えた。

　そんな感情が具現化したように、タヒーの掲かかげた腕うでに赤々とした炎ほのおが宿った。それは生きている竜りゆうのようにタヒーの腕にとぐろを巻いていたが、しなやかな腕の一いつ閃せんによって宙へと解き放たれた。

　まがまがしい咆ほう哮こうを放ちながら突とつ進しんした先に、ホゥ・ラン。

　ランはしかし歩みを止めない。まったく気づいてもいない様子であったが、炎を真正面から浴びて絶命するその寸前、こちらも細い腕を肩かたの高さまで掲かかげ、そしてひと振ふりした。

　虫でも追い払はらうがごときその仕草で、よもや火か炎えんの竜が消え去ろうとは。

「なにっ」

　タヒーはほとんど呆あつ気けに取られた。

　とともに、ホゥ・ランの身体からだから無色透とう明めいの風が巻き起こったと見えるや、それは螺ら旋せん状じようの『うねり』と化してタヒーを襲おそった。

　避さける間も、その手段すらもないままにタヒーは額ひたいの部分に『うねり』の直ちよく撃げきを受けた。

　タヒーはその場に昏こん倒とうした。

（よもや）

　という声を、彼女は意識を失う寸前、別の誰だれかのもののように聞いていた。

（よもや、この女は──）

　女魔ま道どう士しが草地に抱いだかれるどうという音とともに、ランの目がはっと見開かれた。

　まるでいま目覚めたかのような態度で、辺りをきょろきょろと見わたす。それから、倒たおれているタヒーのほうは一いつ顧こだにせず、すばやく檻おりのほうへと舞まい戻もどると、いまだ興こう奮ふん冷めやらぬ様子の竜りゆうたちに一頭一頭優やさしく、時に厳しい声を投げかけた。

　竜たちが次第次第に大人おとなしくなっていくのを見て取って、ミゲル・テスは声もない。正直、この竜丁が檻を離はなれたときには、彼女すらも任務を放ほう棄きして逃にげ散ったものだと思っていたからだ。

　同じく散り散りになりかけていた兵たちも、ミゲルが号令をかけると、恐おそる恐るながら戻ってきた。

　ランは彼らに檻の牽けん引いんを任まかせると、自らは一頭のバイアンに飛び乗った。鞍くらも手た綱づなもない。両の膝ひざでバイアンの首筋を挟はさむような姿勢で、ランがひと声発すると、まるでバイアンは目に見えぬ手綱に操られているかのように前進を開始した。

「ま、待てっ」

　ミゲルがあわてて馬を飛ばして追いすがってきた。

「どこへいく気だ？」

　ランは応こたえない。しかし、切羽詰つまった様子なのは横顔からもわかる。

（ええい）

　今回も竜や『竜女』の世話を任され、手て柄がらを立てる機会がないのかと慨がい嘆たんしていたところだったミゲルだ。どうやらランが街を突つっ切るつもりらしい、と気づいて、

「部下のロアールが門を開けさせているはずだ。ぼくが先へいって、兵たちに事情を説明しておいてやる。いいか、竜りゆう女おんな、これはぼくが、このミゲル・テスが率先してやったことだと、きちんと殿下にお伝えするのだぞ。やい、聞こえているのか」

　ミゲルは真っ向からの風に対たい抗こうして大声でわめきながらも、馬の速度をあげた。

　宣告どおり、先にダイランへ到とう着ちやくした彼は、ロアールの伝令によって集まりかけていたダイラン兵やメフィウスの銃じゆう兵へいたちに、このあと街へ入る一いつ騎きの竜りゆう騎き兵へいを通してほしいと依い頼らいした。

「なにせ、風変わりな騎兵でね。ぱっと見は驚おどろくかもしれんが、殿下から密みつ命めいを帯びている」

　ランは竜と一体となって、ダイラン市内を風のように駆かけた。

　これを見かけた者は、剛ごうの者を自認するダイラン兵とて恐きよう怖ふを禁じ得なかったが、この夜、偶ぐう然ぜんに三階の窓まどをそっと開けて、下の様子を覗のぞき見た七歳さいの男の子がいた。

　カセリア襲しゆう撃げきの際に叩たたき起こされ、母親とともに屋上へ避ひ難なんしていたのだが、ようやく落ちついたと見えて自分の部屋へ戻もどったところだ。

　その直後、竜とともに街路を駆けていく女性の姿を、彼は目まの当たりにした。静まり返った暗がりのなか、凶きよう暴ぼうな野性そのものを乗りしたがえてまっしぐらに突つき進んでいくその姿を、彼は、

（きれいだ）

　と思った。

　ホゥ・ランはダイランの城じよう館かん付近へと辿たどり着いた。

　そこに、ちょうど屋根の下へと運ばれるところだったオルバがいた。

「どうした」

　傍かたわらについていたパーシルが驚きの声をあげる間に、ホゥ・ランは竜から飛び降りると、一目散にオルバのほうへと駆け出した。

　オルバは相変わらず青白い顔をしたまま、うわごとを発している。

　ランは一いつ瞬しゆん平手打ちするかのように手を振ふりあげかけた。が、兵たちに止められるまでもなくふと思いなおすと、その場の誰だれもが呆ぼう然ぜんとするような行動に出た。

　上半身を傾かたむけざまに、オルバの唇くちびるを自らのそれで塞ふさいだのである。










　六章　惑星の火
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　瞬しゆん間かん、宇宙にひび割れが走ったように見えた。

　そこから熱を帯びた鏃やじりが喰くい込こみ、強引に内部へと突つき進んでくる。

　オルバの口からいままで以上の苦鳴があがった。すでにザファルという、彼一個の体積ではおさまりきらぬ存在を抱かかえているところへ、さらなる異物が潜もぐり込んでくるのだ。皮ひ膚ふが裂さけ、肉を引きちぎられるような苦痛に、オルバは堪こらえようもなく絶ぜつ叫きようを放った。

（ぐあああ）

　とともに、ザファルも前と同様にこの痛苦を共有しているものらしい、星々が寄り集まってつくりだされた老人の顔が等しく引きゆがんでいた。

　オルバとザファル、精神を同じ空間に滞たい在ざいさせていた両者は、ともに、見た。

　空間に生じたひび割れの向こう側から、さらなる暗黒の大波が押おし寄せてくるのを。

　それはやはり大小さまざまな星の光を内包していた。青く灯ともるもの、紅あかく輝かがやくもの、黄こ金がねの色に瞬またたくもの。

　このとき──、

　オルバとザファル、両者の意識を丸ごと吞のんで拡大していく大海を、もうひとり、まったく異なる場所で目もく撃げきしている人物がいた。

　グール・メフィウス。

　帝都ソロンの竜りゆう神しん教きよう神殿、その最下層において、同じく魔ま道どう士しと対たい峙じしていた皇帝は、口から泡あわを噴ふきながら、硬かたい床ゆかに膝ひざをついてもがき苦しんでいた。魔道士自身の肉体は目の前にありながら、そこから解き放たれた、いわば意識そのものがグールへの侵しん入にゆうを果たそうとしていたのだ。グール個人の魂たましいを守るはずの防ぼう壁へきはやすやすと突とつ破ぱされ、外敵が次第次第にグールの内側へ潜り込んでくる。

　想像を絶する苦痛であった。いわばそれは、オルバが現在経験している戦いと同じ種類のものである。自分以外の何者かが強引に心身の内側へわけ入ってきて、グール・メフィウスという個人を失わせ、別の存在そのものに『書き換かえ』ようとしている。

　グールは──長きにわたってメフィウス一国を統治してきた皇帝は──身も世もなく泣なき声じみた声をあげながら、神殿の床をのた打ちまわった。

　これほどまでに苦しい思いをするくらいならば、いっそのこと外敵の侵入を許し、その侵略の業ごう火かにさらされるがまま受け入れたほうが楽なのではないか──とも思った。

（どうせこの世への執しゆう着ちやくなどもはやないはずではないか）

　そんなふうに囁ささやきかける甘あまい声があった。

　だが、それでもなおグールは骨も折れよとばかりに身をよじり、床ゆかを引っかいて爪つめを割る。

　人間として、本能の部分で示せる、それがわずかばかりの抵てい抗こうであった。

　そして、その奇き妙みような闘とう争そうのあいだ、グールは見るともなしに『見て』いた。あるいはそれはグールを侵しん食しよくしかけている何者かの過去、記き憶おく、もしくは知ち悉しつしていた歴史──であったのか。グールの心は見る間に光ちりばめられた暗黒の大海に満たされた。

　その闇やみを、轟ごう音おんを蹴け立たてて進むものがあった。

　それは巨大なピラミッドとも、儀ぎ式しきのためにしつらえられた巨大な戦船とも見えた。

　星の海をひと息に飛び越こえたそれは、やがて、オルバ、ザファル、グールの三者の目にも鮮あざやかな青い空へとその姿をあらわした。もうもうたる砂さ塵じんを噴ふきあげながら地面に降り立つや否いなや、空にいくつもの尖せん塔とうを突つき立てた灰色の都と邑ゆうと化したのである。

　それは、しかし大地にとって歓かん迎げいされざる存在であるかのようだった。

　オルバの目からして、おぞましい、奇き怪かいな生物の群れが、すぐさま都市への攻こう撃げきを開始したのである。

　二本の足で大地を走そう駆くするさまは人間そのものでありながら、その鱗うろこを生やした体皮、長い尻しつ尾ぽ、そしてなにより前に突き出た鼻はな面づらは爬は虫ちゆう類るいのそれである。黒い、ガラス玉のような目をぎょろぎょろと動かしながら、長い二ふた叉またの槍やりを手に、雪崩なだれを打って都市へと襲おそいかかっていく。

　生物の見た目のみならず、戦いそのものもまた、オルバには奇怪なものとして目に映った。

　竜りゆうと人のあいの子じみたそれら生き物が槍を振ふりかざせば、先せん端たんから青光りする稲いな妻ずまが放たれた。地面に穴を穿うがち、岩をも貫つらぬきとおすその光を、しかし都市の外がい壁へきはいく度となく跳はね返した。

　一方、戦船から一転、大地に根づいた都市となったその建造物からもおかしな反撃がおこなわれた。車輪や歯車の回転する音もないままに一部の壁かべが自然と取り払はらわれるや、なかから巨大な針の群れがあらわれた。そしてそれらが赤い炎ほのおを発して、煙けむりの尾を曳ひきながら上空へ舞まいあがったのである。

　針はそれそのものが意思を得ているかのように敵を追つい尾びし、水柱のごとく土砂を巻きあげながら生き物たちを駆く逐ちくした。

（これは──）

　一いつ瞬しゆん、肉体を引き裂さくばかりの痛みさえ忘れて、オルバはこの不可思議な光景に見入っていた。そして見つめているあいだにいつしか夜が訪れ、瞬まばたきする間にも朝が日光とともに舞い降りた。

　どれほどの戦いが繰くりかえされただろう。

　すでに都市はその原形を留とどめぬほどに崩くずれ去っていた。あれほど強固だった外壁は瓦が礫れきとなってあちこちに散らばって、尖せん塔とうの数々もへし折れている。なにより、内部に人の姿や気配というものがまるで存在しない。

　侵しん略りやく者しやの姿もなく、ただそこには荒こう涼りようたる風が吹きわたっているだけのように見えた。

　いや──、

（誰だれか、いる）

　オルバが見つめる先、瓦が礫れきとなった外がい壁へきを乗り越こえ、建造物の中心部に足を運んでいく小さな人ひと影かげがあった。

　青年のようだ。

　そのほっそりとした影は、中心部にあった亀き裂れつを乗り越え、建造物のなかへと姿を消した。

　また、数十年のときが瞬またたく間に過ぎ去ったのであろうか、ふたたび亀裂の中から人影があらわれたとき、青年は白髪しらがの老人と化していた。

　老人は手になにかを捧ささげ持っていた。反そりを打って白く輝かがやくそれは、巨大な獣けものの爪つめとも牙きばとも見えた。

「素す晴ばらしい」

　と老人は、オルバにも聞き取れるくらいはっきりとした声で囁ささやいた。ほかには物音などない。思えば、この森には人間はおろか、鳥や獣など、ほかの生物の気配もなにひとつとしてなかった。

「この星の……竜りゆう神しんたちの文明は、わたしに科学ではあり得なかったアプローチを数々与えてくれる。格式ばった数式の群れと戯たわむれていた時期が噓うそのようだ。道は次々と開き、その都度新たな扉とびらが目の前にいく千、いく万とあらわれる。綿々と連なるこの扉の向こう側に、わたしの望む境地があるのはまちがいない。そう、竜神たちが衰すい退たいの兆きざしを見せた時期、彼らがおこなおうとしていたことを解明できれば、不老不死とて夢ではなかろう。誰もが夢想し、しかしついには果たせなかった理想の人類世界を築くことさえも。だが、それには足らぬ。わたしの人生ひとりぶんなどではとても時間が足りぬ。いや、十人、二十人でも不足するだろう」

（──）

「新たな肉体が必要だ。この『爪』に遺い跡せきから得られたデータを注入したように、わたしの魂たましいをもデジタル化し、注入できれば、あるいは肉体を乗り継つぐことも可能であろう。竜神と竜りゆう人じんの関係が証明するように。それすらも奇き跡せきのなせる業わざだが、しかしそんなものは完全な不老不死とはいえん。その境地に達するには、まだ多くの扉をこじ開けねばならん。そのためにはいずれ必ずや、古代文明の生き証人たちの住まう『蛮人たちの地バルバロイ』に足を踏ふみ入れねばならんときが来るであろう」

　老人はうっそりと笑った。

「人がこの星に導かれたのは、そう、運命だ。宿命だ。進化のための必然であった。わたしはこの手で新たな歴史をつくりあげてみせる。たとえ数百、数千年のときがかかろうとも。肉体のくびきから解き放たれた、神の精神性を得た人間による、完全なる世界を、必ずやこの異星に現出させるのだ──」

　いまおのれがなにを目もく撃げきし、なにを耳にしているのか、まったく判然としないまま、あふれかえる情報の洪こう水ずいにただ呆ぼう然ぜんと身を浸ひたしているオルバであったが、このときなぜだか急に強い感情がこみあげてきた。

（歴史を、世界をつくる）

　という老人のその言葉、そして浮うかべられた笑みに、全力で拒きよ絶ぜつしたいほどの嫌けん悪お感を覚えていたのである。

　が、オルバひとりの感情などは結局置き去りにされて、やがていま見えていた光景も、老人の笑い声も、吹きつけてきた風に流され、やがては地の果てへと消えていった。

　その寸前、老人の叫さけび声がオルバの耳を圧した。

　いや、いましがた目撃していた老人と同一人物ではない。悲鳴をあげているのはザファルだ。

　この、形容しがたい光景──すなわち精神に直接流れ込こんでくる情報に、耐たえがたいまでの苦痛を先に訴うつたえたのはザファルのほうであった。

「これは……なんだ。わたしになにを見せた。貴様、何者だ。何者！」

　オルバがまさしく彼に対して発した疑念を繰くりかえしながら、ザファルは悶もだえ苦しんだ。

　まるでそれと反比例するがごとく身体からだから徐じよ々じよに苦痛が引いていく。オルバは本能的に理解した。ザファルの存在が肉体から離はなれていくのだ。

　宇宙とも、夜間の山中とも知れぬこの広大な空間は、いまやあちこちから火柱を打ちあげていた。空は暁あかつきの色に染まり、星々は滴したたる血の色をひろげて、地平線も赤々と燃えた。

「殿下！」

　耳じ朶だを打ったのはパーシルの声だ。

　オルバが目を覚ますと、そこに、熱っぽい風と、まぶしすぎる光と、そして柔やわらかな肉体の感かん触しよくがあった。辺りを火にかこまれている。柔らかい、と感じたのは、彼の上半身に覆おおいかぶさったホゥ・ランの肢し体たいであった。目を閉じたまま動かない。はっとして顔を近づけると、どうやら意識を失っているらしい。

「ご無事で」

「ああ」

　オルバはしゃがれ声で応じた。まだ、肉体と意識がどこかぴったりとは符合していない感じがして、軽い眩暈めまいがする。

「なにが、あった」

「それをお聞きしたいのはこちらのほうですが」

　パーシルは戸と惑まどいながらも、オルバが意識を失う前後のことを手短に説明した。

「ランが」

　この不可思議な娘むすめは、オルバに口づけした刹せつ那な、ぷつりと糸が切れたようにやはり意識を失って、オルバの身の上に突つっ伏ぷしたのだという。オルバが意識を取り戻もどしたのはその直後らしい。

　オルバはランの身体からだをそっと地面に横たえた。実際、自分の身になにが起こったのか、理路整然と解析することはできずとも、おそらくはホゥ・ランが助けてくれたのだろう、とは想像がつく。

「うああっ」

　瞬しゆん間かん、男の叫さけびが聞こえたかと思うと、一気に伝でん播ぱして、周囲一帯がおびただしい悲鳴に包まれた。

　パーシルが表情を緊きん迫ぱくさせて、オルバを守るように前へと出る。腰こしの剣けんに手が伸のびていたが、しかし、かつて無敗を誇ほこった剣けん闘とう士しがその面おもてに恐きよう怖ふの色を覗のぞかせた。

　兵ひとりの身体からだが縦たてに裂さかれている。黒っぽい流血をつづけながら、その死体は地面に転がっていたのだが、加害者の姿が見えない。兵たちも身構えながらしきりと周囲を見わたしている。

「十三人目」

　と囁ささやいたのは何者の声であったか。

　さらに、今度はパーシルの前方にいた兵が突とつ如じよ前まえ倒だおしになった。苦鳴はその直後に聞こえた。パーシルが見ると、兵の両足首から先が切断されていた。なのに、それに気づかぬまま立ちあがろうとするものだから、何度も地面を引っ搔かいては前のめりに倒れていたのである。

　パーシル、オルバともに息を吞のんだ。

　彼らは等しく目もく撃げきしたのだった。兵の影かげから、ぬっと一本の腕うでが伸び出いでたかと思うと、その手が兵の胸むね辺りを薙ないだ。すると紙でも裂くかのように甲かつ冑ちゆうもろとも胸きよう部ぶが切り裂かれ、そこから多量の血をこぼしながら兵は絶命した。

　腕はふたたび地面に吸い込こまれ、そして見えなくなった。

「十四人目」

　それがザファルの声であることは疑いようがない。

　兵たちは狂きよう騒そうに駆かられた。オルバ、パーシルと同じ光景を目撃した兵は、槍やりを手に地面をずぶずぶと突つき刺さしにかかった。そこに何者かが潜ひそんでいると踏ふんでのことだろうが、果たして正気を保った上での行動だったかどうか。

　いや、そういう意味では、ザファルもまた正気ではなかったのではないか。

　オルバは無論知らぬことながら、この魔ま道どう士しはすでにメフィウスの長老から許容された以上の命を断ち、そこから漂ただよう魔素エーテルを貪むさぼり喰くらっていたのである。

「十五人目」

　という声がすると同時に、オルバはぞっと体毛が逆立つのを感じた。地面をすうと走る影を見たように思った。獲え物ものを追う蛇へびにそっくりの動きで、その影かげは倒たおれたままのホゥ・ランめがけて吸い寄せられていく。

　オルバは剣けんを杖つえ代わりに立ちあがった。しかしいまだ肉体が意識に追いつかず、思わず倒れかかる。

　ついには、影がランの首筋近くに迫せまった。

　腕うでが伸のび出いでる。

　そこに、鋼鉄の光が走った。

　パーシルの一いち撃げきだ。やはりオルバと同じく影の存在に気づいて、腕があらわれるのを待っていたのだ。作物を刈かり取るがごとき一撃であったが、直後、パーシルの頑がん強きような肉体が後方によろめいていた。剣が先せん端たん部分から砕くだかれている。すると影は矛ほこ先さきを変えて今度はパーシルめがけて疾しつ走そうした。

　パーシルは浮ういた足あし腰こしに活を入れて、後方に跳ちよう躍やくした。それでもこの男が目測を誤るほどに、この戦いは奇き異いなものであった。地面から鋭えい角かくにあらわれた腕に足あし甲こうを割られ、パーシルの身体が宙から投げ出される格好となった。

　そのときオルバはようやくのことで立ちあがっていた。

　しかし、影を見失っている。

　火を掲かかげた兵たちがばらばらに動くものだから、目で追いかけることができないのだ。

「火を貸せ」

　と怒ど鳴なるのだが、正体不明の暗殺者におびえる兵たちは、メフィウス人であろうとダイラン人であろうと、誰だれの声にも耳を貸さない。これがたとえば公国の首都サフィアであればもう少し対応もちがったろうが、同じエンデとはいえ、いかんせんダイランの人々にとっては魔ま道どうなど目に触ふれる機会もほとんどないのである。

　兵たちが秩ちつ序じよもなく走りまわるその向こう側に、はっとオルバの目が留とまった。

　一頭のバイアンがいる。ランが乗ってきたものだろう。これほど地面に血肉があふれているのにそれに気を取られることなく、首を地面に垂たれている。目だけが左右に蠢うごめいていた。

　直感が頭にひらめくより早く、オルバは駆かけていた。

「ミルバック」

　と、その名をはじめて呼ぶと、竜りゆうがぴくりと首をもたげた。あきらかにその『名』を認識している。オルバが近づいていくにつれて、今度は逆に身を伏ふせた。その竜の背中へとオルバはためらいもなく飛び乗った。

　瞬しゆん間かん、なにか熱い衝しよう動どうが身を縦たてに貫つらぬいた。

　バイアンがひと声吠ほえると、その太い脚あしで地面を蹴けった。数度の跳躍を経て、パーシルの近くまで迫る。知らぬ者が見たなら、まるで竜がパーシルを喰くらおうとしているかに見えたであろう。

　オルバは腰こしから剣けんの光を鞘さや走ばしらせていた。

「どけっ、パーシル！」

　その命令の意図をどれほど正確に理解したか、パーシルは地面を転がるようにしてバイアンの着地から身を遠ざけた。

　竜りゆうの脚あしが地面を叩たたくとともに、逆手に握にぎられたオルバの剣が地面を突つき刺さしていた。

　地面の固い感かん触しよくをいったん貫つらぬきとおすと、そこに、生きた血肉があった。

「がはっ」

　あたかも水面を突いた銛もりが、巨大な魚を船上へ打ちあげたかのようだった。

　土砂を、そして赤黒い血をまき散らしつつ、ひとりの生きた人間があらわれ出いでた。

　剣に突き刺された身を痙けい攣れんさせつつも、腕うでをひと振ふりする。手は黒い稲いな光びがりに包まれているかに見えた。それで剣をへし折るつもりだと本能的に察知したオルバが、すばやく刀身を引く。

「おれが誰だれかと聞いたな」

　オルバは鋼はがねを縦たてに身構えた。

　ザファルと名乗った老人は、はじめてその肉体をオルバの眼前にさらしていた。ならば、もはやオルバに敵を恐おそれる道理はない。鋼一本がこの手にあり、敵が血肉を備えているならば。

「それほど知りたいなら教えてやる。おれは──」

　ザファルが小さく呻うめいて、オルバに躍おどりかかる。飛びちがいざまに、オルバは剣を振るった。




　　　　２




　まったくの偶ぐう然ぜんであったか、否いなか。

　ザファルの身体からだが鋼鉄に貫かれたのとほぼ同じころ、皇帝グール・メフィウスは柱にすがりつきながらも、なんとかその場に起きあがろうとしていた。

（無む駄だだ）

　と囁ささやく声がある。耳に届く種類のものではない。直接脳のう髄ずいに信号として送られてくる言葉は、もはや自分自身の思考となんら区別がつかなかった。

（もはや現世にどれほどの執しゆう着ちやくがあるというのだ？）

（おまえがやってきたことのすべて、否定されたばかりではないか。おまえの存在はこの国に、この世界に拒きよ否ひされたのだ。まだわれらのいうがままに舵かじを切っていたほうが名を残す皇帝になれたであろうに。残念なことだ）

　ただ両の足で床ゆかを踏ふみしめる、それだけの行こう為いをするのに全身の汗を絞しぼりつくし、筋肉をよじりあわせて、グールは激しい呼吸を繰くりかえしながらようやくそれに成功した。

　そしてその手が、痙攣しながらも懐ふところに潜もぐり込こんだ。指が固い感かん触しよくに触ふれる。

（無駄だ）

　と、もう一度声は繰くりかえした。皇帝の意図に気づいたか、

（やってみせるがいい。わが古き肉体を撃うち抜ぬいたところで、なにも変わりはせぬ）

　そうせせら笑った。

　皇帝グールの手がわななきながらも拳けん銃じゆうを取り出した。

　シモン・ロドルームのものだ。彼が死の直前に、送りつけてきたものだった。あてつけがましく、

（これでおまえを撃つこともできたのだぞ）

　といわんがために。

　なかにはただ一発の弾だん丸がんが入っていた。それを、グールはシモンの幻まぼろしを撃ち抜くために使った。

　そして謁えつ見けんの間にて皇太子と相対する直前、皇帝はなにを思ってか、兵からやはり一発の弾丸を貰もらい受けて弾倉に込こめている。

　グールはその謁見にて、皇太子めがけて拳銃を構えた。引き金も引いた。相手が偽にせの皇太子で、すなわち実の息子でないとわかっていた。いや、たとえわかっていなかった、つまり確証が持てなかったにせよ、皇帝にためらいはなかったろう。

　だが、ついに銃弾が放たれることはなかった。皇帝は勝負に敗北したのだ。自身の思いつきで用意しておいた運試しにさえも敗れて。

「おまえの、いうとおりだ」

　グールはこめかみに太い血管を浮うき立たせながらいった。ひと声発するだけで顔中の皺しわが震ふるえて、髭ひげから汗が散り、いまにも顔面が引き裂さかれんばかりになっている。

「わしは、追い落とされた身。国が、世界が、拒こばんだというなら、そうなのであろう」

　なにが誤りであったか。

　どうすれば正しかったというのか。

「答えなどはない。人民が十人いれば十の理想があり、百人の統治者がいれば百通りの未来がある」

　よろよろと拳銃が持ちあがった。目の前には、老人のちっぽけな肉体がある。もはや『器うつわ』の用も失った、ただの虚うつろな肉体が。

「だが、魔ま道どう士しよ。追い落とされた統治者も、無む為いではない。歴史を紡つむいでいくその一いつ端たんとなれば、それでよい。灰と化した肉体は土ど壌じようとなり、流された血も次の世代に継つがれるのであろう」

　グール・メフィウスは一個の巨人であろうとした。

　巨人であるがゆえに、凡ぼん人じんの抱かかえる感情とは無む縁えんであろうとした。

　だが、結局のところ彼もただの人間であった。もし彼に明確な失敗があるとしたなら、それはただひとりの人間の『器』を超こえられなかった、ということだけなのかもしれない。

　これは後世の歴史家の判断だ。

　グールは自分に逆らったひとりの人間を処刑するより、見せしめに百の人間を誅ちゆう殺さつするべきだった──と。

　たとえば、自分に逆らって皇太子側についたローグやオーダインの家族を一時処刑すると決めておきながら、彼はシモン・ロドルームの自害にかこつけてこれをやめている。しかしもし皇帝が自分の治世をつづけ、国を平らかにしたいと本気で願うのなら、中止するべきではなかった、というのである。

　独裁をおこなうにも、グールは半はん端ぱ者ものに過ぎたということだ。

　後世の評価はどうあれ、この瞬しゆん間かん、グールは自分がひとりの人間、すなわちはじまりから終わりまでとうとうと流れていく大河のごとき時の流れのなかで、生まれては消えゆく泡あわのごとき存在だという実感を持った。

　銃じゆう口こうはさらにあがる。老人の胸むねを素通りして、頭を通り抜ぬけ、そして角度を変えた。

（グール！）

　心の内側で鳴りひびいたその声を、グールは宮殿で演奏される、どんな極上の音楽よりも心地ここちよく耳にした。

　銃口は、ほかならぬグール・メフィウスその人のこめかみにあてがわれていたのである。

　顔中を伝う汗に、赤いものが混じりはじめた。ついに血管のあちこちが破やぶれはじめたのだ。それでいながら、いまや嘲ちよう笑しようを浮うかべているのは老皇帝のほうであった。

「わしは誰だれの手にも運命を委ゆだねん。わしは生まれ落ちてより死するまで、メフィウス皇帝その人であった。おまえらとの遊びも楽しかったぞ。この世の闇やみにひとりきりでは、わしはとうに玉座を打ち捨てていたかもしれん。そういう意味では、確かに竜りゆう神しん教きようにも、その教えを利用して何事か企たくらむそなたらにも意義はあったのだ。このわしにとってはな」

（やめよ、グール。やめよ！）

　長老の声を内側に聞きながら、血の滴しずくに化け粧しようされたグールは笑い声をひびかせ、そして、

「メフィウスを継つぐ者よ、メフィウスを負う者よ。わしに見えざる剣けんを振ふりあげたそなたが、果たしてどれほどの器量の持ち主なのか。とっくりと天上より見物させてもらうとしようぞ」

　今度もためらいはなかった。

　皇太子ギル・メフィウスへは一発も放たれなかったその銃じゆう弾だんが、歓かん喜きの雄おたけびをあげて皇帝のこめかみを右から左へと突つき抜けたのである。

　メフィウスの統治者は、血だまりのなかに沈しずんだ。

　玉座も、豪ごう奢しやな絹の壁かべ掛かけも金きん箔ぱくの衝つい立たてもそこにはなく、勇ゆう壮そうなる槍やりに守られることもなく、皇帝グール・メフィウスは冷たい石に抱いだかれて、寒々しい暗がりのなかで息絶えていた。

　直後、長老ははっとしたように後ろによろめき、それから瞬まばたきを繰くりかえした。侵しん入にゆうすべき目標を失ったその意識が、元の器うつわに戻もどったのであろう。

　孤こ独どくの闇やみに残された長老は、しばしのあいだ皇帝の亡なき骸がらを無感動に見おろしていた。

「馬ば鹿かな」

　徐じよ々じよに感情が舞まい戻もどってきたのは、そう囁ささやいたあとだった。

　今度は長老のほうが、顔中の皺しわを裂さけんばかりに顔を歪ゆがめた。

「馬鹿な！」

　血を吐はくがごとき叫さけびに混じって、そのとき、別の何者かの笑い声が神殿の最下層へ吹き抜ぬけた。

「こちらも決着がついたか。わがほうで手て駒ごまを用意していたつもりだったが、さすが老いたりとはいえ一国の皇帝。自らの手でけりをつけたところには、一応の敬意を表しておこう。おかげであなたの運命図を欠片かけらひとつ残さず消し去ることができたのだから」

「なにっ？」

　若者とも、老人のものともつかぬ声の主を、長老は振ふり返ってその視界におさめた。

　ただし、実体はない。

　半はん透とう明めいに透すきとおって見えるそれは、魔ま術じゆつの幻げん影えいである。誰だれよりもそれを理解しながら、しかし長老はその突とつ然ぜんあらわれた影かげに対してあきらかな動どう揺ようを見せた。

「結界は二重、三重に張っておいたはずだ。わしの配下以外の魔ま道どう士しが『影』とはいえ送り込こんでこられるはずが……」

「おや、肉体を取り戻したばかりで、目も勘かんも鈍にぶってしまわれたか。わたしの実体も見抜けぬとは。あなたの親しき者には効果をあらわさぬ結界というなら、わたしがその内側に潜もぐり込めぬ道理がない。そうでしょう？　ほかならぬ、同じ血を継つぎし者なのだから」

「……貴様か」

　長老は唸うなり声を洩もらした。褐かつ色しよくの顔に落ちた影は憎ぞう悪おそのものである。

「そんな顔をするものではありませんよ。数十年、あるいは数百年ぶりの『親子』の再会でしょう」

「黙だまれ。息子むすこだというなら、なぜ邪じや魔まをする。わしにはわかっていたとも、あの偽にせ者ものの皇太子の後ろで糸を引いていたのはおまえであろう」

「糸を引いていた、というほどのものじゃない。わたしはただきっかけを与えたに過ぎません。あなたの真ま似ねをしてね、わたしなりの運命図を編あみ出してみたくなったのですよ」

　幻影は笑う。何者であるか、間近にしても判別がつかない。というのも、声を発するごとにその顔がくるくると変わっていくのだ。あたかも次から次に仮面を取り替かえていくかのように。

「なまじ運命図の完成を目前にしたあなたは、直接その手を振ふるうことができなくなった。下へ手たに介かい入にゆうしてはせっかく導いてきた運命が自ら動くのをやめてしまい、結果、『図』そのものも崩くずれさる恐おそれがあるのでね。だから運命図を一片ごと切り落とされていっても、あなたは手出しできなかった。今回のことも、そうなのですよ。グールは死に、そしてあの皇太子は生き残ってしまった。本来、もっと早い段階で逆になってしかるべきだったのにね。あなたが焦じれて自ら動く機会を得るために、駒こまと星の配置をわたしはずっと裏から操ってきたのだ」

「なぜだ？」長老は、半ば喘あえぐように聞いた。「なぜ、わしの前に立ちはだかる。貴様に流れるあの血がそうさせるとでもいうのか」

「父上、あなたの野心もわからぬでもない。結局のところ魔ま道どうの究極とは、この世に起こるありとあらゆる事象をわがものとし、あまたの人の運命を操って、世界をもつくり替かえる、というものでしょう。あなたの場合、魔道以前に血道をあげて研究していた『科学』にしても、同じ理想と目的を抱いだいていた。そしてこの惑わく星せいに降り立ったあなたは、その科学にすら不可能な領りよう域いきで力を発はつ揮きできるやもしれぬ魔道に夢中となり、その力をもって、あなたは竜りゆう神しん以上の存在になろうとした。それはわかる。わかるが」

　幻げん影えいのまとう仮面のなかには、フェドムに仕つかえていた魔道士へルマンのものも、そしてかつてエンデ公国魔道局に所属し、現在は元第一公子ジェレミイの傍かたわらにいるはずのヘズルのものもあった。

「それではつまらない」

「つまらない？」

「わたしはあなたのその野心がために生み落とされた存在だ。だというのに、というよりも、だからこそ、その野心にあえて歯向かってみたくなった。あなたが、バルバロイよりつれさらってきた竜の巫み女こ、そしてその息子むすこであるわたしのデータをもとにして、いわば人造の『バルバロイ人』であるあの女魔道士を生み出せば、わたしはわたしで、もうひとりの実験体をつくりあげた」

「──」

「世界最初の魔道士にして、孤こ高こうの王よ。西方のガルダにして、メフィウスの長老よ。あなたが究極の魔道を得んと欲するなら、わたしも同じものを欲しよう。あなたが世界をつくり替えたいというなら、わたしはあなたの望まぬ世界をつくりだそう。竜神をも越えようというなら、わたしは竜神の遺い志しを正しく継ついで、星の後こう継けい者しやにもなってみせよう」

「貴様」

「忘れぬことです。かの地で、竜神は復活のときを待っている。ほとんどの神は死に絶え、実験にも失敗して知能も失われていったが、かの地のものだけは、確実に成果をあげつつある。それがふたたびこの世に産うぶ声ごえをあげたとき、世界はどうなるか。人はいまだ覇は権けんを握にぎった者でいられるか。やはり死に絶えつつある魔素エーテルはどうなるか。そしてこの鍵かぎを握るのは、わたしでもあなたでもなく……案外、人間たち──そう、愚おろかな戦いを繰くりかえし、いまだ地球時代と代わりばえもせぬ『歴史』とやらを紡つむいでいる、つまらぬ人間たちなのではないかと、わたしは思うのですよ」

　その言葉が終わるとほぼ同時に、幻影は忽こつ然ぜんと消え失うせた。

　余よ韻いんもなにひとつ引かぬまま。

　そしてその理由を長老も知った。

　足音が高く反はん響きようしながら近づいてくる。

「陛下」

　と呼びかけたその兵は、眼前にひろがる光景に一いつ瞬しゆん愕がく然ぜんとなった。

　誰もいない。

　そこに存在するのは、黒く沈しずんだ血だまりと、そしてその血に抱いだかれる格好となった亡なき骸がらのみ。

　兵はひと目見るなり、息をひいた。手にしていた槍やりがカランと落ちるその音が不気味に反響する。

「陛下……、皇帝陛下！」

　兵は亡骸に駆かけ寄ってその場にしゃがみ込こもうとしたが、不自然な体勢で不意に足を止めた。背後になにがしかの気配を感じたのだ。だが、彼はその正体を確かめるべく振ふり向くことはできなかった。

　首辺りに一本の赤い線が走っていた。それがきっちり一周して円を描えがき終えたとき、兵はがくりとうなだれた。赤い線はそのまま切断面となって、身体からだは直立したままに首から上だけがごとりと床ゆかを転がっていく。血しぶきがあがったのは次の瞬しゆん間かん。

「時間稼かせぎにもならぬか」

　兵の背後にわだかまっていた影かげはそういい残すとすぐさま消え去り、そして次の瞬間には竜りゆう神しん教きよう長老の姿となって別の場所に移動していた。

　水すい晶しようの長机が置かれている部屋だ。かつてはここで長老衆たちが夜な夜な秘ひ密みつの会合を開いていた。

　長老はほとんど無意識のうちにか、壁かべにかかっていた松明たいまつに指を触ふれた。

　ぼうと炎ほのおが浮うきあがる。

　ゆらめく陰いん影えいによって、長老の顔は一瞬髑髏どくろのそれのように見えた。落ち窪くぼんだ眼がん窩かの奥おくに、感情の色はない。慨がい嘆たんも、怒いかりも、悲しみもない。彼は骨ばった指で長机の上に触れた。以前ならば、松明に火を投じたのと同じく、彼が指を触れたその瞬間、そこには星座のごとき光景が浮きあがるはずだった。青白い光点ひとつひとつが人の運命を指し記したその不可思議な盤ばん面めんは、しかしもはや何物も映し出すことはない。

「で、あろう」

　長老はからからに乾いたような声でつぶやいた。

「メフィウスにおいて練りあげた図形だ。中心には、この国でもっとも影えい響きよう力りよくを行使できる人物──グール・メフィウスを置いた。すなわちグールという光が消え失うせれば、彼が直接影響を与えていた人物の光も消え、その人物に導かれていた星々もまた光を絶やす。もはや何者の運命も手中にできぬは必然。長い長い時を経て、ようやく形になりかけたこの小さくも偉い大だいな版図も──、そうさな、皇帝のいいぶんを借りるなら、子供たちが砂まみれ、泥どろまみれになりながらつくった城や王国を、大人おとなたちに踏ふみ荒あらされたあとの砂場も同然だ」

　長老はなんとも空くう虚きよな笑みを浮うかべた。そこに、余人では計り知れないほどの時を経てきた疲つかれがわだかまっているようであった。

（終わったのか）

　あとは、つぶやきにもならぬほどの声が洩もれ出るばかり。

（いくたびも肉体を乗り換かえ、歴史を紡つむいでいきながら、ここで終わるのか。ここで潰ついえるのか。人が人を統治し、支配するという、考えればあまりに馬ば鹿かげた構図を打ち破やぶりたいと、わしは願った。この世にあまねく百人の皇帝も、千人の王も、旧時代の遺物にするべく、新たな支配体系を、完全なる『人類のシステム』を生み出したいというわしの願いも、理想も、夢も、ここにて……）

　と──、視野の隅すみに、青白い光が灯ともった。

　長老は猛もう然ぜんとそちらの方角を見やった。が、そこはただのテーブルだ。水すい晶しようが松明たいまつの炎ほのおをきらりと反射しただけのことだった。長老は自分を嘲あざ笑わらいたい気持ちになった。

　が、やはりそのとき、彼の目は青い光を反射した。見まちがいなどではない。長老はかつてメフィウス一国をも裏から支配しかかっていたほどの権力も威い厳げんも忘れはて、ほとんど腹はら這ばいの状態でその光を凝ぎよう視しした。

　小さい。

　ふっと息をひと吹きすれば消えてしまいそうなほど、はかなく、かすかな光。それでも現世にかろうじてへばりつこうとしているみたいに、自己の存在を必死で訴うつたえている。

「これは」

　長老の、黄色く濁にごったような目は光を反射しつづけ、さながら双そう眸ぼうに青白い鬼おに火びが灯ったかのようだった。




　　　　３




　イネーリの言葉どおり、昼には使者が神殿へと発たった。

　返答はない。

　使者も帰らなかった。

　が、その夜。

　夕刻ごろから天を取り巻いた黒雲のせいで、咫し尺せきも弁ぜぬ闇やみ夜よにあって、神殿の周囲ばかりが兵たちの焚たいたかがり火で真昼のように明るい。

　使者が帰ってきた。長いこと待たされたか、あるいは激しい議論の末によってか、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの態ていで、皇おう女じよのもとによろよろと辿たどり着くと、

「皇后メリッサさまは、ガーベラ国よりの客人ビリーナ姫に会うご用意があるとのこと。この段においては、わが義を説いて、ぜひ善ぜん隣りんガーベラのご支持をいただきたい、との仰おおせであります」

　とひそやかに伝えた。

　無論、そのやり取りを兵たちは知らぬ。が、いつ終わるとも知れぬ、それだけに追い詰つめているほうの兵たちにとっても精神を磨ま耗もうするかのようなこの包囲戦にもなにか進展があったと見てか、火か炎えんの列が、一いつ瞬しゆん、強風にあったかのように揺ゆれ、乱れた。

　皇后は、面会の時間を明け方までのあいだと指定した。さんざん待たせておきながら、こちらの行動は迅じん速そくを促うながしている。無論、これもペースを握にぎるための手段であろう。

　報告を受けたイネーリは唇くちびるを嚙かんだが、従わざるを得ない。

　一時間ほどが経たって。

　イネーリ・メフィウスがふたたび神殿前の広場に姿をあらわした。

　白いマントと略式の甲かつ冑ちゆうを身につけている。儀ぎ式しき用のためにあつらえてあったものだ。

　噂うわさを聞きつけてか、真夜中だというのに、神殿を包囲した兵たちをさらに遠方から取り巻くような形で民たちが集まっている。

　かすかなざわめきが風に乗って伝わってくるなか、皇女は、あらかじめ呼びつけてあった医師数名と、女官たちのほうへと歩み寄った。女官のなかには、ヴェールで顔を覆おおい隠かくしたガーベラ王女の姿もある。

「それでは、お義ね姉えさま」

　ひそやかな声で、イネーリは王女のことをそう呼んだ。

「くれぐれもご注意を。まずは御身の安全を第一に気き遣づかってくださいまし」

「痛み入ります、皇女。わたしのわがままを聞いていただいたばかりか、そのように過分なお言葉まで」

　同行する身となったオーダインにしてみれば、やや芝居がかって聞こえる二人ふたりの会話である。

　彼もいくぶんかは事情が吞のみ込こめていた。この二人の示しあわせた末での行動だということくらいは。

（しかし）

　帝都ソロンの守しゆ護ごを預かったオーダインにしてみれば、なにか事態を動かす端たん緒しよになるのではないかという期待もごくわずかにある。少なくとも、打つべき手段の限られているいま、皇后メリッサが暴発するまでの時間稼ぎにはなり得るだろう。

　王女たちが口にしたように、義を掲かかげようとしている皇后だから、まさか同盟国の王女に危害を与えるとは考えにくい。

　が、万が一のこととてある、とは無論オーダインも承しよう知ちしていた。

　知らせを聞いてウォルトも駆かけつけてきた。正直、いままでオーダインとは面識もほとんどなかった人物だが、こうして同じ立場に立つといろいろ頼たのもしさを感じる男だ。

「皇おう女じよ殿下に目を光らせておくよう」

　オーダインはウォルトに耳打ちした。

「このような段取りをした以上、無茶はなさるまいとは思うが、なにぶん若い女によ性しようだ。万が一のときには」

「身体からだを張ってでもお止めしましょう」

　ウォルトは即そく答とうする。身分としては、一時的に、将軍直属の百人長ということにしてあった。

　民たちが大きくざわめいた。

　オーダインを先頭に、医師数名、そして食事を捧ささげ持った女官たちが神殿内部へ足を踏ふみ入れる。

　星がちらちらと頭上でささやかな光を瞬またたかせていた。




　神殿地下一階の広間。

　皇后メリッサ、元火か炎えん槍そう団だん団長ザース・シディウス、同じく元将軍オーバリー・ビラン、そして皇女フローラ・メフィウスが顔を並べている。

　ザースやオーバリーが率いてきた兵は二百名に満たない。神殿に立てこもった当初はその倍近くいたが、わずか数日の篭ろう城じようで旗色悪しと見て逃にげた者が多い。日が経たてばますます増えていくのはあきらかだ。

　ほとんどの時間を、彼らは無言で過ごした。

　ザースなどは若い血が昂たかぶるのに耐たえがたいらしく、時折部下を呼びつけては剣けんの相手をさせている。

　オーバリーはここに持ち込こんだ酒をすでに八割方消費していた。酒によどんだその目に、苛いら立だちが時折覗のぞきはするものの、なにかを表立っていうでもない。

　ソロン側から使者が来たのはそんなときだ。

　降伏を勧告する者ならば、ザースが斬きって捨てたろうが、意外な申し出を携たずさえていた。

「ガーベラの姫が、わたしに会いたいと？」

　メリッサにしてみれば、一度ならず、その命を狙ねらった相手である。長老衆の予言によって、このガーベラ国の姫君こそが自分と、お腹なかに宿した子供の未来を破は壊かいしかねない存在だと思い込んでいたせいだが、あるいはこのとき皇后は気づいていたろうか。

　予言にあった、『未来の子に約束された玉座に濃こい影かげを投げかけている若い女によ性しよう』とは、もしかしたらビリーナ・アウエルなどではなく、血をわけた実の娘むすめであったかもしれない、ということに。

　ともあれ、一度胸むねに宿した憎ぞう悪おと反発の心は、そう簡単に絶えることなどないのか、皇后はやつれた顔に侮ぶ蔑べつの笑みを浮うかべた。

「いかなる罠わなやもしれません」

　ザースは剣けんの柄つかに手を添そえながらいった。本音をいうならば、この使者をさっさと斬きって捨てたい気持ちに駆かられている。が、さすがにメリッサはもう少し状じよう況きようを見ていた。

　わざと長時間使者を待たせてから、

「会いましょう」

　と告げる。

「この無ぶ聊りようを慰なぐさめるには最適の人物でしょう。偽にせ者ものの皇太子などについて、メフィウスを真っ二つに割った張本人が、どのような言葉を弄ろうしてくるのやら。楽しみなこと」

　そう笑う皇后が、いまのこの状況において、未来にいかばかりの希望を見みい出だしていたか、表情からはうかがい知れない。

　しばしあって。

　広間の壁かべ沿ぞいに設もうけられた鉄てつ籠かごには火が揺ゆれている。

　その赤い色に甲かつ冑ちゆうを濡ぬらしながら、武装した一団が入ってきた。先頭はオーダイン。銃じゆうを構えたザース配下の兵に左右を挟はさまれていた。

　まず、女官たちが恐おそろしげな手つきで食事をわたした。

　薄うす汚よごれた顔をした兵たちがはっとした目でザース、オーバリーのほうを見やる。ザースはしかめっ面をしたが、オーバリーのほうは鷹おう揚ように手を振ふった。

「兵たちにわけてやれ」

　無言で歓かん喜きの色を浮うかべると、男たちは手て摑づかみでそれらを手に取って、一部が散り散りになっていった。

「オーダイン」

　憎にく々にくしげにメリッサが先頭の将軍をにらみつけた。

「陛下に大恩ある身でありながら、ぬけぬけとよくも参まいられましたな」

「わたしの忠ちゆう誠せいは、確かに陛下に捧ささげられたもの」オーダインはかすかに身を折って一礼した。「その陛下は、いまいずこにおわせられまする」

「お身体からだが優すぐれず、お休みになっておられます。陛下の玉体を傷つけたのはそなたら逆臣どもであるぞ。それと、」

　メリッサは、いまヴェールを解いた女官のひとりを、火のような勢いでにらみすえた。いうまでもない、ビリーナ・アウエル王女である。

「そちらにいる、ガーベラの姫君。ご自分の婚こん約やく者しやが真実そうであるのか、偽者であるかの区別さえもつきませぬか」

「皇后さまがなにをおおせであるのか、わたしにはわかりかねます」

[image: ]

　ビリーナもまた一礼する。

　左右に銃じゆう口こう輝かがやくなか、よくもと思うほど落ちつきはらった態度である。それがメリッサには気に喰くわなかったか、

「あくまで国の乗っ取りを企たくらむ謀む反ほん人にんに力を貸してわが国を危うくするならば、いかに同盟国の姫といえど、ただ送り返すというわけにはまいるまい。王女よ、その覚かく悟ごがそのほうにあるのか」

　平素は少女じみて、娘むすめのイネーリと並んでも姉妹にしか見えないという評判だった美び貌ぼうを毒どく蛇へびのごとくゆがめていい放つ。

　王女は軽く目を伏ふせた姿勢のまま応こたえた。

「わたしはガーベラより、皇太子さまの妻となるべくまかりこした身。それ以上でもそれ以下でもありません。国の乗っ取りを企むなど畏おそれ多きこと」

「どこまでがガーベラの本意か、わかりはしない」

「わが母国ガーベラはメフィウスとの長きにわたる平和を望んでおります。であればこそ、サラマンドのごとき愚ぐ物ぶつを成敗いたしました。ギル皇太子さまがガーベラと手を組んで国の転てん覆ぷくを狙ねらっているなど、どこの何者が吹き込こんだかしれませぬが、戯ざれ言ごともよいところ。次代、この国をおさめられる皇帝の椅い子すはグール皇帝陛下ご自身が定められるでしょう」

　対するメリッサは歯ぎしりを隠かくそうともしない。

「どの口がそれをいう。死からよみがえったなどと誰だれの目にもあきらかな虚きよ偽ぎの旗を掲かかげ、しかも力ずくでメフィウスの都市を奪うばった男が、やはり力ずくで皇帝陛下に刃やいばを向けて玉座を強ごう奪だつせぬと、誰だれがいいきれる」

「死からよみがえったのではありません。皇太子殿下は、国の未来を案ずればこそ、死を偽ぎ装そうせねばならなかったのです。メフィウスの方々と戦うのに、あの方が嬉き々きとして剣けんを取ったとお思いですか。戦場に累るい々るいと倒たおれる屍しかばね、そのすべてがメフィウス人だという光景に、あの方がなにも感じぬとお思いですか。──苦く渋じゆうの決断をされたのです。あの方は、いつ、いかなるときも、そういう決断を自らに強しいてこられた」

　ビリーナの語り口調に熱がこもった。

　この広間で、あたかもその身に熱い血を通わせているのはメリッサとビリーナだけのようにも見えた。居並ぶ兵たちは訪れる者の目を楽しませるブロンズ像のようであり、震ふるえあがるばかりのフローラも、帯剣したザース、オーバリー、そして王女に同行して来たオーダインも、足を縫ぬい止められたかのように動かず、またひと言も声を発しようとはしない。

「皇后さま、この薄うす暗ぐらい神殿からともに陽ひの光射さす外へとまいりましょう。今回のことなどは、小さな誤解が積み重なった結果にすぎません。それこそ、同じメフィウス人がこれ以上血を流さぬためにも、どうか、わたしと手を携たずさえて、民の前へとまいりましょう。ほどなく皇太子殿下もこのソロンへお戻もどりになりましょうから、親子二人ふたり、ゆるりとお話でもされれば、誤解などはすぐに解けて──」

「来るでない！」

　メリッサが一いつ喝かつしたのは、無意識のうちにか、ビリーナが皇后へと歩みを運びかけていたからだ。

　双そう方ほうの兵がはっとなり、掲かかげた武器が打ち震えるなか、さすがにガーベラ王女が足を止める。

「親子？　あの皇太子と話をする？」

　メリッサは、まるで感情のない蛇へびのごとき生き物が、人間の真ま似ねをして笑顔をつくろうとした、というような表情になった。そして、

「おぞましい」

　吐はき捨てるかのように、そう口にした。いや、文字どおり、唇くちびるからは唾だ液えきが迸ほとばしっていた。

「ガーベラ王女、そなたはご存じない。あの男は、ギル・メフィウスではない。皇族でもなければ、末まつ端たんの貴族ですらないのだ。陛下とあの男が直接向かいあったあの日、陛下は、『背中を見せろ』とご命じになられた。それをあの男は虚きよ言げんを弄ろうして最後まで拒こばみとおした。それがなにを意味するか、おわかりになるか、聡そう明めいなる姫よ？」

「──」

「あの男は『奴ど隷れい』だ」

　メリッサの声は晴天に突とつ然ぜん鳴りひびいた霹へき靂れきのごときひびきを帯びていた。

「背中に奴隷の烙らく印いんを捺おされた、この世でもっとも卑いやしき人種なのです。それがわかりませぬか、ビリーナ姫。いや、わかっていながら、やはりガーベラに益をもたらすため、あえて皇太子と呼んでおられるか」

「皇后さま」

「奴ど隷れい風情と二人ふたりきりで話をする？　国を守るため、あえて偽にせ者ものの親子として？　おお、怖こわや。考えただけでぞっとする思いがするというのに──」

　そこで皇后は深い唇くちびるに、にっとした笑みを刻ませた。

「そのほうはどうなのだ、ガーベラ王女？」

「どう、とは」

　慎しん重ちような態度でビリーナは応じる。

「そなたはあれを皇太子と呼ぶ。いずれは婚こん姻いんし、あれをメフィウス皇帝の座につけるつもりでありましょう。ではそなたは、出自も知れぬ、どこでごみを漁あさり、どれほど主人の鞭むちを身体からだに受けたかも知れぬあの奴隷を、同じ褥しとねに招き入れるおつもりか？　誇ほこり高いガーベラ王家の娘むすめが、家畜のごとき男に肌はだを許すというのかえ？」

　かっとビリーナの白い肌が血の色に染まった。

　恥ち辱じよくとも、怒いかりともつかぬ感情が、一時、十代半ばにしかならぬ少女の身を支配したかのようだった。

「おお、そうだ」メリッサは悦えつに入ったように哄こう笑しようした。「それが、皇太子を名乗る男の出自を証明する、なによりの手段となろう。わたしをここより引きずり出したいなら、即そつ刻こくあれを呼びつけるがいい。そして、目の前でまぐわってみせておくれ。さすれば、あっぱれ本物の皇太子と認め、ともに神殿の外へとまいろうではないか」

　メリッサの高い笑い声が尾を引くなか、ビリーナは風さえ巻き起こしながら、皇后に背を向けた。首から上を血の色に染めながら、うなだれ気味に唇を嚙かみしめる。

　皇后に同調した兵たちが、野や卑ひな笑い声をあげた。

　説得するどころではない。

　やり取りを見守っていたザース・シディウスが、

（ふん）

　と胸きよう中ちゆうで嘲あざ笑わらった。

　直接戦場でギル・メフィウスとまみえた彼には、いまの皇太子を偽者だと断言できる、彼なりの理由がある。

　どのように言葉を飾り、姿を飾ったところで、武人として根づいた本能までは欺あざむけない。今回、ガーベラ王女が訪問すると聞かされた時点で、茶番にしかならぬと決めつけていた。

（どうしてもおれを納なつ得とくさせたいならば）

　異国の小娘などではなく、偽皇太子自ら出向いてきて、自分と剣けんを交えるべきだと思っていた。

　と、

「あの方が偽にせ者ものだというのなら」

　ビリーナは地を這はうような小声でいった。

　追い詰つめられた少女が、自身の敗北を認めたくないあまりに、徒と手しゆ空くう拳けんで立ち向かっていく愚ぐ劣れつな姿のように見えたが、次の瞬しゆん間かん、

「おっしゃられるとおり、わたしは偽者と枕まくらを交わしましょう。奴ど隷れい風情を、メフィウス皇帝とお呼びいたしましょう」

　ザースやメリッサの嘲ちよう笑しようをも凍いてつかせるほどの鋭するどさをもって、そう言い放った。

「なに？」

「もとより、神ならぬわたしには、人の血筋を確かめる術すべなどございませぬ。人の過去をすべて見通すことなどかないませぬ。たとえばこの場に知らぬ若者があらわれ、『自分は某ぼう国こくのなにがしという王族である』などと名乗ったところで、どうしてこの人を真実そうであるか偽者か、はっきりと見わけることができましょう」

　ビリーナは次第に顔をあげ、それにしたがってきらめく髪かみは左右にわかれて、その表情がはっきりと見えてきた。

（そうだ）

　微び笑しよう。

　ビリーナ・アウエルは、ほのかな笑みを浮うかべていた。

「もし見わけられる『目』があるとしたなら、それはその人とともに過ごした時間。その人をこの目で見て、この耳で声を聞き、この身で接した時間そのものが、人を『見る』ということにつながるのではないでしょうか。わたしは、もとよりわたしが会う以前のギル・メフィウス殿下を存じあげません。わたしが知るギル殿下は、すなわち、わたしビリーナ・アウエルが時間をともに過ごしたお方のことです」

　ばさりとふたたび髪を翻ひるがえし、ビリーナはもう一度メリッサと正面から向かいあった。

「血筋を確かめる術も、過去を見とおす目もない、ただの人であるわたしは、その過ごした時間のなかで見極めるしかない。その上で、わたしはあの方を、真に誇ほこりある王者だと認め、信じればこそ、夫としてお迎むかえするのです」

（そう、そうなのだ）

　ビリーナの胸きよう中ちゆうをいく千もの言葉がよぎっては、いく万もの確信のもとに打ち消されていった。

　それは、あるいはメリッサに向けてのものではなく、半ば以上は自分にいい聞かせた類たぐいの言葉であったかもしれぬ。

　誰だれよりも、ガーベラ王家であることに誇ほこりを抱いだいていたビリーナである。

　偉い大だいなる先祖、祖父、父の血を継ついだこと、すなわち王家の歴史そのものを身に宿してきたことにこれ以上もない誇ほこらしさを抱いだき、であればこそ自らにも厳しい目を向けてきたビリーナである。

（血筋などに意味はない）

　と断言はできない。

　だが、同時に、

（だからあの方ご自身に意味などないのだ、とも）

　いいきることなどできようはずがない。

（だって、わたしは）

（あの方を、知っているのだから）

　ビリーナの笑みが深くなった。

　声もなく見つめていたメリッサ、ザース、そして兵たちは、このとき天井の一点に穴が空あき、あたかもひと筋の光が矢のように射さし込こんできたかのように錯さつ覚かくした。

　それほど王女の目はきらきらと輝かがやいていた。

　しかし、王女が見ていたのは、この神殿にいるいかなる人物でもない。

（まあ、なんと幼い方だろう）

　その若者は、大声で自分と罵ののしりあっていた。

（興きよう味みがあるのは、ご自分のことだけのように見えることすらある）

　若者は、軍議の席で腕うで組ぐみして無言を貫つらぬいたままである。ただし、いざ戦場に出ると、すべての迷いを消し去ったかのごとく猛もう烈れつな勢いで動いた。

（ひろく戦場を見わたせるのに、足もとの石にすら気づかず、蹴けつまずくこともある方）

（冷れい淡たんで、非道な手段をも辞さぬというほどお強いときもあれば、口ほどにもなくもろく、弱い部分もある方）

　若者は、夕ゆう闇やみのなかで膝ひざを落としていた。酒におぼれて部下たちにとがめられることもあった。

（気き障ざな気取り屋で、陰いん険けんで、誰だれにも心を許さず）

（まるで、鉄色の仮面に素顔を隠かくしているかのように）

　若者は──、

　求めていた。

　かつえていた。

　叫さけんでいた。

　泣ないていた。

　たとえ鉄の壁かべ越ごしであろうとも、まだるっこしいやり方であろうと、曲がりくねっていようと、なんのことはない、彼は、自分自身を偽いつわることさえ素直にはできなかった。

　いまになって思うに、気づくのになんと遅おそすぎたことか。

　最初から鉄仮面は透すけていた。

　なにより、彼自身が半ば以上は自分の手で剝はぎ取っていたのだ。

「わたしは、あの方の側そばにいたい」

「──」

「側にいて、あの方のつくりだすメフィウスの未来を見ていたい。いいえ、ともにつくりあげていきたい。このわたし、そう、わたし、ガーベラ国第三王女ビリーナ・アウエルがそう願うお方です。その方が、なんで生まれながらの奴ど隷れいなどでありましょう」

（もし）

　と、胸むねの内側では声なき声でそう呼びかけている。

（もし奴隷の身であるというなら、そのことをこそ誇ほこりに思うがいい、若者よ）

（あなたはビリーナ王女が見みい出だした、未来への光。わたしにとって、というよりも、このメフィウスという国において、この国を含ふくんだ周辺世界において）

「メリッサ皇后さま。どうか、どうかその未来を、皇帝陛下とともに見届けてはいただけませんか。若さゆえに過あやまちをおかすことがあったならば、正してはいただけませんか。メフィウスに住まう大勢の民とともに」

　ビリーナ・アウエルの白い手が虚こ空くうに差しのべられた。
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（偽にせ者もの）

（奴隷）

　皇后とガーベラ王女のやり取りを耳にするうちに、オーバリー・ビランの目がにわかに活気づいた。それと反比例するかのように顔色は青ざめ、わなわなと手足の筋肉が震ふるえはじめる。

（そうだ、あ奴やつは偽者だ。皇太子の皮をかぶった奴隷なのだ）

　白々としたギル・メフィウスの眼光が脳裏にひらめいた。まじりっけのない、純じゆん粋すいな、それだけに凄すさまじい殺気の放射を思い出しただけで、オーバリーの肌はだが粟あわ立だつ。と、

「そこまでにしておくがいい」

　足音とともに広間に姿をあらわした人物があった。オーバリーはわれに返ったが、その人物──左右の腕うでを取られ、支えられながら歩いてくる長老──が声をかけたのは、オーバリーではない。

　皇后メリッサに対してである。

　ビリーナにとっても皇后にとっても意外な訪問者であったが、長老は、

「言葉を浪ろう費ひしていられる時間はとうの昔に失われた。急ぐのだ、メリッサ」

「どういう意味でございますか？」

「皇帝グールが、死んだ」

　その場にいる誰だれもが耳を疑うようなことを口にした。

　一いつ拍ぱくの間があったのち、

「なんと……なんと仰おおせで？」

　そう問いただしたメリッサの顔は、むしろ感情が欠落して、童どう女じよじみている。

「皇帝は死んだ」長老は繰くりかえした。「わしが予見したよりも早い死であったが──、運命図の中心となる男が倒たおれた以上、もはやソロンに用はない。わしはいまよりここを離はなれ、新たな土地で力を蓄たくわえねばならん」

「そんな」

　見る見るうちにメリッサの顔に感情の色が舞まい戻もどってきた。その速度と勢いを本人も持て余してか、啞あ然ぜんとなり、唇くちびるをぱくぱくと無む為いに開閉させながら、

「陛下が亡くなられた？　あなたさまがソロンをお離れになる？　それでは──そ、それでは」

　あとはもう声にならない。敵味方の兵たちもいっしょになって立ち騒さわいでいるなか、ビリーナも呆ぼう然ぜんとしていた。

（グール陛下が、亡くなられた？）

　にわかに信じられるような事態ではない。というよりも、信じたくないという気持ちがあった。

　決して好意を抱いだいていた相手ではなかったはずだ。ギル・メフィウスの妻になると決めた以上は、対決を避さけられぬ『敵』でもあった。が、

「わしを、孫の名づけ親にさせていただきたい」

　そう語りかける皇帝の顔が去来した。

「このグール・メフィウス、いかに婦女子相手とはいえ、一度交わした約束は決してたがえぬ」

　そういって、自分に利益があるとも思えぬ王女の申し出を快かい諾だくした老人の姿があった。そして、

「人は、強い剣けんのもとに集う」老皇帝はビリーナの隣となりで剣けん闘とうを見おろしながら囁ささやいていた。「強い剣に守られていると思えばこそ、日々の生活を安あん寧ねいのもとに過ごすことができるのだ。……まあせっかくガーベラとも和平が成ったのだ、来年辺り、『野や蛮ばんな』剣闘だけでなく、ガーベラから飛ひ空くう艇てい乗りを招いてレース競技もやってみよう。姫も、その折りにはお手伝い願えるかな」

「馬ば鹿かな！」

　はっとガーベラ王女の追想を遮さえぎったのは、若き将軍ザースであった。腰こしから剣を引き抜ぬきざま、

「陛下がお亡くなりになられただと？　戯たわ言ごとを抜ぬかすな。いや、たとえそれが真実であったとしたなら、誰だれあろう、貴様自身が手にかけたのではないのか、邪じや教きようの衆よ」

　鋭するどく叫さけんで、大おお股またに長老のもとへ歩み寄ろうとする。もとより、彼のような直情型の若者は、突とつ然ぜんメフィウスの中ちゆう枢すうに喰くい込こんできた竜りゆう神しん教きようをよくは思っていなかった。武人が武人らしく戦ってきたからこそメフィウスの地じ盤ばんが築かれてきたという自負を、彼は家いえ柄がらとともに受け継ついでいる。

「いますぐ、陛下のもとへ案あ内ないいたせ。でなければ、その枯かれ木のごとき首、刎はねてでも……」

　数歩の距きよ離りまで迫せまったとき、長老は腕うでを下から上へとひと振ふりした。そよ風ひとつ起こせぬほどの、弱々しい抗あらがいでしかなかったが、ザースは嘲ちよう笑しようを浮うかべようとはしなかった。

　いや、むしろ苦く悶もんの表情になって、その場に膝ひざをついた。「おおお」と嚙かみあわせた歯のあいだから苦しげな声が洩もれ出ている。顔は赤く染まり、首に太い血管が浮き出ていた。

　兵たちが恐きよう怖ふの声をあげていっせいにあとずさった。敵味方かかわりなく、ともに抱きあうような素そ振ぶりをした者とていた。身み悶もだえするザースの身体からだから、ばちっ、と青い放電が起こったようにも見えて、その不可思議な魔ま道どうの技に全員が度ど肝ぎもを抜かれたのだった。

「その場になおっておれ、若わか僧ぞう」

　長老自身、その顔は苦痛にゆがめられている。ビリーナには、そして状じよう況きようをやはり啞あ然ぜんとなって見守るばかりのオーダインにも理解できないことだったが、『力』を行使するのに肉体が限界を迎むかえつつあるのだろう。

　だが、長老は最後の力を振り絞しぼろうというように、その手をメリッサのもとへとのばした。皇后は自分がザースと同じ運命に見み舞まわれると思ってか、一いつ瞬しゆん顔を蒼そう白はくにさせたものの、

「この手を取るがよい、皇后」

　長老は息を乱しながらもそういった。

「この手を取り、わしとともに来るのだ。それが新たな運命図の指し示した未来よ」

「そ、それで」メリッサは胸むねを大きく起き伏ふくさせていた。「それで、どうなります。陛下が亡くなられ、メフィウスを去って、それでなんとなります。わたしは、いえ、わたしのお腹なかのややは？　メフィウス一国のみならず、いずれは天下をおさめると予言されたわが子は？」

「まさしく、その子がためよ、メリッサ」

　長老は、ともすればいまにも閉じられてしまいそうなほど重たげな瞼まぶたを、力ずくで、かろうじてこじ開けているふうである。

「黄金率の崩ほう壊かいした運命の盤ばん上じようにあって、唯ゆい一いつ消えず、残された光があった。すなわちわしの理想とする未来を築くため、ただひとつ残された希望。それこそがそなたの胎たい内ないに宿った子なのだ」

「……」

「来るのだ、皇后。そなたが手に取るべきは王女ではなく、わしのこの手。そなたの子が覇は王おうの道を歩む未来は、この手の内にしかない」

「なりません！」

　ビリーナが唐とう突とつに声を発したのは、本能的に老人の発する邪じや悪あくな気配に気づいたからか。

　だが、皇后の手は宙を伸のび、長老と掌てのひらを重なりあわせた。

　瞬しゆん間かん、皇后は首を垂たれ、力をぐったりと抜ぬいて、長老にそのまま抱かれる格好となった。意識を失ったと思おぼしきメリッサの背を、細い腕うで一本で支えながら、

「貴婦人を守るには騎き士しの役割も必要だろう。ザースといったか、小こ僧ぞう、そなたもともに来るのだ」

　そのひと声だけで、苦く悶もんにゆがんでいたザースを立ちあがらせると、自分の代わりに皇后を両腕に抱きかかえさせた。操り人形の糸を繰くるのにも似ていた。

「ま、待てっ」

　遅おくればせながらオーダインが制止の声をあげた。部下たちのほうを振ふり向いて、

「奴やつを捕とらえよ。皇后さまをかどわかすつもりだ」

　と叫さけぶ。兵たちもわれに返り、彫ちよう像ぞうのようだった四し肢しに見る見る生命力を取り戻もどした。浅黒い腕に力こぶを浮うき立たせながら剣けんを抜き、銃じゆうを身構える。

　抜きつれた白はく刃じんの輝かがやきは、老人をいっせいに取りかこむかに見えたが、このとき長老はいったん目を閉じると、「むん」とひと声発しながら、両の手を彼らのほうへと突つき出した。

「わあっ」

　先頭にいた兵があわててその場を飛び退いた。

　青い稲いな光びかりが眼前の床ゆかへと落ちたのだ。

　石の床が黒い煙けむりを噴ふいた。

　無論、天を見あげてもそこに黒雲はなく、高い位置に天井があるきりだ。だというのに、次から次へと稲妻は降り注ぎ、一瞬、青く放射された光が四方八方に入り乱れて、あたかもそこに電でん磁じの竜りゆうを生み出すかにも見えた。その竜に立ちはだかられる格好で、兵たちはあるいは剣を捨てて逃にげ出し、あるいはたたらを踏ふんで進むも戻るもならなくなった。

　オーダイン将軍は、生まれてはじめて目にしたといっていい魔ま道どうの技に息を吞のみ、兵を鼓こ舞ぶする声とてあげられない。

　ビリーナも、皇后を取り戻そうと駆かけ出したはいいが、さすがに絶え間ない稲妻の前に前進を阻はばまれた。

　と、

「勇ゆう敢かんなる王女よ」

　ぞっとするほどに沈しずんだ声が聞こえた。

　青く、白く明めい滅めつする、いわば光の格子の向こうから、長老のやはり青く煮にえたぎったような目がこちらを見ている。

「いまは、捨ておこう。この国の領土も民も、そしていずれ勝利の凱がい歌かをあげるであろう皇太子も。だが、覚えおけ。人の支配する王国の、人の紡つむぐ歴史のなんと小さきこと、なんとはかなきことか。わしは必ずや戻もどってくる。新たな世界をこの地上に顕けん現げんさせんがために」

　ビリーナに返す言葉などあろうはずがない。

　彼女には、声を放った老人の氏うじ素す性じようすらろくにわからぬ。

　ただ、これは彼女の性格だろう、居い丈たけ高だかにいわれたことでむっとするものを感じた。

「お待ちしましょう、魔ま道どう士し」

　ビリーナ・アウエルは唇くちびるを嚙かみしめてから、そういった。

「人の手によらぬ国、歴史、世界でありますか。楽しげな夢物語です。わたしたちは、ならばせいぜい地面を這はいつくばり、歯を食いしばって、人の手と、流された血ち潮しおとで小さき歴史を紡ぎながら、あなたのいうその未来を待つといたしましょう」

　長老は一いつ瞬しゆん憎にく々にくしげな表情になったが、もはや言葉としては応じず、光がなお降りやまぬ向こう側へと、皇后、ザース、そして数名の老人らとともに消えていった。




　　　　２




（お母さま）

　このあいだ、ひと声すら放てず、神殿の闇やみに吞のみ込こまれたがごとき小さな人ひと影かげがあった。

　フローラ・メフィウス。

　確かにこの場にあっては、誰だれも気を留とめぬほどちっぽけで、存在感のない少女である。

　母に半ば無理やり神殿に連れてこられながら、その母は長老とともに神殿から姿を消した。術の主が遠ざかったためか、青白い稲いな光びかりもやみつつある。

　オーダインが部下を走らせ、あとを追わせた。とともにひとりを選んで、神殿の入り口へ伝令に向かわせた。

「包囲している以上、どこへ逃にげられるとも思えんが、あるいは彼らのみが知る隠かくし通路の類たぐいがあるかもしれん。イネーリさまに申しあげ、増ぞう援えんの兵をこちらへ──」

　男たちの怒ど号ごう、掛かけ声、床ゆかを蹴けっていく荒あら々あらしい足音。

　それはフローラひとりを置き去りにして左右を流れ飛んでいく。いつかと同じだ。皇太子がエンデに発たって、ソロンが混迷に見み舞まわれた直後、やはり宮殿内でフローラは孤こ立りつしていた。騒そう音おんをともなうすべての事こと柄がらが、彼女とはかかわりのないところで起きて、流れて、そして消えていく。

　フローラは、しかし、母が光に遮さえぎられた闇やみの向こうへと姿を消しても、さして悲しいとは感じていなかった。義理の父──皇帝グールの死に関しても。立てつづけに多くの事こと柄がらが起こったために、フローラの年ねん齢れい以上に幼い心が麻ま痺ひしていたともいえるし、どこかでか、

（お母さまも、わたしとはかかわりのない人）

　という諦てい念ねんが生じていたためかもしれない。いまは亡き父の思い出すら、母の念頭からは消え去ってしまったのだと思い知らされた瞬しゆん間かんから。

　男たちの声が騒そう々ぞうしくひびくなか、フローラも、一歩を歩みだそうとした。どうあれ、母も父もいない以上、ここには居場所がない。では、どこに自分のいるべき場所があるのか、と問われれば、答える言葉もないフローラだ。憧あこがれ、尊敬してやまなかった姉も、いまや遠い。同じ絵本や人形に興きようじていた過去は、もはや振ふり返ってもその名残なごりさえつかめぬ場所にまで遠ざかって、いまの姉は自分にはわからぬことで喜び、嘆なげいて、苛いら立だっている。

　うつむいたフローラの小さな一歩が踏ふみしめられた。と、

「どこへいかれる？」

　誰だれも干かん渉しようなどしてこないはずのフローラの領りよう域いきに、土足で踏み込こんでくる影かげがあった。それはおびただしい熱と、獣けものじみた体たい臭しゆうを放っていた。

　その男は背後からフローラの肩かたに手をかけると、そのまま息苦しくなるほどの力で羽交い締めにした。

「フローラ皇おう女じよ！」

　気づいたビリーナがはっとしたように呼びかける。

　皇女の歩みを後ろから縫ぬい止めた男も、ある種、フローラと同じ境きよう遇ぐうにあった。

　皇后に請こわれてこの薄うす暗ぐらい空間に同行したはいいが、結局のところなにも為なすこともできぬまま、惨みじめに取り残されてしまった。

　元黒くろ兜かぶと団だん団長オーバリー・ビラン。

　彼は、腰こし帯おびから幅はば広ひろの剣けんを抜ぬくと、それをフローラの眼前にかざしながら、

「皇后も、長老も去ったとはいえ、おれは……おれだけは、騙だまされぬ。おれだけは、偽にせ者ものの皇太子などに屈くつせぬぞ」

　多量の唾つばを吐はき散らしながらおめいていた。

「こ奴やつは人質だ。いますぐ、おれの目の前にギル・メフィウスを偽ぎ証しようする愚おろか者をつれてこい。貴様らの前で、このおれが正体を暴いてくれる」

　目をいっぱいにみはって瞳ひとみをわななかせる少女を盾たてにしながら、オーバリーは神殿の隅すみへと移動して背中を壁かべにつける。

　広間には、まだオーダインをはじめ数名の兵が残っている。銀ぎん斧ぷ団だん将軍は部下に命令を下そうとしたが、

「動くな！」

　とオーバリーはひと声あげて剣けんをフローラの首にあてがう。少女の甲かん高だかい悲鳴が起こるとともに、兵たちの足がその場に縫ぬいつけられた。

「おやめなさい」ビリーナも近づきかけていた足を止め、大声をあげていた。「これ以上抗あらがってなんになるというのです。いますぐ皇おう女じよさまをお放しなさい」

「黙だまれ、ガーベラから遣つかわされた毒どく蛇へびめが」

　オーバリー・ビランはぺっと口から唾つばを吐はき捨てる。

　その目は血走り、いかにも常じよう軌きを失った男のそれのようでありながら、しかし同時に死地にあって勝利をあきらめぬ武人のそれのようでもあった。実際、彼はすでにソロンで軟なん禁きん状態にあったころ、理性を消失しているような期間を過ごしている。その時期に比べれば、いまのオーバリーは正気をなくしたどころか、むしろ武将らしい心意気を取り戻もどしていたといえるだろう。

「貴様らがこぞって馬ば鹿かげた芝居をつづけようとしたところで、真実だけはねじ曲げられん。聞いたであろう、皇帝陛下はみまかられた。メフィウスはもはや全土が火の海に等しい。すべての誤りの元凶はあの奴ど隷れいにある。あの男を討うたせろ。いや、討たねばならんのだ。この黒くろ兜かぶと団だん将軍の名と命にかけてな」

　オーバリーの掲かかげる剣は、布きれで右手に縛しばりつけてある。かつては肉体の一部であるかのように自在に操っていたその剣も、いまやそうしなければ手に持つことさえできないのだ。オーバリー・ビランは、そう、武人である。戦場を駆かけまわって敵の命を奪うばうことでその存在価値を認められ、メフィウスで地位を得てきた。だからこそ、こうなったいま、その地位にすがりつこうなどとは考えていなかった。

　だが、せめて。

　せめてのこと、彼はメフィウス武人として最後の大仕事を為なさねばならない、と身体からだを傷つけられ、誇ほこりをおとしめられた痛みや恐きよう怖ふを上まわる勢いで思い込こんでいた。

　ただの復ふく讐しゆう心しんであったかもしれない。自分の未来が暗く閉ざされるのなら、自分をここへおとしめた何者かの未来も奪わねばならぬ、という半ば捨て鉢ばち的な気持ちだったかもしれない。しかしその思いの数割には、メフィウスの戦士としてこの一国を少なからず支えてきたという矜きよう持じがある。自負がある。そしてその国を誤った方向へ進ませてはならぬという正義がある。

　そう、正義だ。忠節やら義やら、それは一定の形と規き範はんがあるようでありながら、実のところ個々人の形や思おも惑わくがもっとも如によ実じつにあらわれるものであろう。オーバリー・ビランにはこのときまちがいなく胸むねをいっぱいに満たすだけの誇りがあったということだ。

　だから、オーダインが一歩進み出て、

「早まるな、オーバリー将軍。国の未来を案ずるようなことを口にしながら、おまえはほかならぬ皇女さまの首に剣を向けている。それでなんの義がおまえに立とう」

　そういったところで、オーバリーには笑い声で返す余裕があった。

「皇おう女じよだと？　おまえらにはまだそう見えるのか。見えるからこそ人質としては役に立とうというものだが」

　すなわち、皇帝が亡くなり、その皇后も姿を消した以上、メリッサの連れ子に過ぎぬフローラなどに皇族としての価値はない、ということだ。偽にせ皇太子を討うつというオーバリーが掲かかげる正義とは、そもそも正統なる血筋の後こう継けいであるから、フローラに膝ひざをつく必要はないのだった。

「さあ、なにをしている。銀ぎん斧ぷ団だん将軍？」オーバリーはその体格や顔の造作からすると驚おどろくほどに薄うすい唇くちびるをゆがめて笑った。「ここで無む駄だな言葉を交わしていてもなんにもならぬ。時間稼かせぎをしているつもりだろうが、『皇女』さまのほうが先にくたばってしまわれるぞ。おまえはさっさと皇太子どのを呼びに走るがいい」

「皇太子どのはここにはおられない。エンデからお帰りになられるまで──」

「ならば力ずくでもつれてこい！」オーバリーが吠ほえた拍ひよう子しに刀身が震ふるえた。「それとも、また偽者をしつらえて、この場に引っぱり出すか？　それでもいっこうに構わぬぞ。どれだけ偽者を生み出そうと、おれが片っ端ぱしから斬きり捨てるだけの話だ！」

　フローラの目から涙なみだが滴したたり落ちた。母も、姉も、そして父もいないこの場において、自分がどれほど無価値で、居場所のひとつもないちっぽけな少女であるかを思い知らされていた。

　と、

「近づくなといったはずだ」

　オーバリーが視線をぎょろりと動かしてふたたび歩みを止めさせたのは、ガーベラ王女。しかし王女はこのとき、

「メフィウスの猛もう将しようともあろう方が、丸まる腰ごしの婦女子に恐おそれをなそうとは、情けのない」

「なに？」

「あなたがおっしゃられたとおり、その方にもはや人質としての意味はありますまい。これ以上騒そう乱らんが長引く愚ぐを避さけるため、ここはいっそのこと、フローラさまごとあなたを撃うち殺そうという決断が為なされてもおかしくはない。そしてこの事実は公表されることなく、フローラさまのお命を奪うばったのは、錯さく乱らんしたオーバリー・ビラン、あなたということにされるでしょう」

　思わずオーダインが顔色を変えるのをよそに、ビリーナはまた一歩、オーバリーのほうへと詰つめ寄る。対する元黒くろ兜かぶと団だん団長もさすがに狼ろう狽ばいの色を隠かくせない。いまここで王女が「撃て」と命じたらどうなるのか。命が風前の灯ともしびなのはもちろん、誰だれよりも国を守ろうとした自分が、奴ど隷れい以上に誇ほこりも地位もおとしめられ、歴史に汚名を残す結果となる。それを、武人であろうと最後の悪あがきをする男だからこそ、恐れた。

「だから、オーバリー将軍。盾たてにする価値もないその少女をお放しなさい」

「馬ば鹿かめ、そのような甘かん言げんに乗せられるおれだと思ったか、小こ娘むすめ」

「馬鹿であろうと小娘であろうと」王女はいった。「その方以上には人質としての価値は認められましょう。わたくし、ガーベラ国王女ビリーナ・アウエルならば」

「なに？」

「わたしを人質にしてはいかが、と申し出ているのですよ、オーバリー・ビラン」

　皆みな、一いつ瞬しゆん声を失った。神殿の奥おくでは、オーダインの命令を受けた部下たちが長老たちを探しまわっているのだろう、荒あら々あらしい足音が反はん響きようしている。

　それがいっとき途と絶だえた隙すきを狙ねらったように、ビリーナがさらに一歩。

「来るな」

「英えい雄ゆうどの、どうか、フローラさまをこちらへ。わたくしはガーベラ王女の名にかけて逃にげも隠かくれもいたしません」

「いまさらかけるほどの大層な名がおまえらにあるものか。いいなりになる奴ど隷れいのような奴やつを玉座に据すえ、背後から、メフィウスごと思いのままに操ろうとするおまえたちが──」

　緊きん迫ぱくした状じよう況きよう下かにありつつも、思わずこのときビリーナ王女は微ほほ笑えんでしまいそうになった。

　いいなりに操る、とは確かに自分がメフィウスへ輿こし入いれする際に掲かかげていた目的であったからだ。

　だが、いまのビリーナには事態を打だ破はできるだけの作戦も計算もない。

　このとき──、

　奇き妙みようなことに、オーバリー・ビランの掲げる大義を正しく理解したのは、ビリーナ・アウエルただひとりきりであったかもしれない。

　王族、皇族の正統なる血筋を正義の規き範はんとするのは、この世界、この時代、決して誤ってはいない。

　ビリーナ・アウエルには痛いほどわかった。自分自身、同じ問題に端たんを発する葛かつ藤とうに身を焼いたばかりである。だから、あたかもビリーナにはオーバリー・ビランという巨軀きよくの将軍が、十四歳の王女その人と同じに見えたのではあるまいか。もしくは、世界にあまねく王冠や玉座、そうした『正義』の象しよう徴ちようそのもののように見えたのではあるまいか。

　繰くりかえすが、奇妙なことだ。元将軍のこの行動を、同国の軍人であるオーダインも、同じ玉座の下にひれ伏ふす兵士たちも、追い詰つめられた謀む反ほん人にんが苦しまぎれに暴れている、というようにしか受け取らぬなか、ただひとり、異国からやってきた少女のみが共感したのである。

　だから、自ら進み出ようとした。もしこのままいたずらに時間のみが過ぎれば、それこそビリーナ本人が口にしたとおり、フローラが見殺しにされてしまう恐おそれがある。それでは誰だれも救われない。憐あわれなフローラも、同じく憐れなオーバリー・ビランも、ギル皇太子不在のソロンにて留守を預かろうと決意したビリーナ自身も。

　と、オーダイン・ロルゴはこのとき、オーバリーの視線がビリーナ王女に釘くぎづけにされているあいだ、ひそかに部下たちへ目配せした。無言のうちに命令を理解した兵数名が、左右に散り、オーバリーを挟はさみ撃うちにできる位置へと移動する。

　王女がさらに一歩近づこうとした。

「来るなといっている！」

　オーバリーは吠ほえると、横に剣けんをひと振ふりした。牽けん制せいのための一いち撃げきでしかなかったが、瞬しゆん間かん、

「王女！」

　あわてて声をあげたのが、オーバリーの右方に近づきつつあった兵士である。

　はっと視線を差し向けたオーバリーは、兵たちの目もく論ろ見みに気づいて、憤ふん怒ぬの表情になった。

「貴様らあ」

　悲鳴をあげるフローラをさらに深く胸むなもとへ引き寄せると、剣をその首にもう一度あてがった。

　瞬間、轟ごう音おんとともにオーバリーの足もとがわずかばかり宙に浮ういた。

　いや、彼だけでない。ビリーナも、オーダインも、フローラも、兵たちの老いも若きも、全員が震しん動どうに足をすくわれ、よろめいていた。




　このとき、大神殿を取りかこんでいた民たちもいっせいに声をあげていた。

　階段を隔へだてた前面の入り口とは真裏に位置する場所から、突とつ然ぜん落らく雷らいしたかのような音が轟とどろくと、そこからもうもうたる煙けむりが立ちのぼったのである。

（火をかけたか）

　大勢の人間がそう思ったことだろう。謀む反ほん人にんか、神殿に立ち入ったオーダイン側か、ともかくも、いずれかが神殿に火を放ったのだと。

　だが、次の瞬間、彼らは、等しく目もく撃げきした。

　いっぱしの武将のように床しよう机ぎに腰こし掛かけていたイネーリ・メフィウスも、思わず席を立ってぽかんとそれを見あげた。

　崩くずれ去った神殿の一角から浮ふ上じようしてきたのは、一隻せきの飛空船。

　しかし魔素エーテルの効果をもって地面から離はなれていくというのとはちがう、その銀色の光こう沢たくを放った船は、底部から炎ほのおを吹き出し、その炎で噴ふん煙えんを吐はき散らしつつ、幼い竜りゆうの遠とお吠ぼえめいた大だい音おん声じようを放ちながら上昇していくのだ。

　いま、白々と昇りはじめた朝あさ陽ひにきらりと船体を輝かがやかせたのも一瞬、その不可思議な船は見あげる多勢の人々に見送られるなか、信じがたいほどの勢いで飛び去って、あっという間に空の一点にきらめく星のようになったかと思うと、あとはなにも見えなくなった。




　オーバリーが前のめりになったのと同じく、フローラもまた床ゆかの上へと転てん倒とうした。

　さすがに強い足あし腰こしで踏ふみとどまったオーバリーは、剣を持っていないほうの腕うでを伸のばし、もう一度少女の肩を摑つかもうとした。

　心気もしびれるような一瞬、両者のあいだに割って入って飛び込こんだ影かげがある。

　ビリーナだ。

　床ゆかの上を滑すべるように走り込こむと、ビリーナの手がフローラの両肩かたを一いつ瞬しゆん早く摑つかんで、ともに側面へと倒たおれた。

「撃うて」

　叫さけび声の主はオーダイン。

　命令を受けた兵たちが銃じゆう火かを放った。不可思議な震しん動どうが起こった直後とあって、大半は外れたが、一発、二発の弾だん丸がんがオーバリーの身体からだに喰くい込んだ。

「おのれ」

　それをまったく意に介かいした風もなく、オーバリーは剣けんを振ふりあげた。よろよろとした足取りでしかなかったのに、近づいてくるその影かげに恐おそれをなしてか、兵のひとりは銃を構えたまま逃にげることもできず、最後に放った一発も足もとの床を砕くだいたばかりで、結局はその大剣に頭ず蓋がい骨こつを叩たたき割られて死んだ。

「お、の、れ」

　さらなる犠ぎ牲せい者しやを求めて、オーバリーが剣を高く高く振りあげる。

　銃声がふたたび打ち鳴らされた。

　元黒くろ兜かぶと団だん将軍オーバリー・ビランはこの一瞬、なにを見て、なにを聞き、なにを感じたか。

　掲かかげた手から剣が滑り落ちた。

　床に跳はね返って鈍にぶい音を立てるのと、オーバリーの巨体が唐とう突とつに『張り』を失い、後方に傾かしいだのはほぼ同時。

　オーバリー・ビランは大の字になって倒れ、そして動かなくなった。

　なお銃声がやまなかったのは、最後の最後で彼が見せた鬼き神しんのごとき姿ゆえか。

　やっとのことでオーバリーが死んだと兵たちが実感し、神殿内に静けさが舞まい降りたとき、ビリーナ・アウエルはいくばくかの寂せき寥りよう感を顔に漂ただよわせながら、彼の死し骸がいを見おろしていた。

　それが、祖父の姿に見えた。父の姿に見えた。二人ふたりの兄であり、自分そのもののようでもあった。




　神殿のなかから、ビリーナ王女に肩を支えられながら、陽光降り注ぐ外へと一歩踏ふみ出したとき、やはり周囲一帯から注がれた大観衆の声を、フローラ・メフィウスはまるで異国の音楽のように耳にした。

　いつしか、陽ひがのぼっている。

　すぐさまイネーリが駆かけ寄ってきた。

　姉がまず声をかけたのはビリーナ・アウエルに対してである。何事かフローラの頭上で言葉を交わしていたが、大観衆の声にかき消されてか、あるいは最初からフローラの知覚する領りよう域いきに入ってこなかったか、なにも聞き取れはしなかった。

　と、イネーリの手がフローラの髪かみに触ふれた。

　一いつ瞬しゆんびくりとなったフローラだが、すぐさま顔をあげて姉のほうを仰あおぎ見る。

　しかしイネーリはもう妹のほうを見ておらず、駆かけ寄ってきた兵たちに何事か指示を飛ばしているところだった。

「神殿内をくまなく探たん索さくするのです。またなにか怪あやしい仕し掛かけがないとも限らない」

　自由の身になったとて、フローラにはいくべき場所がないように思われた。

　父母もなく、皇帝の娘むすめという立場を失ったいま、彼女になにが残されたのだろう。

　ただ、朝あさ陽ひはまばゆく、朝のこの時間帯、吹きつけてくる風はやや冷たさを帯びて心地ここちいい。

　思えば、イネーリとて同じ立場だ。だからこそ必死になって、自分の居場所をつくり、守って、そこで生き抜ぬこうとしている。

　異国からはるばるやってきた王女ビリーナも。

　かつて『うつけ』と称しようされながらも、戦いに打ち勝つことでいまや帝朝の中心人物となった若者も。

（わたしも──）

　居場所をつくらねばならない。自分の力で。

　姉が思うそれと、自分のそれとは、方法も、形も、まったく異なるものになろうが、いまのフローラ・メフィウスにはたったそれだけの決意でも十分に重く、かたく、そして自分でも頼たのもしいと思えるものだった。

　空にはひときれの雲が低く浮かんでいて、それが太陽と重なるまいかどうか、迷うような仕草で風に運ばれていた。




　　　　３




　ザファルの亡なき骸がらから剣けんを引き抜くと、新たにしぶいた血のりがオルバの足もとを汚した。

　一瞬、辺りは無言になった。

　ダイランの兵たちにとっては、突とつ然ぜん巻き起こった殺さつ戮りくも夢む魔まじみて奇き怪かいなものならば、その加害者たる男を討うち果たしたギル・メフィウスの手しゆ腕わんも十分に怪かい異いなものであった。

「魔ま道どう士しだ」

　オルバは、あえていわずもがなのことを口にした。

　目覚めたばかりとはいえ、兵たちがどのような精神状態におかれているかは理解できる。このような摩ま訶か不思議な力を前に、鉄の剣が、槍やりが、銃じゆう弾だんが、どのような効果を及およぼすものか。長年の鍛たん錬れんさえも、魔道の操る炎ほのおや雷いかずちの前ではまったくの無む駄だではないのか。

　そのような恐きよう怖ふ、動どう揺ようがあろう。ガルダと戦った際、オルバ本人がまさしく西方で経験してきたことだ。

「アリオンの放った暗殺者だろう。おそらくはケイネスどのを狙ねらってきたが、おれが邪じや魔まになって矛ほこ先さきを変えたのだ。だが、見よ！」

　オルバはザファルの死し骸がいを踏ふみつけた。

　剣けんによる勝負を避さけた暗殺者など、敵としての尊厳すら許されない、という態度で、

「いま、おれの剣により、屍しかばねとなって足もとに横たわっている。わが鋼はがねに断てぬものなどない。これをアリオン軍の愚おろか者どもに知らしめてやるのだ！」

　剣を掲かかげた。

　第一に、「おうっ」とこれに応じたのはパーシルである。「おう、おうっ」とメフィウス兵がつづいた。

　鬨ときの声をあげるとあって、これに応じぬダイラン武人ではない。

「おう、おう。お、おーう」

　皆みな、雄おたけびをあげて得物や拳こぶしを宙に振ふりあげた。

　どうあれ、勝った。どうあれ、剣でかたをつけた。

　それを異国の若武者がやったのだ。自分たちにもやってできぬことはない。

　男たちの重々しい唸うなりを背に、オルバは新しく口輪を引かれてきた馬に飛び乗る。

　部隊をふたたび大急ぎでまとめさせた。その間、ホゥ・ランを安全な屋根の下に運ばせ、バイアンはほかの竜りゆう丁ていの手で檻おりに戻もどさせる。ほどなくして準備がととのった。

「では」

　とケイネス・プルートスに馬上から声を送ると、ごく当たり前のように手た綱づなを取り、ダイランの北門めがけて駆かけ出した。どっどっどっ、とあとにつづいた騎き馬ばたちの蹄ひづめが連続して地面を叩たたく。銃じゆうや槍やりを手にした歩兵がさらにあとを追った。

　ケイネスは、いまだ興こう奮ふん冷めやらぬ様子の孫まご娘むすめ二人ふたりを左右に抱きながら、軍団の後ろ姿を見送った。

　北の国境を守しゆ護ごするプルートス家の当主は、当然、メフィウス人と声を交わすはおろか、目まの当たりにするのもはじめてだ。

（なるほど、武人だ）

　彼は、メフィウス皇太子ギルにそのような感想を抱いだいた。ダイラン武人にも引けを取らぬほどの勇ゆう猛もうぶりでありながら、しかしダイラン武人にはない種類のものを感じる。

　漂ただよわせる空気が、どこか重い。

（目が暗いのだな）

　あとで振り返るに、ケイネスはそう思いいたった。そしてそれは、ダイラン武人の典型のようにいわれるエリック公子とて共通するものだということにも気づいていた。

　国を負う、という覚かく悟ごは若者をしてそのような雰ふん囲い気きを漂わすものらしい。

　いや、若者だからこそ、まだ隠かくしとおす術すべを知らぬというべきか。

　エリックが無事帰ったら、そのことを伝えようかどうしようか、ケイネスは迷った。年長者としていままでエリックをダイラン武人として導いてきた自負はあるものの、これからエリックが辿たどる道は彼にも未経験の領りよう域いきであり、知った風な口を挟はさめば余計な知恵を与えかねない。

（まだ、気が早いか）

　ケイネスはなんとはなしに苦笑いしたい気持ちになっていた。




　オルバ隊、北上。

　十数分ほど前、カセリアの一隊が水しぶきをあげながら渡わたっていた川に差しかかる。

　ダイランの兵たちが火を掲かかげて、馬で渡れる瀬せを指し示してくれた。

　オルバ、パーシルが先頭の座を競うように渡と河かをはじめる。

「パーシル、離はなれろ」オルバが、跳はねた水を面おもてに浴びながら怒ど鳴なった。「前にもいわなかったか。おまえにくっつかれると、まるで子守りされているようだ」

「また怪あやしげな襲しゆう撃げきがないとも限りませぬ。いざとなれば盾たてになる所存」

（あれは、アリオンの手の者などではないさ）

　オルバは胸きよう中ちゆうにはそう思ったが、彼本人にしたところで、口外できるほどの確証があるわけではない。

　謎なぞは数多く残った。

　ガルダの手下と名乗る者が自分に狙ねらいを定め、その正体を探さぐろうとしていたのはなぜか。そもそもガルダはまだ生きているのか。であるなら、その目的はなんであるのか。

（西方を喰くい荒あらすのをやめて、今度は大陸中央部に手をのばそうというのか？）

　推測、憶おく測そくの類るいを抜ぬけ出ない。それもそのはず、いくらか魔ま道どうというものに触ふれ、実際に剣けんを交えたことのあるオルバにして、その実態は霞かすみのように摑つかみがたい。

（知識は必要になるかもしれない）

　得体の知れぬものだからこそ、その情報だけは仕入れておきたかった。ただ、それはのちのちの課題であって、すでに戦せん端たんの開かれたいま、足を止めてまで気にしてもいられない。

　これはいわば彼の流りゆう儀ぎであるが、

（はじめる前は味方が苛いら立だつほど慎しん重ちように）

（はじまれば、味方が焦あせるほど大だい胆たんに）

　というやり方を、オルバは徹てつ底ていしていた。

　ひたすらに馬を駆かって北上。

　と、川を越こえて数分もしないうち、地面に横たわる兵たちの姿が目についた。

「ギル皇おう子じ！」

　オルバが手た綱づなを引き絞しぼるのと、足もとから呼びかけられたのはほぼ同時。最初、オルバはそれが誰だれであるかわからなかった。流された血が夜よ闇やみと同化して、あたかも顔半分、身体からだ半分でのみ突つっ立つ妖よう怪かいの類たぐいに見えたからだが、

「ギリアムか！」

　思わず大声が出た。

　顔かお馴な染じみの巨漢は、顔や身体からだのいたる箇か所しよに傷を負っていた。斧おのの柄えを地面につき、脇わきに挟はさんでその巨体を支えながら、両手になにかを抱いている。尾お羽は打ち枯からした彼の姿を見るまでもなく、隊が壊かい滅めつ状態にあるのはあきらかだ。

　ギリアムは、きらりと光るまなざしをオルバに向けながら、

「面めん目ぼくもない。ただ、これだけはなんとか奪うばい返しました」

　という。

　オルバは、その雰ふん囲い気きにただならぬものを感じながら、震ふるえる手で捧ささげられたそれに触ふれた。

（あっ）

　目が見開かれた。

　そこに、鉄の仮面があった。

　奴ど隷れい時代の彼を象しよう徴ちようする虎とらの鉄仮面は、彼以外の人間の顔面を覆おおいながら、血を滴したたらせつづけている。仮面そのものの流す血のようにも見えた。自分自身の亡なき骸がらと相対しているようにも思われた。

「誰だれだ？」

　オルバは、自分の声が脳内に反はん響きようして、外部に洩もれたとも気づかなかった。だから、

「あの者たちです」

　とギリアムが前方の闇やみを指差したとき、はっとわれに返ったように面おもてをあげた。

　ランス・マズポッターの一団だ。

　彼らは、『オルバ』を討うち取ったあと、群がりかかってきたメフィウス兵たちを迎むかえ撃うった。数は拮きつ抗こうしていたが、ただばらばらに撃ちかかるばかりのメフィウス側は、組織だって動くアリオン側に、いいように切り崩くずされた。

　戦力の要かなめともいえるギリアムが早い段階で負傷してしまったのも痛手となった。彼は、なんとしてでもオルバの仮面を取り戻もどそうと、単身、ランスに挑いどみかかったのである。

「意気やよし」

　ランスも応じた。その槍やりでギリアムは兜かぶとを割られ、胸むねの甲かつ冑ちゆうに穴を開けられた。元剣けん闘とう士しの戦せん斧ぷは豪ごう快かいな風をいく度となく巻き起こしたが、ランスにはかすりもしない。

　ギリアムは馬をも失いつつも、しかしかろうじて虎の鉄仮面を、それをつけていた戦士の首ごと奪い返すのに成功した。

　気がつけば、隊の半数以上が死し骸がいとなって横たわっている。

　いよいよあとはひと息に吞のまれるだけか、と、ギリアムが撤てつ退たいの合図を出そうとしたとき、ギル・メフィウスの部隊が南方からあらわれたのである。

　ランスは、

（増ぞう援えんが来た）

　と見るや、いったん馬を北東のほうへと走らせた。敵の数が多い。撤てつ退たいしやすい位置に移動しつつ、敵の追い足を鈍にぶらせようという作戦だった。

　こういう作戦はランスには手て馴なれている。

　血に猛たけりやすいカセリアを常に補佐してきたのだから当然だ。カセリアが敵の拠きよ点てんを襲おそい、殺さつ戮りくに酔よいしれているあいだ、ランスは馬を飛ばして、これに迫せまる敵部隊を攪かく乱らん、あるいは分断してきたのだ。

　と──、

「殿下！」

　と叫さけんだのはギリアム、パーシル両名である。

　このとき、馬上のオルバは、信じがたい行動に出ていた。

　ギリアム、パーシルのみならず、ギルの率いてきた配下の兵たち皆みなが啞あ然ぜんとするほどだったが、少なからずオルバの経緯いきさつを知っている両名からすると、それはますます常じよう軌きを逸いつした行動に見えた。

「おいっ」

　と思わず立場も忘れてギリアムがオルバに迫ろうとする。顔の半分をどす黒く染めているだけに異様な迫はく力りよくがあったが、オルバは馬上から腕うでをひと振ふりしただけで彼を地面に突つき倒たおした。

　そのギリアムの胸むなもとに放物線を描えがいて投げ返されたものがある。ただし、鉄仮面は失われていた。

「それは、おまえが持っていろ」

　馬上から、オルバはあたかも感情のない死神のように告げた。

「マントで包んで、なんぴとにも顔を見せてはならん。オルバは、鉄の虎とらだった。それでいい。素顔を余人に知られるようなことがあってはならない」

　その言葉と矛む盾じゆんした行動を取りながら、オルバは馬の脇わき腹ばらをひときわ強く蹴けった。

　一方、ランス・マズポッターは、ちらりと肩かた越ごしに視線を後ろに投げた。敵の一団が追ってくる。なかに、飛び抜ぬけて追いすがってくる一いつ騎きがあった。

（ふん）

　アトールの独どく眼がん竜りゆうはせせら笑った。

　脇にしていた槍やりを改めて手に取ると、するすると器用に柄えの部分を移動させつつ、身構える。

「一番隊、反転！」

　と叫ぶや、馬に鋭するどい円えん弧こを描かせ、数名の騎馬武者もろとも急きゆう旋せん回かいした。

　ランスが独眼竜として名を馳はせ、彼の指し揮きする騎馬隊がアトールでも最強とうたわれたのは、馬の円運動に長たけていたからだ。その重要性に気づいたランスは徹てつ底てい的に馬や部下に厳しい訓練を課してものにさせた。アリオンに所属してからも同様である。

　敵に追いかけさせておいて、多少広い道に出ると、この『反転』をやる。少人数単位で順次方向転てん換かんしたこの騎き馬ば隊が、突とつ撃げきをかける。よもや逃にげていた敵が真っ向から向かってくるとは思いもよらなかった敵部隊は動どう揺ようする。そこを、縦たてに切り崩くずすのだ。

　今回も、ランスを先頭に四名の騎馬武者がつづいた。

　一いつ瞬しゆんだけ勢いの落ちた馬を強引に駆かり立てて、敵方面から吹きつけてくる風を身構えた槍やりの穂ほ先さきで突つき破やぶっていく。

　しかし飛び抜ぬけた敵の一騎、動揺らしい動揺を見せない。こちらは勢いを落とさぬままひたすらに馬を飛ばしてくる。

（ほう？）

　稀まれに、このような剛ごうの者がいる。

　その場合、ランスはこの者にのみ狙ねらいを定める。

　部隊でも要かなめとなるほどの武人である可能性が高いからで、これを正面から打ち破ってやれば、ますます敵に混乱を与えられる。

　近づいた。

　どちらも、風にふくらんだマントが翼つばさのように翻ひるがえるなか、双そう方ほうが等しいタイミングで槍を身構えた。

　ランスにとって戦場はある意味において日常である。死への恐おそれも、闘とう争そうへの高こう揚ようもありながら、そのどちらも見事に飼いならしていた。いまも、敵の殺気をひしひしと面おもてに浴びつつも、胸むねのなかで冷静に呼吸をはかっている。

　あとひと息の距きよ離り──、

　に迫せまったと見て、ランスが槍の柄えをぐっと握にぎりしめた、その瞬間。

（なにっ？）

　ランスの右目がはっとみはられたのは、果たしてどちらが原因であったか。

　間近にまで迫った敵の顔に、討うち取ったはずの鉄仮面が輝かがやいていたからか。

　あるいは、敵が槍の穂先を持ちあげた、と見えるや、その槍を力いっぱい投とう擲てきしてきたからか。

　鉄仮面の一騎──すなわちオルバは、口に咥くわえた手た綱づなで馬を制せい御ぎよしながら、槍を投げ、それから一気に腰こしの剣けんを引き抜いた。

　引き抜く、という行こう為いそのものが、眼前の敵を横よこ殴なぐりに斬きり裂さく一撃となった。

　ランス・マズポッターは前ぜん屈くつ姿勢で槍をかわしていた。しかしこの一撃はまったくの想定外である。

　それでもなお、槍を突いて一撃を逸そらしたのはさすがというべきか。

　がちん、と火花を散らしながら両者がすれちがった。

　この一いつ騎きが無傷でランスとすれちがおうとは思っていなかったアリオン騎馬たちは、こちらのほうこそ動どう揺ようして、追つい撃げきをかけられなかった。ゆうゆうと敵中を突とつ破ぱしたオルバは、馬足を弱めて、馬上から背後を振ふり返った。

「何者だ？」

　大声でランスが呼びかける。馬上でよろめいた体勢はすばやく立てなおしていたが、彼のほうから戦場で声をあげるのは珍めずらしい。

「オルバ」

　と鉄仮面の武者は返した。ランスは歯ぎしりして、

「馬ば鹿かな、すでにおれが討うち取った！」

「では、討ち洩もらしたのだろう」

　人を喰くった返事だが、オルバにしてみればまったくの真実だ。

　そのころにはパーシルが率いる格好となったメフィウス軍が迫せまっている。

　ランス・マズポッターはまたも判断を誤らなかった。「撤てつ退たい」と叫さけぶや、オルバの側面を通り抜ぬける格好で駆かけ去ったのである。

　そしてこれをオルバは直接追おうとはしなかった。ケイネスから事情を聞いた際、北の砦とりでの場所を耳にしている。おそらく主戦場はその周辺だと思われた。

「つづけ」

　オルバは怒ど鳴なり声をあげた。

　東の空が白々とあかるみはじめている。

　暁あかつきの光を鋭するどく弾はじいた鉄仮面を外し、それを高々と天に掲かかげた。

「この勝利、鉄仮面の勇士オルバがわれらに捧ささげてくれた。これをむざむざ無む駄だにするな。カセリア・ジャミルの本隊を追うぞ！」
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　エンデ公子エリックその人も、すでに乱戦のただなかに身を投じていた。

　周囲はエンデ兵の鎧よろい兜かぶとがずらりとかこんで公子の盾たてとなっているものの、ひとり、またひとりと息を喘あえがせ、血を吐はきながらエリックの足もとに倒たおれていく。

　エリックは最初、長なが柄えの斧ふ槍そうを振ふるっていたが、敵てき刃じんが間近に迫せまってはこれを投げ捨て、剣けんをもって敵の打だ撃げきを撥はねのけていた。

　その間にも、アリオン王子カセリアは猛もう攻こうの手をゆるめない。

　対するエンデ兵も無論のこと敵総大将を討うち取らんとするのだが、このカセリア、前にのみ目が向いているかと思えば、ぱっと身を翻ひるがえして右方からの槍を避さけ、時には馬そのものを左へ跳ちよう躍やくさせざまに背後からの斬ざん撃げきをやり過ごす。

　互たがいの総大将同士が向かいあっての混戦、すでにはじまって十分近くにはなろうか。カセリアは絶えず動いて、絶えず敵と撃うちあう。細身ながら、まるで疲つかれというものを知らぬかのようだ。

　エリックはというと、彼自身も優すぐれた武人でありながら、しかし敵に追い詰つめられているという状じよう況きよう下か、どうしても焦あせりが募つのる。ダイランからあがる火の手が遠方を赤く照らしつづけているのだからなおさらだ。そして焦りは著いちじるしいほどに体力を奪うばってしまう。

　と──、

「いまっ」

　甲かん高だかい叫さけびがあがった。

　カセリアだ。敵の一角が崩くずれたと見るや、そのわずかな穴をこじ開ける勢いで、ここぞとばかりに突とつ進しんしてきた。

　マントが風を孕はらんでたなびいた。真しん紅くのそれは、敵の血を吸ってまがまがしいまでのぬめりを帯びている。

「公子、後ろへ──」

　と、盾たてになった兵が叫ぶのだが、すでにでき得る限りの後退はしてしまった。そしてそう叫んだ兵士も、カセリアにひと太た刀ちも浴びせられないまま、喉のどを突つき刺さされて声もなく倒たおれた。

「もらった」

　とカセリアが喜色満面に叫べば、

「くれてやるか」

　エリックが気合いを返す。

　剣けんと剣とが嚙かみあった。

「ダイランは落ちるぞ、公子」

　カセリアは笑った。エリックとて遣つかい手だ。それを見み越こした上で、笑う。敵の焦あせりを誘さそうためもあったし、彼の場合ただ単にこうしたやり取りが楽しくてならないから、というのもある。

「男たちは皆みなアリオンの奴ど隷れいだ。女たちはその場で兵たちにくれてやる。子供は沿岸諸国に高く売れよう」

（馬ば鹿かな）

　エリックは凄すさまじい視線だけで返答した。肩かたを狙ねらって振ふりおろされた鉄剣を、かろうじて弾はじき返す。つづいては脳天だ。これもなんとか防いだが、エリックの体勢は乱れる一方。

　一いち撃げき一撃が、骨身に染みるほど身体からだにひびく。カセリアはいわゆる巨体の持ち主ではないから、『重い』というのではないが、なんというのか、急所を確実に狙い撃うちし、しかもすばやく繰くり出されるその剣には、力ちから自じ慢まんの兵にはない『切れ味』がある。

（同じ王朝を祖にしながら）

「そうとも」

　心を読んだかのようにカセリアはさらににたりと笑う。

「だから、アリオンが貰もらい受ける。土地も財産も文化も、人民も」

　カセリアの剣はアリオン随ずい一いちの名工ヴァルケスの手になるものだ。火と水の精せい霊れいに等しく愛されたという、すでに故人のこの鍛か治じ師しが鍛きたえあげた剣は、見あった力量の持ち主が振るうとき、刃こぼれひとつなく岩をも断つという。

　そしていま、エリックの剣が真っ二つにへし折られた。

　停てい滞たいもなくカセリアは次の打撃を見み舞まう。必死で首を背そむけたエリックだったが、肩を割られた。

　声ひとつあげなかったのは立派だが、次に振りあげられたカセリアの剣は、まず受けられない。公子の危機と見て駆かけ寄ろうとした部下のひとりや二人ふたりはいたのだが、ひとりは敵に背中を見せたがために斧おので強打され、ひとりは距きよ離り的に間にあわない。

　カセリアの──すなわちアリオンの勝利が間近に迫せまった。

　と思えたとき、カセリアは背後から波のごとく押おし寄せてくる『気配』を感じた。

　覚えがある。

　馬の足音、兵たちのあげる声、味方の動どう揺よう、吹きつけてくる風──それらすべてをひっくるめた『気配』は、カセリア・ジャミルに、さほど遠くない過去の記き憶おくを呼び覚まさせていた。

「カセリアさま！」

　乱戦の向こう側で、馬で駆けずりまわりながら叫さけんでいる伝令の兵がいる。そちらに気を取られたカセリアは、エリックとのあいだに割って入ってきた兵たちに進路を阻はばまれた。

「ここだっ」

　舌打ち交じりにカセリアが叫さけぶと、

「ダイランより敵援えん軍ぐん、襲しゆう来らい！」土つち煙けむりのカーテンを通して、伝令兵の応じる声がする。「メフィウス軍です。メフィウスの旗を掲かかげた敵てき騎きが多数押おし寄せてきます！」

「メフィウスだと」

　呻うめいたのは、カセリアもエリックも同様。さらにこのとき、脳裏に去来した男の姿も、二人ふたりともに共通していた。

　瞬しゆん間かん──、

　カセリア・ジャミルはわれを忘れた。

　いつの間にやら額ひたいに鋭するどい鉄のかけらのようなものが埋うめ込こまれていて、それがふとした拍ひよう子しに熱を放って自らの存在を思い出させた、という感じがした。

（奴やつか）

　ダイランにおいて、本丸というべき場所にまで王手をかけながら、その寸前でいく手を阻はばんでくれた男。あまつさえ剣けんで仕し留とめきれなかった男。

（奴！）

　その男が、ふたたび戦いくさに終止符を打とうかという寸前に、やはり背後からあらわれた。

　屈くつ辱じよくと怒いかりが鉄のかけらをさらに熱くした。とともに、こみあげてくる笑いを抑おさえることができなかった。

　むざむざ報復の機会を与えてくれんがために、こうして追ってきたというようにしかカセリアには思えなかった。

　彼は、エリックに背を向けた。部下に命令のひとつもなく、ぱっとすばやく馬に鞭むちをくれると、敵味方の兵でごった返すなかを強引に突とつ破ぱした。邪じや魔まな兵は左右に鋭するどく剣を繰くり出して追い払はらった。それがエンデ兵であれ、アリオン兵であれ、いまのカセリアには区別がない。

　果たして、カセリアの感じた『気配』は、まさしく土煙となって真っ向から立ちのぼっていた。

　折りしも、地面が白く輝かがやきはじめている。

　淡あわい光を背景に迫せまりくる一団の先頭に、あの若者がいた。

　カセリアはほとんど無意識のうちに、あわてて追いすがってきた徒かちの兵から火を取りあげると、それを肩かたより上に振ふりあげた。敵への道しるべのつもりだ。

「名乗りをあげいっ」と、甲かん高だかい声で呼びかける。「おれはアリオン王国第一王子、カセリア・ジャミルなるぞ。この首ほしければ、貴様も名乗りをあげい」

「メフィウス皇太子ギル・メフィウス」

　相手も応じた。

　カセリアの声に比べると、静かに、穏おだやかで、かつ、染み入るような張りがある。

　しかし、その双そう眸ぼうにはまぎれもない戦意の色が火となって燃えている。手に搔かい込こんでいた槍やりを捨て、馬上で剣けんを抜ぬいたのもそのあらわれであろう。

「ほう、メフィウス皇おう子じ！」

　カセリアもぱっと火を投げ捨てた。

　弧こを描えがいたその火が、まだ中空にあるうちから、カセリアの駆かる名馬は脚あしを踏ふみ込んでいた。

　ギル・メフィウスも同様。

　放ほうり投げられた松明たいまつから火の粉がちらちらと降るさまはひどく緩かん慢まん。

　空は、闇やみを侵しん食しよくしはじめた朝あさ陽ひに白はく濁だくとしている。

　この瞬しゆん間かん、混戦模様となった戦場において、乱れ放題に乱れていた、敵味方いずれに吹くとも知れぬ戦意の『風』が、ぴたりとやんだ。

　舞ぶ台たいのひと幕にも似て、右方からカセリアが前のめりに馬を飛ばせば、左方からギルがやはり前ぜん屈くつ姿勢で疾しつ走そう。
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　口から泡あわを噴ふきつつ狂きよう奔ほんする馬同士の目玉がぎょろりと蠢うごめき、互たがいの姿を正面から映し出した。

　刹せつ那な、アリオン軍総大将の剣がひらめき、メフィウス軍指し揮き官かんの剣が打ち振ふられた。

　鋼はがねの衝しよう突とつが火花を生む。

　すれちがいざま、さらにもう一度。

　両者、距きよ離りを隔へだてつつ反転。

　再度ぶつかる。

　今度は馬足を互たがいに弱めて至近距離での斬きりあい、突つきあいとなった。

　偶ぐう然ぜん、双そう方ほうが斬りあいをする足もとには、先ほどカセリアが投げ捨てた松明たいまつがまだ火を放っている。

　火か炎えんの色を浴びて緋ひ色いろにきらめく二ふた振ふりの剣けんが、残光を曳ひきながらいく度となく激げき突とつしあった。

　驚おどろくほど力も技も拮きつ抗こうした両者である。また、いわゆる手のあう両者でもあった。

「くわっ」

　怪かい鳥ちようのごときひびきを喉のどから発し、縦じゆう横おう無む尽じんにカセリアが躍おどりかかれば、

「っ」

　声なき声で応じて、それをことごとく撥はねのけるギル・メフィウスの剣。

　無論、ギルも防戦一方ではない。

　隙すきを見ては撃うちかえす。右から、左から、頭上から、下方から。しかしすでに敵の急所はそこにはない。面を沈しずめて、胸むねを引き、剣を掲かかげてはカセリアもこれまた見事に退ける。

　カセリア・ジャミルは最初、頭が沸ふつ騰とうせんばかりに熱いものを額ひたいに感じた。

　怒いかりだ。

　憎ぞう悪おだ。

　この男をふたたび生きてこの地に残しては、自分は、二度と安らかな眠ねむりなど望めまいという思いがある。

　額に深く突き刺ささった鉄のかけらは、常からこの男の嘲ちよう笑しようを映し出す。女を抱いているさなかであっても、あるいは眠りのただなかにあってすら、男の嘲笑が浮うかびあがってくるたびにカセリアは絶ぜつ叫きようとともに跳とび起きて、奴ど隷れい数百人の背中を鞭むち打うち、時には首を刎はねてでも、その噴ふきあがる絶叫と血柱のなかに身をおきながら、血の疼うずきをまぎらわそうとするだろう。

　ただ一度の邂かい逅こうでありながら、アリオン王子にはそれほどの妄もう執しゆうがある。

　だが、その一方で──、敵の剣を受け、こちらの繰くり出した打撃を退けられて、眼前で何度となく火花が散るたびに、カセリアは、そうした怒りや憎悪といった感情さえもが撃ちあわされる鋼はがねのひびきとともに霧む消しようしていく思いもあるのである。

　感情や思考など形を失い、意味をも用をなさなくなって、ただもうカセリア自身が鉄のひと振ふりとなって闘とう争そうに吞のみ込こまれていくがごとき感かん触しよく。

　これは、あのときといっしょだ、とカセリアは呼吸すら意識せぬ戦いに身を投じながら、ぼんやりと思った。

　すなわち、はじめて剣を握にぎったあの日。

　生まれてからこの方、なににも満たされることがなかった。

　常に苛いら立だっていた。正体の知れない感情が嵐あらしのように体内に渦巻いて、外への放出の機会をひとつでも見み逃のがすまいというように、彼は目に触ふれるものすべてに嚙かみついた。

　ランス・マズポッターが剣けんの師し匠しようとして自分につけられたときも、カセリアは猛もう反はん発ぱつした。誰だれかのいいなりになるなど、舌を嚙かみ切ってでもごめんだという思いがあった。

　そのカセリアを、ランスは徹てつ底てい的に打ちのめした。

　そしてその都度、カセリアも力の限りに撃うち返そうとした。

　そのとき、カセリアはおのが形を失うという経験をした。怒いかりも、苛立ちも、誇ほこりも、鋼鉄の撃ちあう瞬しゆん間かん瞬間のなかで火花とともに消え去った。世にあまねく、偉い大だいとされる文化の数々の、なんと色あせたことか。

　あれからカセリアが戦場に自ら赴おもむき、先せん陣じん切って戦うのも、あのときの高こう揚ようと興こう奮ふん、そして得がたいまでの剣との一体感をもう一度味わいたいからにほかならない。

　もちろんいまでもランスは師だ。単純に剣の技量でいえば、いま鋼を嚙かみあわせているギル・メフィウスより一枚は上まわろう。

　ただし、ランスとは長らく『殺しあって』いない。

　ギルとのそれは、まぎれもない命の駆かけ引きだ。

　だから、闘とう争そうの生み出す殺意の渦に、引き込こまれた。感情さえも溶とけ崩くずれて、同じ色の渦となって中央に吞のまれそうになった。

　一方──、

　ギル・メフィウス、すなわちオルバも同じ心境に陥おちいりかけた。

　力が拮きつ抗こうしているからこそ、いまこの一瞬がたとえようもないほど甘かん美びに思われた。勝利と敗北、すなわち生と死、そのあいだに横たわる糸ひと筋ほどもないこの空くう隙げきに身を置いている実感が、オルバをして身み震ぶるいがするほどの歓かん喜きを呼び起こさせ、夢中にさせた。

　皇太子の仮面も、周囲の状じよう況きようも、エンデ公国のことも忘れ去って、『剣』というこの世界に没ぼつ入にゆうしていたい。

　カセリアと同じく、オルバという肉体も魂たましいもまた、形を崩れさせ、黒っぽい血を垂たれ流しながら、その血が螺ら旋せんを描えがくに任まかせたまま、闘争の渦のなかに吞まれるかに思えた。

　が、

　カセリアの剣をもう何十度目かに弾はじいた刹せつ那な、後頭部に強い熱を感じた。

　頭上に、ぎらつく太陽があった。

　降り注ぐ歓かん声せいがあった。

　オルバの呼吸がかすかに乱れた。

　とともに、何者かの手が自分の肩かたに触れていることに、このときはじめて気づいた。その手がぐいとオルバを後方に引いて、闘争の渦から遠ざけようとしている。

（シーク）

　はっとなってオルバは目をみはった。剣けん風ぷうで舞まいあげられた砂さ塵じんの生んだ幻まぼろしであったろうか。その、見えざる手の持ち主が、美び貌ぼうの剣けん闘とう士しシークのように見えたのだ。

　死者の幻げん影えいがよぎったかと思うと、やがてゴーウェンの太いたくましい腕うでになり代わり、かと思えば、柔やわらかく白い少女の手に変化する。

　すべての腕がオルバを引き寄せようとするその都度に、数えきれないほど経験した殺しあいが、その一場面一場面を切り取られながら脳裏に焼きついた。

（そうだな──、そうだった）

　オルバは眼前にまで迫せまった渦を直視しながら、改めて思い知った。

　剣を持っての戦いなどは、オルバにとって、自身が生きていくための道筋でしかない。

　剣闘場でも、皇太子の影かげ武む者しやとなってからも、常にそうであった。ただ一時の勝機を逃にがしたその瞬しゆん間かんにこそ、オルバは冷たい軀むくろとなって横たわる。いまやそれは彼ひとりきりの定めではない。以前、トリネアの森で経験した戦いで思い知らされたように、すでに彼の戦いは彼ひとりきりのものではなかった。

　そう気づいた刹せつ那な、砂塵に霞かすんでいたシークの顔が、笑んだ。ゴーウェンが頷うなずいた。少女が、勝ち誇ほこったような顔でその手を放した。

　黒くざわめいていた血が、オルバの内部で螺ら旋せんを描えがくのをやめた。

　とともに、いままで一本に鋭するどく束ねられていた五感がばらばらに解けて、前後左右にひろく放射されはじめた。

　次の瞬間、オルバが馬の位置をかすかにずらし、あえて正面から逃げたのもそのためだ。

　カセリアはそれを敵の隙すきと見た。

　オルバが身をずらしたのちの空間を斬きると、すぐに馬もろともその空くう隙げきを埋うめて躍おどりかかった。

　刹那、新たにごうっと吹きつける戦意があった。

　槍やりを携たずさえ、突とつ撃げきにかかったのはパーシル。

　後方に控ひかえていた彼は、オルバが自分のための空間を空あけたのに気づいたのである。

　この突撃によってカセリアはわれに返った。あわてて身を引いて、槍の一撃が眼前を吹き抜ぬけていくのを啞あ然ぜんと見つめる。

「卑ひ怯きよう者ものめ！」

　カセリアは吠ほえた。せっかく心身ともども溶とけそうなほどの恍こう惚こつ感があったというのに、絶頂間際で冷や水を浴びせかけられた思いがした。

　オルバは馬上で微ほほ笑えんだ。

「若いな」

「なにっ」

「貴様の首さえ獲とれば、卑怯もなにもない。おれは正々堂々、アリオン王子と一いつ騎き打うちして、見事打ち負かしたと宣伝するさ」

　カセリアよりいくらも年下なれど、オルバ自身が口にしたとおり、これはある種の若さを失ったオルバならではのやり口であったろう。

　カセリアは顔面を紅こう潮ちようさせながらも、こうしてわれに返ってみると、自分のおかれた状じよう況きようを理解せぬわけにはいかなかった。

　ちょうどランス・マズポッターが王子の居所を探して馬を走らせてきた。

「引け、引くのだ、王子」

　馬を棹さお立だちにさせながら大声で呼ばわった。

「引かぬというなら、おれも相手になるぞ、カセリア。前にいったとおりだ。担かつぎあげてでもおまえをつれていく。そんな惨みじめな思いをしたいか、カセリア！」

　カセリア・ジャミルはこの日、二度目の敗北を喫きつした。

　そのどちらも同じ相手にである。

　余人には理解できない言葉で吠ほえると、カセリアは馬の脇わき腹ばらを強く蹴けった。




　　　　２




「やれ、追えっ」

「わがほうの勝機、ここにあり」

　エンデ、そしてメフィウス連合は遁とん走そうをはじめたアリオン軍を追つい撃げきにかかった。

　アリオン側も、どうやら総大将カセリア・ジャミルがこの戦地を捨てたと判断して、将兵たちが声をかけあって、「撤てつ退たい」の音頭を取っている。

　当然のこと、いったん片方が退たい却きやくにかかれば戦いくさの均きん衡こうは一気に崩くずれ果てて、少しでも逃にげ遅おくれたアリオン兵たちはあちこちで敵兵にたかられ、殺さつ戮りくの憂うき目にあっている。

　そんななか、ランス・マズポッターは総大将を逃がしつつ、自らは槍やりを取ってしんがりをつとめていた。

「かかれ、かかれ」

　追うほうも追うほうで、いざ勝ち戦になるとわかれば、あとはいかに名のある敵を討うちとって恩賞を得られるかということに関心が移る。ランスの首を獲ろうと、ここへ来て無む謀ぼうな突とつ撃げきを敢かん行こうした挙あげ句く、逆に命を奪うばわれる兵たちも多数出た。

　アリオン側とて、この時点で敗北までも覚かく悟ごしたわけではない。

　北のゾンガーにはいまだ一千の兵が残っているし、東側にはファード・クリセウム率いる部隊がある。メフィウス参戦によっていったん不利になったここを捨てはするものの、すぐさままた陣じん形けいを組みなおすつもりであった。

　だが──、そのファードもまた、思わぬ苦戦を強しいられていた。

　ダイラン炎えん上じようによって西進を余よ儀ぎなくされたガーベラ軍を追いすがる格好となったファードだが、その前方に立ちはだかったのが、西方連合部隊の指し揮き官かんモロドフ。ファードは異母弟のカセリアと同じく、百戦して一度も負けを知らぬほどの勇将であったが、そのファードにしてかつてまみえたこともないほどの強敵である。さらにモロドフ、ひとりで同じ箇か所しよに留とどまって足止めしようとはしなかった。

　自らも引いてファードを誘さそったかと思えば、今度は弟のニルギフ率いる部隊が先まわりして時間稼かせぎをする。

　カダイン国モロドフのすばやい指示によって、撤てつ退たい路ろに配置してあったピネペー族が銃じゆう火かで援えん護ご。これを補佐するのがタウーリアのナトーク隊長率いる騎き兵へいであり、またヘリオのビシャムが指揮する歩兵たちである。

「ええい、どけっ、どかぬか」

　軍馬の蹄ひづめがひっきりなしに土砂を跳はねあげるなか、ファードは大口を開けて怒ど鳴なっている。がちん、とこのとき鉄の肩かた当あてに火花が立った。銃じゆう弾だんが鋭えい角かくに当たって跳ね返ったのであるが、この巨体、よろめきもしない。

　ファードはすでに両の指で数えられる以上の敵兵を屠ほふっていた。いつもなら攻こう勢せいに乗れば蟻ありの子のように蹴け散ちらせるはずの敵が、今回はしぶとすぎるくらいにしぶとい。

　ことに、モロドフ、ニルギフの兄弟は巨軀きよくもファードに劣おとらず、槍やりの扱あつかいも群を抜ぬいている。さしもの常勝軍団もなまじの覚かく悟ごではこの二人ふたりに撃うってかかれない。

　また、当の双そう竜りゆうにしてもこの敵に目をみはって、

「あの敵、片づけられるか」

　一度、モロドフが退いてニルギフが前進する局面で、兄弟すれちがった際、兄のほうから声をかけた。

「敵の数がもっと少なければ、いまごろはおれの槍の穂ほ先さきから奴やつの首を提さげていたのだが。兄者はどうだ」

「強い。あの敵に必要以上にかかると、こちらも危うくなろう。もしおれかおまえが討うたれれば、敵は勢いを増してガーベラ軍をも吞のみにかかるぞ。おれと功を競おうとして、奴に構いすぎるな」

「承しよう知ち」

　兄と比べれば多少分別という点で落ちるニルギフにしても、こうも目的がはっきりとしていれば迷うことはない。自分ひとりの槍で戦せん況きようを覆くつがえしてやろう、などと意気込ごむほどに、いわば彼も若すぎはしないのである。

　こうして双竜が時間を稼いでいるあいだに、ゼノン王子率いるガーベラ部隊は谷あいの道を抜けて、その西側で陣じんを再構築した。ここへ辿たどり着いた当初、ゼノンは陣をいくらかにわけて配置することで、次第次第に敵足を鈍にぶらせながらダイラン側との連れん絡らくを取ろうと計画したが、ほどなくしてダイランのほうから使者を乗せた飛ひ空くう艇ていがやってきた。

　若きガーベラ王子は馬上にあったままだったが、報告を耳にするなり、

「はっ」

　喉のどを反そらして笑い声を放った。

　彼が聞いたのは、エリック公子がカセリアの罠わなを逆手にとってすでに敵てき陣じんに攻せめ入ったこと、しかしその隙すきを衝つかれてダイランが襲しゆう撃げきの憂うき目にあったこと、そして、

「ギル・メフィウスか」

　彼が口にしたとおり、メフィウス皇太子があらわれ、この窮きゆう地ちを救ったこと──、である。

「おれのときもそうであったが、あの皇太子、自分がいかなる局面であらわれれば一番効果的か、それを知っておられる。もしかしたらあいつこそが、敵味方、すべての糸を後ろから引いているのではないかというほどにな」

　ゼノンは自分に従っている騎き士し見習いを呼んで、この事実を全軍に知らせた。

　ガーベラ王家の紋もん章しようが柄つかに刻まれた長ちよう剣けんを、肩かたより上に振ふりあげて、

「後こう顧この憂うれいはもはやない。敵がこれ以上前進するというなら、われわれの剣で押おし返してやろうぞ」

　半時間もすれば西方連合部隊も次々と隘あい路ろを抜ぬけてきて、ガーベラ軍の陣じん地ちに加わった。モロドフ、ニルギフも最さい後こう尾びの隊に位置していた。

　やっとの思いでファード・クリセウムもそれにつづこうとしたが、敵が存外遠くない箇か所しよにかたまっているのを見て、さすがに不ふ審しんに思った。自分たちの拠きよ点てんが燃えているというのに、これ以上後退しようとしていないのは誰だれの目にも不自然だ。

「あ奴やつら。舐なめておるなあ」

　ファードは鼻はなから太い息を噴ふいた。こちらを多少足止めできたからと調子づいている。じゃらっと鉄球をぶらさげている鎖くさりが鳴った。得物を改めて身構えると、彼は一軍が背後に揃そろっているのを見届けてから、再さい突とつ撃げきの命令を下そうとした。

　と、

「ファードさま」

　馬の足もとに転がるようにして兵があらわれた。馬を棹さお立だちにさせたファードが「なんじゃっ」　と怒ど鳴なる。邪じや魔ま立だてするようならその兵の首をももぎ取らんばかりの高こう揚ようぶりだったが、

「モルガどのからの伝言です──」

　と前置きしてから伝えられた言葉に、

「なにい？」

　ファードは、ぽかんとなった。そうやって目を丸くし、口を開けていると本当に子供っぽい顔になる。

「退けだと？　馬ば鹿かな、弟はなにをしているのだ？　ダイランを攻め落としたのではないのか？」

　不満の色も露あらわにしたが、今回の総司令官はカセリアだ。それに、ファードは力押しの戦いくさとなればたとえ不利な状じよう況きよう下かでも威い力りよくを発はつ揮きする男だが、多少事情が込こみ入ってくると、自分の頭で考えることをよしとしない。魔ま道どう士しからの伝言がつづくうち、

「む、む、む」

　と顔をしかめていたが、いまもまた自力で考えることを放ほう棄きして、

「ええい、では退け、退けいっ」

　熱湯を浴びたような顔をして叫さけんでいた。

　即そく断だん即決はファードの真しん骨こつ頂ちようであり、また強みでもある。ファードがあっさり戦地を捨てて逃にげ出すと、部下たちも急いでこれにつづいた。

「よし」

　とこれを見やったゼノン王子も行動を開始した。

　追つい撃げきではない。西方連合軍を含めた兵力の多くをこの地に残しつつ、自らは五百の騎き兵へいのみを率いてダイランを経由、北方へと向かう。

　同じころ、やはり北に進路を取っていたカセリア・ジャミルは、何度か反撃の機会をうかがおうとしたが、ギル・メフィウスとエンデ公子エリックの混成軍がその都度陣じんを寄せてきた。

　追う側も、追われる側も、汗と血にまみれ、それに兵馬の跳はねあげる土砂をかぶっているから顔中真っ黒だ。

　カセリアも例外ではない。普ふ段だんは陽光をも弾はじくほどに白い肌はだを黒く染めながら、馬上でおめいた。

「ガーベラに、メフィウスめ」

　エンデを含めた三国は一いつ触しよく即そく発はつの状態にあると聞いていた。だからこそカセリアは父の反対をおしてまで、部隊を進める決意をかためたのである。アリオン軍を招いたジェレミイ公子も同じことを口にしていたはずだ。

　だというのに、この連れん携けいはどうだろう。とてもにわか同盟の軍勢とは思えない。

「聞いていなかったぞ、こんなことは！」

　その一方で、ダイランから北十数キロの位置まで来ると、ギルはいったん進軍を止めた。

　同じころにガーベラの部隊も合流を果たした。

　メフィウス皇太子ギル、エンデ公子エリック、そしてガーベラ王子ゼノンが馬首を並べるその向こう側を、カセリアの本隊が砂さ塵じんをあげて北進していく。

　陽ひがゆるゆると昇のぼり、いよいよ辺り一面を朝の光に満たしている。

（ようやく──）

　と、もっとも感かん慨がい深くこの朝陽を浴びたのは、まちがいなくエリック・ル・ドーリアであったろう。

　三つ並んだ人馬の影かげが長く地面に引きのばされていく。

「すまぬ」

　と公子エリックがまず口を開いた。

「敵の姦かん計けいに乗せられた。おれの浅はかな決断で、ガーベラやメフィウスの方々にまでご迷めい惑わくをかけてしまったな。おれひとり率いる小隊ごときなら、撃げき攘じようされる覚かく悟ごで戦いもしたが──」

　一国を背負う身となると、それも難しい。

　言い訳に聞こえる気がしてあとは押おし黙だまったが、

「なに」

　ゼノン王子がエリックの肩かたを叩たたいて慰なぐさめた。

「それほどアリオンが戦せん巧こう者しやであったということだ。エンデ一国の問題ではない。もしその矛ほこ先さきがわがガーベラに向いていれば、やはりお二方のご援えん助じよが必要になったであろう。そうだな？」

　水を向けられたギル・メフィウスは顎あごを引いた。

「これで終わりだとは限らない」

　朝の大気は澄すんで、そして静けさに満ちている。先ほどまで荒こう野やを席せつ巻けんしていた喚かん声せいも、怒ど号ごうも、けむり立っていた血の饗きよう宴えんもいまや遠い。陽ひの光に昨日きのうの穢けがれはきれいさっぱり洗い流されて、また新たな一日がはじまろうとしている。

「メフィウスを含ふくめ、これからも合力せねばならない場面があろう」

　それは、いよいよ三者のみに通じる協力関係ではなく、国をあげての同盟が必要になる──という意味だろう。

　ゼノンもエリックも異議を挟はさまなかった。

　無論、そのためには片づけねばならぬこと、やらねばならぬことも多々ある。

　ギル・メフィウス──オルバも、戦いくさが終結を迎むかえたばかりのいま、早くもその目は『故国』メフィウスへと向けられていた。




　カセリアたちがゾンガーへ舞まい戻もどったのは、翌日の夕刻である。

　伝令用の飛ひ空くう艇ていを飛ばして、国境付近に迎えの船を出させていた。

　帰りの船のなか、カセリアはひと言も口を利きかなかった。

　ゾンガーの港。

　副官のランス・マズポッターは帰着した兵たちの整理と人数の確認に忙しかったが、本来、優ゆう先せんすべきことはほかにあった。そこにまで気がまわらなかったのは、彼がこの戦でおかした最大の過あやまちであったかもしれない。

　カセリア・ジャミルは港へ着くなり、とある場所に足早で向かった。

　倉庫街の外れに一いつ軒けんの家がある。場所柄がらに似つかわしくなく、武装した兵にものものしく守られていた。アリオン兵である。「通せ」とひと言もないまま、主君の雰ふん囲い気きに恐おそれをなして自然と左右に退いた兵たちを尻しり目めに、カセリアはドアを乱暴にこじ開けた。

　やはり荒あら々あらしく足音を立てながら、二階の突つき当たりにある部屋に向かう。

　そこに、ジェレミイ・アマン・ドーリア公子がいた。

　朝まだ早いというのに、室内は黒くろ睡すい蓮れんの煙けむりで満ちている。いや、あるいは昨晩からほとんど眠ねむらずにこの薬で現実逃とう避ひしていたものか。

　よどんだ目で王子の入室を見つめていたジェレミイは、はっとしたようにその目を見開いて、

「こ、これはカセリア王子」

　煙管キセルを手落とし、あわてて居住まいを正した。

「しばらく留守にされていたようだが、どこへ向かわれていたのです」

「ダイランへ」

　カセリアは微ほほ笑えんだ。誰だれもが笑い返したくなるほど柔にゆう和わな笑みであった。

　ジェレミイはもう一度胸むねを突かれたような表情になって、それから、次第次第に彼も笑顔になった。

「ま、まことか。それで？　それで、ダイランはどうなった。いや、カセリア殿下のことだ。エリックに味方する人間のことごとく、火に投じ入れられたのであろう？　そしてこれからはダイランを拠きよ点てんに、いよいよわが治世に反はん抗こうする勢力ことごとくを……」

「いずれはな」

　カセリアは小首を傾かたむけ、笑顔を浮うかべたまま手を腰こしにかけた。

「いずれは、ダイランを火の海にしてくれよう。アリオン王族の血にかけて、必ずな。だが、その前に」

「その前に？」

　カセリアの腰から銀光が走った。

　ジェレミイ・アマン・ドーリアは自分の最期に気づいたかどうか。

　ごろりと転がった生首は、部屋の隅すみにしつらえてあった薄うす汚ぎたない鏡の前で止まった。自身の死を、そのよどんだ目が無感動に見つめている。

「まずは、貴様の血だ。こんな汚れた血で、おれの渇かわきが癒いやされるはずもないが、まあ、いきがけの駄だ賃ちんにはなる」

　息ひとつ乱さずにいうと、カセリアは剣けんの血をカーテンで拭ぬぐい取り、それから入ってきたとき同様の足取りで建物から出ていった。




　アリオン軍二千足らずの兵がゾンガーの港町を出航した。

　それまでのあいだ、アリオン軍を威い嚇かくするためにギル、エリック、ゼノンはダイランの北方で陣じんを構えていたが、アリオン軍出航の報が届くと、陣中の兵たちは銃じゆうや槍やりを掲かかげて大いに凱がい歌かをあげた。

　そのころにはファードの撤てつ退たいを確認した西方の部隊も合流している。

　ギルは、無言で近づいてきた将モロドフと、やはり無言で拳こぶしをかちあわせた。

「おや、兄者」あとから寄ってきたニルギフが首をひねった。「いつの間に、ギル皇太子どのと親しん睦ぼくを深められた」

「一流の武人となれば、一日陣じんをともにしただけでわかりあえるものだ」

　モロドフはぶあつい胸むねを張り、隣となりにいたオルバを苦笑いさせた。

　ひとまず、これにてアリオンのエンデ出しゆつ征せいはとりやめとなった。

　だが、オルバが指し摘てきしたように、これでアリオン──ひいてはカセリアの野心が終結を迎むかえたわけではない。

　今回の戦いを、後世では『ダイランの災さい禍か』と呼ぶ。

　これこそ、のちにいくたびも干かん戈かを交えることとなる『アリオンの狂きよう王おう』カセリアと、『メフィウスの竜りゆう皇おう』ギル・メフィウスとの、最初の会戦であった。




　　　　３




　帝都ソロンに、英えい雄ゆうが帰き還かんした。

　本来なら、朝から花火を打ち鳴らし、大勢の人手で迎えるべきところであったが、なにしろ皇帝グール・メフィウスの薨こう去きよが伝えられてから五日と経たっていない。喪もに服するため、人々は派手な色の服装を禁じられ、また、酒場や娼しよう館かん、競技場などの歓かん楽らく施し設せつも門を閉ざしていた。

　エンデ公国の救きゆう援えんに駆かけつけ、アリオンの遠征軍を打ち払はらった英雄は、その功績と、人々が抱いだく未来への期待とは裏腹に、ひっそりと着陸させた船から、やはりひっそりと降り立った。

　無論、帰還する前に皇帝の死は伝えられてある。

　ギル・メフィウス──オルバは、そのとき言葉を失った。詳くわしい経けい緯いを聞かされているあいだも無言であった。

　グール・メフィウスが血だまりとともに沈しずんでいたのは冷たい石の床ゆか。何者の手によって殺害されたか、確たる情報はない。だが、その直後、ソロンからは竜りゆう神しん教きよう長老と皇后、その他ザースを含ふくめて十人足らずが怪あやしげな飛空船──おそらく、あらかじめ神殿に隠かくされてあったものと推察される──にて逃にげ去っている。彼らの仕し業わざによるものと考えてまちがいあるまい。

（グールが）

（死んだ）

　オルバの沈ちん黙もくを、家臣たちの大半は、実のお父上を亡くされた悲しみによるものだと理解した。

　いまさら繰くりかえすことでもないが、オルバとグールに血のつながりなどはない。生まれた環境が異なりすぎる両者である。影かげ武む者しやになって以降も、面と向かって話したことさえ数えるていどだし、一度ならず、命を狙ねらわれたことすらある。

　だから、オルバはいかにも衝しよう撃げきを受けたふうによそおい、黙だまり込こんでいたのだ──というのもちがう。

　実際、オルバは衝撃を覚えていた。痛手さえ被こうむった、といっていい。

　だが、オルバ自身、その感情がいったいなんであるのか、唐とう突とつに訪れた勝利による喪そう失しつ感なのか、憐あわれな独裁者への憐れん憫びんなのか、あるいは自身の手で討うち取りたかったという後こう悔かいなのか、その正体を正しくいい当てることはできなかった。

　帝都ソロンへ降り立ってからも、ずっとこの得体の知れない感情はオルバについてまわっていた。

　甲かつ冑ちゆうの上に羽織るコートに喪も章しようをつけたオルバは、同じく喪に服する意味あいの衣装を身にまとった貴族たち一同の出で迎むかえを受けたが、ほとんど声を交わすこともなく、ただ全員の顔をひととおり見わたしてからひとつ頷うなずくに留とどめた。

（おいたわしや）

　船内と同じく、人々はやはりギル皇太子がご心痛を受けていらっしゃるのだ、と理解した。

（戦いくさに勝利し、意い気き揚よう々ようと凱がい旋せんしてみると、お父上が亡くなられていた、とは）

（互たがいに兵を率いて戦われたこともあるとはいえ、やはり父と子）

（母君さまもとうに亡くなられている）

（いかに英えい傑けつとはいえ、皇太子さまとてまだお若い。さぞや、おつらいであろう──）

　貴族たちの中央に、イネーリ・メフィウスがいた。彼女がソロンでなにをおこなっていたかも知らされている。オーダインともども前へと呼び出し、

「よく、留守を預かってくれた」

　とだけオルバはいった。




　その後、オルバは自室にも帰らず、人目を避さけるようにとある場所へ向かった。

　ソロン市街の中央にそびえたつ黒の塔とう。

　かつてはその地下に竜りゆう神しん廟びようがあった。本来、正式な葬そう儀ぎを迎える前の皇族の遺体は、その廟が移された神殿に安置されておくべきだったが、場所が場所である。神殿を取り仕切っていた長老衆はいまや国を割った張本人と目されており、また皇帝その人を殺害した疑いさえある。それゆえ、遺体は黒の塔地下にある霊れい安あん室しつへといったん運ばれていた。

　なかは、ほとんど円えん筒とう形の空くう洞どうと化している。

　左右の壁かべに沿って並べられてあった歴代皇帝の彫ちよう像ぞうも、絵画も、豪ごう華かな装飾品の数々も、神殿へと移されてあった。

　足音をこつこつと反はん響きようさせながら、オルバは供もつれず、手ずから灯あかりを掲かかげたまま進んでいく。

　その足音が止まった。

　臨時に祭さい壇だんだけは神殿から運び出したと見える。棺ひつぎがひっそりと安置されてあった。

　オルバはその蓋ふたを開けることも、また必要以上に近づくこともなく、『父』が眠ねむっているであろう棺の前で、長いこと立ち尽つくしていた。

　なにか、いまになって、かの者と交わしておかねばならぬ言葉の数々があった思いがする。

　たとえばそれは、恨うらみ言ごとか。

　皇帝は長いこと、実の息子むすこと偽にせ者ものの自分との区別がつかなかった。最後の最後でようやく奴ど隷れいだと見み抜ぬいたようだが、こうとなったいま、遅おそきに失した感が強い。オルバ本人にとってはそれで安あん堵どする思いがあるのと同時に、

（いっそのこと）

　自ら正体を打ち明け、自分からあらゆるものを奪うばった為い政せい者しやに対する恨み言をいっさいがっさいぶちまけたかったという思いもある。

　あるいは、曲がりなりにも国を統治してきた経験者からあれやこれやと教示されたかったのか。

　あるいは、これからおまえになりかわって国を預かるのだという決意表明を、真実、皇族正統の皇帝の前でおこないたかったのか。

　これも、オルバ本人にすらはっきりとしたことはわからない。

「おまえは、何者ぞ」

　そう問いかけたグールの声だけが、オルバの脳裏に反はん響きようしつづけている。

（では）

　とオルバは心の内側だけで問い返した。

（あなたは何者であられたのか）

　何者にも心を委ゆだねず、また何者からも信じられなかった皇帝は、いまにして思えば孤こ独どくな老人そのもの。しかしたったそのひと言だけで彼の晩年を片づけることに、オルバ自身の心が猛もう烈れつな反はん抗こうを示した。

　長らくメフィウス帝朝の玉座を預かっていた男だ。いくたびも戦乱を経験しながら、領土の大半を守り抜ぬいてきた。領民たちを高い石の壁かべと、剣けんの力とで守しゆ護ごしてきた。この何十年、少なくとも都市の内側ではほとんど餓が死し者しやも出さなかったはずだ。たとえそのわずかばかりの繁はん栄えいが、皇帝の独裁主義と、何百、何千もの奴隷の命と引き換かえに得られたものであろうとも、曲がりなりにも国を統治してきた男の人生を、ただ「孤独であった」というひと言でなにもかもを知ったような心持ちになってよいはずがない。

（くそっ）

　自分の心が乱れているのを自覚してオルバは石の床ゆかを蹴けりつけた。

　犠ぎ牲せいになった奴ど隷れいやら、力で抑おさえられてきた最下層の民の姿を、オルバは知っている。というより、本人がその一員であったことはもはやいうまでもない。だから、

（笑えばいいんだ、おれは）

（棺ひつぎに唾つばを吐はきかけ、ご遺体を蹴けりつけてやればいい。ざまあみろ、おまえが取るに足らぬと思い、いや、あるいは存在さえ認識していなかった奴隷こそが、おまえが生しよう涯がい大事に守ってきたものすべてを奪うばい取ってやるんだ、墓の下でせいぜい悔くやしがっていろ、と罵ののしりながら──）

　そう意気込ごむものの、期待していた半分ほども感情は爆発せず、やっと訪れた勝利らしい実感を摑つかむことさえままならない。なにより、

（グールは、誤っていたのか、どうか）

　どのように自分の感情を操作しようとしたとて、必ずやその問いかけが付ふ随ずいしてきて、オルバの脳裏から消え去らない。

　それが彼を苛いら立だたせた。

（誤っていたかどうか、だと？）

（奴やつのおこないが誤っていたからこそ、家臣も増長し、民や奴隷たちを、畑で毎年採れる収しゆう穫かく物ぶつかなにかのように見下していた。結果、おれの故郷は火に焼かれて、兄を失い、母を殺されて──）

（奴が誤っていたからこそ、おれの前で死んでいった男たちが大勢いた。この手で殺さねばならない者たちがいた）

　たとえこの先、鋼鉄の剣けんを握にぎる機会を得られずとも、オルバの手からは決して血の臭においが絶えることはない。体外にぶちまけられた臓ぞう腑ふの色と、やはりその強きよう烈れつな臭いも、記き憶おくから消え去ることも決してない。

　それらの犠牲が、寄よる辺べのない闇やみのなか、道のように連なっていくのをオルバは一歩一歩踏ふみしめて歩いてきた。道しるべは、復ふく讐しゆうの思いがもたらした炎ほのおとなって目の前に常に揺ゆれていた。

　そして、ようやく辿たどり着いた先において、オルバはしかしその炎をも同時に見失ってしまった。

（いや──）

　オルバは長く嘆たん息そくした。

（いまにはじまったことじゃない。おれは、オーバリーを打ち倒たおした時点で、もうその炎を見失っていたんだ）

　では、と新たに問いかける声がオルバの内側にある。

　では、おまえはなんのためにここまで来たのだ？

　と。

（わかっている）

　皇帝グールを倒たおすためなどではない。独裁者を倒してそれで劇げきの終幕を迎むかえられるような、そんな御お伽とぎ噺ばなしめいた単純な話ではない。

　それをいま、深い呼吸とともに再認識したオルバだからこそ、

「馬ば鹿かが」

　笑いもせず、棺ひつぎを蹴けりつけることもせず、オルバはただそれだけをいった。

「暴悪の君主になりきればよかった。今日きようは十人、明日あしたは百人の奴ど隷れいを生いけ贄にえとして欲するような、そんな君主に。家臣の財産を全部取りあげ、それで巻き起こる不平不満は、連日どこかに戦いくさを仕し掛かけることで晴らすような、そんな皇帝であれば、よかったものを」

　罵ののしりながらも、どこかオルバの目が暗いのは、棺からぬっと立ちあがった黒い影かげを双そう眸ぼうに宿していたからか。

　それは人間の四し肢しを備えていた。

　影には顔かたちこそ存在していなかったが、しかしオルバは確かに感じていた。まごうことなき力強い視線を。語りかけるような言葉とともに。

　オルバは気づかぬ振ふりをした。振りをしながら、言葉を紡つむぎつづけた。

「であれば、まだ未来への道しるべにもなれたものを。全部をひとりで負おうとしたからこのざまだ。おまえは──」

（おれだ）

　答えたのは、何者の声であったか。

（おまえのいく道は、おれの辿たどった道だ。おれの進む道は、おまえがかつて歩んだ道だ）

　影は一歩一歩オルバへと近づいた。逃にげることも、抗あらがうこともできない。オルバはただ目をしっかと見開いたまま、その影が次第次第に巨大化していき、自分を頭頂部から爪つま先さきまでも吞のみ込こんでいくのを見守っていた。

　と、

「陛下と、お言葉を交わされておりましたか」

　背中に投げかけられる声があった。ふわりとしながらも内側に強さを秘ひめたその声は、一いつ瞬しゆんのうちに、オルバに躍おどりかかっていた影をばらばらに霧む消しようさせた。

　夢から覚めたような顔でオルバは振り向いた。

　魔ま道どうの技などではあるまい。なぜなら相手はビリーナ・アウエル。いかに変わり者の姫君とはいえ、ホゥ・ランのようにその声や口づけに魔道の力は隠かくしていないはず。

　それに、いましがた自分を見み舞まったもののけのごとき影の正体にも、オルバは気づいていた。かつて主宮殿の自室にて、そして竜りゆう神しん教きよう神殿の下層部にて、皇帝グール・メフィウスが声を交わしていたものと同類であろうとは、無論彼にも知る由はなかったものの。

「お邪じや魔までしたか」

「いや」

　オルバは首を左右に振ふった。脇わきにどいて、ビリーナが自分と並べるていどの空間を空あける。が、ビリーナはその一歩手前で足を止めていた。祭さい壇だん前の棺ひつぎを見つめている。

「グール・メフィウス皇帝陛下は、解げせぬ方です」

　灯あかりひとつきりが照らす薄うす暗くらがり。ビリーナの目はきらりと輝かがやいている。

　眉まゆを震ふるわせながら、

「自らを戒いましめた家臣の方を竜りゆうに投げ与え、奴ど隷れい同士が殺しあう剣けん闘とうを奨しよう励れいして、わが母国ガーベラに刃やいばを向けられた。許せぬお方です。でも、わたしとじかに声を交わしていただいた陛下は、まるでそのようなことをなさるお方とは別人のようであられました」

「──」

「ともに剣闘を見物しながらお戯たわむれに賭かけをなさったり。その賭けのことを持ち出してわたしが兵を欲しい、といえば、あっさりと応じてくだされたり。あの方とお言葉を交わす瞬しゆん間かん瞬間、わたしは息苦しいほどの緊きん張ちようを覚えながらも、でも決して嫌いやではなかった。もし──いま口にするのも詮せんなきことなれど──、もう少しでも時間を、言葉を重ねて、ともに過ごすことができたなら、もっとあの方との距きよ離りを縮ちぢめ、もっとご理解できたかもしれない、と思えるほどには」

「おれもだ」

　オルバも、やはり棺のほうを見つめながら答えた。

「おれも、いまになって同じことを思っていた。許せぬ『父』であった、正さねばならぬことは多々あった。だが、やはりあの方は皇帝であられた。おれがこれから進むべき道を示してくださるお方ではあった」

「無責任なおっしゃりよう」

　ひっそりといって、ビリーナ・アウエルは瞼まぶたを閉じた。頰ほおを伝う涙なみだに、オルバはまたも気づかぬ振ふりをしなければならなかった。

「いまになって思う、とは、なんとも無責任です。なぜ、悔くやむ前にもっと父君とのお時間をつくろうとなさらなかったのです」

「あのような父だったから、おれの言葉になど耳を傾かたむけてもくださらなかった」

「いいえ、いいえ」

　今度は王女のほうがかぶりを振った。

「あなたは、お父上を理解しようと努力なさいましたか。反対に、自分を理解していただこうとわずかばかりでも努力なさいましたか」

　詰きつ問もん口調に近い。オルバが答えられずにいると、ビリーナはもう一度長い髪かみごと頭を打ち振って、

「このようなことになってからでは、遅おそい。遅すぎるのです。言葉も尽つくさぬままに、ただ互たがいを理解できぬものと決めつけていては、またこうして父と子が、兄と弟が、そして母と娘むすめがあい争う事態を招いてしまう。もう、こんなことはたくさん。同じ国の人間同士で血を流しあうのも、その血を等しくするはずの家族で刃やいばを向けあうのも、もうわたしはたくさんです」

「姫」

　ビリーナは両手で顔を覆おおった。淡たん々たんと語っているようでいて、感情はいつしか抑おさえがたいところまできたらしい、白い指のあいだから次から次へと涙なみだが伝い落ちた。

　肩かたに手を置こうとするも、嫌いや々いやするみたいに首を振ふったビリーナに振り払はらわれる。

　王女はぐずぐずと鼻はなを鳴らしながら、

「わたしは、もう悔くやみたくはないのです。遅おそすぎたと臍ほぞを嚙かみ、唇くちびるを嚙みしめ、子供のように足を踏ふみ鳴らしたくはないのです」

　それこそ子供のように泣きじゃくりながら、切々と彼女は訴うつたえる。オルバはその横顔を見やりながら、

（思えば──）

　ふと、斬きられたような思いで気づいた。

　そう、思えば、ビリーナも骨肉の争いをいく度となく目にしてきた少女だ。

　まだ十歳になるかならずかのとき、ガーベラ譜ふ代だいの重じゆう鎮ちんであったはずのバトールという男の謀む反ほんを目まの当たりにした。祖父のジオルグともども人質にされたが、祖父の機転と王女の行動力によってこれを打だ破はしている。

　そして、オルバがビリーナと出会ってすぐのこと、やはりガーベラ国の勇将リュカオンの謀反劇げきに巻まき込こまれた。リュカオンはほかならぬ王女の婚こん約やく者しやであった男性だ。ガーベラと騎き士し道どうの未来を嘆なげいた彼は、その王女本人にすら剣けんを振りあげた。

　メフィウスへ来てからも、ザット・クォークの反乱未み遂すいやら、皇おう子じが同盟を決めたはずの西方とメフィウスとの戦い、そして今回の父と子による内乱など、骨肉の争いが相次いだ。オルバ本人はまだ知らぬことながら、故国ガーベラでもまた、二人ふたりの兄によるいさかいが激化しそうになっていた。

　そこには、数多くの思おも惑わくがあったろう。自分の信じた正義を貫つらぬくため、己の野心を満足させるため、国のゆく末を憂うれえたがため。

　そうした、男たちの身勝手でありながらも、流血沙ざ汰たを避さけては通れぬほどの激しい感情のぶつかりあいに、さしもの王女も感情を乱れさせ、皇帝グール・メフィウスの死をきっかけに一種の飽ほう和わ状態になったのかもしれない。

　そう思いいたったオルバではあったが、

「ずいぶんと、王女らしくもないことをいう」

　口を衝ついて出たのは、辛しん辣らつとも取れるひと言だ。予想どおり、

「らしくもないとはなんです」少女はきっと赤い目でオルバをにらみつけた。「あなたが、わたしのなにをご存じだというのです」

「知らぬということがあるものか」

「いいえ、ご存じないはずです。あなたはご自分と、ご自分の戦いの勝利にしか興きよう味みのないお方。誰だれにも、ほかの何事にも関心などありはしないのです」

　王女はきっぱりと決めつけた。オルバは苦笑いが浮うかびそうになるのを必死で抑おさえつつ、

「何事にも遅おそすぎるということはない。確かにおれと父上はわかりあえぬまま、この無残な結果を招くにいたった。だが、おれはこうして父の霊れい前ぜんに立ったとき、はじめてあまたの感情を抜ぬきにして父のことを考えてみる気になった。皇帝であられた父が、いままでどのようなことをなさり、これからなさろうとしていたかを、知ろうという気になった」

「──」

「あるいはこんなことは、父が生きておられたらあり得ぬことだったかもしれない。おれと父は相変わらず言葉を探さぐり、顔色をうかがうような関係でありつづけて、父のことを深く考える機会など訪れなかったかもしれない。父が亡くなってくれてよかったともいわぬが、それがきっかけであったのはまちがいないことだ」

「でも、……でも。それでは、あまりに寂さびしすぎます。死に別れて、はじめて相手のことを思いやれるようになるだなんて、あまりにも」

「人と人の関係に決まった形などはない。わかりあう、理解しあっていくという経けい緯いも、方法も、その結果も……様々だろう。仲むつまじく手に手を取りあう、ということだけがわかりあうということじゃない。互たがいのことをこれ以上もなくわかりあった、その上で、互いの命を地上から消すために戦うことだってあるかもしれん」

（そんなこと）

　というビリーナの声はつぶやきにもならず、かすかな嗚お咽えつにまぎれて消えた。

　オルバはひとつ頷うなずいて、

「王女のいわんとしていることもわかる。無論、相そう互ごに理解しようともせず、あるいは誤解の積み重ねで争う事態も数多い。おれがいなくなったあとの西方との戦いがそうであったように。エンデとガーベラの争いがそうであったように。それは確かに人の仕し儀ぎとしてはなんとも悲しく、切なきことだ。十四の姫君が胸むねを痛めて、にっくき婚こん約やく者しやの前で泣きじゃくってしまうくらいには」

　わざとそうしようとしてか、それともなにかを失敗してか、またも王女ににらみつけられるようなことを口にする。

　さらにオルバはあろうことか目を赤く腫はらした王女に向かって、にっこりと笑いかけて、

「だが、ビリーナ・アウエルよ。そなたはただの『十四の姫君』などではない。あるはずがない。少なくともおれの知るビリーナは──、おれの頼たよりになる仲間であり、うっかりすれば寝ね首くびを搔かかれそうなくらい油断のならぬ相手であり、何度となくおれを振ふりまわしてくれた少女は──、こういうとき、涙なみだも見せず、口にしてどうにもならぬことを訴うつたえもせず、ただ、おれに向かって涼すずしい顔をして、いうのだ」

（なにを？）

　とビリーナは目で問いかける。赤いその視線は激しさを増していた。

　オルバはその視線を真っ向から受け止め、胸むねを張った。

「皇おう子じ、これからはわたしと二人ふたりで、言葉を尽つくして相手を理解しようとすることのできる、そうした国をつくっていきましょう。いや、つくらねばなりません。つくらねばこのビリーナが容よう赦しやしません、銃じゆうで脅おどしてでもそうさせてみせます──」

　ビリーナがぽかんと口を開けたのは、オルバが女性の声音を真ま似ねしてみせたからだ。

　それから、見る見るうちに、怒いかりのゆえか、困こん惑わくのゆえか、あるいはその両方ない交ぜになってか、顔色をさらに赤く染めていく王女をオルバは見やりながら、

「そうやって、王女は、おれの心をたやすく引き出してくれる。おれの進む、曲がりくねって複雑に入り組んだ道のりを、ごくごく単純なものにしてくれる」

　囁ささやくようにいった。

　ビリーナの目がまん丸となった。いま浮うかべたオルバの微び笑しようが、いつかの夕ゆう暮ぐれどき、赤々とした光に透すかされながら垣かい間ま見みせた表情に酷こく似じしていたからかもしれない。

　そして、

「ビリーナ、そなたは可か愛わいい」

「な、なにを」

　仰おおせです──ともつづけられぬビリーナは、いつしかその両肩かたにオルバの手が乗っていることにも気づかない。オルバが手にしてきた灯あかりは、壁かべにかけられていた。その灯りに横から顔を照らされつつ、

「泣きじゃくる顔も、取り乱す様も、おれに見せてくれた。賢かしこい王女のこと、おれのそうした顔も、どうせすでに見破って、そう、先ほどいったようにおれを子供のようだと思っているだろう。おれたちは決して多くの言葉を消費したわけじゃない。長すぎる時間を共有したわけじゃない。だけど、おれは最初に出会ったときよりよほどビリーナ王女を知ったはずだし、王女という存在を尊敬し、厄やつ介かいな相手だと思い、時には心安らぐ女性だとも思っている。ビリーナはどうだ？」

「わ、わたしは、わたしが、わたし、も……」

「おれたち二人のように、生まれついた土地やら、男女の差、重んじる価値の隔へだたり……そうした立場のちがいという垣かき根ねを、ひとつずつ低くしていけばいい。各おの々おのがそうしたことを可能にできる国をつくればいい。おれは、多くの戦いのなかで多くのものを失いながら、そう決心した。この思いを、ビリーナ・アウエル、そなたひとりが共有してくれるなら、こんなにうれしいことはない。こんなにも心強いことはない」

「…………」

　いまや、ビリーナの顔は夕焼けのそれのように赤い。先ほどまでとは事情が異なるのは、これはもうどのような朴ぼく念ねん仁じんであれわかりそうなものだったが、オルバはこの瞬しゆん間かん、ビリーナの肩かたから手を放した。

（あ。……）

　という顔で、ビリーナはその手を無意識のうちにか視線で追いかけた。いまはじめてオルバの手が触ふれていたことに気づいたような顔であり、いまになって肩が焼けるほどの熱さを放っているのに戸と惑まどったような顔である。

　オルバは半歩後ろへさがった。

「グール皇帝は確かに偉い大だいな父であった」

　そういう。いまさら話題を蒸し返したようにも取れて、一瞬ビリーナはまた戸惑った。

　と。

「そのすべてを受け継つぐわけではないにせよ、いくらかを、不ふ肖しようこのギル・メフィウスが背負うこともできよう。だが、いまメフィウスに父はあっても母はいない」

　オルバはいうと、さっとその場に片かた膝ひざをついたのである。

　過日、皇帝グールに対したときよりもよほど深々と頭こうべを垂たれる皇太子の姿に、王女が息を吞のむなか、

「ガーベラ王国第三王女ビリーナ・アウエルどの。誇ほこり高き王女よ、メフィウスの母になっていただけないか」

　そう、口にした。

　ビリーナはいよいよ声を失った。

　壁へき画がの剝はがされたあとも生々しい、灯あかりひとつが石の床ゆかに二つの影かげを投げかける空間である。

　何事か応こたえようとしてはその都度思いとどまるみたいに、ビリーナは呼吸を喘あえがせた。

　何回ほどそんなことを繰くりかえしたろう。

　オルバは身動きしない。

　口を閉ざして、ひざまずいた姿勢のまま。

　両者にとってこの数分足らずが、どれほどの時間に感じられたことか。

　さすがにオルバも首の後ろに汗を意識しはじめたころ、

「皇太子さま」

　そんな声が脳天に投げかけられた。オルバからは表情が見えない。

「おっしゃりたいことは、ただそれだけでございますか？」

「──」
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「なにか、言葉が足りなく思います。女性の身でこのようなことを申しあげるのも、顔から火が出る思いがしますものを、皇太子さまはあえてそれをいわず、わたくしを辱はずかしめるおつもりですか」

　オルバは無言で膝ひざをのばし、すっくと起きあがった。

　ビリーナの顔が正面、ややさがった位置にある。

　閉ざしていた口を開いた。

　もちろん、わかっていた。

　自分がなにをいうべきか。

　そんなことは、もうずっと前からわかっていたのだ。

　だが、いまになって背中が疼うずいていた。

　壁かべにかけられていた火がいつしか身体からだに燃え移り、背中だけを熱く熱く焦こがしている思いさえする。

　背中が熱い。

　烙らく印いんが熱い。

　奴ど隷れいの刻印が熱い。

「王女、おれは──」

　背中から勢いよく噴ふきあがった炎ほのおが、オルバの前後左右を朱しゆ色いろのヴェールで取り巻いた。

　わずか一いつ瞬しゆん。

　オルバが目を閉じ、こじ開けるまでのほんの些さ細さいな時間。

　彼は前方をふたたび見み据すえた。

　ビリーナ・アウエルの貌かおがそこにある。

　せめぎあう多々の感情に揺ゆれるまなざしを直視した刹せつ那な、炎ほのおも消えた。

「王女、おれには確かに話しておかねばならぬことがある」

「ええ」

　こくりと頷うなずくビリーナ。

「長い、長い話になるだろう」

「そうでしょうとも」

　ビリーナはにこりと微ほほ笑えんだ。

「時間はあります、殿下。これから、長い長い時間がわたしたちには。でも、その時間すべてを待つことに当ててよいほどには、わたしも決して気の長いほうではありません。じゅうぶん、おわかりでしょうけれど、ね。殿下？」










　終章　鉄と血




　さて、これからなにを語るべきだろう。

　竜りゆう皇おうギル・メフィウスのその後の大まかな足取りなどは、ここであげつらっていくにはいささか無ぶ粋すいに過ぎようし、細かなエピソードを連ねていくには枚挙に暇いとまがない。

　よって、ここは少し、遊んでみよう。

　思いに任まかせるまま、メフィウスや、ギル皇太子にかかわった人物たちがどうなったか、『ダイランの災さい禍か』から先の場面を、時間軸じくもばらばらに切り取って、あれこれと列挙してみたいと思う。




　まずは、フェドム・オーリン。

　すべてのはじまりともいえぬことはないこのお方は、ギル・メフィウスが皇帝として戴たい冠かんする前より、評議会の復活を声高に主張して、ギル皇太子を説得する形でこの大願を果たすこととなる。

　ただし皇帝が倒たおれて、国内の世情が不安定つづきであったこともあり、彼はビラク領主の座を容よう易いに退くことはならなかった。それゆえ、評議会議長の肩かた書がきを得ながらもなかなか帝都ソロンに足を運ぶことができず、しばらくのあいだは歯がゆい思いをすることとなる。

　その間、ソロンで政治的な基き盤ばんを強めたのが、いうまでもない、ギル・メフィウスと家臣たちの橋はし渡わたし役を積極的に引き受けたイネーリである。すでに皇おう女じよとしての地位は失ったものの、実父の邸てい宅たくと姓せいを改めて引き継ついで、イネーリ・モントリーとして、この後、よりいっそうメフィウスの政治に深くかかわっていくこととなる。もっとも、彼女の未来が彼女自身が望んでいたとおりのものになったかどうかは、のちの世の歴史家、物語作家のあいだでも評価がわかれるところであろう。

　ちなみに、文官としてはメフィウスでもっとも高い地位にのぼりつめることとなったフェドムだが、ギル皇太子が『うつけ』と周囲に吹ふい聴ちようされている当時からその非ひ凡ぼんな才に目をつけていたと噂うわさされる彼は、後年まで皇帝の理解者であると同時に、口やかましい家臣でありつづけ、

「あいつが食あたりになって明日あしたにでもくたばってくれれば」

　と皇帝がこぼすのを近きん習じゆの者たちは何度となく耳にしたという。




　次に、ネダインの土地を覗のぞいてみよう。

　のちに十二将の地位を得るウォルトが部隊を常じよう駐ちゆうさせ、レイモン・ピースラウが領主となるこの土地は、『ダイランの災さい禍か』の前後、実はもっとも世情が安定していた場所である。『小皇帝』アビゴール親子を自分たちの力で退けたという自負も大きいネダインの民は、数々の謀む反ほん騒さわぎや奴ど隷れいの乱が相次ぐなか、一いつ貫かんして皇太子派の旗を掲かかげつづけていた。

　これはギル・メフィウスを大変喜ばせた。田舎いなか街まちネダインがのちのち、アプターに次いで彼と縁えんの深い土地になっていくのも、こうした経けい緯いがあるからだろう。レイモンが領主となるのは『ダイランの災禍』より五年後のことだが、この実直な若者はギル・メフィウスの一の信しん奉ぽう者しやでありつづけ、『メフィウスの竜りゆう皇おう』と最初にギルを呼びならわしたのも彼であったといわれている。

　そのピースラウ家に伝わる、どうということはない挿そう話わがある。

　ギルがエンデ派兵から帰ってきた半月後、皇帝グールの葬そう儀ぎが帝都にておこなわれることとなったため、レイモンもソロンへ赴おもむかねばならなかった。

　出発の支度を終えた彼のもとへ、

「兄さん」

　階段を大急ぎで駆かけおりてくる人ひと影かげがあった。

「なんだ、ルイーズ。ピースラウ家の息女ともあろう者がはしたない」

　妹をたしなめたレイモンだったが、その妹から白い折り紙を手渡されると、不思議そうな表情になった。旅の安全を祈った、淡あわい色の高級紙で折られた造花ならば、すでにレイモンの胸むねに飾られている。

「兄さんへじゃないわ」

　はにかむようにルイーズはいった。

　自分の胸むねにあるそれよりひとまわりほど大きく、またいっそう手の込こんだ造花と、やや顔色を赤くした妹とを見比べていたレイモンは、突とつ如じよなにかに気づいたような顔になって、

「だ、駄だ目めだ。身分がちがいすぎる。おまえの気持ちもわかるが、あの方には正式な婚こん約やく者しやとていらっしゃる。つらいだろうが、ここはピースラウ家の立場も考えて、あきらめるしか……」

　そういうと、ルイーズはますます顔を赤くした。

「兄さんの馬ば鹿かっ。お世話してくださったお礼と、お守りを兼かねたものよ。皇太子さまにそんな……そんな大それたこと、考えるはずがないでしょう！」

　彼女には珍めずらしく大声を出して、見送りに集っていた使用人たちを笑わせたのであった。




　さて、やや時はさかのぼって。

　アプター川を越こえて西、タウラン地ち域いきに目を転じれば、そこにはタウラン連合盟主となったアークス・バズガン王の所領地がある。

　謁えつ見けんの広間に隣りん接せつする部屋にて、アークスは、カダインの双そう竜りゆうからの遣つかいを迎むかえ、エンデでの戦いの一部始終を聞かされていた。

　その遣いが帰ったのちに部屋を訪ねたのは、メフィウスへ派は遣けんしていた文官である。彼は彼で、メフィウスを騒さわがしていた騒そう乱らんの詳しよう細さいと、その帰結とを報告した。

　同席していたのは、軍師ラバン・ドウ、息女エスメナ、そして若き将軍ボーワン・テドス。

「グールがくたばりおったか」

　アークスは別段心を動かされたふうもなくいったが、目には感かん慨がいの色を隠かくしきれない。グール皇帝が治世をつづけているあいだ、アークスからメフィウス領へ侵しん攻こうすること三度におよび、逆にメフィウスからは二度の攻こう撃げきを受けた。

　宿敵といっていいかもしれない。その男が、命を落とした。あたかもかの地に芽吹いた新しき命に肥ひ沃よくな大地を譲ゆずりわたすかのようにして。

　一いつ瞬しゆんの感慨から覚めたアークスは、

「こちらからも弔ちよう問もんの使者を出さずばなるまいな。どうだ、エスメナ？　久しぶりにメフィウスへ参まいってみるか」

　娘むすめへ水を向けたが、

「お父さまがどうしてもとおっしゃるならば逆らいもいたしませんが、使者としてはこちらにいるボーワン将軍のほうが適任かと思います。わたしでは、政治のお話はわかりませんので」

　エスメナはひっそりと微ほほ笑えんでかぶりを振ふった。

　アークスは意外そうな顔をした。娘ならば喜んでこの話に飛びつくものと思っていたからだ。

　ここのところ急激に大人びたと評判の娘は、やがて挨あい拶さつの言葉を述べて部屋を辞していった。

　しばしあってから、アークスは小さく嘆たん息そくして、

「政治というなら、話のわかる人間を同伴させるものを。さすがに年とし頃ごろの娘むすめは、心変わりが早いな。幼生時代の竜りゆうが、日ごとに鱗うろこが数えきれぬほどに増えていくのにたとえられるだけはある」

「殿、竜の鱗の話は、士別れて三日なれば刮かつ目もくして相待すべし、というような意味にございます。女心をたとえたのは、別の……」

「そう、そうだとも。おまえの教養を試したのだ」

　軍師ラバンが口を挟はさむのを、アークスは強引な方法で打ち切らせてから、

「しかし、こちらでは甥おいのラスワンがあのようなことになり、メフィウスでは皇おう女じよイネーリがその肩かた書がきを失った。こちらからエスメナを差し出す代わりに、皇女をボーワンなりラスワンなりに貰もらい受けようかと思っていたが、いまとなっては考えなおさねばなるまい。バズガン家の血筋はやはりタウーリアにて引き継つがねばならん」

「血筋を絶やさぬという意味でなら、殿のほうこそ、側室を迎むかえられることを考えてもよろしかろうとは思いますが」

「おれも妻のジャイナもまだまだ若い。案ずるな」

　アークスは豪ごう胆たんな性格にも似ず、こういう話を家臣の前でするのが苦手だ。

　話を終わらせると、ラバンやボーワンに見送られるまま居室へと戻もどった。その途と端たん、

「忍にん耐たいしたな、ボーワン」

　老軍師はボーワン・テドスに声をかけた。

「はっ、な、なにがでございましょう」

「エスメナ姫が国内の男に嫁とつがれる可能性が高くなった。いまこそ名乗りをあげるべきかそうせざるべきか、迷っていたであろう」

「な、なぜそれを、いえ、なにをおっしゃられているのか、わたくしには」

「全身から湯気のような意気を噴ふきあげておきながらなにをいう」軍師ラバンはからからと笑った。「若者のそうした意気は好ましい。せいぜい先走りすぎぬよう、己を監かん督とくしながら鍛たん錬れんせよ」

　ボーワンをよろめかせるほど大きな力で肩を叩たたきながら、ラバンも部屋を出ていく。

　若い将軍はその背中を恨うらめしげに見やった。あらゆる物事に精通しているがごとき老人も、若者の、淡あわくも青あお臭くさいそうした気分だけはすでに失って久しいようである。




　西方といえば、オルバに縁えんの深い土地として都市国家ヘリオがある。

　幾いく多たの国難を撥はねのけ、ヘリオ王家が磐ばん石じやくたる支配基き盤ばんを築いた感のあるこの国からは、歩兵隊長ビシャムがエンデ援えん軍ぐんとして赴おもむいている。そのビシャムは帰参するなり、真っ先にロージィ・ヘリオの前に膝ひざをついた。

　まだ齢よわい十にもならぬ、幼い王位正統継けい承しよう者しやである。この少年はビシャムから戦いくさに関する数々の話を聞いて喜んだが、最後にはひとりの英えい雄ゆうの死を嘆なげき悲しんだ。

　あのガルダを斃たおした仮面の英えい傑けつオルバが討うち死にしたという報は、ヘリオだけでなく西方全体を駆かけ巡めぐっていた。多くの民がこの死を悼いたんだが、ことに悲しみを強くしたのがヘリオの土地である。

　皇帝弔ちよう問もんの使者としてソロンへと派は遣けんされたヘリオ騎き竜りゆう隊たい隊長ラスビウスなどは、ギル皇太子と顔をあわせた際、皇帝のことよりまずオルバのことを口にしたくらいで、そのことに感かん銘めいを受けたギルは、ロージィへの贈おくりものとして、オルバが生前つけていた鉄仮面をラスビウスに託たくした。これは長らくヘリオ王家の国宝として保管されることになる──。

　とはいうものの、実のところ、オルバの鉄仮面、その行方に関しては諸説あるのが実情だ。

　皇太子ギルが後生大事に手もとにおいていたという説もあれば、メフィウスの守り神として黒の塔とうの地下に安置されたという説、あるいはオルバの死とともに戦場から失われたのだという説もある。

　そもそも、オルバ自身いくつか同じ鉄仮面を所有していた上に、西方、メフィウスなどにおいては街の鍛か治じ師しが祭りの際などに展示したり売ったりしていたレプリカも数多いから、真実、オルバが身につけていた鉄仮面がどうなったのか、追究するのは困難である。







　グール・メフィウスがみまかったと聞いて、ある種の感かん慨がいを抱いだいたのは、タウーリア王アークスのみならず、隣りん国ごくガーベラ王のアイン・アウエル、そしてその息子むすこゼノンも同様であったはずだ。

　十年にもおよぶ戦争を戦った相手である。

　アイン王はこの報を耳にしたとき、玉座に深く腰こしかけたまま、天を向いて嘆たん息そくし、

「ついに、じかにまみえることはなかったか」

　というような意味の言葉をつぶやいたのだという。

　一時はなんとしてでも首を獲とらねばならぬと誓ちかいあった宿敵でありながら、息子と娘むすめを近い将来縁えん組ぐみさせ、義理の家族になろうかという関係でもあった。なにか、言葉に尽つくせぬ思いがあったとて不思議はない。

　ガーベラ国内には、この機をもって、

「三国を統治する絶好の好機」

　と勢い込こんだ者もある。

　隣国のメフィウスも、そしてエンデも、長らく王おう冠かんを頂いただいていた人物が倒たおれたために、新たなる支配基き盤ばんを築かねばならぬ時期を迎むかえている。言い換かえれば国がもっとも脆ぜい弱じやくな時期であるから、ひとたび槍やりで突つけば、やすやすとメフィウス、エンデから土地を奪うばえるのではないか──、というその意見はしかし、表立って噴ふん出しゆつすることはなかった。

　この辺りはゼノン・アウエル王子や、知将ノウェ・サウザンテスの根まわしや工作によるところも大きい。いまはまだ東のアリオンの動向を見極め、むしろ三国関係を強化せねばならぬ時期にある、という見解を両者は一いつ致ちさせており、そのために意見を同じくする者をあらかじめ味方につけておいた。家臣たちにしてみれば、ゼノンがエンデへの援えん軍ぐんを何度となく父王に申し入れようとしていた際、第一王子ラゼッタとの対立を恐おそれて力になれなかった弱みがある。彼らは率先してゼノンたちの意見に乗っかった。

　そも、ガーベラ国自体、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったわけではない。この後、王と側室とのあいだに生まれた子供がきっかけとなって、ラゼッタとゼノン、二王子の関係もまた変わってくる。

　メフィウスのギル皇太子、エンデのエリック大公、そしてガーベラのゼノン王子、この三者が渇かつ望ぼうしながらも三国同盟がなかなか進まなかった大きな原因は、むしろこのガーベラ情勢にあった、といっていい。

　ゼノンが具体的に行動を起こすのは一年後、『リャリド攻こう防ぼう戦せん』──大陸東部史上、もっとも兵数における優ゆう劣れつが覆くつがえされた戦いとしてことに有名だ──の事件を経て、アリオンの再さい侵しん攻こうが匂におわされたころとなるが、そのときゼノン・アウエルの頭にあったのは功名心や権勢への欲求などではなく、ギルや同世代のエリックのこと、そしてじかにアリオン軍と戦った『ダイランの災さい禍か』のことであったのはまちがいないだろう──。




　ガーベラに触ふれれば、当然、三国同盟の礎いしずえ、エンデ公国に触れぬわけにもいくまい。

　『ダイランの災禍』を大勝利におさめたエリック・ル・ドーリアは、すぐさま首都サフィアへと凱がい旋せんした。

　ダイランにおいては亡くなった民や兵のための大がかりな葬そう儀ぎがおこなわれたのだが、エリックは水上宮に一夜こもって、エンデを守しゆ護ごする精せい霊れいたちに戦勝報告をしたばかりである。

　瞑めい想そうする時間のうちに、なにも感じぬエリックではない。大勝利とたたえられはしたものの、ダイランが被こうむった大だい打だ撃げきは自分に責がある、と感じている。その被害のなかには、親友ベルモア・プルートスも含ふくまれていた。

「息子むすこは、よい死に方をしました」

　ケイネス・プルートスはそういって、潑はつ剌らつとエリックの出立を見送った。

「わたしも鼻はなが高い。次はぜひ息子にあやかりたいものだ、と意気込ごむ兵たちはダイランに多数います」

　エリックは薄うすい笑みを馬上で浮うかべたきりだった。

　ベルモアはエリックを逃にがすための突とつ撃げき戦せんのさなか、命を失った。あとで調べれば、身体からだに多数の銃じゆう弾だんが喰くい込んでいて、それでもなお手にした槍やりは敵兵の血で汚れていたらしい。ケイネスにすがりついて泣きじゃくる幼子二人ふたりの姿が、いまもエリックの脳裏に焼きついてはなれない。

（次は、ぜひ──）

　水上宮で朝を迎むかえながら、エリックはケイネスの言葉を反はん芻すうしていた。

　エリックが大公となるのは、これより三ヶ月ののち。

　エンデをいっそう守もり立てたとも、エンデが地上から消え去る原因の一いつ端たんをつくったとも伝えられる『いさまし大公エリック』の誕たん生じようであった。




　さて、物事を列挙していけばそれこそきりがない。

　オルバ関連の話でいうならば、先ほど名前の出たリャリドも決して無関係ではない。たとえば、メフィウスとアリオンはこの先、規模の小さいものもあわせれば実に六度以上にわたって兵を率いて争うこととなるが、ギル・メフィウスとカセリア・ジャミルが直接戦地にてあいまみえたのは『ダイランの災さい禍か』を含ふくめて二度にしかならない。が、リャリド王家に伝わる秘蔵の歴史書のなかにおいてのみ、『三度』ということになっている。ただの書きまちがいでないのは、当時のリャリド王女自らが書のなかで何度となく言げん及きゆうしていることからあきらかだが、いったいそこにどのような歴史上の事実があったのか、これも後世の歴史家や物語作家を大いに悩なやませ、楽しませることとなる。

　ともあれ、枚挙に暇いとまがない。

　ここで、一度ソロンに戻もどってみよう。

　物語の中心でありつづけたギル・メフィウスとビリーナ・アウエル。この二人ふたりが婚こん姻いんの直前、どのような関係であったか、それを如によ実じつにあらわす話がある。

　昼前。

　ビリーナ王女はギル皇太子の自室へと赴おもむいた。

　小こ姓しよう数名と部屋の掃そう除じをしていたディンは、その足音で、

（あっ）

　という顔をした。根は素直な少年である。その顔のまま、ビリーナと向かいあった。

　半月後に婚礼の儀ぎ式しきを控ひかえたこのとき、ビリーナは十五歳。侍じ女じよテレジアを背後に従えさせつつ、

「殿下は、どちらにおわします」

「えっ。な、なぜです」

「なぜということもない。ご挨あい拶さつに伺うかがったまでのことですが、なにか問題がおありなのですか」

　花のようなご容顔はそのままに、言葉は追つい及きゆうの鋭するどさを秘ひめている。

　これはのちのちにディンが述じゆつ懐かいすることであるが、

（奥おく方がたさまは、ひょっとしてこちらへ間かん諜ちようを送られておいでではなかったか）

　と何度となく思わされたらしい。それほど嗅きゆう覚かくが働いていた、というのである。

　とはいえ、このときのビリーナに他意などあるまい。他意があるように思ったディンの勘かん繰ぐりであるが、つまるところやましい気持ちを持っていたということだから、

「ほう？」

　ビリーナも勘かんづいた。

　きらりと少女のまなざしが光ったと見たディンは、とっさに身を避さけようとしたが、遅おそかった。

「い、痛いっ」

　ビリーナの指が憐あわれな侍じ従じゆうの脇わき腹ばらをつねっていた。

「お、お許しあれ」

「なにか隠かくしておいでですね」

「な、なにも、なにも」

「噓うそをおっしゃい。さあ、洗いざらい白状なさい。今度はなにを企たくらんでおいでです？　民人に変装して街にいかれましたか、それとも戦いくさが近いと見て敵地偵てい察さつですか、あるいは……」

　早くも臨戦態勢になった王女のことだから、このあとでディンが『白状』した内容に、一いつ瞬しゆんきょとんとなった。

　ギル・メフィウスは早くから部屋を出て、ホゥ・ランとともに竜りゆうの遠乗りに出かけたとのことだ。なんでも、西方のラバン・ドウから新たな品種の竜が数頭、婚姻の祝い代わりに届けられたらしい。それを聞いていても立ってもいられなくなった皇おう子じは、周囲には内ない密みつで、ランといっしょにさっそく『品定め』とあいなったわけだ。

「それを先におっしゃいな」

　ビリーナがやっと指を放してそういえば、

「下へ手たにごまかそうとするから、余計怪あやしまれるのですよ」

　とテレジアが追い討うちをかける。ディンはうなだれるしかなかった。とはいえ、このときテレジアは、主人の姫君が、

（なんだ）

　という顔をしていながら、実のところ内心そうそう平へい穏おんではいられまい、ということを見み抜ぬいている。ある意味では、まだ内密に戦の準備をしていたほうがガーベラ王女には安心できたことだろう。

　ちなみに、ごく短い期間、王女につきしたがっていた若い侍女の姿は、もはやメフィウスにはない。

　『ダイランの災さい禍か』からほどなくして、王女はビラクを再度訪ねている。その折り、ビラクを離はなれて西方へと旅立つとある一家を見送った。ギル皇太子の許しを得た上でか、もしくは王女の独断であったか。

　ともあれ、それから、ライラという名の女性をメフィウス領内で見かけた者は、ない。







　ギル・メフィウスは婚こん礼れいと戴たい冠かん式しきを控ひかえたこの時期、大規模な剣けん闘とう大会を催もよおしている。

　古き皇帝グール・メフィウスの冥めい福ふくを祈いのり、新たな時代を迎むかえるための生いけ贄にえとして、屈くつ強きようの剣けん奴ど隷れいどもの血肉を多数欲したのである。

「ただし」

　とギルは広間に居並んだ廷てい臣しんたちの前でいった。

「おれが戴冠したのち三百日、剣闘において奴隷たちの殺しあいは禁じる」

　どよめいた人々に向かい、

「竜りゆう神しんもそうそう何度も人の血肉を捧ささげられれば、いささか飽あいてこようというものだ。おれは人の死が瑞ずい兆ちようを招くとも思わん。ただし、それでは民たちのほうが娯ご楽らくに飢うえよう。そこで、剣闘をはじめとした競技にはおのおのの領主や将軍が抱かかえる兵たちを参加させることにする。それぞれ金品や自じ慢まんの品を賭かけるがいい。もちろん、勝利した者にはそれら品物だけでなく、この上もない栄えい誉よが与えられよう。これには来きたるべき戦いくさに備えて兵を鍛たん錬れんする意味もあるから、殺しあいを前ぜん提ていとしたものではない。血の量が足らぬと不満を述べる領民も一時はあろうが、貴族や将軍たちがおのが名誉をかけて兵を争わせる姿は、ある意味でこれ以上もなく刺し激げき的な娯楽になろう」

　ギルが、このときすでに十数年後におこなう奴隷解放宣言のことまで考えていたかどうかまではわからない。

　そう、十数年といった。

　ギル・メフィウスことオルバは、この目的を果たすのに長い──彼の出自を思えば、身み悶もだえするほどに長い──時間をかけたのである。

　兵力、労働力を一気に失えばメフィウスが瓦が解かいする、と考えて、また、有力貴族や平民たちの不満を避さける意味でも、この時点では「三百日」と期限を切ったのだろう。

　大競技会の当日、

「さあ、はじめるがいい」

　雲ひとつなく晴れあがった青い空だった。ギルは皇族専用にしつらえられた観かん覧らん席せき中央で、両手をひろげながら声を放った。

「この剣闘は、わが父の霊れいをお慰なぐさめするとともに、メフィウスの危難をいくたびも救った英えい雄ゆうをたたえるものでもある。もっとも優すぐれた勝利をおさめた者には、『オルバ』の称しよう号ごうを与えよう」

　観覧席を、もう余分な隙すき間まなど犬一いつ匹ぴきぶんもないというくらいに埋うめつくした人々は沸わき返った。

　この後、少なくとも三百日は剣闘を目にすることができぬとあって、民たちの熱ねつ狂きようぶりはいつにも増して凄すさまじい。剣闘に携たずさわる商人たちも、新しく皇帝となる男の機き嫌げんをうかがおうとこぞって高名な剣闘士をここに投入してきたのだからなおさらだ。

　挨あい拶さつに赴おもむいてきた商人たちのなかには、オルバが顔を見知った者もあった。

（懲こりない男だ）

　とは思ったが、ほかならぬ英えい雄ゆう『オルバ』を輩はい出しゆつした商人である。タルカスは面前に呼んで、じきじきに声をかけてやった。

　頭上には、太陽。

　おびただしく降り注ぐ光と熱に脳天を焼かれながら、皇太子は眼下でおこなわれる数々の殺さつ戮りくに一見酔よいしれているふうであった。

　夕ゆう暮ぐれ。

　選ばれた数名の剣けん闘とう士しがギル・メフィウスの見おろす先で顔を並べた。全員、鍛きたえ抜ぬかれた肉体に汗と血をへばりつかせている。

　いずれも、この日おこなわれた数々の戦いのなかで、抜きん出た技と力を見せつけた男たちであった。

　ギルはひとりひとりに声をかけ、あらかじめ貴族たちから提てい供きようされてあった品々からひとつずつを与えた。黄金の装飾品から、名工の手による槍そう剣けん、豪ごう華かな馬具、気前のよいところを見せようとした貴族のひとりなどは、荘しよう園えんひとつを褒ほう美びとして用意していた。

　そうして恩賞を得ていく剣闘士たちのなかに、まだ十代の若者がいた。少年といっていい年とし頃ごろである。

　オルバは彼に、近衛このえ隊たいの槍やりを与えてやった。柄えの部分に竜りゆう骨こつを用い、装飾に銀をしつらえた豪華なものである。

　少年がそれを恭うやうやしく手にした瞬しゆん間かんのことである。

　その目がぎらりと輝かがやいたかと思うと、彼は思いきりそれを後ろへ振ふりかぶって、一気に投じた。

　ひゅんっ──と唸うなりをあげたその槍が、皇太子の眼前まで迫せまる。

　誰だれも、悲鳴をあげる間とてなかった。

　ギル・メフィウスの眼前に二条の銀光がひらめいた。

　傍かたわらにいたパーシルが剛ごう剣けんを振りおろすのと、ギルが腰こしから剣を抜き払はらうのとはほぼ同時であった。

　どちらの剣が捕とらえたものか、真っ二つに割れた槍がそれぞれの足もとを転がった。

　悲鳴と怒ど号ごうとは、その直後に湧わき起こった。

　ソロン一の競技場が揺ゆれ動くほどに凄すさまじいうねりのなか、少年は兵たちの手で地面に押おさえつけられていた。

「仇かたきだ」

　と彼は叫さけんでいた。あいつは仇だ、仇を討うたせろ、と何度となく、声の限りに吠ほえつづけた。

　ギル・メフィウスは自らの無事を示すように観客席に向かって両手を差しのべた。

　そしてようやくのことで人々が静まった段になって、

「なぜ、自らの命を粗そ末まつにするようなことをする」

　と眼下の少年に問うた。

　少年はたくましい兵たちに両手両足を押おさえつけられながらも、首を上へとねじ向けた。すでに死が眼前にまで迫せまっているというのに、その目の輝かがやきは生命そのものが宿した野生に満ちていた。

「おれの父は、メフィウス兵だった」

　と彼は砂を吐はき捨てながらいった。

「それなのに、同じメフィウス人であり、皇太子であるおまえの軍勢に殺されたんだ！」

「ほう」

　復ふく讐しゆうを誓ちかった少年は、皇帝が神殿に囚とらえられていた時期、皇帝派の軍勢と接せつ触しよくして村や町を荒あらしていたらしい。そのときに捕つかまえられ、奴ど隷れいの身分に貶おとしめられていたのだ。

「降りてこい」と少年はわめいていた。「降りて、おれと剣けんで戦え。父の仇かたきを討うたせろ！」

「こいつ」

　少年を押さえつけていた兵が激げつ昂こうした。槍やりの柄えで背中を殴なぐりつける。少年は砂の代わりに血を吐いた。

　と、

「やめよ」

　ギルはいった。ふたたび顔をあげた少年へ向かい、

「降りてこい、といったな」鉄の仮面をまとったがごとき無表情でつづける。「おれからそちらのほうへ降りていくことなどはない。あり得ん話さ。天上から奴隷の吹き溜だまりなどに自ら降りていく愚おろか者などがどこにいよう？」

　皇太子のいいように、周囲に居あわせた廷てい臣しんたちが声をそろえてひそやかに笑った。

　と、ギルは腰こしから引き抜ぬいたばかりの剣を、そのまま競技場のほうへと投じた。過あやまたず、少年の目と鼻はなの先に突つき刺ささる。さすがに息を吞のんだ彼へ、

「その剣、くれてやろう。三百日のちに再開される剣けん闘とう大会まで命も預けておいてやる。その剣で戦って、生き残って、そして」

　ギル・メフィウスは酷こく薄はくな顔で笑った。

「おまえのほうから、おれのところまで這はいあがってこい」

　地面に突き刺さった鉄剣は、緋ひ色いろに照り輝いている。

　それは、血の色に見えた。










　あとがき




　この『烙らく印いんの紋もん章しよう』の舞ぶ台たいとなっている世界は（当然のことながら）まったく架か空くうの惑わく星せいなのですが、巻数が増え、登場人物も増えるにしたがって、作者の頭のなかでおぼろげにしか存在していなかったイメージも徐じよ々じよに膨ふくらみ、『３』氏の描えがかれる挿さし絵えの効果もあいまって、なんとはなしに『実像』を備えていったような感覚がありました。

　まあ、そこまで大おお仰ぎようでなくとも、要するに、作者が妄もう想そうで遊ぶ舞台が、次第次第にしあがってきたのだということ。

　が、しかし。

　そうやって土地土地の設定が固まり、世界が固定化してくると、当初のそれとは遊び方が少々異なってきます。

　いったんぼくの指先から放出された『言葉』は、それがたとえその場の思いつきに過ぎないものであっても、確固たる『土』となってこの世界に根づいてしまい、それはよほど説得力のある理由がないことには、いまさら変えることなど許されません。たとえるなら、『メフィウスとガーベラは十年間戦火を交えた関係にある』と書いた以上、この歴史を改変することはもはや不可能。両国の皇おう子じ、王女が幼いころ仲良く遊んだエピソードを思いついたところで、それを作中に盛り込こむことはできません。

　そう、『言葉』によって世界が固まってくれば、今度はその世界にしたがって『言葉』を模も索さくする必要に迫せまられるのです。

　こうなると、世界がまだ固まっていなかった当初のように好き放題『言葉』を吐はき散らしていくわけにはいきません。できあがりつつある形を常に把は握あくし、その上で、慎しん重ちように『言葉』を選びながら手を加えていく必要があります。これはなかなか骨の折れる作業です。

　でもね。

　これが楽しいのもまた事実なんです。架空の世界をつくりあげ、そこに生きる人々の、戦いや和解や恋こいや別れを──つまるところ人生を書いていく。フィクション作家にとって、これ以上の喜びはないとすら言っていいかもしれません。




　こうして徐々につくりあげてきた架空世界での遊びも、どうやら終わりのときを迎むかえたようです。

　この十二巻目にして『烙印の紋章』は完結いたしました。

　一、二年後に、しれっと『第×部ついに開幕！』とか謳うたったり、『烙印の帝国』だとか『魔帝の紋章』だとかタイトルを地味に変えたりしながらシリーズ再開、という可能性とて、まったくないというわけではないのではないかとぼんやり考えなくもない……のですが、作者本人のいまのところの気持ちとしては、ここにて決着がついたつもりであります。




　シリーズ完結に当たって、この場を借りて少しばかりお礼の弁を。

　まずはこの作品を陰かげに日向ひなたにと様々な方向から支えてくださった編集氏、

　そして、十二冊分もいっしょにお仕事させていただきながら、一度しか直接お会いする機会のなかったイラストレーター・『３』氏。女性の趣しゆ味みが一いつ致ちしたことで盛りあがったのが昨日きのうのことのようであります。『烙印』では『そういう』女性を登場させる機会には恵まれませんでしたが、もしまた次にお仕事をごいっしょできる幸運がありましたら、今度こそは、と雪せつ辱じよく（？）に燃えております。

　そしてもちろん、読者の皆さま、いままで、少なからぬご支持とご声せい援えん、ありがとうございました。




　バ・ルーの闘とう技ぎ場じようで皆さまに初お目見えした剣けん士しオルバ。

　彼自身とも、彼の目を通じて見てきたこの世界とも、ついにお別れの時間がやってまいりました。

　作者本人も拭ぬぐいがたい寂せき寥りよう感かんを覚えつつ……。

　またどこかでお会いするといたしましょう。


杉すぎ原はら智とも則のり
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杉すぎ原はら智とも則のり

今回はそんなにゲームしてません。魂斗羅スピリッツ（ＳＦＣ）やキングコロッサス（ＭＤ）を解いたぐらいかな。『解いた』っていうと、昔風でいいよね。──ね？　共感の強要は犯罪です。嘘。
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イラスト／３

ここの文章を考えるのが地味に毎回しんどかったです。いや楽しかったです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「杉原智則先生」係

「３先生」係
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烙らく印いんの紋もん章しょうXII




あかつきの空そらを竜りゅうは翔かける（下）
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発　行　　　　2014年11月27日





発行者　　　　郡司 聡

発行　　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　https://www.kadokawa.co.jp/





カスタマーサポート

（アスキー・メディアワークス ブランド）

　　　　　　　[WEB] https://www.kadokawa.co.jp/

　　　　　　（「お問い合わせ」へお進みください）





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2012 TOMONORI SUGIHARA





※2012年10月10日発行の電撃文庫『烙印の紋章XII あかつきの空を竜は翔ける(下)』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/hyou4.jpg





item/image/dengekibunko-club.jpg
BExE |EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p345.jpg





item/image/p305.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		序章



		一章　忍び寄る影



		二章　火蓋



		三章　ダイラン炎上



		四章　王女と皇女



		五章　漆黒



		六章　惑星の火



		七章　鉄仮面



		八章　剣



		終章　鉄と血



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p183.jpg





item/image/p253.jpg





item/image/p215.jpg





item/image/k002.jpg
TS ERREESOM ST EOMEP






item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg
AN

AN
rorneSEH RN ¢ 7 r.p trr

,,
N

Ve . \
NN S0 A R0 \
mévaatﬁauw,mawco

A\
\






item/image/k003.jpg





item/image/k006.jpg





item/image/k005.jpg
gocumih AQRK

ISR YR IND S EIRY h) g —





item/image/k007.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/t009.jpg
%

EEOREE)

e S ROWERHWIRRED R ()

~aee?






item/image/p045.jpg





item/image/p089.jpg





item/image/p165.jpg





